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〇はじめに 

                       

当報告書は、令和４年度文化遺産国際協力拠点交流事業委託業務「カイロ市街の持続可能な保護策の

ための事業／住民参加のまちづくり」をまとめたものです。 

 

この事業は、「令和３年度緊急的文化遺産保護国際貢献事業（専門家交流）」の後継に当たり、一般社

団法人日本建築まちづくり適正支援機構（以下 JCAABE）が受託し、日本学術振興会カイロ研究センター

の深見奈緒子センター長を中心としたとエジプト側と日本側との連携によって実施されました。 

保存まちづくりにおいて、住民がその地域の価値を理解し、自らの街は自らが作るという住民参加の

視点が大切ですが、その意見をまとめるファシリテーター（促進者・調停者）が必要です。JCAABE は日

本においてファシリテーター養成講座を実施しており、それをエジプトの専門家に対して実施すると共

に、その受講者が、具体に住民ワークショップに参加してファシリテーションを行うという形で実施し

ました。この中で、カイロ旧市街、スーク・シラーハの歴史的建築物の利活用を扱い、今後の保存、維

持、管理について新たな視点と提案をまとめることができました。これらはシンポジウム（総括会）に

おいて、住民、ファシリテーターと共にステークホルダーを招聘し、共有化を図ることができました。 

ファシリテーター講座については、11 回のレクチャーをオンラインで行い、住民ワークショップはス

ーク・シラーハを対象に 9回実施しました。ファシリテーター講座受講者のモチベーションを上げるべ

く、最低 8回のレクチャー受講とレポート提出、1回以上の住民ワークショップ参加により、JCAABEか

ら修了証を発行し、結果として 12 名の修了者が得られたことは人材育成という意味で、今後のまちづ

くりに活かされることが期待できます。 

保存まちづくりに限らず、まちづくり活動は行政と専門家と住民が話し合いの中で、ある方向性を共

有して進めることが、持続可能性に繋がります。その意味で専門家がファシリテーションをすることに

より、専門家と住民のアイデアがブレンドされ、創造的なまちづくりが可能になります。これは、日本

においても発展途上であり、当事業を通して、エジプト側のみならず日本側においても多くの学びがあ

り、それも成果と思われます。 

昨年度はコロナ禍により、日本側から訪問できない状況でしたが、今年度は５名が訪問することがで

き、実際に住民ワークショップに参加、指導、レクチャーすると共に、現地の歴史的建築物の現況を把

握し現地の専門家や住民と意見交換ができたことは、今後のカイロの保存まちづくり活動における一助

になったかと思われます。（JCAABE代表理事：連健夫） 
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■１.事業概要 

①事業の目的 

本事業の目的は、日本に蓄積された住民参加のまちづくりを紹介し、住民が積極的にまちづくりに参

加することを推進することによって、世界遺産「歴史都市カイロ」をリビング・ヘリテージとして持続

的に保存していくことである。そのために、エジプト文化省傘下エジプト国立都市景観調和機構（以下

NOUH）およびエジプト観光考古省との協力のもと、エジプトでの政府と住民と専門家をつなぐ人材養

成事業を遂行する。本事業においては、カイロ旧市街、ダルブ・アフマル（朱殷地区）のスーク・シラ

ーハ（武器市場通り）を焦点とする。我々の役割は、次世代の旧市街カイロを保全する人材に対して、

以下の点に関する日本での蓄積を伝え、一緒に考え、住民参加のまちづくりを実現化していくことと考

える。（１）カイロ旧市街の価値を的確に評価し、（２）住民から自分たちの町に対する意見を聞き出し、

（３）行政と住民の間を円滑に繋ぎ、（４）ファシリテーションの手法を使って住民の合意形成を図る。

上述の通り、今回の事業の拠点となる機関として、エジプト文化省傘下 NOUHおよびエジプト観光考古

省とする。 

（１）に関しては、観光考古省に登録された建造物のほかに、歴史的価値はありながら半ば崩壊状況で

撤廃される可能性のある建物の所在を明らかにし、加えて建物だけではなく都市を構成する街路空間自

体の歴史的価値を訴えることである。そのために、行政側に働きかける必要があり、今回の事業の拠点

となる機関として、NOUHおよび観光考古省と協力して、この作業を進めることによって、現地技術者

に対する人材養成を狙う。 

（２）に関しては、上記課題にも通じるが、中東の国々においては、「点としての歴史的建造物保存」

は 19世紀の植民地時代から根付いているものの、都市組成、リビング・ヘリテージ、町並み、修景とい

った「面としての歴史地区の保全」はいまだに良好に機能してない。その原因の一つには、そこに住む

人々が遺産としての地域に無関心であるために、住民側からの積極的な働きかけが欠如していることに

あると考える。この状況を打開するためには、住民の遺産に対する共感を喚起することは欠かせない。

そのために、定期的な住民ワークショップを開催する。このワークショップを通して、住民の中からも

積極的にまちづくりに関与していく人材が育つことが期待される。 

（３）に関しては、たとえ住民が意見を発するようになっても、民主主義が根付いていないエジプトに

おいては、その意見が行政側に伝わらないことも多い。住民の意識を高め、彼らの思いを引き出し、そ

れを行政に伝えることが必要である。特に前年度事業において取り組んだ歴史的建造物の再活用という

点から、今回の事業の拠点となる機関として、エジプト観光考古省と協力して、両者の間を繋いでいく。

またこのコミュニティ参加の方針は、同省が大エジプト博物館などを通じて現在目指しているところで

もあり、同省の目論見とも合致する。 

（４）に関しては、（２）で提案する住民ワークショップを通して、前年度事業で作成したファシリテ

ーションの英訳をファシリテーター側で共有し、その施行を図る。（２）にも記したように、このワーク

ショップは住民の意識養成およびそれに関わるファシリテーター（技術者、研究者）双方の意識養成を

兼ねており、一連の日本人が関与するワークショップを通じてエジプト側で自発的に運営する状態を醸

し出すことへの飛躍を目指している。 

長期的な計画としては、このダルブ・アフマルにおける業務によって、歴史都市保全に積極的に携わ

る人材を育て、ダルブ・アフマル地域からその相乗効果によってカイロ旧市街全体に広まり、世界遺産

「歴史都市カイロ」がリビング・ヘリテージとして持続的に保存されていくことを目論んでいる。 
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②実施内容 

（１）カイロ旧市街の評価とその共有（カイロ旧市街の価値を的確に評価） 

令和 3 年度事業として、未登録の歴史的建造物を指摘するために、前事業においてダルブ・アフマル

地区において悉皆的な調査を行なった。その調査報告書として“Souq al-Silah; Maps & Buildings 2022”を

まとめた。当初令和 4 年度本事業においては「NOUHによるカイロ旧市街の評価への協力」を目論んで

いたが、予算の縮小等により、「カイロ旧市街の評価とその共有」へと方向を修正し、事業を推進した。

その内容は以下の通りである。 

令和 4 年度事業開始時点において、既調査区域（ダルブ・アフマルのスーク・シラーハから展開する

地域）において未整理の地域が残されていた。本事業においては、補充調査未整理の地域に対して、5 月

から作業を始め、現在冊子としてまとめている段階である。その作業には、前年度事業に参加した現地

専門家（ハーガルとファーティマ）が参加し、そのハウトゥを他のエジプト人技術者に伝えられるまで

に成長した。なお、情報共有という点から“Souq al-Silah; Maps & Buildings 2022”をアラビア語に翻訳し、

印刷、後述するワークショップおよびファシリテーター・コース参加者等に配布した。 

 

 

さらに、令和 4 年度事業開始時点において上記調査地域は世界遺産コアゾーンの一部に過ぎず、前年

度の成果をさらに発展させるために、前年度調査を前提として、本事業拠点となる機関の一つとしての

NOUHに継続作業を依頼することを目論んでいた。しかしながら予算縮小等により、後述するファシリ

テーターコースと住民ワークショップを事業の主眼においたため、この作業は現在まで執行できていな

い。ただし事業の継続的発展のために、新たに地理情報システム（GIS）を導入することを本事業におい

ては開始した。その実態として 1938 年に測量された地図に 500 分の 1の地図 40 葉について、ArcGIS へ

の入力を行なった。この作業は、カイロ旧市街を歴史的観点から見た建造物台帳の作成に協力する同機

構主体で世界遺産のコアゾーン全体への拡張していく事業へとつながるものと考える。 

今後の課題となる建造物台帳の内容として、令和 3 年および本事業においてそれぞれの建物（階数、

用途、構造、建設年代、入口）や空地・荒廃状況などを調べ、地図に記入し、建物と地区の評価を行っ

たという素地がある。1938 年地図には各戸の敷地、中庭などが記入されているので、ここ 100 年余りの

間にどのように都市が変容してきたか、あるいは保たれてきたかをものがたり、建造物台帳の基礎とな

る。この意味から、1938 年地図を ArcGISに入力した。こうした基礎台帳は、歴史都市カイロという広

大な地域において歴史的建造物の保全を考える上で欠かせない。加えて、歴史的街路網が重要な意味を

もつカイロではなおさらであり、早急の作成が望まれ、今後の課題となる。 

ナポレオン遠征によって編まれた『エジプト誌』に挿入されたカイロ旧市街詳細図との比較について

は、本書「■５．現状調査②ダルブ・アフマル地区調査」において、その結果を述べる。18世紀末の通

りの形状がそのままに残っている部分、道路名称について 19 世紀末のアリー・ムバラクの著述との比

“Souq al-Silah; Maps & Buildings 2022”をアラビア語版 ワークショップ報告書 
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較を行い、地域における主たる通りの指摘を行なった。これは、今後の当該地域における交通計画を立

案するためにも重要である。 

これらの作業は、現地専門家に、都市遺産の記録という技法の養成を目指すものであったが、後述す

るワークショップおよびファシリテーターコースとも関連し、実際の都市の記録の技法が伝授されたと

考える。 

（２）住民ワークショップの開催（住民の遺産に対する共感を喚起） 

都市遺産は万人のものである一方、その保全や保存については行政側や外部者、あるいは専門家の関

与が必須である。とはいえ、日々直接に関わり、その価値を享受するのはそこに住む人々で、彼らの積

極的な貢献なしには、都市遺産保全の持続的な成功はなしえない。いまだにカイロ旧市街の価値をうま

く引き出せていない住民に対して、定期的なワークショップをつうじて、さまざまな価値の創造を問う

ていくことから、未来への遺産継承・保全をより確固たるものにすることができるという考えに本事業

は基づいている。 

申請機構 JCAABEが専門とする住民参加を促進するために、対面式で 18回（月に一度男女別）住民

ワークショップ行った（詳しくは本著「■３．住民ワークショップ」参照）。ワークショップは、現地専

門家のファシリテーター（行政と住民と専門家をつなぐ役割を担う）としての技法を磨く場となるばか

りでなく、住民側から積極的にまちづくりに参加する人物を開発するという人材養成の場となった。運

営には、令和 3 年度事業に協力したアズハル大学教授サラー氏、メヌーフィヤ大学教授アラー氏をはじ

め、ファシリテーター・コース（後述）に参加した若い現地の建築家や観光考古省の若手の職員が参加

し、まちづくりに対する住民参加のノウハウを住民との対話の中で実務として経験した。その際に、日

本からの訪問者（8 月に 2 名、11 月に 2 名）が参加し、フィードバックを含めた後方支援を行った。ま

た、ワークショップ開催前後に、日本人協力者が現地日本人協力者と日本側協力者の間で zoom ミーテ

ィングを行い、また現地日本人と現地専門家が対談し、ワークショップの方針、その成果を双方で共有

した。 

この一連のワークショップでは、ファシリテーターが参加して住民の遺産意識を啓蒙し、彼らの実務

経験を促すと同時に、住民自身の遺産への積極的関与の姿勢を育成できたと考える。会を重ねるごとに

ファシリテーターと住民の関係が密接になり、住民コミュニティの一要素にファシリテーターが成長し

たとも言える。ワークショップでは日本の街並み保存で培われた住民参加の方法を紹介するとともに、

現在地域で問題となっていること、地域の歴史やその特殊性や普遍性などを話し合い、ワークショップ

参加者が共有する希望ある歴史都市の未来像に近づけたと感じている。後述するように現地の建築家や

歴史家、あるいは行政側や NGO、日本側からも講師を招いた。 

ワークショップの場は、自由な意見を発言できる場となり、しかも女性にとって数少ないコミュニテ

ィの場となった。身近なことから始めて、歴史都市に住むということを考える場となり、2 月最後のワ

ークショップの際には、参加者からぜひ継続をとの声が大きかった。一連のワークショップを通して、

文化遺産に自分なりの価値を認識することができるようになり、文化遺産に対して自分のものと認識し、

少なくともワークショップに参加した住民たちの間には、積極的に介入するコミュニテイが形成された

ことが観察できる。その一つとして、現地職人を中心とした木工組合の設立が挙げられる。現在政府側

に申請中であり、職人でなくても希望者は加入できる仕組みとしたので、さらにコミュニティが強化さ

れることが望まれる。 

また、この一連のワークショップ自体がいかに住民参加へとつながっていったのかという軌跡を記録

に残し、英語、アラビア語版を作成し、後述する 3 月 5 日のシンポジウム（「■４．シンポジウム」参
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照）において配布した。これは、カイロ旧市街において住民参加を広めていく際の指針となる。 

（３）住民の意見を行政側に伝える 

・ 観光考古省による利活用計画への提言 

カイロにおいて観光考古省に登録された歴史的建造物の多くは、施錠・放置されており、2020 年から

2021 年の修復後でさえ、施錠し鉄柵に囲まれた状況で、都市建築としての機能を十分に果たしていると

は言えない。内部空間の利活用は、建物本来がもっていた公共的側面を取り戻すことにつながる。 

前事業の住民参加のワークショップにおいて、利活用の合意をえた６つの歴史的建造物について、そ

の所管である観光考古省も現在活用を模索中である。本事業は、後述するファシリテーター・コース（本

書「■２．まちづくりファシリテーター講義」参照）において、観光考古省と協力関係を結び、若い所

員へのコミュニティ・エンゲージメントを推進することを約束した。これによって毎回のワーク・ショ

ップには観光考古省からの出席者が多くなり、彼らはコミュニティと観光考古省を繋ぐだけでなく、本

事業の意向を観光考古省の施作に反映する役割を果たした。その結果、観光考古省により 2021 年に修

復を終えたスーク・シラーハの 3つの建物（シナン・パシャ給水所、ルカイヤ・ドゥド給水所、コーカ

リアーン給水所）の利活用をはかり、その運営をコミュニティに任せる案件が進行しつつある。すなわ

ち、対象地における歴史的建造物活用の実現化に対する住民の意見を提示し、行政と住民の間を繋ぎ、

実際の事業へと促すことが完遂しつつあると言える。また 3 月 5日の、まとめのシンポジウムにおいて、

具体的に日本に蓄積された公共建築の管理維持方法が紹介された。 

・ 関連行政機関への働きかけ 

ワークショップに関して、住民と行政側をつないでいくために、ハイイ（区）の長をワークショップ

に招いた。エジプトにおいて区長は任命制であり、中央集権が徹底しているので、区長の権限はそれほ

ど大きなものではない。しかしながら、住民が集まって、熱心に地域の未来を考えていることを知り、

彼女は協力的な姿勢を約束した。 

ユネスコを通したエジプト側行政への働きかけも本事業の一つである。歴史的カイロは、世界遺産に

登録されていることから、ユネスコと関わりが深い。本事業とユネスコカイロ事務所との関係は、どう

事務所で文化遺産を担当する高橋暁女史が、ワークショップやファシリテーター・コースに参加、日本

人事業協力者がエジプトを訪れた際にユネスコ事務所を訪れるなど、本事業の活動紹介の機会をもうけ

た。さらにユネスコの無形遺産保全事業に関わるファトマ女史が 10 月のワークショップで講演し（本

書「■３．住民ワークショップ⑤無形遺産」参照）、また 11 月に開催された COP 27で本事業に参加す

る深見が講演するなど、強化された。また、現在進行中のユネスコプロジェクトの一つであるカイロに

おける無形文化遺産保全事業を視野に入れた。特に本事業は都市遺産という有形遺産をターゲットにし

ているが、地域住民の生業であり地域を支える地場産業としての伝統的木工は無形遺産であり、無形遺

産の容器としての有形遺産という両者のつながりを本事業は重視している。ユネスコの世界遺産歴史都

市カイロに対する勧告決議には、厳しい評価がなされているが、無形遺産と有形遺産の深いつながり、

あるいは本事業を通してコミュニティを巻き込んだ事例に観光考古省が取り組むことは望ましいこと

で、歴史都市カイロに対する良い評価へと繋がっていくと確信する。 

日本人協力者のカイロ訪問に際して、8 月と 11 月にステークホルダーを交えた会合を実施した。観光

考古省、NOUH、首相直下に歴史地区の保全を改善するために 2020 年に組織されたアーバン・デベロッ

プメント・ファンド、カイロの保全プロジェクトに関わる建築家などが参加し、議論を交わした。これ

がきっかけとなり、スーク・シラーハにおける緑化プロジェクト（Freideriche Eibet Stitufung支援）およ

び地産食堂の建設のプロジェクト（Drossos支援）が、現在動きつつある。 
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加えて、在エジプト日本大使館との関係性の維持も行った。8 月の連代表および苅谷氏のエジプト訪

問に伴い、大使と面談し、日本の援助の可能性を模索した。岡大使夫妻および大使館一行が 9 月にバイ

ト・ヤカンを訪問され、日本外務省草の根支援の木工訓練所（バイト・ヤカン内所在）を含め、スーク・

シラーハ一帯の事業を説明した。さらに 11 月の苅谷氏、岡田氏訪問の際には、アラー氏夫妻、深見も交

えて大使公邸での食事会が催され、更なる意見交換が行われた。大使館関連では 12 月に上記木工訓練

所のオープニングが行われ、日本（金沢）から伝統的建築専門の建築家と大工棟梁が招かれ、１週間に

わたる木工ワークショップが開催された。このように、在エジプト日本機関とも良好な関係性を構築で

きた。 

・ 本事業の成果についてのシンポジウムの開催 

１年間の事業をまとめる意味から、3 月 5日にバイト・ヤカンにおいてシンポジウムを開催した（詳

細は「■４．シンポジウム」参照）。このシンポジウムは、住民ワークショップ、ファシリテーター・コ

ース、ステークホルダーを交えた会合の参加者を一同に集め、本事業の経過が説明された。同シンポジ

ウムに際して、本事業協力者である磯野氏、宍戸氏がカイロを訪問した。シンポジウムでは、ワークシ

ョップを総括する形で、9回のワークショップを 4つの課題（公共サービス、都市組成の管理、無形遺

産、経済開発）にまとめ、まず住民とファシリテーターが意見を総括し、行政側の前で発表を行った。

日本側のオンライン参加者の意見で括られた。 

住民を主体としたワークショップ、住民参加のまちづくりの専門家を養成するファシリテーター・コ

ース、さらには行政に対する働きかけが一体となるシンポジウムであった。 

（４）ファシリテーター・コースの実施（ファシリテーションによる住民の合意形成） 

申請機構 JCAABEが専門とする住民参加を促進するための 11回に及ぶファシリテーター・コースを

オンラインで実施した（詳しくは「■２.まちづくりファシリテーター講義」参照）。前述のように本コ

ースには観光考古省からの強力なサポートがあり、若い所員たちが参加した。また、建築学科を卒業し、

歴史地区に興味がある人材も多く参加した。住民参加が主題であったためか、NOUHからの参加者は限

られていた。 

コースの中心は各回テーマの講演とそれに伴う質疑応答にあった。毎回活発な質疑応答が繰り返され

た。前述したようにファシリテーター参加者は、ワークショップで実務を経験する。そのため、コース

の内容とワークショップのテーマを関連づけることも重要であり、前回のワークショップの反省や次回

のワークショップのテーマ説明等を講演の前後に付け加えた。このことによって、両者が結びついて機

能するようになった。 

ファシリテーター・コースに 8回以上参加してレポートを提出し、ワークショップでファシリテーシ

ョンを行った人には、申請機構 JCAABEから認定証を出すことを決め、3 月 5日のシンポジウムの際に、

上記条件をクリアーした参加者に日本から参加した事業協力者がそれぞれに手渡した。認定証には、コ

ースに参加する人のモティヴェーションを高める効果があった。 
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① 「ファシリテーターとは何か？」2022 年 6 月 16 日実施 

ファシリテーターとしての建築家、歴史的カ

イロ【まちづくりファシリテーター養成講

座】連健夫（建築家・JCAABE） 

私は、日本の大学、大学院で建築を学び、

建設会社に 10年勤務した後、5年間、英国の

AA スクールで学生、教師として過ごしまし

た。帰国後は、建築設計の傍ら、まちづくり

にも関わっています。設計としては、ルーテ

ル学院大学新校舎、はくおう幼稚園おもちゃ

ライブラリ―などがあります。著書は、「イギ

リス色の街」「心と対話する建築・家」、共著

として、昨年「建築系のためのまちづくり入

門」が JCAABE編著で出版されました。これ

は、まちづくりファシリテーター養成講座の

教科書として使われています。 

 
ファシリテーターの意味（促進者・調停者） 

ファシリテーターは、1940年代後半から使

われ始めた用語で、もともとはグループカウ

ンセリングで用いられていました。現在では

会議で発言や参加を促し、話の内容を整理

し、参加者全員の意見をまとめる役割を担っ

ています。そのため公平な立場で、さまざま

な方の意見をまとめたり、専門家の言葉を分

かりやすく説明したり、住民のつぶやきを意

味のある言葉に置き換えたりするなど、調停

者の役割を持っています。 

 
参加のデザインとして、(1) 都市計画にお

ける市民参加があります。日本では 1992 年

の新都市計画法で市民参加が奨励され、各地

でワークショップが行われ、都市マスタープ

ランが作成されました。(2)として建築設計に

おけるユーザー参加があります。参加型設計

は、コーポラティブハウスにおいて発展して

きました。その後、多くの公共建築の設計に

おいてもユーザー参加型が用いられるよう

になってきています。 
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利用者参加のデザインの２つの意味 

利用者参加には２つの意味があり、１デザ

インプロセスにおいての利用者参加、２利用

者参加のための機会のデザインがあります。 

 
参加のデザインでの建築家の立ち位置 

参加のデザインにおける建築家の立ち位

置ですが、都市計画家の場合は、計画者であ

りファシリテーター、これが建築家の場合

は、デザインナーかつファシリテーターとい

うことになります。ファシリテーションが苦

手という建築家の場合は、別な人にファシリ

テーターをお願いする形になります。慣用的

な建築家像として、巨匠・啓蒙・作品という

捉え方があります。これが、コミュニティ―

アーキテクトの場合は、調停者・対話・運動、

という捉え方になります。 

 
利用者参加の理論的構築 

利用者参加の理論的構築として、ヘンリ

ー・サノフ氏があげられます。ノースカロラ

イナ州立大学教授、都市計画学、社会教育学、

まちづくり学、アメリカでの長い実践の中か

ら施設づくりの利用者参加の手法、デザイン

ゲームを確立しました。著書として「環境デ

ザインワークショップ」「まちづくりゲーム」

などがあります。ニック・ウェイツは、チャ

ールズ・ネビットと共に 10 年以上にわたる

コミュニティーアーキテクチャー運動の発

展を著書：「コミュニティーアーキテクチャ

ー」にまとめ、利用者参加を世に広めた先駆

者です。日本においては、延藤安弘氏があげ

られます。都市研究者、教育者、地域プラン

ナー、地域活動家、京都大学助手、熊本大学

教授、千葉大学教授を経て、NPO街の縁側育

み隊代表理事でしたが、お亡くなりになりま

した。「こんな家に住みたいな」「対話による

建築・まち育て」等、多くの著書があります。

林康義氏は計画技術研研究所所長、千葉大学

客員教授などを歴任、著書：「協働型まちづ 
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くり」「新時代の都市計画」等があります。こ

れらの方々は、実践を通して理論を確立して

きた。すなわちアクションリサーチを実施し

てきたと言えます。 

 
建築家の設計、利用者参加の萌芽 

建築家の利用者参加の設計事例として、芦

原太郎氏と北山恒氏による白石第二小学校

があげられます。計画案に対して、子供たち

が使い方のアイデアを出すワークショップ

を実施しました。ここには、ユーザーである

子供たちと建築家の双方向のやり取りが行

われ、子供たちにとって使いやすく、親しみ

のある学校になりました。 

 
コンペ案から参加のデザインへ 

 1990年、湘南台文化センターのコンペで長

谷川逸子氏の案が選出されました。とてもユ

ニークであったことから、住民から様々な反

応がありました。そこで行政は市民との間に

意見交換会を実施しました。これをきっかけ

に市民参加のワークショップが行われまし

た。具体的な設計上の主な変化は、動線計画

の変更やバリアフリーへの対応で、当初のコ

ンセプトはしっかり維持され、市民の意見も

反映された建築ができました。 

 
建築家、新居千秋氏が設計した大船渡リア

スホールは、住民参加のワークショッププロ

セスにより作られました。従って、住民自身

がその建築内容を理解しており、災害時にも

避難所としてうまく機能した好事例です。 

 
住民参加のまちづくりのキーポイント 

① 地域のたから（良い点）を活かしあら

（問題点）を解決する。 

② 地域の特徴、ヴァナキュラー（地域性・

土着性）を見出す 

③  歴史や文化の視点を大切にする 
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④ コミュニティーの視点を大切にする 

⑤  福祉のまちづくりを大切にする 

があげられます。 

 
ワークショップの手法 

ワークショップの代表的な手法として、 

① タカラとアラを探す散策ツアー 

②	 	 KJ法で分析する 

③	 	コラージュで提案する。 

④	 	ブロック模型でデザインゲームをする 

があげられます。これらは、レクチャー２で

扱います。 

 
タカラとアラの街歩きワークショップ 

 当方が関わっている赤坂通りまちづくり

の会の事例をお話します。まずは、10 名位で

街を歩きます。これより人数が多い場合は 2

グループに分かれて歩きます。 

 
タカラ（良い点）、アラ（問題点や課題）を

皆で見つけながら街を歩きます。指示棒（ポ

インター）係、カメラ係、メモ係を決めます。

途中で役割を交代します。 

「緑や神社はタカラですね。ゴミや落書きは

アラですね」といった具合です。 

 
会場にもどって、グループに分かれて話し

合います。グループは 4～8 人位が話しやす

いです。付箋に気づいたことを記入し、それ

を台紙に貼り付けてまとめます。そしてグル

ープごとに発表し、皆で共有します。 

 
これは通りのリニューアルデザインの事

例です。ワークショップで得られた意見をも

とにデザインしました。道路は緩やかに曲

げ、両側に歩道を設けています。植栽のボラ

ードを設け、電信柱は茶色に塗装していま

す。 
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提案の実践 

 ワークショップで得られた提案をまちづ

くり活動に実践しています。落書き消しワー

クショップや、芝桜を植える美観活動などを

実施しています。 

 
まちづくり１０ケ条 

 赤坂通りまちづくりの会では、まちづくり

10 ケ条を作成しました。地域で新築や改修の

計画があったとき、建設側がまちづくり協議

会に来て意見交換会をするのですが、「まち

づくり 10 ケ条」を元に話し合います。この意

見交換会には法的拘束力がなく、あくまで住

民側は要望を出すという形です。ホテルの計

画事例で、建設側は内容を検討し、3 ケ月後

に要望を取り入れた案を持ってきたときに

は、拍手がおきました。住民にとって、要望

を受け入れてくれたという感謝の気持ちが

生じたようです。 

 
建築設計における利用者参加の事例 

 当方が関わった隠岐の島、海士町の農林水

産物加工施設の事例をお話しします。ここで

は知的障害者がメンバーとして特産物を作

っています。ハーブティー、クッションなど

があります。すべて手作りです。 

 
KJ 法による現状分析と夢のコラージュづく

り 

 スタッフの方々と KJ 法で現状分析をしま

した。タカラ（良い点）アラ（問題点・課題）

とハード（建築、道具等）、ソフト（お金、人

等）の 4つのマスを台紙に描き、付箋に意見

を書き、それを貼り付けていきます。ハード

において良い点が少ないことが分かりまし

た。次に、新しい建物への夢をコラージュで

表現します。そこから生まれたコンセプト

は、「手作りと交流を楽しみ、夢と希望が感じ

られる場」となり、具体的なデザインとして、

「人を迎い入れる建物」としました。 
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３つのコンセプト模型から選ぶ 

 ３つのコンセプト模型を作り、投票をしま

した。選ぶという行為によって、参加が可能

になりますね。 

 
タイルデザインワークショップ 

 10 センチ角の枠線を書いた紙を参加者に

配り、そこに自由に絵を描いてもらいまし

た。その絵を元に陶芸家にタイルを作っても

らうのです。これも参加の機会を作ることに

なりますね。 

 
新聞詰めワークショップ 

 壁に断熱材替わりに古新聞を丸めて詰め

るワークショップを行いました。新聞を丸め

るグループ、運ぶグループ、詰めるグループ

の３つに分けて行い、途中で交代します。塗

装ワークショップでは、桐の油を壁と床に塗

装します。桐の油は染み込み型の塗料なので

塗り斑がめだたないので、素人でも塗ること

ができます。ウッドデッキと屋根も皆で作り

ました。屋根の架構はボルトとナットで素人

でも作ることができるようにしました。 

これらにより、施工段階でも利用者が参加で

きたことになりますね。 

 
完成です。 

 こげ茶の楕円形部分が管理室、青い部分が

下処理室です。色についても投票で決めまし

た。管理室のこげ茶色は当方で決め、下処理

室の外壁を青、赤、緑の３色から選ぶという

形です。これも参加の機会をつくることにな

ります。 

 
利用の様子 

 利用者参加でデザインしていますので、利

用者にとって使いやすい建築になったよう

です。また自分たちで作ったという意識が生

じるので大切していただいているようです。

特産物のショーケースも作りました。 
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お披露目会 

 お披露目会ではウッドデッキをステージ

に見立てて、太鼓の演奏会が催されました。

設計者にとって味わい深い時間でした。 

 
ルーテル学院大学新校舎の設計 

 ルーテル学院大学は東京の三鷹市にあり

ます。神学科、福祉学科に加え、心理学科を

設けるに当たり手狭となり、当方に新校舎設

計の依頼が来ました。校舎の利用者は学生で

あることから、学生参加のワークショップを

提案したところ、大学側から賛同を得ること

ができました。1日目は、現校舎のタカラ（良

い点）とアラ（問題点・課題）を考えるため

に、KJ法を用いてワークショップを行いまし

た。現キャンパスは、近代建築屈指の建築家

である村野東吾氏の設計であり、その特徴を

学生に説明しました。学生はとても嬉しそう

に聞いていました。その後、KJ法で、現校舎

の分析です。そこでは、ラウンジやホールな

どの生活系のスペースが少ないことが指摘

されました。2 日目は新校舎の夢をコラージ

ュで表現しました。そこからは、十字架、曲

線美、木質感などのデザインキーワードが得

られました。 

 
それらを元に設計して出来上がったのが

この写真です。ウッドデッキでは演奏会が行

われています。ベランダや管理室などに曲線

を使い、大教室の屋根の支えは木構造です。

手すりにも木格子を用いるなど、コラージュ

で得られたデザインキーワードが反映され

ています。 
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はくおう幼稚園おもちゃライブラリー 

 幼稚園の先生に、園児が参加できる機会に

ついて相談しました。カラーシールを子供た

ちが自由に切り取り、ガラスに貼ることはで

きるのではないか、ということで、実施しま

した。ガラスは透明なのでぶつかる事故が

多々ありますが、その防止のためのシール代

わりになります。子供達はとても楽しそうに

やりました。芝の丘に滑り台を設けたのです

が、その位置を子供たちと一緒に決めまし

た。これも利用者参加の機会ですね。 

 
完成です。「建築自体がおもちゃである」、

というコンセプトです。丘の下部にも部屋が

あり、トップライトによって自然光を取り入

れています。既存園舎からは、トンネルを通

っておもちゃライブラリーの中に入ります。

建物の柱は地元の山に関係者で登り選びま

した。これも参加のデザインですね。 

 
荻窪家族レジデンスの事例です。 

 オーナーやその関係者による参加のデザ

インで作った集合住宅です。オーナーの作成

したコラージュをもとにコンセプト模型を

作り、それを元に関係者で何度もディスカッ

ションをしました。また、共有部分の使われ

方ワークショップを実施し、内装設計に活か

しました。施工段階では、タイルづくりワー

クショップやそれを並べるワークショップ、

ウッドデッキづくりや塗装ワークショップ

を行いました。皆で創った建築という感じが

します。 

 
完成写真です。集会室やラウンジでは子育

て支援活動や地域の保健相談室、勉強会など

が行われており、居住者と地域の人が繋がる

場になっています。 
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実際の利用者による参加のデザイン 

設計者は依頼者である発注者の意見をも

とに設計しがちですが、発注者が必ずしも利

用者であるとは限りません。実際の利用者が

参加のデザインに関わる必要があります。例

えば、小学校では児童の参加、市民ホールで

は市民参加、農林水産物加工施設であれば、

そのメンバーの参加、大学校舎では学生の参

加、幼稚園であれば園児、集合住宅では、そ

の住人の参加ですね。 

 
以前は、建築設計と都市計画は建築家や専

門家のみでデザインされていました。現在で

は、都市計画における市民参加、建築設計に

おいては利用者が参加してデザインが行わ

れるようになってきました。このことによ

り、住みやすい街、親しみの持てる建築が生

まれます。ワークショップは参加のデザイン

において有効な方法です。 

 
建築・街の保存と継承 

 建築や街の保存と継承において、市民が参

加することで、意識が拡がり、持続可能なも

のになります。 

建築家／専門家と住民との創造性のブレ

ンドによって、深みがあり価値あるまちをつ

くることができます。そのためには、ファシ

リテーターが重要な役割ですね。 
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② ファシリテーション技術 連健夫 2022 年 7 月 13 日実施 

「ファシリテーション技術」【まちづくりフ

ァシリテーター養成講座】連健夫（建築家・

JCAABE） 

私は、日本の大学、大学院で建築を学び、

建設会社に 10 年勤務した後、5 年間、英国の

AA スクールで学生、教師として過ごしまし

た。帰国後は、建築設計の傍ら、まちづくり

にも関わっています。設計としては、ルーテ

ル学院大学新校舎、はくおう幼稚園おもちゃ

ライブラリ―などがあります。著書は、「イギ

リス色の街」「心と対話する建築・家」、共著

として、昨年「建築系のためのまちづくり入

門」が JCAABE 編著で出版されました。これ

は、まちづくりファシリテーター養成講座の

教科書として使われています。 

 
ワークショップの手法 

 ワークショップの手法の事例として、４つ

あげたいと思います。1 つは、タカラとアラ

を見つける街歩きツアーです。これはレクチ

ャー１でお話しました。２として、KJ 法によ

る分析です。次に３、コラージュによる提案

です。そして、４として、建築的環境を理解

し、配置を検討するデザインゲームがあげら

れます。 

 
KJ 法 

 KJ 法は、文化人類学者、川喜田二郎氏が野

外調査の実践から生み出した問題解決の手

法であり、実験の科学ではなく現場の科学と

言われています。一見バラバラの事象を構造

的に統合し、何らかの意味を発見する創造の

技法であり、付箋に書き（一枚に一つの意味） 

それを分類し、重み付けを行います。 
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２つのタイプ 

 タイプ①、付箋にアイデアや意見を記入し

ます。→関係する内容ごとにグルーピングし

ます。→グループにタイトルを付けます。→

それらを分析します。 

 タイプ②、台紙に枠をあらかじめ作ってお

きます。例えば、アラとタカラの枠とハード

とソフトの枠です。組み合わせると 4 つの枠

ができます。→そこに付箋に書かれた内容ご

とに該当する枠に貼り付けていきます。→そ

れらを分析します。※この方法はグループピ

ングを貼り付けながら行うことになるので、

やりやすいと思います。 

 
タイプ①の事例写真です。関連する付箋を

丸で囲み、そこに、タイトルが書かれていま

すね。例えば、「全体構成」「改廃」「複合ある

いは単独」「改修」「管理」「ゴルフ場の開放」

などが書かれています。 

 
タイプ②の事例写真です。あらかじめ 4 つ

の枠が設けられています。良い点と悪い点、

ソフト（人、システム、制度、お金）とハー

ド（施設、設備、道具、家具）です。その 4

つの枠に該当する内容の付箋が貼られてい

ます。両方に関係する内容が書かれている場

合は枠の線上にも貼っても良いです。 

 
タカラとアラを見つける街歩きツアーの

事例です。東京の芝エリアです。 

8 人位のグループで歩きます。多い場合は 2

グループに分かれて回ります。 
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2 階ベランダに大根が干されていますね。

地域の文化が感じられるので、タカラ！です

ね。指示棒でポインター係がそれを指し、カ

メラ役係が撮影しています。役割分担をし

て、不公平が無いよう途中で交代をします。 

 

 

 

 

 
ベンチは休憩ができるので、タカラ！です

ね。ベンチでくつろいでいる人と歩いている

人と交流が生まれる可能性もありますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
屋形船、この地域の特徴なのでタカラ！で

すね。1 人はポインターで指し、1 人の女性

は手で〇を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 
放置自転車は倒れたりすると危ないし、景

観としても問題で、アラ！ですね。この女性

は手で×を示しています。 
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会場にもどって、KJ 法で分析です。 

タイプ②の方法で分類しています。生活や

文化のタイトル付けされた付箋は、ソフトの

タカラの枠に貼られ、騒音やゴミのタイトル

付けされた付箋は、ソフトのアラの枠に貼ら

れていますね。緑や建物のタイトル付けされ

た付箋は、ハードのタカラの枠、道や電車の

付箋は、ハードのアラの枠に貼られていま

す。現状に課題があるようです。 

 

 
発表です。 

グループで分かれて KJ 法で分析した結果

をグループごとに発表します。そのことによ

り参加者全員で結果を共有することができ

ますね。 

 

 

 

 

 

 

 
重みづけ（優先順位） 

問題や課題が共有できれば、どれから先に

検討すればよいか、重みづけをします。これ

は提案についても同様です。つまり優先順位

を話し合いの中で決めていくわけです。まち

づくり活動はその優先順位に沿って実践さ

れます。 

 

 

 
重みづけ（優先順位）の事例です。 

 提案におけるソフトとして、①行政を巻き

込む、②ルールを決める、③コミュニティー

活動があげられています。ハードでは、①カ

フェを作る、②改修する、③避難所の設置、

があげられていますね。 
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コラージュ（切り貼り絵） 

コラージュは街の将来の夢を表現するの

に有効です。イメージを貼るだけなので簡単

に誰でも作ることができます。イメージなの

で反対や文句が出にくいです。また皆でコラ

ージュづくりをした場合は、グループの成果

物・作品として満足感が得られます。準備す

るものは、台紙、イメージ（写真）、マーカー

などです。事前に写真や雑誌を用意しておく

と良いですね。そこから各参加者が気に入っ

たイメージを切り取り、台紙に貼り付けてい

きます。出来上がった後、それをプレゼンテ

ーションして皆で共有します。 

 
再開開発においてコラージュづくりをし

た事例です。六本木エリアで、将来の街のイ

メージを表現すべくコラージュ大会をしま

した。 

 

 

 
１．将来の街のイメージを皆で一緒にコラー

ジュとして表現しました。雑誌から切り取っ

たイメージ（写真）や文字、スケッチも描か

れていますね。コラージュ表現は自由なの

で、楽しんで作成することができます。 

 

 

 

 

 

 
２．コラージュからキーワードを見出す。 

 出来上がったコラージュから、皆で話し合

ってキーワードを見出します。ここでは、「バ

リアフリー、第三の居場所、花や緑の街、回

遊を楽しめる街、青空が見える、広場と庭の

調和、オープンカフェ、旅行、観光、美的統

一感、無電柱化、災害に強い街、個性的な街」

などがあげられました。 
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３．キーワードをもとに話し合い、「理想の

街」として何が大切なのかをまとめます。 

ここでは、 

1. 第三の居場所 

2. 快適な街 

3. 災害に強い街 

4. 老若男女が共存できる街 

5. 坂道をほこりに感じる街 

6. 隣人同士が仲良くできる街 

7. 便利で飲食が楽しめる街 

8. 花と緑を楽しむ街 

があげられました。 

 
なぜコラージュを用いるのか？ 

 心理学では、コラージュは無意識が意識化

されたものと捉えています。創造性とは、無

意識から何を意識化する力であり、方向性で

す。つまり、コラージュに現れたものをデザ

インに活かすことは、創造性を活かすことに

繋がります。つまり、この創造性を活かすこ

とにより癒しや元気の出る建築や街を作る

と考えることができます。 

 
心の構造 

 フロイトは心の構造として無意識と意識

の世界があり、心の中心が自己、意識の中心

が自我としました。心の治療のためのプロセ

スとして、フロイトは「告白→解明」、アドラ

ーは「告白→解明→教育」とし、ユングはそ

れを更に進め、「告白→解明→教育→変容」と

し、それを創造性のプロセスと位置づけまし

た。 

 
創造性のメカニズム 

 この図において、下部が無意識の世界で、

上部が意識の世界です。その間に心像（イメ

ージ）があります。創造性とは、心像（イメ

ージ）を手掛かりとして、何かを無意識から

意識化することとしています。 
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箱庭療法 

 箱庭療法は内側を水色に塗った１ｍ角の

箱を利用します。そこに砂を敷き、クライア

ントは砂を動かして、山を作ったり川を作っ

たり、様々なアイテムを使って、自分のイメ

ージを表現します。そこに表出するものが、

心の構造におけるイメージ（心像）であり、

箱庭作りをする行為の中でクライアントの

創造性を活かすことになり、その行為が治療

になるわけです。 

 
コラージュ療法 

 コラージュ療法は、箱庭療法の簡易版とし

て使われています。街づくりや、建築設計に

おいてコラージュを住民や利用者に作って

もらうことは、参加者の創造性を活かすこと

に繋がります。コラージュをもとに話し合う

ことは夢を共有することになりますね。 

 

 

 
赤坂通りまちづくりの会でコラージュづ

くりをした事例です。皆で、理想の赤坂をコ

ラージュで作ろう、ということでグループワ

ークをしました。そこから街で大切にすべき

10 か条を作成しました。 

 

 

 

 

 

 
理想の赤坂の街を表現したコラージュ 

 様々な写真が貼ら れ て い ま すね。

AKASAKA、住みたい街、出会いの街、など

のコメントも記入されています。お花のスケ

ッチも描かれています。皆で楽しんで作った

ことが感じられますね。 
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コラージュからキーワードを見出す。 

 コラージュをもとに皆で話し合いながら

キーワードを見出すと、言葉として共有する

ことができます。ここでは、「和モダン、緑豊

か、大人の街、散歩して楽しい、上質」など

があげられました。 

 そこから「緑豊かで和モダンの散歩が楽し

いまち赤坂」を街のビジョンとしました。 

 

 
我がまちルール 10 ケ条 

 そして、赤坂のまちづくりのルールとして

10ケ条を作りました。法的拘束力はありませ

んが、新築や改築について意見交換する時に

役立ちます。 

① 赤坂通りの会との協議 

② 赤まちづくりビジョンの理解 

③ 赤坂通りまちづくりの会、町会、商店会

への加入 

④ 赤坂の歴史文化の継承と創造 

⑤ バリアフリーへの配慮 

⑥ 赤坂の景観への配慮 

⑦ 緑の配置 

⑧ 広告看板の規制と誘導 

⑨ 用途の規制（パチンコ店は不可） 

⑩ 回遊性への配慮 

※和モダンがコンセプト 

 
建築設計における利用者参加の事例 

 当方が関わったシェアハウスの設計事例

です。 

 
施主に理想の家をタイトルに、コラージュ

を作ってもらいました。とても素敵なコラー

ジュですね。 
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コラージュの読み取り、感じ取り 

【特徴】きれいなコラージュ、マイペースで

おおらか、花を囲んで動物のイメージ、路地

の親密性、市場の活気、水のやすらぎ 

【キーワード】快晴、水、囲む、覆う、抜け

る、集う、可愛さ、隙間、ブルーグリーン、

リラックス、多様性、寛容 

【コンセプト】様々な所から空が見える、水

が見える。癒され元気になる場が集まる場 

【空間構成】路地を抜けると居間とコートヤ

ード。コートヤードを通して空が見える。水

が見える。 

コラージュの読み取り感じ取りから設計

がスタートしており、施主参加のデザインと

言えますね。 

 
敷地は西と北に道路がある角地です。 

角部に電信柱が立っており、その位置も考

慮に入れる必要がありますね。 

 

 
2 つのゾーニングプランの提案 

 A 案「L字型プラン／庭のあるシェアハウ

ス」と B 案「コートヤードのあるシェアハウ

ス」の 2 つのゾーニングプランを作り、施主

と話し合いました。ゾーニングプランとは、

リビングやダイニングなどの公的なゾーン、

個室などの私的なゾーン、水回りのゾーンと

いった関連する諸室をグルーピングして、建

物に配置することを言います。施主は、B 案

が気に入り、B 案で進めることになりました。

複数の案を示して、選ぶという行為が、施主

参加の機会となっていますね。 

 
B案のブロック模型を作成、 

 ブロック模型とはボリュームを理解して

もらうため、スタイロフォームなどを切って

作成した模型です。それを敷地図に載せて、

周囲との関係も含めて共有してもらいます。 
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B プランから配置、平面図を描きます。 

 敷地をどのように使うか、建物周囲の駐車

場、アプローチ、コートヤードなども含めて

配置平面図を作成し、施主と話し合います。

この中で、玄関ホールとコートヤード、リビ

ングを貫く、「水盤」を提案しました。これは 

施主のコラージュからヒントを得ています。 

 

 

 
具体的な模型を作って話し合う。 

 施主から若い時のニックネームがチュー

リップちゃんと聞き、模型の屋根をその優し

く可愛らしいイメージから曲面に調整しま

した。→単に模型で立体を共有するだけでは

なく、それを元に話し合い、調整していくこ

とにより参加のデザインとなりますね。 

 

 

 

 
地鎮祭です。 

 建築工事の安全を願い、神道で地鎮祭を行

いました。最近、このような儀式を省略する

方もいらっしゃいますが、儀式によって、安

全祈願と共に、気持ちの切り替え、施主、設

計者、施工者の繋がりを持つ機会になるの

で、私は施主に勧めています。 

 

 

 

 
設計監理を行います。 

 図面通りに施工者が施工しているかを設

計者がチェックをします。基礎では、鉄筋の

太さやピッチ、型枠との距離などをチェック

します。施主（発注者）、施工者（請負者）の

どちらでもない設計者による監理は、第三者

監理とも言い、中立的な立場で客観的にチェ

ックすることが可能となります。 
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上棟式で施主の家づくりの思いを共有する。 

 上棟式は、上棟までの工事への感謝と今後

の工事の安全を祈願すると共に、施主から職

人への思いを伝える機会になります。ここで

施主、職人、設計者が飲食を共にして、コミ

ュケーションを図ることができます。現場に

施主が足を運んだ時にも、気軽に声を掛ける

ことができますね。 

 

 
施主にはなるべく現場に足を運んでもら

っています。工事プロセスを共有することに

より一緒に作っているという意識が生じま

す。 

丸い窓枠施工は難しく、大工の腕の発揮ど

ころですね。 

 

 

 

 

 
現場で設計と職人と何度も打合せを行い

調整します。ここでは、水盤の水を循環させ

る設備ポンプについて調整をしています。 

 

 

 

 

 

 

 
外構のアプローチに施主がタイルを気に

入った位置に置いています。職人はその位置

にタイルを貼ります。外構工事における施主

参加のデザインですね。 
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施主による塗装工事 

 コストコントロールの時に、塗装工事は施

主でもできることを伝えたところ、自分たち

でやってみる、となりました。つまり施主施

工が行われたということです。コストダウン

により施主が参加する機会が生まれたとい

う訳です。もちろん素人なりの仕上がりです

が、それも個性（味）と感じられますね。 

 

 
完成です。 

玄関ホールからの写真、ホールの床から水

盤が伸び、コートヤードを通して奥のリビン

グに繋がっています。室内では透明ガラスの

床の下に、水盤が見えますね。 

 

 

 

 

 

 
ダイニングとリビングの写真です。 

リビングの水盤とコートヤードとの関係

が分かりますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 
リビングとキッチンの写真です。 

シェアハウスは、公的なスペースを共有で

きるという良さがあります。つまり、自分の

部屋（私的空間）と共有空間であるリビング

やダイニング、コートヤードなどを利用でき

ますね。 

LDK は 36㎡ありますが、それをシェアでき

る良さです。 
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シェアハウスでは居住者や友人とイベン

トを共有できる楽しさがあります。これは、

お披露目会の様子です。皆で食べ、飲み、お

しゃべりを楽しむ、つまり集住の良さです

ね。 

 

 

 

 

 

 
癒され元気になるチューリップハウス 

水盤が外と中を繋ぐ！→自然を繋ぐ 

→人を繋ぐ、ことになります。 

シェアの良さ→個人のスペース＋共有ス

ペースですね。 

参加のデザインにより、施主にとって、利

用者にとって、親しみの持てる建築になりま

した。 

 

 
コラージュの読み取り、感じ取りのコツ 

まず全体を見て、 

・密度が濃いか薄いか（思いが多いか否か） 

・カラフルか、そうでないか（活き活きして

いるか、そうでないか） 

次に、部分を見ます。 

・どのようなイメージが貼られているか。 

→そのイメージにどのような意味があるか 

・書かれているキーワードやスケッチ 

→どのような意味を捉えることができるか 

 
デザインゲーム 

ヘンリー・サノフによって確立されたこの

手法は、参加者が楽しみながら参加できるゲ

ーム的な手法を、都市開発の疑似体験に応用

したものです。調査カードやボードゲームな

ど、さまざまな方法があります。敷地図にブ

ロック模型を置いて説明することで、参加者

は建築環境を理解しやすくなります。 
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敷地図とブロック模型やペーパーを準備

します。ブロック模型は建物、ペーパーは広

場や公園を表現します。 

 

 

 

 

 

 

 
ファシリテーターは、ブロックモデルを敷

地に配置し、それを動かしながら、外部空間

との関係など、特徴を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
1つの提案よりも複数の提案のほうが、 

複数案あると比較ができるので、意見が出

やすいです。建物の位置によって、広場や公

園の形が変化します。囲まれた感じ、あるい

は開かれた感じ、などの雰囲気も捉えること

ができますね。 

 

 

 

 

 
広場や公園は建物の間にできますね。つま

り建物によって外部空間が生じるというこ

とが理解されます。 
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話し合ったことをまとめます。 

①事務所棟は六本木通り沿いに配置する。 

②住居棟は南側に配置する。 

③広場や公園はその 2 つの間に配置する。 

④寺の周りは緑のスペースとする。 

⑤遊歩道は建物の周りに設ける。 

⑥店舗は広場や公園の横に設ける。 

⑦大階段やスロープは広場と公園を繋ぐ。 

⑧公園には池や噴水を設ける。 

 

 
選択は誰でも参加できるので大切 

選択肢は参加の機会を作ります。例えば、 

3 つのコンセプト模型から 1 つを選んでもら

う、というやり方や、建物の色について、3 色

の案から選んでもらい、投票をしてもらうと

いうやり方などです。 

 

 

 
2～3 のゾーニング案から選んでももらう

というやり方。この事例では、住宅の配置計

画と平面計画について、公的な部屋や私的な

部屋、水回りなどをゾーニングして、タイプ

Ａ～Ｃの案から、選んでもらうという方法で

す。 

ポイントをまとめますと、 

１、 誰にとっても簡単に理解できるような

方法を用いる。（キーワード、写真、模型

等） 

２、 ＫＪ法やコラージュは参加者のアイデ

アや創造性を引き出すことができる。 

３、 ブロック模型を使ったデザインゲーム

は参加者が建築環境を理解するのに役

立つ。 

４、 選択肢は参加の機会を作ることになる。 

５、 目的や参加者の属性によって、適切な方

法を選ぶことが大切です。 

ファシリテーターはこれらに留意するこ

とが大切です。 
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③ 市民と協働するための手助け 松村哲志 2022 年 8 月 13 日実施 

 

レクチャー３「市民と協働するための手助

け」について講義をいたします。 

 

まず、最初に市民との協働とはどのような

ものなのか、その概要をお伝えし、イメージ

をつかんでいただこうと思います。 

具体的には「市民と協働することはどのよ

うなことなのか？」、「市民と協働した時の効

果はどのようなものか？」 そして、「そこで

は何が重要なのか？」について考えていきた

いと思います。ここでは題材として日本にお

ける市民・住民との協働の先駆けであるコー

ポラティブハウジングを取り上げます。 

 

日本におけるコーポラティハウジングにつ

いて簡単に説明します。一般の集合住宅では

先に住宅の建設が行われます。すでに建って

いる集合住宅に対し、居住者を募集、そして

住みはじめます。一方、コーポラティブハウ

ジングではまず住む人を募集します。建物を

作る前に募集を行います。その後、住む人と

ともにワークショップやディスカッション

などを行います。「どの様な住まいにする

か？」「どんな共用施設を作るか？」など。こ

れらを設計者と市民・住民たちが一緒に協同

し合意形成を行います。その上で設計、建設

が行われ、完成し、居住が開始されます。こ

のように、大きな特徴は協働し、合意形成を

行うプロセスを経ていることです。 

 

コーポラティブハウジングの特徴を見る

ためにコーポラティブハウジングと一般的

な集合住宅の違いについて調査結果を見て

行きたいと思います。こちらはその一例であ

るかつて研究対象としたことがあるコープ

タウン松が谷とその隣に立地しているグリ

ーンコープ松が谷です。 
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このグラフはコーポラティブハウジング

と一般集合住宅の比較です。１と２、どちら

のグラフもグラフの上がコーポラティブハ

ウジング、下が一般集合住宅の結果です。１

は近所で友人が何人いるかを示しています。

オレンジ色が 7人以上、黄色が 3人から６人

です。コーポラティブハウジングが一般集合

住宅に比べて近所に友人が多いことがわか

ります。２は自主的な活動が行われているか

についてのグラフです。オレンジ色は活動が

行われていることを示しています。コーポラ

ティブハウジングの方が一般集合住宅より

活動が活発であることがわかります。市民と

の協働のプロセスを行うことは近所で友人

が多くなり、自主的な活動が活発になりま

す。 

 

 

 

 

 

 

協働によるまちづくりの先駆けであるコ

ーポラティブハウジングは以下のポイント

があります。 

① 自分の求めている住宅を作ることができ

る。 

② 話し合い、協働することの大切さを実感。 

③ 集まって住むことの楽しさや意義を実感

できる。 

④ 共用部が充実したものになる。 

⑤ イベント・維持管理を自主的に行う。 

協働のプロセスを行うこと自体が大切で

あるとわかります。このことをまずは理解し

た上で「市民と協働するための手助け」につ

いて考えていきます。 
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まちづくりファシリテーターに必要なコ

ミュニケーション能力は次の二つがあげら

れます。 

A：「目的のあるコミュニケーション能力」 ：

目的や意図を持ったコミュニケーション力  

B：「T 字型コミュニケーション能力」 ：建築

のスキルを持った上で他と繋がることので

きるコミュニケーション力 です 

そもそも A と B は密接な関係を持ってい

ます。まずは A：「目的のあるコミュニケーシ

ョン能力」 を身につけましょう！ 

 
この目的とは「まちをどうしたいか？」と

いうビジョンです。 

その目的（ビジョン）の特徴を理解し、そ

の上で多様な人たちと対話し、議論します。 

まずはそれをまとめ上げていくための心

構えをイメージして、理解することが大切で

す。 

 
具体的にその特性をイメージしてみまし

ょう。 

皆さんは建築の専門家、またはこれから専

門家になっていく方々です。すでに図のよう

に軸となる建築・まちづくりの専門力を身に

つけています。 

 

 

 

 

 

 
まずはその専門力を軸にして A「目的のあ

るコミュニケーション能力」  の態度

(Attitude）を身につけましょう！ 
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その上でこの講座で行われる幅広い知識

や技術に関する講義・実践について、能動的

な議論への参加、W S での実践を実行するこ

とで、  

 

 

 

 

 

 

図のようにまるで腕が伸びるように幅広

い知識とミュニケーション力が身について

いきます。 

 

 

 

 

 

それを踏まえて実践を繰り返していくこ

とで B：「T 字型コミュニケーション能力」：

建築のスキルを持った上で他と繋がること

のできるコミュニケーション力を習得する

ことができるでしょう。 

まずは「目的を持ったコミュニケーション

能力」の基本となる態度(Attitude)を身につけ

ることを目指してください。 

 
 

 

 

しかし、このことはそれほど容易なことで

はありません。 

これから解説していく心構えを常に意識

して、経験を積み重ねることで徐々に身につ

いていきます。 
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最初にファシリテーターの心構えの前提

として以下のポイントを意識しましょう！ 

① 市民の意見を引き出す。すなわち主役は市

民です。 

② ファシリテーターはビジョンを形にする

ために情報の提供、アドバイスを行いま

す。 

③ ファシリテーターは未来思考の方向性を

持ってください。 

 

 

具体的なコミュニケーション能力の基本

となる態度は右の７つがあります。 

ここからは多様な人たちと対話し、議論

し、それをまとめ上げていくための心構えを

解説します。 

また日本での実践例も交えてお話ししま

すので参考としてください。 

 

 

１_多様だから面白い、みんなで創るから面

白い！ 

まずは「まちにはさまざまな人がいる」と

いうこと理解しましょう。 

「まちはだから面白いのだ」というポジテ

ィブな立ち位置からスタートすることが重

要です。 

 

例えばこの写真は私がプレイヤーの 1人と

して携わっているまちづくり活動の様子で

す。 

皆、職業も違います。住んでいる人もいれば

仕事場という人もいます。ただ近くに住んで

いるだけの人もいます。見方を変えると 全

く正反対の立場の人もいます。 
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まちは多様だから面白いのです。 

ワークショップやディスカッションでは、常

に、まずはこのことを思い出しましょう！ 

「みんなでつくることに意義がある」とい

う心構えからスタートしてください。  

 

そのためのポイントとして明るい雰囲気

づくりが大切です。 

写真はワークショップでの様子を写した

ものです。みんな楽しそうでしょう！ 

時には食事をしながら行うのも良いかも

しれません。 

記念撮影をするなど、楽しい雰囲気を作る

ことも心がけていきましょう！ 

 

２_いい意味での「ゆるさ」を持ちましょう！ 

結論を出すことも大切です。しかし、決め

ることだけに焦らず進めることが重要です。

決めるというと、一つの方向に絞り切るイメ

ージがあります。しかし、まちづくりにおい

て議論を進めていく場合は多様な人たちの

思いを受け取り、共感を促す方がうまくいき

ます。決めすぎず、良い意味での「ゆるさ」

を持ちましょう！個人の思いをみんなが受

け取り、緩やかに束ねていくようなイメージ

でのぞむことが大切です。  

 

例えばこれはワークショップ中まとめを

行っている用紙の実際の写真です。 

付箋の色で誰の意見かわかるように進め

ています。付箋の色が足りないときは名前を

書いてもらうとわかりやすいですね。左の写

真では意見を残したまま位置を変えて似て

いる意見を近い位置に寄せています。同じ意

見でも捨てずに残して重ねていってくださ

い。 

意見が多いことや誰の意見であるかも重

要です。また右の写真では集約した後にさら

に意見を用紙に追記、線をひいてグルーピン

グをしています。グループ同士の関係性を記
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入することも良い方法です。このようなこと

を参加者の前で議論しながら行うこと、みな

さんに見ていただくことも重要です。 

 

３_プロセスが大事！ 

 想いを共有するために最も大切なのはプ

ロセスです。その重要な第一歩が対話です。 

対話によって新たな気づきが得られること

があります。やり取りの中で個人やチームの

考えを深めていく。考えを共有した仲間との

協働は非常にポジティブで素晴らしいもの

です。こうしたプロセスで進めるためには、

自分の思いを押し付けない、決めつけない態

度が重要です。 

 

最初から方向性を用意するのではなく、フ

ラットな心持ちでのぞみましょう。 

これは具体的な進め方の資料です。参加者

にテーマ、方法を周知する。参加者のみんな

が発言する。そしてみんなで作り上げていく

プロセスを踏みましょう。参加者の満足が得

られるとこを意識してください。なかなか皆

さん全員に発言してもらうことは難しいこ

とです。その為にも最初に参加者に流れや時

間が決まっていることを知らせておくこと

も必要です。司会をしているファシリテータ

ーとは別にタイムキーパーもいることでス

ムーズにいくことが多くあります。また、タ

イムキーパー自体を参加者のみなさんに体

験してもらうのも一つの方法です。 

 

４_否定せず！意見を盛りだくさんに！ 

みんなの意見を引き出してそこから共有ビ

ジョンを導き出すことが目的です。意見は否

定せず、まずは足し算的に意見をてんこ盛り

にすることから始めていきましょう。写真の

ようにまずはどんどんと足していきましょ

う！場合によっては皆さんに自主的に書い

てもらう方法もあります。 
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右の写真はワークショップでの成果物で

す。てんこ盛りになった意見を残しているの

でどのようなプロセスかわかります。一つの

ことに全く正反対の意見が出ることもよく

あることです。まずは相手の意見を全て聞い

た上で一度受け取ります。その上で別の意見

として足していきましょう。そうすることで

ポジティブな意見交換ができて新たな化学

反応が起こりやすくなります。立場が違い、

見方が違うと全く反対の意見が出てもおか

しくありません。そのこと自体をしっかり記

録しておきましょう。記録することが大切で

す。そこから意見交換をすることで新たな第

３案が発想されるなど、お互いを理解するこ

とで緩やかな合意形成が起こっていきます。 

 

また、議論が一段落したところで重み付け

をしましょう！考えを深めること、まとめに

役立ちます。最後には多数決をとることにな

るかもしれません。十分に話し合いを尽く

し、その過程を共有していればみんなの納得

が得られることが多いです。また、参加者の

人にまとめてもらうのも合意度の高い議論

になる有効な方法であります。 

 

５_共有しよう！ 

 目的（ビジョン）は何らかの形で残し、そ

の場にいなかった人と共有することも重要

です。言葉で残していくことと同時に図や写

真、絵なども使いましょう！この時の表現は

完成度を求めるものではありません。対話に

いなかった人が議論の内容や場の雰囲気を

共有できることが目的です。言葉のチョイス

やデザインにこだわることも大切です。記録

することで議論を可視化し、プロセスも含め

てみんなで共有することができます。 
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右の写真は図の例です。道を蛇行させる、

行き止まりにすることで車の侵入しにくく

することを図にしています。簡単な図ですが

わかりやすい図です。その右は自分達の理想

の食堂について議論した際の成果物です。写

真が貼ってあるだけで美味しさがこちらに

も伝わってきます。また右下の写真を見てみ

ると、同じ人が図を描いているのがわかりま

す。ファシリテーターが市民から聞いて描い

てもいいですね。得意な人、苦手な人もいま

す。得意な人がいたら手伝ってもらうことも

協働を深めていきます。複数いるファシリテ

ーターが協力して、声にならない声を引き出

したり、記録を可視化することをしていきま

しょう！ 

右の写真の例はすごくイメージしやすい

ですよね！写真や絵を皆で手分けして貼っ

たりするなど、ファシリテーターはその手助

けをしましょう。 

 

６_未来志向 

 ここで語られる目的（ビジョン）はより良

い未来に繋がっている必要があります。 

その未来とは、単に遠い先のことだけであり

ません。5 年後、10 年後など近い未来を思い

描くことも重要です。今、国際的な目標であ

る SDGsも 2030 年をゴールに設定し、そこま

での道のりを逆算しています。理想的な遠い

未来とそこに続く近い未来の両方を考える

ことが必要です。夢を語る大胆さをもてる雰

囲気作りを行いましょう。一方で具体的に近

い未来にはどういったことを目指すべきな

のか？を考える。理想と現実、遠い未来と近

い未来を行き来する意識づけを促す必要が

あります。 

 

それがうまく成功すると、すごく明るい未

来が具体的にイメージとして湧いてきます

ね！ 
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７_まちはみんなのもの、だから誰 1 人取り

残さない 

ファシリテーターの目的は幾つもありま

す。 

 ・市民の声にならない声を引き出す。 

 ・記録を可視化すること   など 

有効な方法として役割分担があります。 

ファシリテーターが 1人で全てを行うので

なく分担をしてください。分担された役割を

持つ複数のファシリテーターが同じ方向を

向いて助け合うことが大切です。 

 

まずは全体ファシリテーターがいます。 

全体ファシリテーターはフラットに進行と

まとめを行います。各グループでのプロセス

を尊重しましょう！その上で全体の意識づ

け、まとめ。グループ間の議論の共有に注力

しましょう。 

 

 

 

 

グループごとに複数の役割がいます。声に

ならない声を引き出す、記録を可視化するこ

となどを協力して行います。主な役割分担と

しては三つあります。 

ファシリテーター：議論の進行、司会など  

記録係：記録を行うビジョンを形にする。 

タイムキーパー：全体の時間で全ての人がこ

の過程を満足するために時間を区切るなど、 

ファシリテーターとは違う立場で進行の手

助けをします。どの役割の人もファシリテー

ターと協働して意見を引き出すことにも目

を配りましょう。参加者に役割を手伝っても

らうことも良い方法です。ワークショップ自

体が市民自らのものになっていく一つの方

法です。 
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○共有を一歩進めよう! 

まちづくり通信」の発行は、私たちの活動

を広く知ってもらうための手段です。 

参加できなかった市民や、初めて参加する市

民を対象にしています。 

また、記録を残すという意味でも重要です。 

 

 

 

 

 

 

○まとめとしてポイントを確認してみまし

ょう！ 

□ファシリテーターは自分の意見を言い過

ぎないこと 

 または、邪魔にならないように準備し、判

断しすぎないようにする。判断しすぎないよ

うにすること 

□常にフェアな態度でのぞみましょう！ 

□参加者に hook を与えることを心がけよう 

   Hook：考えるための手がかり 

 
態度(Attitude)を理解したら、次は実践して

みましょう!体験は最も効果的な学習です。 

実践例として 私がプレイヤーの 1 人として

参加しているまちづくり施設「KOCA」での

活動を紹介したいと思います。ぜひ、実践の

参考にしてください。 

「KOCA」は東京都大田区蒲田の高架下に

あるインキュベーションスペースです。 

高架下という都市の余剰空間を有効活用し

た施設です。 
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蒲田は古くから金属加工業の工場が多く、

金属加工の職人の街として発展してきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町工場の設備は、生産には適しています

が、施策などを行うには不向きです。 

そこで、この施設は町工場の機能を補完す

ることを目的としています。 

試作などに適した工作機械（3D プリンタ

ー、レーザーカッターなど）を備えたインキ

ュベーションオフィスとなっております。 

 

 

 

 

 

 

この施設も、建設前のワークショップが行

われ、市民との協働で作られました。 

現在、ここには、建築家、プロダクトデザ

イナー、職人など、さまざまな人が集まって

います。 

みんなで力を合わせて、さまざまなクリエ

イティブなコラボレーションを行っていま

す。 

また、子どもたちのための楽しいパーティー

や工作教室なども開催しています。 
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写真は、職人とクリエイターが共同で照明

器具を開発したプロジェクトです。 

この照明には、職人の繊細な技でつくられ

た 0.8mm の見えない穴がありています。 

点灯させると、その穴から光の模様が浮か

び上がります。 

ブランド名の「FACTRIALIZE」は、合意形

成のプロセスを経て作られた造語で、ロゴの

デザインも、ワークショップの結果をもとに

したものです。 

これはもともとワークショップ中の 1人の

落書きがデザインの原型になっています。 

 

○楽しんで実践しよう！ 

 市民との協働する具体的な形は国や地域、

そこにある文化や風土によって大きく異な

ります。その一例であるコーポラティブハウ

ジングがその場所に合わせた方法に実践の

中から成熟してきたように、まちづくりにお

いても地域に根ざしたものになっていけば

良いと思います。しかし、そこにある市民と

の協働するための態度、根底にある考え方は

共通しているものがあるのではないでしょ

うか？ 

各国で行われている具体的な方法も参考

になるとでしょう。 

本日の講義を参考にして、皆さんが楽しん

で皆さんのワークショップを実践して行っ

てください。 

そこからその場所にあったファシリテー

ションが成熟していくことのだと考えてお

ります。 

ぜひ楽しんで実践を行なってください。 
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④  事前復興まちづくり 市古太郎 2022 年 8 月 16 日実施 

 
まちづくりファシリテーター講座として、自

然災害リスクのとらえ方と防災まちづくり

の方法論について講義をします。1 枚目のス

ライドは、東京都豊島区で、地域コミュニテ

ィのみなさんと「防災ワークショップ」を実

施している写真です。このようなプロジェク

ト事例を通して、話をしていきます。 

 

 

 
市古の自己紹介です。専門は都市計画・まち

づくりで、研究テーマは、都市防災・災害復

興まちづくりです。現在、東京都立大学で教

育と研究に従事しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
これまでに従事してきた災害復興調査の

系譜と主要な研究テーマです。研究室として

東京都のコミュニティ防災の方法論構築を

主要テーマとして活動してきました。 

 

 

 

 

 

 

 
本日のプレゼンテーションは 2つの内容で

構成しています。最初に、自然災害リスクの

とらえ方について、IPCC AR6 も参照しなが

ら解説します。その後、東京での 2つのプロ

ジェクトを紹介します。  
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これは 2022 年 5 月に IPCC が公表した気候

変動に関する報告書（AR6）です。自然災害

リスクのとらえ方について、災害研究の理論

が反映されています。 

 

 

 

 

 
これは IPCC AR6気温上昇シナリオを一例で

す。エジプト国地域は、地震・火山といった

自然災害リスクは確かに相対的に見て低い

地域ですが、気候変動についてはアフリカ大

陸北部において、気温上昇予測が公表されて

います。少なくとも気温上昇の高温による人

体への影響が危惧されています。 

 

 

 

 

 
APCC AR6では、気候変動のリスクを、ハザ

ード、バルネラビリティ、暴露の 3つの要素

が重なり合うことで評価しています。このス

ライドはその考え方を整理したものです。こ

の重なりによるリスク上昇を逆回転させる

ことで、リスクを低減していこうという戦略

です。 
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この IPCC の自然災害リスク定義は、災害研

究の知見がベースとなっています。スライド

は 1994 年に英国研究チームが公表した At 

Riskです。世界各地の自然災害とそこからの

回復調査を踏まえて、自然現象としてのハザ

ードだけでなく、人とコミュニティ集団の属

性であるバルネラビリティが理論化されま

した。後に説明する東京の事前復興まちづく

りの事例でも、このバルネラビリティモデル

が継承されています。 

 
近年では研究学術および被災地支援現場に

おいて、バルネラビリティに加えて、レジリ

エンシーが用いられています。先行研究に基

づいて、これから説明する東京のプロジェク

トでも、バルネラビリティモデルを継承した

地域コミュニティの災害被害軽減に向けた

営み、と捉えています。 

 

 
それでは、具体のコミュニティベースドの地

域防災活動について紹介してみましょう。2

つの地区を紹介します。豊島区東池袋地区と

八王子市絹ヶ丘地区です。 

 

 

 

 

 

 

 
このスライドは東京都が公表している地震

災害危険度の調査結果です。赤い部分がリス

クが高いことを示し、ここでの地震災害危険

度とは、揺れと延焼火災による建物焼失可能

性を示しています。東京中心部から 10km圏

のリング上でリスクの高いエリアが郊外に

向けてクラスター状に広がっていることが

わかります。 
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地震に伴う延焼火災被害、エジプトではあま

りなじみがないかもしれません。このスライ

ドは 1995年の阪神淡路大震災時の様子です。

木造住家から出火し、炎と煙が出ています。

住家が密集していることにより、輻射熱によ

って火災が広がってしまう様子も見て取れ

ます。 

 

 
東京全体のリスクアセスメントを踏まえて、

東京都では約 50 年前から都市構造全体の改

善と同時に、地区を単位とした防災まちづく

り事業を実施してきました。これから紹介す

る東池袋地区は、このスライドの 5番に位置

しています。 

 

 

 

 

 
2019 年に実施された東池袋地区での震災復

興まちづくり訓練の目標と参加者属性です。

地域自治組織で活動する住民 20 人、地元自

治体職員、建築・不動産に関する専門家、大

学研究室が参加し、各回 50 人ほどの参加者

数でした。 

 

 

 
こちらは全 4回の実施プログラムです。半年

間をかけて実施しました。目標は訓練を通し

て、過去の防災事業進捗と効果を共有し、そ

れでも避けられない震災被害からの回復戦

略について方針を作成することです。 
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こちらの写真は第 1回訓練時に実施した「防

災復興まちあるき」の様子です。10人くらい

のグループとなって、建築や広場、街路の点

検をしています。 

 

 

 

 

 

 
こちらは地域参加者が先導して幅員が狭く

両側に建物が建て込んでいる「路地」を点検

している様子です。 

 

 

 

 

 

 

 
路地の中には、人は一人、やっと通り抜けら

れる路地もあります。第 1回の訓練の中で、

参加者で現地を歩き、その空間特性を共有し

ます。 

 

 

 

 

 

 
こちらの写真は「路地」を改善して街路を拡

幅し、その両側には耐震性能をもった新しい

住家が建築されているまちかどの様子です。 
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こちらの写真は防災復興まちあるきから戻

ってきて、現地で調査した内容を写真と付箋

紙を使ってコメントをつけ、地図上で整理し

たものです。地図上の整理を踏まえて、くら

しとまち、の震災時の復興課題についてグル

ープディスカッションし第 1回のまとめとな

ります。 

 

 

 
こちらは 30 年前に策定された東池袋地区の

「まちづくり計画」です。現在の道路を拡幅

し、その両側には、まちの風景に馴染む耐震・

耐火性能の高い建築を、地区の複数には住民

が休める樹木を植えた「広場」を整備してい

くプランとなっています。 

 

 

 

 
まち点検では、この写真のように、30年前の

まちづくり計画が実現されている地点を訪

問し、30年前と比べて、着実にまちの被害軽

減が図られていることが確認されました。 

 

 

 

 

 

 
同時に 30 年前には想定していなかった変化

もあります。写真は高層階の集合住宅が見え

ます。そして集合住宅の地上部分には、広場

や緑の空間が創出されています。東池袋地区

は都心に近く、これはいわばジェントリフィ

ケーションが発生している様子とも言えま

す。 
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東池袋地区の復興まちづくり訓練を通して、

深めた点は 2点あります。1点目に、30年を

かけて実施してきたまちづくり事業の被害

軽減効果を確認すると同時に、被害ゼロは避

けられず、震災からのすまいの回復に向け

て、まちづくり事業施設がどう活用できる

か、という点の検討です。2 点目に、確保し

てきたまちの共用空間（広場と公園）の災害

時活動に結びつく日常的な活用や追加施設

デザインを検討することです。 

 
そのために検討したのが、まちづくり事業で

確保してきた小広場です。スライドにあるよ

うに地域内では老朽住家を除去することで

広場が整備されていました。 

 

 

 

 

 
この広場は、樹木や花壇の手入れがなされ、

また清掃活動も地域が担って適切な管理を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 
こちらの小公園では「もちつき大会」とあり

ますが、お正月前後で日本の地域コミュニテ

ィで取り組まれるイベントです。まちづくり

で確保されたオープンスペースは、地域組織

の大事な地域活動の舞台となっています。  
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またこのように日常的に活用することで、災

害発生時の適切で効果的な活用方法に結び

つくものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 
次に東京での 2 つ目の事例をお話しましょ

う。東京中心部からみて西へ 30kmほどの場

所に位置する八王子市絹ヶ丘地区です。鉄道

が敷設され、東京で働く人たちのベッドタウ

ンになっています。絹ヶ丘地区では近年、降

雨に加えて地震でも発生する土砂災害を対

象にコミュニティベースドの取組を展開し

てきました。報告するワークショップの参加

者は、地域住民が 30人ほど、加えて地元八王

子市役所職員、専門家、都立大学チームとな

っています。 

 
絹ヶ丘地区での事前復興まちづくりワーク

ショップのプログラムです。全 3回で構成さ

れ、1 回目にまち点検、2 回目に在宅避難生

活を中心として生活回復過程、3 回目にこれ

までも取り組んできた地域防災活動の改善

アイディアを検討しました。 

 
絹ヶ丘地区のワークショップで対象とした

災害リスクは 2つの側面を持っています。第

1 に自然ハザードとして、土砂災害の要因と

なる急傾斜地です。1970年代の丘陵地開発で

誕生した郊外住宅地ですが住宅地域の周辺

に急傾斜地が存在しています。第 2に高齢化

と子どもの独立による家族構成変化です。高

齢化に伴い災害時要配慮者が増えることに

なりますが、支援体制が課題と認識されてい

ます。 
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こちらは、絹ヶ丘地区を含む周辺地域の地図

です。緑地の多くが丘陵地となっています。

大規模な自然公園も整備されています。丘陵

地を造成することで地域一帯に戸建て住宅

地が整備されました。住宅地の周辺に橙色と

赤色の土砂災害ハザード地が存在している

ことがわかります。 

 

 

 
こちらは絹ヶ丘地区の一番高い場所から住

宅地の様子を展望した写真です。遠くには八

王子中心部が見えます。 

 

 

 

 

 

 

 
こちらの写真は地区内の様子です。街路基盤

が整備されていますが、住宅地内は緩やかに

傾斜していることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 
こちらは住宅地開発で整備された街区公園

です。地域自治組織では、このような地区内

にある 3つの街区公園を災害時の安否確認や

炊き出し場所として想定し、訓練等も実施し

てきました。 
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こちらは第 1回訓練の様子です。土砂災害リ

スクの崖地を参加者で現地点検し、ガケ地や

生の様子、また降雨時の様子などについて情

報共有を行いました。 

 

 

 

 

 

 
この図面は第 1回のまち点検を踏まえて参加

者で作成した点検マップです。土砂災害リス

ク地の点検が行われたことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 
このグラフは、1995年、2005年、2015年の

5 歳階級別・男女別人口推移です。主要年齢

階層の高齢化の様子がわかります。2020年時

点で 70 代後半の住民が地域防災活動の主要

な担い手ですが、10年後にどう新しい世代に

つないでいくか、意見交換が行われました。 

 

 

 

 

 
こちらの図は、絹ヶ丘地区と行政が指定して

いる災害避難所の位置です。災害避難所は絹

ヶ丘地区外で坂を下りた中学校が指定され

ています。この中学校まで急傾斜地もあり、

移動支障のある高齢者のみでの避難行動に

は厳しい面を有しています。 
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今回のワークショップでも避難生活場所に

ついて話し合いが行われました。そこで出さ

れたアイディアは、自宅および地域に留まっ

て避難生活ができないか、というアイディア

です。この写真は日常的に開催されている地

域のサロン活動の様子です。このような日常

的な地域活動とその環境が災害時にも力を

発揮するのではないか、というアイディアが

ワークショップ成果として取りまとめられ

ました。 

 
発表のまとめです。2つのことを話しました。

1 点目に自然災害をどう定義するか、という

話です。IPCCの定義も紹介しつつ、バルネラ

ビリティとレジリエンシーという学術的か

つ被災地支援現場で用いられている考え方

を説明しました。第 2にこのようなモデルに

基づいて平時からのコミュニティベースド

の取組として東京の 2つのコミュニティの事

例をお話しました。日常的に取り組んでいる

地域活動の中に、災害への備え、生活回復の

資源が見出されること、事前復興まちづくり

ワークショップを通して、それぞれのコミュ

ニティで認識が深まりました。またそれを支

える大学研究室の支援の方法論も紹介をさ

せていただきました。 
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⑤ カイロのイスラーム建築の特徴 深見奈緒子 2022 年 10 月 1 日実施 

 カイロには、数多くの歴史的建築がある。

その地区が、歴史都市カイロとしてユネスコ

の世界遺産に登録される。現在のカイロの地

へのイスラーム教徒の到来は、7 世紀半ばで

あり、10 世紀末、北アフリカのチュニジアか

ら東進してきたファーティマ朝がカーヒラ

を築いたことにより、大きく発展する。そこ

には、為政者の宗教であるモスクや彼らの

廟、あるいは宗教やイスラーム法学を学ぶマ

ドラサ（寄宿制高等教育機関）、聖者の廟や宗

教教団の施設などが作られた（いわゆる狭義

のイスラーム建築）。しかしながら、市民が使

う世俗の建築（公衆浴場、商館、住宅など）

や為政者の宮殿なども建設され、そればかり

ではなく、キリスト教徒やユダヤ教徒も共存

していたので、彼らの宗教建築も存在する。 

 今まで、20 世紀以来のイスラーム建築の枠

組みとして、狭義のイスラームの宗教建築だ

けではなく、イスラームの為政者の元に作ら

れた世俗建築をも含めて、イスラーム建築と

いう場合が多い。 

 今回の話題として、地域の価値を捉えるた

めに、イスラーム建築史の中に認められるグ

ローバリズムをまず指摘して、その後カイロ

のモニュメントの特殊性を指摘したい。 

 イスラーム教は 7世紀にアラビア半島に興

り、早いスピードで 8 世紀の初頭にはイベリ

ア半島から中央アジアまでの中緯度乾燥地

域にその支配を広げていった。これらの地域

には、古代エジプトを筆頭に、地中海には古

代ギリシア、古代ローマに続くキリスト教ビ

ザンツ文化が継続し開花し、一方東方には、

古くはメソポタミア文明までさかのぼるペ

ルシアの文化が、当時優勢を誇っていた。こ

れら 2つの文化（地中海周辺は石造、ペルシ

アはレンガ造という特性をもつ）の継承者と

してイスラーム建築が形成されるのである

が、乾燥地域という風土の共通性からの類似

性が生じた。多くのモスク建築は、中庭を使  

ファシリテーターコースの話題として、自らの文化に気づいてもら

うために、他者としての日本人研究者の講義ということにした。ま

た、エジプトでは、エジプトを中心としたイスラーム建築は語られ

るが、より広い世界を対象にして、それぞれの地域性を解くような

授業はない。エジプトのイスラーム建築の特殊性を認識すること

は、文化遺産保全の価値創出へとつながっていく 

話題 
・イスラーム建築とは、その歴史 

グローバルな建築文化とは／ムカルナスの幾何学性 
・カイロのモニュメントの特徴 
ナポレオン地図にあるハーラ／通り沿いの歴史的建築の価値

／スルタン・ハサンとサビール・クッターブ 

イスラーム建築の広がりとそのグローバリズムの限界 
中緯度乾燥地域、あるいは近代以前という時代が、文化の同質性

を担保してきた。その域外においては、地方色や時代色が強い。 
 

14世紀中庸の、それぞれのイスラーム政権の支配地 
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用した。また、偶像崇拝を禁じるというイス

ラームの宗教的側面から幾何学文様、アラベ

スク紋様が発展するという傾向も共通する。

中緯度乾燥地域を超えて、イスラームは拡張

していくが、東南アジアや中国、あるいはサ

ブサハラやロシアなどの風土が異なる地域

のイスラーム建築には、グローバルな部分も

ありながら、地域独自の傾向が強い。 

 地域を超えたグローバルな文化の実例と

して、エジプトに関わる例を指摘したい。13

世紀初頭のモンゴルの西進は、中東地域に大

きな文化的交流をもたらした。14 世紀初頭、

モンゴル帝国の分派としてのイラン一帯を

統治したイル・ハーン朝は、地中海周域のマ

ムルーク朝と争い、オスマン朝が勃興しよう

とする時期に当たっていた。 

 この時代、14 世紀前半にイル・ハーン朝の

タイルが、カイロのマムルーク朝へと導入さ

れる。しかし土を焼いて作るタイルの文化

は、エジプトに定着することはなかった。 

 また、2 重殻ドームという、内側ドームと

外側ドームを乖離させ、高さを強調するドー

ムは、14 世紀中頃から末にかけて、各地でそ

の萌芽的な形態が確認でき、カイロにもその

一例がのこる。その起源については、ロシア

正教の木造ドームが共通することから、今は

残っていないチャガタイ・ハーン国には、木

造を起源とするような存在があったのでは

ないかと推察される。  

 さらにムカルナス（鍾乳石飾り）と呼ばれ

るイスラーム建築特有の細部は、幾何学的な

存在であり、幾何学的な図面が介在し、各地

へと技法が伝播していく。14 世紀第 4 四半

期、と 15 世紀の第 3 四半期に、カイロの石

造ムカルナスからイランや中央アジアのス

タッコ造のムカルナスへと大きな影響があ

ったことを指摘できる。 

 このようにイスラーム建築には、地域を超

えて伝わる文化があり、それによってグロー

バルな建築が創出される。 

カイロに残る 14世紀前半のマムルーク朝建築におけるタイル。 
マリダーニー・モスクの打ち抜き部分のタイル、ナーセルの城塞の

モスクのミナレットのタイル。 

ダブル・ドームの発生とその伝播経路。ユーラシアからエジプトを

含み、大きな技術交流があったと想定される。そこにはイスラーム

という宗教が介在する場合、材料の同一性が推進する場合がある。 

カイロの 1050 年から 1520 年までドームの移行部に用いられたム
カルナスのタイプ。外界から新たなアイディアが持ち込まれた様子

を語る。特に 1320年からの 40年間に新しいタイプが現れる。 

マムルーク朝の石造ムカルナスからの影響でイラン中央アジアに

極座標系の複雑なムカルナスが生じたと考えられる。 
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 次に、カイロの都市や建築に関する文化遺

産の特殊性について、指摘したい。歴史的カ

イロには、18 世紀末の様相を描いたナポレオ

ンの地図の都市組成がそのまま残っている

部分が広い地域を占める。フトゥーフ門（カ

ーヒラの北門）からズウェイラ門（同南門）

へと続く、ムイッズ通りは、ナポレオン地図

によるといくつかの通りに分割されている

が、多くの歴史的建造物が、残されている。

これに加えて、太さが変化しながら凸凹のあ

る道、あるいは狭くて曲がりくねった袋小路

など、いわゆる整然とした街路網ではなく、

歴史によって形成された道が残されている

という点は、非常に重要である。 

ムイッズ通りの 19 世紀の絵画や古い写真

には、このメインストリートはかつても賑わ

っており、通りの角に佇む人や、通りで商売

をする人々もたくさんいたことが見てとれ

る。現在の同じ地域の写真と見比べると、多

くの歴史的建造物が修復されて現存してお

り、近頃では車両入場制限があるために、観

光客が街を楽しんでいる。このように、カイ

ロにおいては、歴史的建造物だけが魅力なの

ではなく、歴史的建造物が所属する古い道の

景観、すなわち街並みが重要な遺産となるべ

きで、それこそが歴史的カイロの一つの特色

であることがわかる。 

この特色は、本来は袋小路などのコミュニ

ティをも形成していた。ガマレイヤ地区にあ

るハーラ・マビヤダはには、サビール・クッ

ターブ（給水所兼寺子屋）の横に、長く複雑

に枝分かれする街区門の痕跡が残っている。

ここに昔は門があり、それを閉じることによ

って、街区のプライヴァシーや安全を守こと

ができたのである。 

ナポレオンの地図には、街区門から続くこ

の一塊の通りがさらに 3つの部分に分けて記

載され、もしかしたら、さらに下位のコミュ

ニティからなっていたのかもしれない。小路

に住む人々は、日本の隣組のような地域コミ

カイロの現在のムイッズ通りのフトゥフ門（左上図）からズウェイ

ラ門（右上図）までのナポレオン地図の通りの様相（下図）と道路

の名称（上中央の表） 

 

ムイッズ通りを描いた 19 世紀の絵画。建物敷地によって凹凸の
ある道の様相が描かれる。人々が通りを通行するだけでなく、通

りがたたずむ場として描かれている。 

上記絵画の場所の現況。歴史的建造物は修復され、維持されている。

ムイッズ通りは車両の通行が制限されているために、観光客に人気

のスポットとなっている。観光用の電気自動車も導入された。 

マビヤダ地区への街区門の痕跡と同地のナポレオン地図。 
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ュニティを作って、大きなカイロの中に自己

を位置付けていたのである。 

1938年の 500分の１の地図を見ると、これ

らの通りはさらに小さく分割され、それぞれ

に名前がついている。 

現在の歴史的カイロを保全していくため

にはそこに住む人々の協力が必要で、みんな

の意見から何かを決めていくときには、集団

としてのコミュニティが必須となる。こうし

た集団を復活していくことも重要な課題で

あるとともに、バイトヤカンを中心として新

たな地域コミュニティも育ちつつある。 

街並みについては、前近代においては、古

い写真に見るように高さや技法が建設に関

わり必然的に統一されてきた。そこにはマシ

ュラビヤ（伝統的轆轤木工格子細工）の出窓

や組積造の壁、入口などいわゆる調和的な街

並みが存在した。そうした街並みをもつ通り

ではさまざまな行事が施され、地域を通りす

ぎるような祭礼も行われてきた。先に袋小路

におけるプライフヴァしーについて記した

が、通りは決して他者を拒むものではなく、

都市の一部として機能してきたのである。 

ところが、現在のスーク・シラーハ通りを

調査して見ると、歴史的建造物の間に、8 階

以上もあるような高いアパートが建ったり、

古い建物が崩壊するままに放置されたり、思

い思いのファサードで建築を分節したりと、

調和という点では大きな問題がある。 

こうした問題に対して、景観保全という点

から、サラー・ザキー教授は、さまざまな提

案を試みているけれど、広い地域においては

なかなか景観保全を実現できていない。 

 近頃、インフォーマルな居住地を撤去し、

フォーマルな居住地に変えるという政府の

方針が取られている。このプロジェクトの中

で、不整形な街路網を持ち、朽ちかけた古い

建物がそのまま残る歴史地区カイロの一部

は、インフォーマルな地域に認定され、今ま

での建築が撤去されてしまうことが起こり

マビヤダ地区を 1938 年の 1/500 の地図に落とした。それぞれの
住宅敷地に番号が振られ、通りに所属している。こうした住居の

塊がコミュニティの下位の単位となっていたことが想定される。 

 

昔のスーク・シラーハ通りの写真と、そこを練り歩くキスワ（カ

アバ神殿の布製の覆い）をメッカへと運ぶ神輿の行列。前近代の

街並みは、建築技法や材料の制約により調和的であった。 

 

スーク・シラーハ通りの 2022年初頭のファサードの現状、歴史的
建造物の間を埋める建物は、さまざまで、中には、高さ、色、形状

など不調和な新建築や傷んだままの古い建築が存在する。 

サラー・ザキー教授によるガマレイヤの現状（下）と修復案（上） 
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つつある。 

 そうした地に立つ代替物としての建築は、

出窓などを取り入れた 4 から 5階建ての統一

されたいわゆる現代の伝統的ファサードで

ある。歴史的カイロでもアーバン・デベロッ

プメント・ファンドによって、統一されたフ

ァサードへと更新されつつある。しかしなが

ら地域全体を同一のパターンで覆うという

ことは、逆に街並みのファズィーな部分を取

り去ってしまい、魅力が半減する。 

少なくとも、現在まで歴史的な都市組成は

守られている部分では、その魅力を発揮でき

るような街の景観（街並み）を考えていく必

要がある。 

カイロのイスラームの建築は、700 を超え

るモニュメントが観光考古省によって登録

され、まさに千のミナレット（モスクの呼び

かけの塔）の街というにふさわしい数々の歴

史的モスクが残されている。 

そんな中から代表的な事例を挙げれば、9

世紀のイブン・トゥールーン・モスク、14 世

紀のスルタン・ハサン・モスク、19 世紀のム

ハンマド・アリー・モスクということができ

るだろう。 

東京外国語大学のプロジェクトでは、こう

した歴史的建造物を Esri マップに落とし、そ

こにそれらの建築の写真を撮影場所付きで

アップするという作業を行っている。 

https://islamic-architecture.aa-ken.jp 
また、同プロジェクトでは有名建築カラー

ウーンの建築を選び、ヴァーチャル・リアリ

ティを用いて建物の中を実際に歩き回り、い

ろいろな情報を得ることのサイトも構築し

ている。https://qalawun.aa-ken.jp/en/ 

このように、歴史的カイロの魅力を他者に

伝えていくために、現地だけでなく遠方から

後方支援することに対して、地域住民へどの

ように還元したら良いのかを考えねばなら

ない。歴史的カイロには世界中の人の目を引

く魅力がある。 

インフォーマルな地区（左上図）を撤去し新たな伝統様式を加味し

たアパートが建設された（左下図）。世界遺産のコアゾーンにおい

て、古い都市組成（右上図）が 2022年に撤去された（右下図）。 

イブン・トゥールーン・モスク（左 3枚）、スルタン・ハサン・モス
ク（中 2枚）、ムハンマド・アリー・モスク（右 2枚）は、カイロの
イスラーム建築のそれぞれの時代の代表例である。 

東京外国語大学 AA研によるジオデータベースのサイト。トップペ
ージでは現在の地図にナポレオンの地図を重ね、それぞれのモニュ

メントから建物写真に飛ぶことができる。 

 

同 AA研によるヴァーチャル・リアリティのサイト。 
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次にスーク・シラーハ通りについて、その

特色とそれに対する活用の方法を捉えてみ

たい。通りの起点には、カイロの代表とも言

えるスルターン・ハサン・モスクがある。現

在は観光考古省管轄のもと、観光客に有料で

オープンしている。また金曜の昼の礼拝で

は、ムスリムの合同礼拝に使用される。 

中庭を周囲の 4つのマドラサ、入口近くの

水場、隣り合う水車施設部分は現時点ではほ

とんど利用されていない。かつての複合建築

の敷地が遺跡公園となっているが、整備が不

十分である。こうした部分を活性化して住民

や観光客のために利用していくことが望ま

れる。また、リファーイー・モスクと並び立

っていることから、住民との結びつきという

点では、聖者リファーイーの生誕祭（マウリ

ド）が重要である。2 つの建築の周囲には広

い空地があることから、この空地の有効利用

も視野に入れて欲しい。 

マドラサという点では、スーク・シラーハ

のイルゲイ・ユーズフィー・モスクも同様で、

現在は中庭周囲の部分だけが礼拝時に利用

されている。しかし創立者の墓廟、学生居室

部分、給水所と寺子屋部分は修理もされずに

放置されている。こうした部分はイスラーム

の宗教建築という点から利用に対する配慮

や規制が必要ではあるが、上手に活用するこ

とが望まれる。 

さらにスーク・シラーハには給水所兼寺子

屋、公衆浴場、邸宅の門なども残っており、

本プロジェクトでも活用の方針を模索して

きた。 

さらにスーク・シラーハから地域を広げれ

ば、数多くの歴史的建築が、未だ修復されず

に残っている。これらの建築を活用しながら

街並みを整えていくことは、カイロの魅力を

外へ向かって表現することになり、かつ住民

生活の利便性をあげ、さらに魅力から引き出

される観光によって住民生活が潤うという

循環を期待できる。 

スルタン・ハサン・モスク。左の平面図にはリファーイー・モスクと

の広場の様子等を表す。右上写真は現在利用されていないマドラサ

部分。右下写真は遺跡公園だが、あまりうまく利用されていない。 

イルゲイ・ユーズフィーモスクの平面図（左）利用されていないマ

ドラサと墓廟の部分をオレンジで、水回り施設を水色で表す。右図

は、建物の北側を走るハラワート通り沿いのファサード。 

 

スーク・シラーハ沿いの観光考古省よって登録された建物とバイト

ヤカンの中庭（左下）。3つの給水所兼寺子屋は 2021年から 22年に
かけて修復され、住民の意見を汲んだ活用が始まることが望まれる。 

スーク・シラーハの属するダルブ・アフマルの歴史的建造物。 
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今までの本プロジェクトの住民ワークシ

ョップでは、給水所兼寺子屋の地下貯水槽

を、緊急時の水の貯水に使うという案が住民

から提案された。現代的な技術を使えば、水

を安全に貯水し、火災の際の消化に使い、あ

るいは飲料水に使えるような可能性もある

かもしれない。カイロにおいては地下構造物

に関する調査研究はまだできておらず、その

利用はこれからの課題である。 

ファシリテーターの役割は、住民と一緒に

なって、歴史的価値とは何かということを考

え、それを上手に行政側に伝えていくことだ

と思う。現代的生活や持続的な未来に向かっ

て、歴史的建築の魅力・価値や可能性を引き

出し、それを住民と一緒に考えることが、さ

らには住民がより遺産を身近に感じられる

ようになるような情報を準備し、行政側と折

衝することが望まれる。 

歴史的建造物の活用や、都市景観の保全

は、単に他者に提供する観光のためだけに必

要なのではなく、住民生活自体に役立つよう

に考え、住民が納得する方法をとらねばなら

ない。都市には多様な人々が住んでいる。ス

ーク・シラーハも同様で、その中でみんなの

意見をまとめていくことが、ファシリテータ

ーの役割の一つだ。 

イスラーム建築のグローバル性を話題に

したが、グローバリズムとローカリズムとは

相反するものではなく、双方がそれぞれの利

点や欠点を認識しながら、利用し合うような

ものではないかと思う。 

カイロ旧市街の保全活動において、ローカ

ルな住民の意見を聞き取りながら、グローバ

ルな保全制度や観光への取り組みを住民に

伝え、行政に働きかけ、歴史都市が持続的に

保全されるための潤滑油になるのが、ファシ

リテーターであろう。 

カイロにおける歴史的建築の価値は、素晴

らしい建築が都市組成とともに存在するこ

とだ。旧ソ連においては、歴史的建造物だけ 

 

が街並みから切り離され、空地にポツンと保存され

るという手法がとられた。中央アジアの国々では、

そのような情景が広がる。 

 しかし、カイロにおいては古い通りがその名称と

ともに存在し、そこから歴史的建造物に入ることが

できる。幅員を変え、凹凸を繰り返し、袋小路をも

つ都市組成を、インフォーマルと判断するのではな

く、魅力に転化する。この特殊性の、このメリット

を活かし、街並みとして景観保全を推進すれば、き

っと素晴らしい雰囲気をもった観光資源になること

が予想される。その場合に注意せねばいけないの

は、歴史が作ったファズィーな空間には全体統一様

式ではなく、ある幅をもったデザインが必要である

ことだ。 

同時に歴史的建造物に鍵をかけてしまうのではな

く、また他者に見せるだけの観光資源のために利用

するのではなく、住民のために、住民が一緒に考え

て利用を推進していくことが必要である。 

ファシリテーターとして活躍するためには、ぜひ

こんなカイロの特殊性に気づいて欲しい。 
 

住民とファシリテーターが協働するワークショップは、未来の地域

を考える基礎となる。このワークショップで話し合われたことを明

文化し、行政側にきちんと伝え、粘り強い摂政によって実現してい

くことが必要である。行政側の対応を住民に伝え、住民と行政の接

点を作ることもファシリテーターの役割の一つである。 
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⑥ エリアマネジメント 宍戸克実 2022 年 10 月 29 日実施 

 

地域コミュニティの価値向上を目的とした

「エリアマネジメント」について（国土交通

省土地・水資源局発行の「エリアマネジメン

トのすすめ」を参照）紹介する。 

 

 

 

 

 

エリアマネジメントとは、良好な環境と価値

を維持・向上させ、快適で魅力的な環境や美

しい街並みをつくることである。その結果と

して「地域」や「個人」の資産価値が向上す

る。重要なのは住民・事業主・地権者が主体

的に行動することである。行政はエリアマネ

ジメントを主導するのではなく、あくまでサ

ポートする。 

 

 

都市や地域は、多くのエリアから構成されて

いる。それぞれのエリアには、その地域固有

の背景と特徴があり、それが地域の魅力とな

っている。環境や活力を向上させることは、

住民・企業・地権者にとって有益である。行

政は平均的で画一的な都市計画を行うこと

が得意である一方、地域の細かなニーズに即

応するのは苦手である。 

 

 

 

地域には異なる目的を持った組織がいくつ

か存在する。これらの組織は互いに協力し合

って推進する。行政はそれらを支援・協力す

る。ファシリテーターはこれらすべての場面

で活躍することになる。エリアマネジメント

組織は、地域の価値の向上と活性化のために

活動する。  
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（1）エリアマネジメントはボランティア活

動ではない。参加者にはビジネス的な視点が

必要である。もちろん、ボランティア精神は

必要である。（2）活動でお金を稼ぐ必要があ

る。公共空間・公共施設・民間施設を利用し、

資金を得る活動が重要である。（3）収益は地

域整備の費用に充当する。地域の清掃・緑化・

防犯などに使われる。（4）その結果、状態が

改善され資産価値が向上する。住民の参加

は、自分たちの「利益にもつながる。 

 

エリアマネジメントには高収益の活動と、低

収益の活動がある。高収益の活動で得た資金

を公益的な費用に充てる。公共空間を利用し

た活動で収入を得、それを公共空間の維持管

理費に充てる。国が文化財や公共施設を地域

団体に開放し、地域自身がそれを使って活動

資金を得る。政府はエリアマネジメント団体

を公的な組織として認め、公共空間維持管理

の委託料を支払う。 

 

持続可能な資金を確保することは容易では

ない。政府からの補助金や委託料は、安定し

た収益源ではない。また、複数の異なる利害

関係者を一つの組織にまとめることは容易

ではない。さらに、組織や活動を維持・拡大

するためには、多大な労力が必要となる。 

 

 

 

日本で最も一般的な活動の例は、公共空間を

活用したイベント開催である。季節ごとに文

化的なイベントが開催され、多くの訪問者が

あり地域の賑わいを創出する。地元企業、学

校、地域団体など、さまざまな組織が連携し

て活動する。 
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環境整備、防犯・防災活動も盛んである。地

域住民が公共空間をより快適にするために

清掃を行う。住民と地域の労働者が一緒にな

って清掃に参加する。防災・防犯の訓練を行

政と連携して行う。 

 

 

 

 

 

地域のルールづくりも重要な活動である。美

しい街並みを実現するために、地域固有のル

ールを作ることもエリアマネジメント活動

に含まれる。ルールとは、まちづくりの方針・

指針である。 

 

 

 

 

 

エリアとその魅力に関する情報を広め、共有

する。地域の施設、イベント、観光、お役立

ち情報などの有益な情報を発信し、地域情報

板や情報共有サイトなどを運営する。 

 

 

 

 

 

 

これらはエリアマネジメントのための財源

を確保するための活動である。団体は公共ス

ペースを事業者に貸し出し使用料を得る。ま

た、街路や広場、私有地の屋外広告スペース

を販売し収益を得る。歩行者空間のカフェ事

業者に屋外の座席スペースを貸すことで収

益を得る。 
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日本の地方の都市部では、空き家や空き地が

増加している。空き家となった民間施設を再

利用し、コミュニティセンターとして活用す

る試みが多数行われている。特に、民間の歴

史的建造物・住居を再生、活用した事例が多

くある。 

 

 

 

ファシリテーターは利害関係者の本音を理

解し、お互いをつなぐ中心的存在となる必要

がある。ファシリテーターには持続的で建設

的な議論を誘導するスキルが必要である。利

害関係者、専門家、行政の間を取り持ち、調

整するスキルが必要である。場合によって

は、不動産や金融の専門家に協力を依頼する

こともある。建築家はファシリテーターとし

ての役割が期待されている。 

 

 

エリアマネジメントの主な活動対象は公共

空間である。中間領域（緩衝空間）が街並み

の表層を構成している。公共空間だけでなく

「緩衝空間」「空き家」「空き地」「袋小路」な

ども重要なターゲットである。 

 

 

 

 

 

日本ではカフェが公共空間を利用すること

は容易ではない。カフェがエリアマネジメン

トの中で公共空間を利用することもあるが、

それは稀なケースである。カイロではカフェ

が公共空間を利用（占有・占拠）し街並みを

作っている。洗練されたデザインやルールを

採用すればより質の高い街並みができると

考える。 
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エリアマネジメントでは、公共空間を活用し

てイベントを開催する。カイロではすでに公

共空間の活用が盛んである。カイロの公共空

間では、さまざまなイベントがすでに開催さ

れており、これらをエリアマネジメント活動

の一環として取り込むことも可能と考える。 

 

 

 

 

歴史的・文化的都市の公共空間には、魅力的

な要素が多く存在する。しかし、あまりにも

日常的かつ身近であるため見逃してしまう

ことも少なくない。地域のささやかな魅力に

目を向けることが、エリアマネジメント活動

の出発点であると考える。 

 

 

 

最後にまとめる。 

エリアマネジメント活動には、経営の視点を

入れることが重要である。修繕や改修のため

の資金を稼ぐ必要がある。その中で、ファシ

リテーターは住民、専門家、行政をつなぎ、

建設的な議論へと導くことが重要である。フ

ァシリテーターは、エリアマネジメントの仕

組みを構築する重要な役割を担っている。 

以上 
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⑦歴史的建造物と景観の保全  苅谷勇雅（かりやゆうが） 2022 年 11 月 5日実施 

1． はじめに：日本での歴史的建造物と景 
観の保存、活性化について、事例を中心に

紹介する。私は大学院修了後、日本の代表

的な歴史都市である京都の都市計画局に長

く勤め、その後文化庁に移り、文化財建造

物や歴史地区の保存事業に関わってきた。

現在は日本イコモス国内委員会に所属する

とともに、日本のいくつかの歴史都市の保

存審議会委員等を務めている。 

 
2． 日本の歴史的建造物、歴史的町並の代 

表例：この写真や図のほとんどは世界文化

遺産の構成資産で、すべて木造建物であ

る。左上の建物は法隆寺の金堂と五重塔で

ともに 7世紀の末に建立された。左中段は
姫路城天守、左下段は白川村の合掌造り集

落、中央は石見銀山の集落の景観である。

右上は神社本殿、右下は寺院の五重塔の例

である。 
 

3．木造建築物の建築や修理に使われる道具：

日本の木造建造物は、多様な道具を巧みに使

う職人たちによって受け継がれてきた。左上

は、1311年の屏風絵に描かれた職人たちの姿
で、槍鉋や手斧等を使っていた。右上の各種

の鑿や下段の鋸、台鉋は後世、職人たちが使

いやすいように工夫し、発展させた物であ

る。 
 

4．建造物の保存のための技術：日本の大工

たちは巧みな加工技術とともに、寺院や神

社の建築について、木割といわれる特別な

寸法体系や規矩と呼ばれる寺院等の軒先の

曲線を幾何学的に導き出す手法を 14世紀頃
から 17世紀までに開発・発展させた。ま
た、木と木を直角方向、長さ方向に正確か

つ美しくつなぐ高度な技法を生み出し、発

展させた。 
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5．歴史的建造物の屋根の葺替：日本の歴史的

建造物の多くは植物性の材料で葺かれてい

る。これは桧皮葺の葺替の事例である。熟練

の職人が桧の皮を何枚も重ねて竹釘で留め、

流麗な曲線を形作る。自然材料であるため通

常 20～30年、長くても 40年程度で葺き替え

る必要がある。 

6．日本における文化遺産や景観の保護制度

の近年の発展：日本では 1970年代から 2000
年代初めにかけて、文化遺産保護や景観保護

の法制度が整ってきた。1975 年には文化財
保護法の改正で伝統的建造物群保存制度が

でき、1996年には有形文化財の登録制度が、

2004 年には文化的景観の保護制度が生まれ

た。同じ 2004年には景観法、さらに 2008年
には歴史まちづくり法ができた。 
7．指定・登録・選定されている文化遺産及び

認定されている歴史まちづくり計画の数―

2022年 11 月現在：重要文化財建造物は 5373
棟あり、このうち 294 棟は国宝に指定されて

いる。登録有形文化財は 13,546 件、重要伝

統的建造物群保存地区は 126 地区で、約

30000 件の伝統的建造物や庭園等が含まれ

る。重要文化的景観は 71 地区が選定され、

歴史まちづくり計画は 87 プランが認定され

ている。 
8．登録有形文化財制度について：登録有形文

化財制度は 1995 年に発生した阪神淡路大震

災後に、地震により傷んだ歴史的建造物の多

くが調査や評価がされないまま除却されて

しまったことの反省から、1996 年の文化財
保護法の改正により実現した。建造物、土木

構造物等で、建設から原則 50 年以上を経過

した建造物を登録対象にしている。所有者と

近隣社会の理解によって保護と活用を図る

ものである。現在までの 26年間で 13,546 件

の住宅、小学校、役場、駅舎、銀行、旅館、

ホテル、工場、砂防ダム等様々な建造物が登

録されている。 
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9．歴史まちづくりに関する法律の制定―「地

域における歴史的風致の維持向上に関する

法律」：2008年に「地域における歴史的風致

の維持向上に関する法律」が制定された。地

域の城跡等の史跡、神社・寺院・住宅などの

重要文化財、伝統的建造物群保存地区等国指

定・選定の文化財とその周辺地域の歴史的環

境を保存するために様々な優遇措置を講じ

るもの。これらと密接な関係を持つ祭礼等の

伝統行事も保護対象。市町村は、その歴史的

風致の維持向上のための計画を作成し、現在

87の計画が認定されている。 
10.伝統的建造物群保存地区について：周囲

の環境と一体となって歴史的景観を形成し

ている価値の高い伝統的な建造物群の保護

のために周辺も含めて、市町村が都市計画で

保存地区を指定する制度。国は市町村の申出

により重要伝統的建造物群保存地区として

選定し、保存事業を支援する。現在は 126地
区が選定されている。 
11.伝統的建造物群保存地区の種類：地域の

歴史、文化を反映して宿場町、城下町、商家

町、港町、農村、山村、門前町、茶屋町、鉱

山町などいろいろな種類がある。各地区では

住民と地方自治体の協力により、保存活用計

画に基づいて、修理修景事業、活用事業等が

続けられている。 
 

 
12．重要伝統的建造物群保存地区数の推移：

1976 年に選定が始まり、その後順調に増加

し、45 年後の今日では全国で 126 地区、合
計面積 4000ha 余に達している。全国の保存

地区内の全建築物約 42000 棟のうち約

15000 棟が伝統的建造物として特定され、修

理や構造補強等により保存が図られている。

その他の建築物も修景等により、伝統的景観

との調和が図られてとともに、地区全体の防

災施設整備が進んでいる。 
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13．伝統的建造物群保存地区に関する規定：

保存地区内の建物や土地の現状変更は地方

自治体の長の許可が必要である。伝統的建造

物として特定された建物は外観の保存が義

務づけられ、その他の一般建物や新築建物も

歴史的景観を乱さないように外観を整える

必要がある。これら伝統的建造物の修理や一

般建物の修景等の事業は、国や市町村から補

助金を得ることができる。固定資産税や相続

税の免除・軽減等税制上の優遇措置もある。 

 
14．日本における歴史的町並み保存の取組の

経過と効果：1960 年代から歴史的地区の住

民の保存運動が始まり、それに応えて自治体

も独自の保存条例を制定した。そして、1975
年に文化財保護法改正により国の制度とし

て伝統的建造物群保存地区制度ができた。今

日、伝建地区は文化遺産の保存だけで無く、

周辺環境の保全と改善が進み、人口減や空き

家の増加の一定の歯止めに役立っている。観

光客の増加等の経済効果も生まれている。 

 
15．町並保存と地域の活性化：MACHI-NAMI。
「町並み」は、歴史的な集落や都市地域をあ

らわす日本語である。全国各地の歴史的地域

の住民団体が「全国町並み保存連盟」を組織

し、活発に活動している。右は活動団体の分

布を示す。歴史的町並についての本もいろい

ろ出版されている。左は私が全国の仲間と執

筆編集した町並みのガイドブックの表紙で、

上下 2巻ある。 
16．伝統的建造物群保存地区の概要：伝統的

建造物群とは、伝統的建造物の集合で、建築

や都市の発展の証左であり、その土地の地理

的、歴史的、文化的コンテクストを示してい

る。左は丹波篠山市の伝建地区で、城を中心

に侍屋敷地区と商家町地区を含んでいる。右

上は修理の例を示している。右下は白川村の

集落全体の消火施設、放水銃や消火栓の設置

状況を示している。 
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17．岐阜県白川村荻町の伝統的建造物群保存

地区：18世から 19世紀にかけて建造された

合掌造りと呼ばれる伝統的な大型茅葺民家

が 100 棟近く集中している。山間部の川沿い

の平地に位置し、茅葺屋根の内部ではかつて

養蚕が行われていた。左は城跡の丘から見た

冬の景観、右は夏の景観。富山県南砺市の 2

つの集落とともに世界文化遺産に登録され

ている。 

 

18．「結い」とボランティアによる茅屋根の葺

替：白川村の大きな合掌造りの茅屋根は「結

い」という、労働力の貸し借りという相互扶

助のシステムで村人全員が加わって 30-40年

ごとに葺き替えられる。最近では全国各地か

らの茅葺ボランティアも参加している。合掌

造り屋根の葺替には大量の茅が必要で、その

確保と刈り取り、乾燥、貯蔵にも大きなエネ

ルギーが注がれる。刈り取りには中学生たち

も参加する。 

 
 

19.伝統的建造物群保存地区における保存事

業の成果―かつての景観と現在の景観の比

較 その 1：長野県の中山道の旧宿場町であ

る妻籠。保存事業が始まる前は、木材運搬の

大型トラックが通り、また傷んだ建物が並ぶ

さびれた町であった。1970 年代からの保存
事業により、現在はかつての宿場町の風景が

よみがえり、多くの観光客が訪れている。 

 

20.伝統的建造物群保存地区における保存事

業の成果―かつての景観と現在の景観の比

較 その 2：同じく中山道の宿場町であった

長野県塩尻市の奈良井宿である。1978 年、

2010年、2022年と時代が違う写真を見ると、

伝統的な建物の修理や一般建物の修景が進

んで、整った景観に変わっていく様子が見て

取れる。 
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21.伝統的建造物群保存地区における保存事

業の成果―かつての景観と現在の景観の比

較 その 3：福島県の宿場町である大内地区

は旧宿場町としての機能を失ってからはほ

そぼそとした農業の町になっていた。1960年

代末に茅葺屋根が並ぶ姿が新聞や雑誌に紹

介され、その後保存地区となり、保存と復原

が進んで、その風情を楽しむ多くの観光客が

訪れる町となった。 
 

22.伝統的建造物群保存地区における保存事

業の成果―かつての景観と現在の景観の比

較 その 4：岐阜県飛騨地方の高山は古くか

ら高い建築技術に裏打ちされた優れたデザ

インの町家が並ぶところとして知られてい

る。春、秋の華麗な山車が巡行する高山祭り

もよく知られている。早くから保存事業が行

われていたが、伝建地区となってからいっそ

う修理、修景が進み、より美しい町へと進化

している。防災施設も充実している。 
 

23.世界文化遺産の石見銀山の伝建地区 そ

の 1：島根県大田市の大森銀山伝統的建造物

群保存地区は、石見銀山を管理する役人や商

人の家屋が並んでいたところで、今も赤い屋

根瓦が特徴の伝統的建物が軒を並べている。

周辺にはかって銀山の坑道や精錬所の遺構、

また銀を運んだ街道などが残っている。 

 

24.世界文化遺産の石見銀山の伝建地区 そ

の 2：伝建地区の中心にある旧熊谷家は、酒

造業などを営んだ有力商人の家で 1801 年に
建設された。重要文化財としての修理後、内

部が公開され、音楽会、茶会、美術展示会、

講演会、こどもたちの体験学習会等様々なイ

ベントがなされる。また、残されていた家財

道具約 3000 点を整理し、展示している。こ

の歴史的建物の運営は地元の女性達のグル

ープに任されている。 
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25.世界文化遺産の石見銀山の伝建地区 そ

の 3：同じく伝建地区の保存活用事例。左は

既存建物を修理・改修してパン屋を営業して

いる事例。右は既存建物を修理・改修して音

楽ホールにしたもの。世界で一番小さなオペ

ラハウスと自称している。ステージに立って

いるのは歌手では無く、オーナーである。 
 

 

 

 

26.世界文化遺産の石見銀山の伝建地区 そ

の 4：同じく大森銀山保存地区の修理や改修

の例。左は古い工場の内外を修景・改修し、

レストランと展示ホールを設けたもの。右は

傷んでいた侍屋敷を修理し、公開施設、宿泊

施設として市が整備したもの。 
 

 

 

 

27.世界文化遺産の石見銀山の伝建地区 そ

の 5：同じく大森銀山保存地区。古い侍屋敷

の主屋や土蔵などを改修し、快適、上質な小

規模宿泊施設としたもの。宿泊客は夕食はオ

ーナーの女性と一緒に食べ、保存修理の苦労

話等を聞くことができる。 

 
 
 
 
28．岐阜県美濃市の伝建地区 その 1：美濃

市は和紙産業が繁栄し、かつての紙問屋が並

ぶ町が残っている。家の境には「うだつ」と

呼ばれる屋根付きの壁が立ち上がっている。

春には和紙で作った神輿（左下）が練り歩く

花祭りが催される。保存地区となると間もな

く電線類の地中化工事が行われ、広くて青い

空が回復した。下の中央は重要文化財の酒

屋。 

 

 

 

 

 

 

 



 77 
 

29．岐阜県美濃市の伝建地区 その 2：空き

家であったかつての美濃和紙の問屋の大き

な邸宅と倉庫が修理・改修され、良質の宿泊

施設、店舗・カフェして活用されている。 
 

 

 

 

 

 

30．岐阜県美濃市の伝建地区 その 3：左―

保存地区の伝統的建物が修理改修され、日本

茶専門のカフェとなった。右―美濃の保存地

区の夜景。毎年秋には、和紙を使った照明の

デザインコンクールが開催され、約 400点の

作品から選ばれた優秀作品が家々の前に並

ぶ。 
 

 

 

31．石川県金沢市：金沢市は日本の代表的な

歴史都市の一つで、早くから歴史を生かした

まちづくりを進めてきた。中心には 16 世紀

末からの大規模な金沢城があり、櫓等の保存

修復と復元が進んでいる。また隣接する兼六

園庭園は江戸時代の代表的な大名庭園であ

る。伝統的な手工芸や和菓子製造は今も盛ん

であるが、一方では魅力的な現代の美術館、

博物館等も整備され、歴史都市の魅力が増し

ている。 

 

32．石川県金沢市の伝建地区：金沢市には 4

つの伝建地区がある。その一つが東山ひがし

の茶屋街である。左は 1974年と 2020年の町

並景観を比較したもの。修理・修景事業が進

み、伝統的景観が回復し、地区の魅力が増加

している。右下図は伝建地区の範囲と伝統的

建造物（黒塗り）の分布を示す。 
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33．徳島県三好市東祖谷山村落合の伝建地区

その 1：四国の山奥の急峻な山の斜面に展開

する集落。左の重要伝統的建造物群保存地区

二選定された直後の 2006 年の写真ではほと

んどすべての建物の屋根は鉄板葺で青や赤

に塗られている。右は 16年後の 2022年の景

観。多くの建造物が修理され、屋根は本来の

茅葺に復旧されている。下段は代表的な茅葺

民家の例で，修理復元され公開されている。 

 

 

34．徳島県三好市東祖谷山村落合の伝建地区

その 2：上記と同様、保存事業の伸展により

多くの民家の鉄板葺屋根が本来の茅葺屋根

に復旧されている。 

 

 

 

 

 

 

35．徳島県三好市東祖谷山村落合の伝建地区

その 3：地区内には８棟の茅葺の宿泊施設が

ある。民家が修理改修、復旧により 1 棟貸し

の宿泊施設として活用されている。茅葺の伝

統的建物の内部は現代的台所・浴室、床暖房

など設備され、快適な宿泊ができるようにな

っている。市が所有者から建物を借り、修復

整備し、運営を民間に委託している。左上が

2006年の修理前の状況、右が 2022年の修理

改修後の状況。 

 

36．京都：京都は 794年に平安京が置かれ、

以後約 1200 年に渡って天皇が居住する都で

あった。中心の地図で示す平安京の方格の街

路パターンは中国・唐の長安の街路パターン

を取り入れたもので、147 万人の現代都市に

おいても継承されている。国宝、重要文化財、

登録有形文化財の建造物が多数あり、また重

要伝建地区も 4地区ある。 
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37．京都の歴史的景観と自然景観保全のため

の規制誘導制度 その 1：京都市は 1930年に

市街地周辺に風致地区を指定して以来、景観

の保全に努力を重ねている。現在は歴史的市

街地周辺の山地・山麓等に広大な風致地区、

市街地には地域特性に応じ、広い範囲に 6種

の美観地区、2 種の美観形成地区を定め、ま

た 4種の建造物修景地区を定めてきめ細かく

景観保全を図っている。 

 

 

38．京都の歴史的景観と自然景観保全のため

の規制誘導制度 その 2：左は上賀茂、産寧

坂、嵯峨鳥居本、祇園新橋の市内の４つの重

要伝建地区を示す。右上は界わい景観整備地

区、右下は歴史的景観保全修景地区の例を示

す。それぞれ、住民の合意を得て景観規制と

補助金等による支援誘導施策を実施してい

る。 

 

 

39．京都の歴史的景観と自然景観保全のため

の規制誘導制度 その 3：神社、寺院、城な

どの歴史的建造物や公園、河川、橋等からの

優れた眺望景観を確保することは京都にと

って非常に重要であるとして、条例により

様々な保全策を設けている。たとえば、鴨川

の西岸から東山地区の大文字山の眺望、特に

毎年８月のお盆行事の時に山頂近くに灯さ

れる「大」の字の眺望確保のために眺望空間

保全区域が指定されている。 
 

40．下鴨神社：世界遺産「古都京都の文化財」

の構成資産の一つである下鴨神社は多くの

文化財建造物で構成され、まわりは多くの樹

木で覆われています。神社へのメインアプロ

ーチ沿いの「糺の森」（右上の写真）は神聖な

森として特に重要視されています。7 月下旬

には境内の池に裸足で入ってお祓いを受け

る行事がある。 
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41．下鴨神社のバッファゾーンでのマンショ

ン建設：近年、その糺の森の中に 100戸のマ
ンションが計画された。敷地が世界遺産のバ

ッファゾーン内にあることから、その建設の

是非をめぐって様々な議論があったが、京都

市の景観行政による指導により、この図に見

るように高さは 10ｍ以下、瓦葺の勾配屋根を

持つ京都らしいデザインとなって建設され

た。 
 

 

42．重要な文化財の周辺での景観規制の発

展：この図は下鴨神社周辺の景観デザイン規

制、高さ規制、眺望規制等の 1994年と 2014

年の 20 年間の発展の状況を示している。よ

り厳しく、細やかに規制・誘導されているこ

とがわかる。このように，歴史都市京都の景

観施策は格段の進歩を遂げている。 
 

 

43．京都における屋外広告物の規制強化によ

る景観の改善：京都では建物だけで無く屋外

広告物の規制も強め、成果を挙げている。上

の写真は 2007年から 2016年までの、京都の

中心商業地区である四条通に並ぶビルの屋

外広告物、特に袖看板の減少を示している。

これらはいずれも祇園祭時の写真である。下

はもう一つの繁華街である三条通での屋外

広告物の 2006年から 2014年の減少を示して

いる。 

 

44．京都における屋外広告物の規制強化によ

る景観の改善: この写真は前掲の四条通で

の 2019 年の祇園祭りの山鉾巡行時のもので

ある。両側の建物にはほとんど広告物は付い

ておらず、青い空がすっきりと見える。京都

の景観保護政策は、市民、事業者、観光客の

支持を得て、年々進化を遂げ、成果を挙げて

いるといえよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 81 
 

45．終わりに：日本での建築物や景観の保存、

保全、活性化の様々な努力の一端をご紹介し

た。エジプトにおいても、カイロにおいても、

特にスーク・シラーハにおいても、市民、住

民、行政の一致した絶え間ない、また長期間

の努力が必要であろう。その努力によりエジ

プト、カイロ、特にスーク・シラーハにおけ

る歴史的建造物と景観の保存と再生の成果

が挙がることを期待して、私の発表を終わる

こととする。 
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⑧文化遺産 ― ハードとソフト 岡田保良 2022 年 12 月 5 日実施 

先月 11 月、私はベイトヤカンで数日間と
ても快適に時間を過ごしました。スークシラ

ーハなど、有形無形の多くのことを見て経験

した一方で、危険な交通やほこりっぽい空

気、家屋の崩壊や深刻な被害など、いくつか

ネガティヴな要素も体験しました。本日は、

文化財、とくに世界の歴史的・伝統的な町の

価値についてお話をします。地区の活性化や

街づくりの一助となればうれしく思います。 
 
 まず自己紹介から。学生時代は日本の歴史
的な町並みを学び、その後 1977 年に初めて
西アジア、イラクの遺跡に接しました。1980
年にイラン・イラク戦争、そして湾岸危機が

1990年に起こります。これらの深刻な出来事
を通して、ユネスコの諮問機関 ICOMOSの活
動に参加し、現在、深見先生、連先生らとと

もに、この地区の保全と再生のプロジェクト

を進めています。 
 

 ユネスコの世界遺産サイトにある「カイロ
歴史地区」です。10世紀に建設された世界最
古のイスラーム都市の一つで、14世紀に黄金
時代を迎えました。世界遺産に登録された理

由は次のとおりです。まず偉大なモニュメン

トが多数保存されていること（基準 i）。次い
で伝統的な都市構造の中に中世にまでさか

のぼる居住形態を維持していること（基準

v）。さらにその中心部は、中世の政治や商業
の重要な証人でもあること（基準 vi）。このう
ち基準 vi は遺産を物理的に評価しない代わ
りに歴史的事実の証拠として評価している

点が重要です。 
 
ユネスコのウェブサイトは、スークシラー

ハでの私たちの活動について、歴史地区の商

店街を活性化し、地域社会と文化遺産をつな

ぐために取り組んできたと紹介しています。

これは、ユネスコがコミュニティの活性化を

「カイロ歴史地区」の価値の一部として認め

ていることを意味します。つづいて世界的視

点から参考になる歴史遺産の例をいくつか

紹介します。 
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まずはユネスコのウェブサイトを利用し

て世界遺産の全体像を見てみましょう。数字

を見て下さい。1154は世界遺産の総数、その
うちの 43 は国境を越えて登録されている遺
産。167 は世界遺産条約加盟国数、３はいっ
たん登録された後削除された件数。52は危機
遺産リストに登載、897は文化遺産、218は自
然遺産、39は複合遺産。直近の委員会で確定
された最新の数字です。 

 
世界遺産条約の制度は、文化遺産の場合、

締約国、世界遺産委員会、そしてイコモスと

いう 3者の関係から成り立っています。締約
国に責任があることはもちろんですが、世界

遺産の価値を保つリビングヘリテージとい

うべき歴史的都市の街づくりには、地域住

民、行政、研究者が連携して取り組むしかあ

りません。では、同様の遺産のいくつかにつ

いて、とくに目に見えないソフトの側面を見

ていきましょう。各遺産の説明はユネスコの

サイトによります。 
 
最初にジェンネの旧市街を紹介します。紀

元前 250年から人が住み、サハラを越えた金
貿易の中継地でした。15－16世紀、イスラー
ム教普及の中心地で、モスクや伝統的日乾煉

瓦造りの家屋が 2000 棟近く残っています。
豊富なテラコッタ製品や金属により、住居、

産業、工芸技術の進歩を研究するために欠か

せない遺跡となっています（基準 iiiに該当）。 
 
マルタの首都ヴァレッタは、後期ルネサン

スの都市計画によって自然地形を利用して

創出された世界で最も集中した歴史地区の

一つです。また軍事と慈善にわたる聖ヨハネ

騎士団の土地として有名で、騎士団は近代ヨ

ーロッパで最も偉大な軍事かつ道徳の歴史

的集団として名高い（基準 viに該当）。 
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つぎはイスタンブール歴史地区です。ボス

フォラス半島の戦略的な位置を占め、2000年
以上にわたって政治的、宗教的、芸術的イベ

ントの舞台であり、アヤソフィアは教会とそ

の後のモスクの規範となった。ビザンチン、

オスマン両文明にわたる多様な建築とそれ

に伴うモザイクやフレスコ画に優れ、主要な

モスク周辺の伝統住宅は、オスマン帝国後期

の都市の様相を伝える稀有な証拠を提供し

ています。現在、人口圧力、産業汚染など制

御不能の都市化の脅威にさらされています

（基準 iiiに該当）。 
 
ダマスカスは中東で最も古い都市の 1つ。
グレコローマン時代に計画された歴史地区

の中心に 8世紀のウマイヤ・モスクが建ち、
中世には剣とレースなど工芸品産業で栄え

ました。その時代の城壁が今も残り、宮殿や

民家を含む街の建築遺産の大部分は、16世紀
初頭のオスマン帝国征服後に遡ります（基準

iiiに該当）。 
 
イスファハンのイマーム広場です。アーケ

ードで結ばれた一連の 2階建ての通路状の建
物が矩形の広場を囲み、四方に王のモスク

や、時折外交団を迎えた 15 世紀のティムー
ル朝の宮殿を取り込んでいます。広大な砂地

の自由広場は、散策、軍隊の編成、ポロのプ

レー、祝祭、公開処刑に使用され、全体とし

ては 17 世紀サファヴィー朝ペルシアの社会
的文化的生活レベルの高さを物語る印象的

な遺産です（基準 viに該当）。 
 
イラン東部の沙漠にある伝統の都市ヤズ

ドです。バザール、ハマーム、貯水槽、モス

ク、シナゴーグ、ゾロアスター教の寺院など、

日乾煉瓦で築かれたその市街地は、水を運び

入れるカナートシステムの上にひろがり、厚

い土壁の家々にはウィンドキャッチャー、中

庭が備えられて心地よい微気候を作り出し

ます。イスラーム教、ユダヤ教、ゾロアスタ

ー教が平和に共存し、多くの伝統的な土の都

市を破壊した近代化を免れた稀有な都市で

す（基準 iiiに該当）。 
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マラッカ海峡に面したマラッカとジョー

ジタウンは、歴史的な交易都市として両方で

一つの世界遺産です。マラッカは政府庁舎や

教会、広場、要塞などがスルタンの領土から

16 世紀にポルトガルやオランダに支配され
た歴史を物語る一方、ジョージタウンは 18世
紀以降の英国統治時代の住居や商業用施設

が顕著で、言語、宗教習慣、舞踊、衣装、芸

術、食品など、西洋と東洋、有形無形の多様

な文化が重層的に融合している点が評価さ

れます（基準 ii, iiiに該当）。 
 
最後に今までに世界遺産一覧表から削除

された二つの事例を紹介します。これはドイ

ツ、ドレスデンのエルベ川渓谷で、2004年、
街道の要所、ヨーロッパ的都市の発展、優れ

た景観、優れた土地利用という観点から登録

されました。同じ年に 4車線の橋が計画され
たために危機遺産とされ、2009年、市が橋の
建設を進めたため、世界遺産委員会は景観が

損なわれると判断し、削除を決定しました。 
 
次はイギリスの商都リバプールです。歴史

的中心部とドックランドのエリアは、18ー19
世紀に世界有数の貿易センターでした。最新

のドック技術、輸送システム、港湾管理のパ

イオニアで、多数の建築がそれを反映してお

り、1990年代には再生に成功していました。
2004年に登録されましたが、多額の投資を伴
う再開発の進行を止めることができず、2021
年に削除となりました。 

 
結論として、歴史的街区のようなリビング

ヘリテージとされる文化遺産に対する脅威

とは何か、ユネスコの専門家 R.エンゲルハル
ト氏は次のように言います。1.文化的空間や
コミュニティからの遺産の分離、2.有形遺産
と無形遺産の乖離、3.有形無形それぞれの文
化資源の価値の低下、という３点を指摘し、

それらの回復を求めています。有形と無形の

側面、あるいはハードウェアとソフトウェア

の両面において、このカイロの街とその遺産

の未来を、あなたたちはどのようにイメージ

するでしょうか。 
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⑨住民参加による遺産の持続可能な活用】磯野哲郎 

 
レクチャーのタイトルである「住民参加によ
る遺産の持続可能な活用」はかなり広い概念
である。 
本日は、現在、ジンバブエ環境気候観光ホス
ピタリティ産業省向けに執筆中のコミュニ
ティ・ベースド・ツーリズム（CBT）ガイド
ブックに基づいて、貴重なコミュニティの共
有遺産をどのように保全し活⽤していくか
の全体プロセスを説明する。 

 

私の略歴はこのスライドのとおりである。  

先ず、CBTの運営プロセスの全体の流れを説
明する。 
10段階のプロセスと、この図のオレンジ⾊で
示している全体を通してのステークホルダ
ーとの協⼒というプロセスが必要だと考え
ている。 
全体の流れ図に沿って、それぞれの段階を説
明する。 

 

最初のステップは、コミュニティの合意形成
である。 
� CBT は、文化遺産や自然景観など、コミ
ュニティが所有する資源を、程度の差こそ
あれ、活用する観光の形態である。個人が
私有地内の観光施設を経営するのとは異
なる。 

� 観光が経済活動である以上、地域住民に不
利益や不都合をもたらす可能性がある。そ
のため、CBTの目的や方向性、活動内容、
使用する空間的範囲などについて、コミュ
ニティ内で合意することが重要である。 

� CBTは、経済的な利益だけでなく、地域が
共有する文化遺産や自然景観の適切かつ
持続可能な保全に貢献するため、できるだ
け多くの地域住民の同意と参加のもとに
実施されるべきものである。 
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次のステップは、CBT の運営母体（CBTE）
の設立である。 
� 一般的に、CBTEに法人格を持たせる形態
として、非政府組織（NGO）、パートナー
シップ、協同組合、民間企業（中小企業）、
一般企業等がある。 

� これらの図は、CBTE と CBT サイトの関
係を示している。 

 

次のステップでは、観光資源を評価する。 
� コミュニティ内には、様々な文化資源や自
然資源が存在する。 

� これらのうち、持続的に利用でき、コミュ
ニティの生活や習慣などの社会環境を損
なわないものを選び、コミュニティの合意
のもと、CBTに利用する。 

色々なものが観光資源になり得るが、通常
は、自然、文化、人工、有形、無形に分けて
考える。 
表からわかるように、身の回りの多くのもの
が CBTに利用できる可能性を持っている。 

 

次のステップは、観光商品開発である。 
� 商品開発は、ガイドツアーや体験などの観
光活動において、資源を持続的に利用でき
るようにすることを目的とする。 

� 上記の実現には、資源を保護し、その価値
を正しく説明することが必要である。ま
た、衛生面や健康面を含め、訪問者が安全
で快適な体験ができるようにすることも
不可欠である。 

訪問者を受け入れるためのビジターセンタ
ー、各アトラクションをつなぐトレイル、プ
ライバシーや脆弱な資源を保護するための
部外者立ち入り禁止措置も必要である。 

 

表は、観光客を受け入れるために必要な観光
商品の要素を示している。 
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次のステップのマーケティングでは、以下の
ような観点から潜在的な来訪者の見極めが
必要である。 
� セグメント：潜在的な訪問者を、出身地や

居住地、年齢、性別などの特徴によって分
類する。 

� ターゲティング：次に、ターゲットとなる
訪問者のセグメントを特定する。優先順位
を考慮しながら、複数設定することも可能
である。 

� プライシング：付帯サービスを含め、CBT
が提供する観光商品の価格を設定する。 

� 販売チャネルと手段：設定したターゲット
に到達するための販売チャネルと手段を
検討する。 

 

次のステップは、ビジネスプランと目標を設
定する。 
� CBT の重要性を考えると、持続可能な事
業運営は不可欠である。しかし、現実には、
多くの CBTEが業績不振に陥っている。 

� そのような事態を避けるために、CBTEは
現実的で堅実な事業計画を立て、目標を設
定し、CBT の関係者間で共有する必要が
ある。 

 

次のステップでは、各種研修を行う。 
� CBT を正しく運営するために、直接接客
する人、バックエンドで業務を統括する人
等、様々な立場で CBTに関わる全ての人
に、観光・旅行サービスに関する基本的な
理解と各業務に必要なスキルの研修を行
う。 

� 原則として、観光サービスに関する基本理
解は、関係者全員に提供することが望まし
い。一方で、各業務の担当者に対しては、
具体的な訓練を行うことが必要である。 

 

次のステップは、プロモーション活動であ
る。 
� 優れた観光商品であっても、興味を持つ潜
在的な訪問者がその存在と価値を知らな
ければ意味がない。観光商品の基本的な情
報を、適切なコミュニケーション・チャネ
ルを通じて市場に届け、人々がその商品を
訪れたい、体験したいと思うようにしなけ
ればならない。 

� 対象は、個人観光客と、潜在的な観光客に
ツアー商品を提供したい旅行会社の二つ
に分けられる。前者は小売りで、後者は卸
売りであり、それぞれ求められる情報や商
品価格が微妙に異なる。 

� 手段としては、テレビや新聞などのメディ
ア、SNSなどのインターネット、チラシや
パンフレットなどの印刷物、旅行博や展示
会などのイベントなど、さまざまなものが
ある。 
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表は、さまざまなプロモーション活動をリス
トアップしたものである。異なる年齢層や対
象に届くには、複数を組み合わせて行うこと
が望ましい。 

 

次のステップは、CBT の運営と資源の管理
で、実際に来訪者の受入れ開始する。 
� 予約受付：来訪者は直接訪れることもでき
るが、予約を受けておけば、受け入れ準備
を整えることができる。電話、WhatsApp、
メールなどでの予約受付をスタンバイし
ておくと良い。 

� 案内：案内係が観光商品・サービスを案内
する。必要に応じて、観光ガイドが案内を
行う。 

� 維持・管理：観光商品の状態は、常に衛生
的で安全、かつ良好な状態を維持するよう
努めること。地域の宝の価値を維持するこ
とも忘れてはならない。 

 

最後のステップは、問題解決と改善のため
に、定期的なフィードバックである。 
� 実績評価：CBT が地域社会に持続的な利
益をもたらすには、事業計画が達成されて
いるかどうか、達成されていない場合はど
こに課題があるかを判断する必要がある。
定期的に、1）訪問者数、2）観光収入、3）
訪問者の特徴と層、4）訪問者の満足度、
を調査し評価する。 

� 地域社会への便益の評価：CBT が地域社
会にもたらす恩恵についても、定期的に評
価する。 

� 評価結果の反映：評価結果を議論し、次の
観光シーズンの事業計画に反映させる。な
お、3～5 年ごとに、CBTE 理事会メンバー
の再編成を行うべきである。 

 

最後に、CBT の運営全体を通してステークホ
ルダーとの協働について考える。 
� CBT の開発と運営には、官民のステーク
ホルダーとのネットワークづくりと連携
が不可欠である。 

� 一般的に、立ち上げ期には公的機関、運営
期には業界団体や地域の観光事業者・オペ
レーター（ホテル、民宿、旅行会社、ツア
ーオペレーター、ツアーガイドなど）と連
携することが効果的・効率的である。 

� ステークホルダーとのネットワークや連
携では、技術支援と事業連携の 2つのプラ
ットフォームを意識することが重要であ
る。 
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図は、上述の 2つのプラットフォームの概念
を、CBTサイトを中心に示したものである。 

 

以上の 10 段階のステップとステークホルダ
ーとの協働を念頭に、スークシラーフの貴重
な有形無形の文化遺産を持続的に運営、維持
管理していくことに役⽴つのであれば幸い
である。 

 

 



 

 91 

ワークショップ用；我が街ルール 連健夫 2022 年 12 月 17 日実施 

 

地域ルール／我が街ルール 

→自分たちの街のルールを自分たちで決め

る 

 

 

 

 

 

日本の建築や都市計画の法律の話をしま

す。日本では、国全体のルールの上に地方の

ルールが乗っている構造です。国全体共通の

ルールとしての法律、地方自治体が決める条

例があります。国全体のルールには、都市計

画法、建築基準法、景観法などがあります。 

 

 

ローカルルール 

①Legal Rule：法制度に基づくルールで、法的

拘束力を持つものです。 

②Non Legal Rule：法的拘束力はないが、居住

者が自主的に設定するルールです。 

→ まちづくり憲章・我が街ルール 

             

地域づくりの理念や方針を明確にし、住民

一人ひとりが主体的に地域づくりに関わる

ことを促す「行動規範・行動目標」 が憲章や

我が街ルールです。 

 

 

事例、田園調布憲章 

1918 年、渋沢栄一卿らによって田園調布の

街が作られました。コンセプトとして「理想

の住宅地、ガーデンシティ構想」が掲げられ

ました。田園調布の駅を中心に放射状に配さ

れた道、並木が美しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

Local Rule/Wagamachi Rule
→Our Town Rule, Volantarｒy Rule

Takeo MURAJI, Architect,
Chairman of Japan Commission for Appropriate Architecture and the Built Environment

The Legal System of Architecture and Urban Development in Japan

National Rule

Local Rule

・ City Planning Act
・ Building Standards Act
・ Landscape Act
etc.

・Ordinance
Decided by local government→Local Indviduality

Local Rule
① Legal Rule：It is a rule based on the legal system and is
legally binding.

② Non Legal Rule：Rules that are not legally binding but
voluntarily set by residents

→Town Planning Charter・Our Town Rule
（Wagamachi Rule)

※”Code of Conduct and Goals of Conduct" to clarify the
philosophy of community development and the policy in the
community and to encourage each resident to be proactively
involved in community development.

Example: Denenchofu
Town,Denenchofuwas established in 1918 by Sir Eiichi Shibusawa and others
as an "ideal residential area, the Garden City concept.



 

 92 

事例：田園調布憲章 

①この由緒ある田園調布を、わが街として愛

し大切にしましょう。 

②創設者渋沢翁が掲げた街作りの精神と理

想を知り自治協同の伝統を受継ぎましょう。 

③私たちの家や庭園、垣根、塀などが、この

公園的な街を構成していることを考え、新築

や改造に際しては、これにふさわしいものと

し、常に緑化、美化に努めましょう。 

④この街の公園や並木、道路等の公共のもの

を大切にし、清潔にしましょう。 

⑤互いに協力して環境の保全に努め、平和と

静けさのある地域社会を維持しましょう。 

⑥不慮の災害に備え、常日頃から助け合いま

しょう。 

⑦隣人や街の人々との交わりを大切にし、田

園調布にふさわしい内容豊かな文化活動を

行いましょう。 

事例：銀座デザインルール 

自主ルールの有効性から、行政は法的ルー

ルに位置付けた事例です。 

建築計画の申請後に、銀座デザインルール

に従って、住民と専門家が審査をします。問

題があれば差し戻し、問題なければ、確認申

請に進み、建設されるという流れです。 

銀座ルールにより、街の景観が保たれてい

ます。審査（デザインレビュー）では、時に

は模型を使って具体に話合いが行われます。 

事例：赤坂我が街ルール 10 ケ条 

①赤坂通りまちづくりの会との協議 

②赤坂まちづくりビジョンの理解 

③赤坂まちづくりの会、町会、商店会に加入 

④赤坂の歴史文化の継承と創造 

⑤バリアフリーへの配慮 

⑥赤坂の景観への配慮 

⑦緑の配置 

⑧広告看板の規制と誘導 

⑨用途の規制（パチンコ店など設置不可） 

⑩回遊性への配慮 

和モダンを基調にする。 

 

 

 

 

 

 

 

Example: Denenchofu Charter
①Let's love and cherish this historicDenenchofu as our town.
②Learn about the spirit and ideals of urban development set
forth by the founder, Sir- Eiichi Shibusawa, andcarry on the
tradition of self-governing cooperation.
③Considering that our houses, fields, hedges, fences, etc. make up
this park-like town, we should make sure that our new buildings
and renovations are appropriate for this andalways strive to
keep the area green and beautiful.
④Take care of the public thingsin this town, such as parks, rows
of trees, streets, etc., and keep them clean.
⑤Work together to preserve the environmentand maintain
peace and quiet in our communities.
⑥Prepare for unexpected disastersand help each other on a
daily basis.
⑦Value fellowship with neighborsand the people of this town
and engage in cultural activities rich in content appropriate to
Denenchofu.

Example: Ginza Design Rule
• Due to the effectiveness of the voluntary rules, the

administration has positioned it as a legal rule.

Design Review by Residents and Experts
According to Ginza Rule

Application for construction

Legal review by inspection agency

construction

Ten Articles of Our Town

①to discuss with Akasaka community
②to understand the ten Article
③to be a member of Akasaka community
④to understand culture in Akasaka
⑤to regard barrier-free design
⑥to regard land-scape design
⑦to regard greenery design
⑧to regard proper advertisement
⑨no to built Pachinko parlors
⑩to regard walking with pleasure
Japanese-Modern style

Example: Akasaka Wagamachi Rule
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赤坂通りまちづくりの会で、建築計画につ

いての意見交換会（デザインレビュー）を、

我が街ルール 10 ケ条のもとにして行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

3ケ月後に、住民の要望を取り入れた案を、

建築計画側が説明し、拍手が起こりました。 

我が街ルールや意見交換会は法的拘束力を

持たないので、そこでの要望については取り

入れても取り入れなくても法的には問題な

い状況です。それであるがゆえに、取り入れ

られた場合には喜びもあり、拍手が起こった

と思われます。 

 

ポイント 

1 我が街ルールは、住民が決めたルールで、

住民のためのまちづくりの指針です。 

2 法的拘束力はありませんが、新築や改築

の際の基準となります。 

3 議論の手がかりとなり、内容を深め、共有

することができます。 

4 歴史、保存、観光など、幅広い内容に対応

します。ソフトとハードの両方の要素で構成

されています。 

5 細かいことではなく、基本的なことを決

めることが大切であり、それが持続可能性に

つながります。 

 

スーク・シラーハでも「我が街ルール」を

作ってはいかがでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Exchange opinions on a building plan based on Akasaka Wagamachi rules.
（Design Review）

After three months, the design incorporated our requests was explained to us, everyone clap!

POINTS
1 Our Town Rules are rules set by residents and are a guideline for
community development for residents.
2, Although not legally binding , it is a criterion for new construction
and renovation.
3, It provides a cue for discussion , deepens the content, and allows
for sharing.
4,It can handle a wide Variety of contents including history,
preservation, and tourism , because the rule includes
the both soft ware and hard ware elements.
5, It is important to decide on the basics, not the details, and that will
lead to sustainability.

※Why not make the Our Town Rule in Souq al -Silah, too?
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⑩町は今、体験する場に ―伝統的な産業の展開 川越の事例― 荒牧澄多 2023 年 1 月 14 日実施 

１ はじめに 

川越は、歴史的な資産を数多く残している

東京に最も近い町です。伝統産業は多くない

ものの、今回、いくつかの事例を紹介します。 

右は、蔵造りの町並みといわれている伝統的

建造物群保存地区で行われた川越祭りの様

子です。 

この祭礼は、ユネスコの世界無形文化遺産

に登録されています。ここ数年、コロナウィ

ルスの影響で中止していましたが、昨年、3年

ぶりに開催されました。 

２ 川越の位置 

次に、東京との位置関係を確認しましょ

う。都心から鉄道を使って、約 1時間の距離

にあります。また、高速道路を使ったアクセ

スもよく、成田空港や羽田空港などの国際空

港から、2時間程度の距離にあります。 

都市の規模は左上の表の通り、面積約

109.13㎢、人口約 35万人です。 

３ 川越の歴史的資産 

次に、中心市街地の状況です。近世は城下

町として、地域の政治経済の中心でした。現

在の中心市街地の北部に位置します。 

右上の写真のような城郭の御殿建築が残

っています。城があった場所には、左上のよ

うに歴史系の博物館や、美術館が建っていま

す。また、神社やお寺も多く、国の重要文化

財になっているものも数多くあります。 

右下は、子供向けの昔ながらのお菓子を売

るお店が集まっている菓子屋横丁と呼ばれ

る一画です。 

４ 現代都市川越 

一方、近代になり鉄道の駅ができたエリア

は、中心市街地の南に位置し、ごらんの通り、

高層のビルが立ち並ぶ、現代都市です。 

中央上の写真の商店街は、日本の地方都市

の中でも最も栄えている商店街の一つです。 

この地区では、今も高層住宅の建設が続いて

います。 

↑１ はじめに 

 

↑２ 川越の位置 

 

↑３ 川越の歴史的資産   ↓４ 現代都市川越 
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５ 職人の技体験 

ここから今日のテーマに入ります。 

歴史的な町並みを維持していくためには、

職人の技が不可欠です。しかし、日本では伝

統的な技術を持った職人が減ってきていま

す。さらに、人々がその技（わざ）にふれる

機会も減っています。 

そこで、「NPO 法人川越蔵の会」では、職

人の技（わざ）を体験するイベントを開催し

ました。左上の写真の大工の体験では、くぎ

を使わずに木だけでジャングルジムを作り

ました。鉋掛けの体験では、そこででた削り

かすを使って造花を作りました。木挽き職人

や鍛冶職人、左官職人や家具職人、瓦職人や

造園職人なども参加し、多くの人々がその技

の一端にふれることができました。 

６ 見学できる醤油工場 

次に、体験ができるお店を紹介します。 

190 年ほど前に建てられた醤油工場では、

醤油の製造方法を、工場内を見ながら教えて

いただけます。さらに、ここで作られた商品

の説明と、その味見です。帰りには、思わず、

このお店の商品を買ってしまいます。 

 ７ 起業したガラス工房 

この醤油工場の一角を借りて、ガラス工芸

家が店を開いています。 

20年ほど前に、川越商工会議所が主催した

新しくお店を起こしたい人への、訓練の場を

経て独立しました。工房では、職人さんの指

導を受けながら、自分だけのガラスの器が作

れます。ゆがんでいても、世界に一つしかな

い自分だけの器です。 

８ ガラス工房 

右の写真は、町並み保存地区にある別のガ

ラスのお店です 

ここでは、昆虫のトンボの目に似ているた

め、トンボ玉と名のついた絵が入った小さな

ガラス玉を作る体験工房です。 

体験している人は皆、炎の先に集中してい

ます。 

 

↑５ 職人の技体験 

 

↑６ 見学できる醤油工場 

 

↑７ 起業したガラス工房   ↓８ ガラス工房 
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９ 煎餅体験 

ここでは、日本の代表的な焼き菓子である

煎餅を焼く体験ができます。 

煎餅は、米を練って平たく伸ばし、焼いて

仕上げるお菓子の一つです。焼くと膨らみま

すが、その大きさによって超人、名人、ベテ

ラン、新人とランク付けがなされます。大人

から子供まで、ゲーム感覚で楽しめます。 

10 陶芸教室 

古くから続く陶器店が経営する、陶芸の体

験教室です。店舗の改装に合わせ、使わなく

なっていた伝統的な倉庫である土蔵を活用

しました。たまたま、日本の伝統的衣装であ

る和服姿の女性たちが器造りに挑戦中です。 

陶芸家の指導の下、見本を見ながら形を作

っていきます。乾燥させてから、選んだ釉薬

を塗ってもらい、焼き上げます。敷地内には、

小さな窯をもうけています。 

11 鉄の作家 

次に紹介するのは、鉄を扱う作家です。工

房は東京にありますが、アンテナショップと

して、川越の伝統的な建物を使っています。 

工房といっても、硬い鉄を扱うため、内部

はまるで工場です。店先に、金床（アンビル）

を置いて、希望者に真鍮をたたいてもらい、

自分だけのメダルを作る体験ができます。彼

は、伝統的な建物を使うことに関心を持って

いたため、出店先に川越を選びました。 

12 和服の着付 

日本では、19世紀中ごろまで「着物」とい

う伝統的な服を着ていました。着物の着方は

難しく、なれないと一人ではなかなか着るこ

とができません。そこで、着方を教えてもら

う必要があります。この日は、七五三という、

子どもの成長を祝う伝統的な行事に参加す

る親子が着物を着せてもらっていました。 

川越では、着物をファッションとして楽し

める町です。着物を着たことがない若者たち

を中心に、今や非日常となった着物ファッシ

ョンを楽しむことが流行となっています。 

 

↑９ 煎餅体験 

 

↑10 陶芸教室 

 

↑11 鉄の作家       ↓12 和服の着付 
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13 革細工職人 

ここの革細工職人さんは、もともと古い町

が好きだったので、川越に来ました。さまざ

まな場所で、革製のカバン修理の実演をして

います。この工房には、川越以外からも、多

くの方々がカバンを持って修理に訪れてい

ます。伝統的な建物だからこそ、その雰囲気

にひかれてお店を出した方です。 

14 サツマイモの魅力 

川越近郊では、18世紀よりサツマイモの栽

培が盛んになり、当時江戸と呼ばれた東京

で、「川越いも」としてのブランドが確立しま

した。そのサツマイモをキーワードに、多く

の商品が開発されています。サツマイモは、

焼いたり蒸かしたり、干したりして食べるの

が伝統的な食べ方です。川越では、薄く切っ

て生姜を入れた砂糖をまぶして焼く、「いも

せんべい」が伝統的なお菓子でした。また、

細く切って油で揚げたものや、輪切りにして

砂糖をまぶしたものなどがあります。 

15 サツマイモの展開 

サツマイモは、これまで限定的な使い方し

かされていませんでした。しかし今では、チ

ップス状にしたものやソフトクリーム、まん

じゅうをはじめ様々なお菓子に使われるよ

うになりました。さらに、麺類に練り込んだ

り、調理方法を工夫してレストランのメニュ

ーの一つとしてに提供されるようになりま

した。サツマイモを使ったビールは、日本で

も有名なブランドの一つとなっています。 

16 川越唐桟 

19世紀中ごろにブランドを確立した織物、

「川越唐桟（かわごえとうざん）」は、木綿を

使った織物で縦縞模様が特徴です。一時期、

木綿の縦縞模様の織物といえば、すべて「川

越唐桟」といわれるほどでした。しかし、そ

の後、すたれていきます。近年、着物を愛す

る市民活動がその復活を試みた結果、新たな

ブランドとして復活しました。 

左の写真は、男物に仕立てて着ています。 

 

↑13 革細工職人 

 

↑14 サツマイモの魅力 

 

↑15 サツマイモの展開    ↓16 川越唐桟 
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17 唐桟の展開 

この織物を、伝統的な衣装としてだけでは

なく、現代の生活にも応用できないかと考え

ました。川越商工会議所主催の、2014年の「唐

桟 rebornプロジェクト」です。それまでも、

財布や名刺入れなどの小物が、民間の手によ

って開発されてきました。このプロジェクト

は、商工会議所が主導して進めました。上の

段は、呉服店のショーウィンドウです。下の

段は、このプロジェクトの開発商品です。ワ

イシャツは、日本の大手経済新聞にも取り上

げられました。 

18 デザインとしての応用 

川越唐桟を、様々なものに応用しました。

左上の写真は、トイレのピクトグラムです。

アクリル板に本物の唐桟を挟み込み背景と

しました。右上は、本の装丁に使った事例で

す。これらは、実際の織物を使っています。 

左下の写真は、歩道の路面のデザインに応

用したものです。その右は、橋の親柱のデザ

インとして、タイルに表現しました。右下の

イラストは、商工会議所のプロジェクトに参

加した地元の工業高校の生徒のアイディア

スケッチです。このように、伝統的な織物で

も、そのデザイン性を利用することによっ

て、現代への応用が可能です。また、地元の

若い世代の参加によって、次世代に受け継ぐ

ことができることでしょう。 

19 おわりに 

伝統的な産業が生き続ける町は、個性豊か

な町づくりをできる可能性を持っています。 

産業の工業化とグローバル化は、安価で便

利かもしれませんが、画一的で無個性になり

がちです。そこには、人の温もりを感じるこ

とが難しくなっています。 

伝統的産業の多くは、手作業です。作った

人の顔を見ることができます。人と人のつな

がりがもたらす安心感。その場でしか体験で

きない思い出とともに、永く愛されることに

なるでしょう。 

 

↑17 唐桟の展開 

 

↑18 デザインとしての応用 

 

↑19 おわりに 
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⑪ コスモスとしてのカンポン 布野修司 2023 年 2 月 11 日実施 

―インドネシアのコミュニティー・ベースの居住環

境整備― 

概要 

１．今日は、インドネシアのカンポンのコミュニ

ティについてお話ししたいと思います。 私は 1978

年以来、40 年以上にわたりアジアの都市および建築

分野の研究に深く関わってきました.1978 年に同僚

と東南アジアの人間居住に関する研究プロジェクト

を開始し、教授が率いる ITS（Institute Teknologi 

Surabaya）研究グループと共同で. . ヨハン・サイラ

ス。 1991 年と 2019 年に 2 冊のカンポンに関する

本を執筆しました。 今日は、2 冊の本のエッセンス、

つまり、カンポン コミュニティから学んだいくつか

の発見とそのコミュニティ ベースの開発について

お話ししたいと思います。1 つは、1987 年に私の博

士論文『インドネシアにおける居住環境の変容とそ

の整備手法に関する研究ーーーハウジング計画論に

関する方法論的考察』(東京大学，1987 年），日本建

築学会賞受賞(1991 年)をもとに一般向けに書いたと

いう『カンポンの世界 ジャワの庶民住居誌』（パル

コ出版，1991 年）という本です。2 つ目は、2 年前に

出した『スラバヤ 東南アジア都市の起源・形成・変

容・転生―コスモスとしてのカンポン―』（京都大学

学術出版会，2021 年）という本です。 

 

２．カンポンとはインドネシア語で「村」を意味し

ます。 「カンポンガン」と言えば「田舎者」という

意味です。都会の住宅街なのにカンポン（村）と呼ば

れる。興味深いことに、 OED (Oxford English 

Dictionary) によると、Kampung は「コンパウンド」

の語源です。 バタビアとマラッカの閉鎖された居住

区が「カンポン」と呼ばれていたことを聞いた英国

人は、19 世紀初頭にインドの先住民族の定住に「コ

ンパウンド」という言葉を使い始め、その後アフリ

カでも.他の国でも使われるようになります。KIP

（Kampung Improvement Program）が国際的に高い評

価を得ていることはご存知でしょうか（アガカーン

賞、国連ハビタット賞）。Post-KIP プロジェクトを含

む、さらなる新しい試みを紹介したいと思います。 

 

１↑                   ２↓ 

 

 

 

３ ↑                    ４ ↓         
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３．私の経歴は省略します。東京大学を卒業後、日

本の国公立私立の 5大学で建築と都市計画を教えて

きました。 

1976 年 5月   東京大学助手（工学部） 

1978 年 5月   東洋大学講師・助教授（工学部）  

1991 年 9月   京都大学助教授（工学部） 

2005 年 4 月   滋賀県立大学大学院環境科学部教

授・評議員（2009年）環境科学部長・副学長理事 2015

年 4 月  日本大学特任教授 生産工学部建築工学

科（～2020 年 3月）・客員教授 生産工学部建築工学

科（～2025 年）／北京工業大学客員教授（2015 年 10

月～）西安工程大学特任教授（2018 年 10月～） 

 

４．2016 年から 2017 年にかけて、エジプトに日本

式の学校を 100 校建設するプロジェクトに携わり、

教育省の設計委員会を支援して 4 つのモデルプラン

を設計しました（資料１ 報告書）。 

５．昨年の 2月、1 年前、2017 年に開催された国

際ワークショップでの学生による様々な提案につい

て報告しました（資料２）。 

 

６．パワーポイントの最後のシートです。様々な

アイデアを実現するための重要なポイントをいくつ

か挙げました。基金の必要性、持続可能な場所と組

織の設立、マルチプレーヤーとしてのファシリテー

ター（コミュニティアーキテクト）の重要性、・・・

などです。 

 

７．また、バイト・ヤカンで、京都の町屋のリノベ

ーションや古都・京都の街並みについてお話させて

いただく機会がありました（資料３）。 

 

８．今日の話は、以下のような内容です。 

１ カンポンとは？  

２ カンポンの世界  

３ カンポン改善プログラム KIP  

４ ルスン & スラバヤ エコ ハウス  

５ Post KIP クリーン＆グリーン KIP 

結論 コミュニティ・ベースの居住環境整備に関す

るいくつかの提言 

 

５↑                        ６↓ 

 

 

 

７↑                        ８↓ 
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【１ カンポンとは？】 

９．カンポンという言葉の起源についての学問的

な議論は省きますが、コンパウンドという英語が西

側諸国の植民地化の過程で一般的に使われるように

なったということははっきりしています。 バンテン

の 18 世紀の地図には、ヤシの木とフェンスで囲ま

れたカンポンが密集した様子が描かれています。 バ

ンテンはジャカルタの西 60～70km に位置し、当時

は、タイ王国の都アユタヤに匹敵する大都市でした

が、現在はジャカルタ大都市圏に含まれています。 

 

１０．インドネシアの各民族や地域の伝統的な村

落は、さまざまな名前で呼ばれていました。 現在公

的に使われるデサ（村）はもともとジャワの村を意

味する言葉でした。 一方、スンダ（西ジャワ）では、

クルラハンが村を意味する言葉として使われていま

した。クルラハンは、次に説明しますが、最小単位で

ある RT（隣組）、RW（町内会）の上位の近隣単位と

して現在都市部でも農村部でも使われています。都

市部ではその上位単位がクチャマタン kecamatan で

す。 

 

１１．カンポンは、デサの要素を保持しながら都

市においてそれを再統合した居住地と考えられま

す。 ジャワの村は、強固な共同体的性格をもってお

り、この特徴は都市部のカンポンに何らかの形で受

け継がれています。 カンポンの生活を支える、ジャ

ワの人々の最高の価値とされるゴトン・ロヨン（相

互扶助）とルクン（調和、団結）は、デサの伝統と関

係していて、インドネシアの国家的スローガンにな

っています。 

 

１２．現代のインドネシアの都市の最小の行政単

位は RT と RW です。 RT はルクン・タタンガです。  

タタンガは隣人です。 実はこの RT、RW は日本統治

時代に持ち込まれたものです。 日本軍は 1942 年か

ら 1945 年までインドネシアを占領しただけです。

詳しく説明する時間はありませんが、この地域に根

ざした共鳴関係は興味深い事実です。 

 

 

９↑                  １０↓ 

 

 

 

１１↑                 １２↓ 
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【２ カンポンの特性】 

１３．初めてスラバヤを訪れて以来、ほぼ毎年ス

ラバヤを訪れ、カンポンのコミュニティについて多

くのことを学びました。カンポンは物理的には貧し

かったですが、コミュニティ組織は本当にしっかり

していて活発でした. カンポン コミュニティの興

味深い特徴のいくつかをまとめたいと思います。 

 

１４．スラバヤ市の人口は、現在、約 350 万人で

すが、スラバヤ大都市圏の人口は 1,500 万人で、ジ

ャカルタ首都圏に次ぐ規模です。ジャカルタ大都市

圏は 3000万人を超えますが、カイロ都大市圏は 2000

万人規模でしょうか？ スラバヤ市は、東、西、北、

南、中央の 5 つの区、合計 31 のクチャマタンによ

って構成されています。合計 1,362 RW 、そして 

9,096 RT があります。クチャマタンの人口は 45,000 

～ 200,000 人で、日本の都市と同じ規模です。平均

人口は、RW で 2273 人、RT で 345 人になります。 

 

１５．私が 40 年間観察してきたカンポンが 3 つ

あります。 1 つは北部の港湾施設に近いカンポン

で、人口密度は約 1,500 人/ha。 一つは都心部のカ

ンポンで、オランダ植民地時代に住宅地として開発

されたカンポンで、人口密度は約 600 人/ha。 最後の 

1 つは、市内中心部近くのダウンタウン カンポンで

す。 QR コードから 3 カンポンの雰囲気、日常を動

画で覧いただけます。3 つのカンポンとも大きく変

わってないように思えますが、当然、住民の代替わ

りがありますし、転入者、転入者があります。都心の

カンポンには空家も目立ち始めています。 

 

１６．カンポンの居住地の特性をまとめると以下

のようになります。 

(1) 多様なカンポン：カンポンは、立地（市の中心

部からの距離）、所得層の構成、住民の移住背景や人

口の流動性、歴史、空間パターンなどによって様々

です。最も貧しい所得層でも、居住できるカンポン

を見つけることができます。多様なカンポンの存在

が、住宅問題解決の唯一の方法であるという研究者

もいいます。 

 

１３↑                           １４↓ 

 

 

 

１５↑                          １６↓ 
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１７． 

(2)カンポンの全体性：カンポンは単なる居住地で

はなく、一般的に生産と消費の両方の機能を持って

います。職住近接です。ほぼすべての日常活動は近

隣住区で行うことができます。 カンポン自体は、雇

用機会のためのさまざまな施設がある市内中心部に

寄生していることは指摘する必要があります。 彼ら

はカンポンの外からお金を稼がなければ生きていけ

ない。 しかし、カンポンは主に自律的で自己完結型

のコミュニティを形成しています。 

(3)異質性：カンポンは複合社会を形成しており、

同質のコミュニティではありません。混合居住は、

カンポンの特徴です。 富裕な人々がしばしば貧しい

人々の隣に住んでいます。 富裕者が貧しい人々の生

活を支えていることに注目する必要があります。 

 

１８． 

(4) 高度サービス社会としてのカンポン：露天商や

ホーカー（行商人）によって、誰もが日常生活に必要

なほとんどすべての種類の食品や商品を手に入れる

ことができます。カンポンでは雇用機会が非常に少

ないからです。 

(5)相互扶助についてはすでに説明しました。 

(6) 伝統文化の保存：人々は伝統的な生活様式を守

る傾向があります。 カンポンは、独自ヴァナキュラ

ーな価値観を持つ都市村落なのです。 

(7) プロセスとしての住宅 ： 都市村落は、そこに

住む人々の多様性を含む無限の住宅プロセスの蓄積

によって生成されます。 

(8) 複雑な所有関係：複雑な土地所有関係が都市の

不動産投機に抵抗するのに役立つ場合があります。 

 

１９．カンポンの生活と共同体に関する長年の現

地調査から学んだ最大のことはアーバン・インボリ

ューションの原理です。拡大・成長ではなく、内側へ

の進化という意味です。資源、エネルギー、環境、地

球の共有ですね。 

 

２０．インボリューションについての解説、注釈

です。参照ください。 

 

１７↑                      １８↓ 

 

 

 

１９↑                      ２０↓ 
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【３ KIP】 

２１．スラバヤには、1960 年代後半から今日まで

スラバヤの住宅政策、都市計画に尽力してきた J. シ

ラスという名の偉大な教授がいます。 彼はスラバヤ

のシティ・アーキテクトで、スラバヤ工科大学を拠

点とする多くのコミュニティ アーキテクトを育て

てきました。 2021 年までの 10 年間、スラバヤ市長

を務めたリスマハリニも弟子の一人です。 

 

２２．KIP自体は、カンポンの生活構造を大きく変

えることなく、公共サービスと最小限のインフラス

トラクチャー、上下水道システム、歩道と道路の開

発、公衆トイレと風呂を設置する、オンサイトで物

理的な居住環境を改善する試みです. 直接的な住宅

供給は行いません。住宅の改善、増改築などは居住

者自身に委ねられます。 

 

２３．KIP の歴史はオランダの植民地時代にさか

のぼります。カンポン・フォアベタルング

Kampung Vorbeterung と呼ばれました。ただその改

善は、ヨーロッパ人入植地に限定されていました。 

インドネシアは第二次世界大戦後、爆発的な人口増

加を遂げましたが、都市インフラや生活環境の問題

は 1960 年代末まで手付かずのままでした。スラバ

ヤ市が 1968 年に完全に独立して KIP を開始した

ことは非常に重要です。インドネシア国歌の作曲者

に因んで W.R.Supratman KIP と呼ばれています。 

KIP の投資効果の高さに着目した世界銀行は遅れて

やってきたのです。 

 

２４．私はフィールド調査に基づいて学位論文を

書き、最初の本を出版しました。 そこで、J.シラス

先生たちとの議論を踏まえて、カンポン・ハウジン

グ・システムの新しい基本戦略を提案しています。 

基本原則は ①総合的アプローチ②コミュニティイ

ニシアチブ③参加 ④段階的アプローチ ⑤小規模
プロジェクト などです。住宅システムは（ⅰ）プロト

タイプのデザイン （ⅱ）集合形態：賃貸住宅の設計 

（ⅲ）ビルシステムの開発 などからなっています。 

 

 

２１↑                      ２２↓ 

 

 

 

２３↑                      ２４↓ 
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【４ RUSUN とスラバヤ・エコハウス】 

２５．1980 年代の終わりまでに、KIP は市内のほ

ぼすべてのカンポンで実施されます。1990 年代の初

めから、RUSUN（ Rumah Susun） と呼ばれる集合住

宅の建設が開始されます。戦後まもなくに集合住宅

建設は行われますが、公務員など特別な居住者のた

めのものでした。また、そのプランニングは、伝統的

な生活スタイルに会わず、コストも高く普及しませ

んでした。 Rumah は住宅、Susun はスタックを意味

します。積層住宅ですね。 

 

２６．これは 1990 年に ITS チームによって設

計された最初の RUSUN です。 通常のマンション

とは異なり、一戸あたりの面積は 3m×6m＝18m2 と

小さいですが、共有スペースを広くとったユニーク

な間取りです。 コレクティブハウスの一種です

ね。 キッチンとバスルームは 1 か所にあります。 

各階にランガーと呼ばれる小さな礼拝室と小さな売

店などがあります。要するに、カンポンを路地ごと

立体化するコンセプトで KASUN(Kampung Susun)と

も呼ばれます。 

 

２７．原則として、カンポンの跡地に住んでいた

人々が RT単位で RUSUN に入ります。 共用スペー

スにはテレビなどが置かれて共有リビングとして使

われます。また、作業スペースにもなります。さらに

カンポン会議、結婚式などのイベントにも使用され

ます。 

 

２８．東南アジア（湿潤熱帯地域）における集合住

宅のモデル開発を目指したスラバヤ・エコハウスと

いう実験住宅を建設するチャンスを得ました。 この

実験的なプロジェクトは、カンポンに関するこれま

での研究に基づいて、まず基本計画を作成しました。 

私 た ち の 提 案 は 幸 運 に も  IDI (International 

Foundation Development of Infrastructure) のプロジェ

クトとして受け入れられ、1998 年 6 月にモデルハ

ウスがスラバヤ (ITS キャンパス) に建設されまし

た。 

 

 

２５↑                      ２６↓ 

 

 

 

２７↑                      ２８↓ 
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２９．基本的なテクニックと方法についてはスキ

ップします。 基本的に、パッシブテクノロジーに基

づいています。 

 

３０． 

A.スケルトン・インフィル Skeleton-Infill 構法  

B. 地域のライフスタイルに合わせたプランニン

グ 

C. パッシブ冷却技術 

①二重屋根 

②日射熱を遮る窓と外壁 

③共有オープンスペースの配置、換気 

④換気チャンネル 煙突効果  

⑤夜間換気による保冷 

⑥循環水による放射冷却システム コンクリート

スラブ床にポリプロピレンパイプを埋設し、井戸水

を循環させて放射冷却効果を実現。 井戸水は 1階地

下タンクに貯め、太陽光発電ポンプで循環させてい

ます。 循環水はトイレの洗浄水や散水に再利用して

います。 

 

３１．建物の完成後、熱条件が監視されています。 

通気層や断熱材の効果は絶大です。 ココナッツ繊維

の耐熱性は推定でき、断熱材として優れた熱特性を

持っていることが証明されています。まだ様々な検

討が必要ですが、エコ・サイクル・アーキテクチャー

は、世界中で研究すべきテーマです。 

 

【５ クリーン＆グリーン KIP】 

３２．スハルトが辞任した後 (1998 年)、20 世紀

末以降、J.シラスが率いる KIP が再開されました。

スラバヤ市の自主財源に基づいています。 それは、

包括的  Comprehensive KIP または統合 Integrated  

KIP と呼ばれます。 このプログラムは、すべての活

動へのコミュニティの参加を呼びかけ、環境、社会、

経済の強化を促進することを目的としています。 物

理的な環境の改善だけでなく、生活水準の向上、職

業訓練や中小企業の起業支援による雇用の創出を目

的としています。 

 

 

２９↑                      ３０↓ 

 

 

 

３１↑                      ３２↓ 
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３３．そして、リスマ市長と & ITS チームは、

Clean & Green KIP と呼ばれる Post KIP プログラム

を開始しました。 A：緑化・都市農業 緑とクリーン

を促進する上で最も重要な要素です。B: コンポスト 

家庭から出る生ゴミを発酵・腐敗させるコンポスト

システムを導入しています。C: 浄水システム 。D: 

廃棄物で、バッグ、財布、傘などの手工芸品の製造、

子供のおもちゃやコンテスト参加用のコスチューム 

(ドレス) を作製します。 

 

３４．各カンポンにはさまざまなアクティビティ

があります。 このカンポンでは、伝統的なゲーム、

料理、工芸品などを利用して、以前の生活を体験す

ることができます。  

３５．昨年の提案は、私のインドネシアでの 40 年

間の経験に基づいていました。 

 

【結論】 

３６． 1. スラバヤの都市開発プロジェクトの歴

史を見て、まず頭に浮かぶのはリーダーシップの重

要性です。 2. 市長は基本的に最高のコミュニティ 

アーキテクトですが、政治家のリーダーシップだけ

では常に機能するとは限りません。 官・産・学・民

の連携が重要であり、スラバヤの場合、歴代の市長

だけでなく中央政府をもつなぐことができた J.シラ

スの活躍が大きかったと思います。 3. 行政組織

（RT/RW）としてのリーダーだけでなく、専門知識

を持ったコミュニティアーキテクト、コミュニティ

リーダーも必要です。 そして、4. 経験の国際交換は

非常に重要です。 昨年もいいましたが、５．できる

ことから始めようということですね。 

 

私が日本で関わっているプロジェクトについて

は、APPENDIX にいくつかのビジュアル イメージ

を挙げています（省略）。スラバヤについては、 毎

年、大学院の演習の一環として、様々なカンポンに

ついての提案をまとめてきています。 現在はオンラ

インで多くの議論を行うことができます。 具体的な

プロジェクトが始まることを願っています。 

 

３３↑                      ３４↓ 

 

 

 
３５↑                      ３６↓ 
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■３．住民ワークショップ 

 

□ はじめに 

以下の日程で、男女別計 18 回のワークショップを開催した。参加者には、住民とオンライン講座を受

講したファシリテーターがいる。 

① 交通計画 

・ 男性 6 月 26 日（日） ファシリテーター：6 名 男性住民参加者：8 名 

・ 女性 6 月 27 日（月） ファシリテーター：11 名 女性住民参加者：13 名 

②  ゴミ問題  

・ 女性 7 月 23 日（土） ファシリテーター：14 名 女性住民参加者：5 名 

・ 男性 7 月 24 日（日） ファシリテーター：9 名 男性住民参加者：14 名 

③  防災（事前復興まちづくり） 

・ 女性 8 月 20 日（土） ファシリテーター：16 名 女性住民参加者：13 名 

・ 男性 8 月 21 日（日） ファシリテーター：15 名 男性住民参加者：13 名 

④  歴史的建造物再利用  

・ 女性 9 月 17 日（土） ファシリテーター：8 名 女性住民参加者：10 名 

・ 男性 9 月 18 日（日） ファシリテーター：5 名 男性住民参加者：13 名 

⑤  無形遺産  

・ 女性 10 月 22 日（土） ファシリテーター：9 名 女性住民参加者：9 名 

・ 男性 10 月 23 日（日） ファシリテーター：7 名 男性住民参加者：8 名 

⑥  建物のメンテナンス  

・ 女性 11 月 26 日（土） ファシリテーター：5 名 女性住民参加者：6 名  

・ 男性 11 月 27 日（日） ファシリテーター：7 名 男性住民参加者：9 名 

⑦  伝統工芸  

・ 男性 12 月 18 日（日） ファシリテーター：5 名 男性住民参加者：18 名 

・ 女性 12 月 19 日（月） ファシリテーター：6 名 女性住民参加者：10 名 

⑧  観光と居住  

・ 女性 1 月 21 日（土） ファシリテーター：8 名 女性住民参加者：11 名 

・ 男性 1 月 22 日（日） ファシリテーター：2 名 男性住民参加者：8 名 

⑨  空き家、空き地利用  

・ 女性 2 月 11 日（土） ファシリテーター：6 名 女性住民参加者：8 名 

・ 男性 2 月 12 日（日） ファシリテーター：6 名 男性住民参加者：7 名 

 
① 交通計画 

〈テーマ説明〉アラー氏、サラー氏によって、以下のような点が述べられた。 

ダルブ・アフマルにおける交通とその問題点、解決法／混雑の原因のトゥクトゥク／規制や一方通行、

歩行者天国、コミュニティバスなど方法／工房の営業車の問題／道の拡張という方法は、歴史都市に合

うのかどうか／住民のメリットは何か／テヘランの事例。都市計画の制限緩和。下がったところに車が

並ぶ。／住宅を撤去したところが駐車場になる。／歴史的景観が崩れてしまう／住民同士が話し合って

住民自身が問題意識を高め、それが行政に伝えることが必要である。 
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〈ミニ・レクチャー：道路のデザイン〉連健夫続いて、連氏から日本での事例の紹介があった。内容は

① 交通計画末に掲載 

〈グループディスカッション〉ファシリテーターのファシリテーションのもと、住民の意見を集めて書

き込み、付録に掲載した A0 シートが作成された。 

〈男性の会では、以下の点が指摘された〉 

・ 通りの最初の半分（マンジャク・シラフダール門からハンマーム・バシュタークまで）は歴史的建造

物が沢山残っているので、朝 11時から 23時までトゥクトゥクや車の通行を禁止し、残りの半分は、

一方通行にするという方法もある。 

・ スーク・シラーハから外にいくためのバス停やトゥクトゥクの集合場所（駅）をスーク・シラーハ通

りの外側に作って、バスやトゥクトゥクはスーク・シラーハの回りや平行する道だけを走るようにす

る方法が望まれる。 

・ 狭い道は問題ない。昔からの通り（ハーラ）を歩くと気持ちがよいので、道を広くする必要はない。 

・ 車のサイズが古い街並みに合わないので、カイロの歴史的な街並みにふさわしい快適な車を探し出

す必要がある。 

・ 観光客のための交通網を作る必要がある。 

・ 車のための大きなガレージを準備し、トゥクトゥクを撤去する必要がある。トゥクトゥクを運転する

若者のために良い仕事、現代的な仕事を見つける必要がる。 

・ 工房が沢山あり住民に騒音などの迷惑がかかるので、工房は違うエリア（サラーフ・サーレム通り）

に移ることが望ましい。あるいは、時間を限って、夜だけ働き、部品等を運ぶ車は夜だけ通行を許可

することが望ましい。 

・ 犠牲祭の前なので、道に動物（牛）などが沢山いる。スーク・シラーハの外側に決められた場所に土

地を借り動物を預かってもらい、犠牲祭にはそこで殺してもらうという方法が望ましい。 

・ 土地所有者は利益を上げる必要があるので、土地所有権は大きな問題の 1つである。道路が広くなっ

ているオープンエリアを一時的な店の広場として再利用したい。 

・ 店舗経営者が自分の店の前で馬車（物売りの車）や仮設売店を許可する問題について、店のオーナー

は店舗を借りているだけなのに、店舗の前の通りの空地を貸すという形で仮設の店舗を出したい人

からお金を徴収しているので、道が狭くなることを気にしていない。この問題は私達だけの力では解

決できないので、政府の力を借りたい。彼らが通りを貸すことを辞めないなら、時間を設定して（例

えば週に何時間とか）貸し出しを許可するべきである。 

・ 荒廃して無人になっているエリアや、通りがセットバックして空地になっている空間を、停（駅）や

駐車場にするのは良いと思う。例えば、イルゲイ・ユーズフィー・モスクの前とガンドゥール通りに

あるアルティ・バルマク・モスクの近くの土地である。倒壊した建物の敷地にはワクフ省（宗教省）

の土地があるはずだが、そのままに放置されているので利用の可能性がある。 

・ 通りの利用について、月一回に通りでハンドクラフトの展覧会を開催するようにして、Facebook で

宣伝したい。 

・ インフラの劣悪な状況は、最も重要な問題の 1 つである。下水道問題を解決し、道路の両側に緑の

木々を植樹したい。 スーク・シラーハから分岐する通りに照明をつけてほしい。 

・ モニュメントが閉鎖されていることは、嘆かわしい。 

・ 昔は家にゴミを収集人が来ていた。ムバラク時代に、政府が収集場所を用意して、ゴミ収集を始め、

電気代金の強制的にごみ収集代が含まれるようになった。しかし、ゴミ収集に対して、政府（収集車
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が来ない）、個人（収集場所に行かない）ともうまくいかないために、道にゴミを捨てる人が沢山い

る。一方、家庭まで来てゴミを運んで片づける人はいるが、別途支払いの必要がある。政府のゴミ収

集は片付ける人が来ないとゴミが増え、通りがひどい状態になる。特にイード中にゴミを片づける人

もお休みになるので、犠牲祭前の現在、犠牲祭の時の道の状況を心配している。 

・ アル・リファイ学校前のゴミ捨て場を所有するナディアは通りに問題を起こしている。 

・ サビール・シナーンの前に座っている女性（ナディア）はゴミ関係の分別の仕事をしているので、ゴ

ミが彼女の場所に沢山捨てられると仕事が増えるので彼女は嬉しそうだ。以前に、サビール・シナー

ンの近くの学校の中がアメリカのプロジェクトによって綺麗にされたが、学校の外には収集箱があ

り、そこからゴミが溢れてゴミだらけになっている。私たちは、あそこが汚くなるのは、あの女性が

ゴミ収集箱からリサイクルのためにゴミをひっくり返しているからだと思っている。彼女の存在を

どのようにしたらよいのだろうか？ 

・ 通りの交通問題を解決するには、まず人間の行動から始めなければならない。人々が必要とするもの

と権利を与え、快適に過ごせるようにする必要がある。 

・ スーク・シラーハの問題は意識の問題である。交通法を守らない者には罰を与えるべきだ。 

・ 単なるスローガンや言葉ではなく、実際の行動に移す必要がる。 

〈女性の会では、以下の点が指摘された〉 

・ 火事がなった時に消防車が通れないので、サビール（給水所）を復活して、サビールの水を火事の時

に使えばよいと思う。 

・ 子供が学校に行く途中、犬が子供たちを追いかける。不健康な動物から子供たちを守るために、犬を

通りから遠ざけるか、家の近くではなく安全な場所に保管してほしい。 

・ トゥクトゥクの数がとても増えてきた。ビーバニー（キャバブ店、ムハンマド・アリー通り）の辺り

はトゥクトゥクが多く、人や車が通ることができない。少なくとも、スーク・シラーハ通りの半分を

トゥクトゥクが通らないようにしたい。 

・ トゥクトゥクやバイクの運転速度が事故を起こす 

・ 購入品を家に届けるために手押し車を使用する場合がある 

・ 私たちがいつも買い物をする道路なので、通りを通過交通に使う車は排除したい 

・ 子供たちと一緒に街を歩くには注意が必要で、事故に遭う危険を含んでいる 

・ スーク・シラーハ通りを ムイッズ通りのように歩行者専用の観光通りにし、そこから分岐する通り

のプライバシーを守る方がよい、観光の通りにするためには通りの両側の建物の高さを揃え、同じ建

築様式にすることに焦点を当てるべきである。そのためにはイスラームのモニュメントの再利用が

望まれる。 

・ モスクのすぐ隣に喫茶店がある。モスクの中で静かに礼拝して、外に出ると隣の喫茶店が大音量で音

楽を流し、うるさく、近くにモスクがあるということを考えていない。 

・ 壊れている家や無人となって空地は誰も使っていない。これらの土地には所有者がいるので、誰でも

使いたい時に使えるわけではない。これらの土地を使えるように政府が土地所有者と交渉する必要

がある。使えるようになったら色々なことに使いたい。例えば、展覧会や駐車場など。 

・ ゴミ問題を解決するには、家にゴミ収集に来てくれる人を頼む必要がある。こうすると犬の数が減っ

ていくだろうと考える。 

・ 私はゴミを集める人、家までゴミを集めに来てもらう。朝７時半に来て月に 15ポンドを支払う。た

った 15ポンドだが、それも払えない人は自分でゴミを収集箱まで捨てにいく。しかしゴミ収集箱が
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少ないので、道が汚くなる。特にナディアさんの前（学校の前）はとても汚い。犠牲祭の牛など屠殺

した後のゴミはひどいことになる。 

・ 通りからゴミを取り除き、ルールを追加し、「自分から始める」というスローガンの下で、平和で清

潔な地域を維持することを奨励したい。 

・ 店の仕事が終わったら、すぐに電気を消して帰ってしまうので、周りが暗くなるという問題があり、

道路の照明の必要がある。 

・ 近隣居住者が地区の管理をするには、まず彼らに権利を与え、彼ら自身で通りをきれいにする必要が

ある。 

・ 無料のガレージなどのサービスがあれば、駐車場が家の近くになくても便利である 

・ 人々の生活や伝統、文化、ニーズに合わせて通りを整備する必要がある 

・ 私達は簡単なことしか出来ない。例えば、街路照明の電球が切れたら新しいランプを買って取りかえ

ることはできる。大きな問題を解決しやすくするためには、子供に遺産の価値を教育しなければなら

ない。例えば、学校でスーク・シラーハの見学ツアーを行って、歴史的建造物を見せることは大切な

ことだと思う。 

〈発表（男性）〉それぞれのグループが発表を行った。A0 シート参照。 

スーク・シラーハ通りの中で、道路問題や人が歩いたり車を横切ったりするときに直面しそうなこと

について話をした。 

- 作業場では、歩行者と車両が互いに妨害しあう問題が主な議題となった。違反行為とその種類、防止

方法、店主や物売りが法律を守っているかどうかなど。 

- 火災や救急の際に救急車を要請するサービスカーが不適切である件について、解決策を提案する。 

1- 学校やモスクで交通法規を守ることの重要性について国民に認識を広める。 

2- 通りでの交通問題を解決するために、通りを歩行者用とし、車は一方通行向にする。 

3- 路上に駐車して占拠するのではなく、立体車庫を用意する。 

4- 道路標識、警告、通り名を掲示して、交通を円滑にする。 

5- 野菜店やパン屋に限り、午前中に道路に侵入することを許可する。 

6- 狭い車線にも入る適切な大きさのサービスカーを設計する。 

7- スーク・シラーハ通りからの交通量を減らすために、脇道の使用を許可する。 

8- 電気自動車（トゥクトゥクの代替として）用のステーションを別の場所に用意する。 

9- 道路不法侵入者や交通法違反者に対する法律と罰金を設定する。 

10- 工房のために特定の場所を割り当てる（利用者がその前に車を駐車する必要があるため）。 

11- 路上の野良猫や野良犬の問題を減らすために、動物のためのシェルターを提供する。 

12- 空地を利用して、適切なガレージを作る。 

13- スーク・シラーハの製品を店頭で展示するのではなく、週一回の展示会を設立する。休日には駐車

場を利用する。 

14- スークシラーハ通りの消火栓を再開し、ダルブ・アフマル地区全体にサービスを提供する。 

15- スークシラーハ内の歴史的建造物エリアの重要性を示すため、通りを歩行者天国にする必要性を説

明し、実験的に歩行者天国を実施し、通りへの観光客を誘致する。 

〈発表（女性）〉それぞれのグループが発表を行った。A0 シート参照。 

女性は参加者が多く、問題に気づきながらも、買物の後に家まで届けてくれるなどトゥクトゥクが

必要であることを説明した。提案された解決策として、 
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1- トゥクトゥクの運転免許を取得するための条件を設定し、まずトレーニングを受けさせること。 

2- 犬のせいで子供たちが被害にあうかもしれないので、犬を完全に排除する。 

3- 何度もパイプが詰まり、汚水が道路に溢れるのを防ぐために、インフラを整備すること。 

4- 交通法規に違反した場合の罰則を設ける。 

5- 通りを、店主の活気を耳にできるような、人気のある朝市を催すこと。 

6- 通りに植林をし、照明の柱といくつかの美しい噴水の追加すること。 

7- 火災の際に水を汲み上げられるよう道路地下システムを開発する 

8- 主婦が買物の後、必要なものを家まで運ぶのに役立つショッピングカートをいくつか提供する。 

9- 人気のあるコーヒーショップの夜間利用を許可する。 

10- 地域の所有者の車しか入れないようにする。 

11- 路上に駐車し、路上を占拠している古くて老朽化した車を処分する。 

12- 空地を利用して、適当な車庫にする。 

13- 家庭からの回収されたごみを戻し、通りのごみの量を制限する。 

14- 歩行者と車が一定時間通れるように、対面通行を区切り、残りの時間帯は歩行者だけにする。 

15- 建物の正面の修復と通りの舗装。 

〈まとめ〉 

26 日の男性のワークショップについては、日曜日、午後 6時からという時間設定が悪かったのか、住

民、専門家（講座出席者および広報により集まった人を含む。後述するようにファシリテーターの定義

が今回の場合難しいので専門家という言葉を使う）ともに集まりが悪かった。他に、住民参加者は顔馴

染みの人々で、三々五々集まる中で、専門家たちから、今日の話題について住民それぞれに説明が進ん

だという点では、開始前の時間も有効に使えたと考える。同時に、最初から最後まで参加した住民と、

途中参加の住民ができてしまったことは、時間の概念の比較的薄いエジプトにおいて、いつをもって開

始時間にしたら良いのかという問題を提起した。 

専門家に関しては、アズハル大学教授サラー氏、メヌーフィヤ大学教授アラー氏、J S P S で調査整理

作業補助を行なう若い女性建築家（ハーガルとファーティマ）、アラー氏の学生の 2 名（ヤスミンとサ

ーラ）、アフマド・セドキー氏（建築家）が参加した。私の運営法も悪かったのだが、住民参加者と専門

家が同数くらいだったので、２グループに分けた時の各グループのファシリテーターを指名せずに始め

てしまった。また、サラー氏とアラー氏もそれぞれのグループに加わり、議論を主導する役割を果たし

ていた。ファシリテーター指名という方法がエジプトでのグループディスカッションに有効かどうかと

いう点は、今後の議論となると思われる。 

6時半頃になって、ようやく WS を始めることができた。深見からの簡単な挨拶に続いて、交通問題

についての、アラー氏、サラー氏からの解説が行われた。前年度同様にともに 30 分弱と長引いてしま

ったが、解説中の質疑応答などもあり、参加者は熱心に聞いていたので、途中で切り上げることはしな

かった。この点は、今後も引き継がれる予定で、サラー氏とアラー氏が参加する場合は、問題提起をそ

れぞれのグループでしてもらうことも考えられ、その場合にはまとめの時間を少しゆっくり取ることで、

解消されると考える。また、6 月にプリントしたスークシラーハの調査結果と未来へのビジョンの本を

皆に紹介することができたことは一つの成果であるとともに、アラビア語版の必要性を住民たちも訴え

ていた。 

2つのグループに分かれてのディスカッションについては、発言は積極的ながら、議論の攻防という

よりは、自分の意見を述べきるという形が目立った。ファシリテーションという形になっていたかは疑
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問ながら住民の意見を集めることはできた。その点からも、問題点とその解決法という 2部構成はうま

くいったと判断する。サラー氏とアラー氏が a、b それぞれのグループに加わった。議論の時間は、説明

の延長もあり、問題点、解決法ともに 20 分弱としたが、時間的には濃密な議論となって功を奏したと

考える。 

a グループは議論開始当初は、サラー氏が議論を引っ張っていたが、模造紙に意見を書いていく過程

で、ファーティマが主導的な働きをし、それをアフマドが補うという形となった。サーラは、あまり声

の大きくない住民に丁寧に意見を聞く役割を果たしていた。 

一方、b グループの議論は、終始アラー氏が模造紙にスーク・シラーハの略図を書いて、地図に即し

て問題点を書き込むという手法をとり、それぞれの解決法が提案された。ハーガルが主に付箋紙の記入

を行い、ヤスミンは aグループのサーラ同様に丁寧に住民からの意見を聴取した。 

発表に関しては、それぞれのグループの住民の代表が 5 分程度ずつ行なった。詳細は他のレポートに

任せるが、b グループからの区間と時間を区切って歩行者道路にしたいなど、建設的な意見もあった。

作成した A0 の用紙に基づいているために、わかりやすい発表になったと感じた。最後のまとめについ

ては、深見から次回のゴミのワークショップのことを伝えるとともに、サラー氏、アラー氏から成功裡

に終わったとの評価の短いコメントがあった。アンケートののちに、用意した食事を提供した。 

ユネスコの高橋氏に駆けつけていただけたことは、住民たちにユネスコも注目している点をアピール

することになった。ワークショップは全てアラビア語で行われ、通訳のサブリーンが高橋氏とサブリー

ンに逐次通訳を行った。8 月の日本人が多く参加するワークショップに関して、どのように対応してい

くのかは課題となる。反省点としては、電池切れでビデオが途中で切れてしまったことに気づかなかっ

た点が挙げられる。 

一方、27 日女性のワークショップについては、住民、専門家ともに、男性の場合を上回った。ワーク

ショップ自体な 3時開始で、専門家は 2時半頃から、住民は 3時頃から漸次集合していった。専門家に

対するワークショップの説明に関しては、集合状況から一括で説明することが難しく、昨日のワークシ

ョップに参加し二日目となる専門家から説明してもらう形をとった。開始前の住民との会話も進んでい

たために、昨日同様ファシリテーターを指名する形とはならなかった。 

男性の場合にも感じたことだが、2つの机を用意しておき、こちらから座席を指定するわけではなく、

参加者自身が席を選択する形をとったので、顔馴染みの人がグループになったという傾向がある。この

良し悪しについては、議論となると思われるが、参加者への強制という形は望ましくないと考えている。 

3時 15 分頃から開始し、昨日同様 30 分程度のサラー氏とアラー氏の説明があった。サラー氏はフィ

レンツェの例を紹介し、車の侵入禁止、ファサードの修復、人々の場所などを訴えていた。アラー氏は、

車の交通（緊急車両や営業車両の必要性）、空地、駐車場など、住民から問題点を引き出せるようなキー

ワードを説明した。 

今回も 2つのグループにそれぞれ、サラー氏とアラー氏が張り付く形となったが、2 名の他は全員女

性（専門家も）だったこともあり、こうしたやり方を続けていくことの是非については、課題となる。

最初のレクチャーのような場合には、その話しに集中することはできても、グループ討議の場合、おし

ゃべりや自分の意見の強調に終わってしまう部分があり、人の意見を聞いてそれにリアクションすると

いうことが難しいように感じた。それぞれのグループ内の意見については、問題点とその解決法という

2枚の成果物、および専門家のレポートに記載される予定である。 

発表に関しては同じく 2 名の住民が、説明を行った。a グループの代表決定には、恥ずかしいからと

で譲り合いがあったが、2 名ともに話し合いの内容を成果物に従って上手にまとめていた点は、素晴ら
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しいと感じた。 

全体としては、ワークショップの雛形をエジプトに適応することの難しさを感じたと同時に、エジプ

ト流という方法を考案するのも良いのではないかと考えた。交通のワークショップからは、通りという

点からゴミの問題が指摘されたことは興味深い。さらにゴミのワークショップからは、火災のリスクや

空地の利用が指摘されたことは 8 月のリスク・マネージメントのワークショップとの深い関連が住民自

身の問題意識として存在することがわかった。 

〈住民ワークショップのアンケート結果〉合計 8 名 

1- 今回のワークショップに対する評価 

良い（20 名）：普通（1 名）：悪い（0 名）：無回答（0 名） 

2- 今回のテーマに関する問題や提案 

・ 周囲の環境に気づくことによって人間の行動が改善される 

・ 歴史的遺構を人々に使わせることによって、遺構がより安全に保全される 

・ スーク・シラーハで求められる仕事は何か？ 

・ それらの仕事をどのようにマーケティングをしたら良いのか？ 

・ 仕事を提供するにはどうしたら良いのか 

・ モラル／マナーに問題がある 

・ 道が混んでいること、トゥクトゥクが道を混ませている。 

・ 一部の若者のマナーが悪いこと。 

・ トゥクトゥクの問題と犬の問題。 

・ 消防団がない 

・ インフラストラクチャの問題（下水、水、電気） 

・ 喫茶店（アフワ）がモスクのすぐ側にあることは問題。静寂と尊敬が求められるモスクに対して、通

りやアフワは騒音を出すので、条例などを定めて、規制する必要がある。 

・ 若者のマナーに注目して、若者によって若者のためのプロジェクトを開催する必要がある。 

・ 交通の規則、特にトゥクトゥクに問題がある。交通が激しいために古い建物の美しさを見ることがで

きない状況である。 

・ トゥクトゥクはスーク・シラーハには相応しくなく、細い道だけにあることが望ましい。 

・ インフラストラクチャー（上水、下水を含む）悪く、断水問題がひどい。 

・ スークシラーハには一方通行が望ましい 

・ 犬の問題 （無くして欲しい） 

・ トゥクトゥクの問題 （人が歩くルートと別のルートを走って欲しい） 

・ トゥクトゥクよりシンプルで使いやすい交通が欲しい。 

・ Souq El Selah 通りと平行する通りにトゥクトゥクを通せば良い。 

・ 犬を排除するためには動物愛護協会に依頼する、あるいは殺すという方法も必要である。 

・ 美しい装飾が残る古い家の価値を理解せずに、壊すことが続く。 

・ 駐車場ないので車が道に駐車する。 

・ 街灯が整備されていないので、家の前や遺跡の前が暗い。 

3- 自由記述 

・ 地域の問題を解決するためには住民の参加が必要で、加えて住民自らが手伝うこと、責任を持つこと

を認識しなければならない 
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・ 人間を大切にすること、健康を保つために健康保険や医療の充実が必要 

・ 精神面、知的に考えるという教育が必要である 

・ エジプトは鉄道敷設という点では、イギリスについで早い時期であったにもかかわらず、現在は多く

の交通問題を抱えている。一歩一歩進めることと、交通の信頼性が重要である。 

・ クッターブで講話を行い、若者が参加できるようにすれば、彼らのマナーが変わっていく。 

・ 年上の人や、全ての人々を尊敬できるようなマナーを身につけるべきである 

・ 消防団はないこと 

・ Souq El Selah を歩行者の道にしてトゥクトゥクを排除したい 

・ ソーシャルクラブがない 

・ トゥクトゥクの駅を作ること 

・ 議論に対する解決法が見出せていない。行政側に対して、自由に意見を言える場所が必要で、合理的

な解決方法が選択されなければならない。 

・ 子供のために子供の才能を開発する数多くのワークショップを開催してほしい 

・ 新しい Souq El Selah の本が印刷され、驚いた 

・ 早く問題を解決して、この場所の美しさを取り戻し、地域の発展できることをのぞむ。 

・ 人が歩くところ、トゥクトゥクが走るところを決める 

・ 子供が遊べる場所、駐車場を決めるべきである 

・ 街に緑を増やす必要がる。特に歴史的な建築の近くに、人が集まるので。 

・ 通りの雰囲気がよくするために、街灯と人が座れる場所を作ってほしい。 

・ 遺跡と観光客を守るためにセキュリティオフィスが近くに欲しい。 

  

 6 月ワークショップ（ディスカッション） 6 月ワークショップ（ディスカッション） 

  

 6 月ワークショップ（発表） 6 月ワークショップ（発表） 
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Example of planning
and road design:
Transportation
Yokohama Motomachi

Yokohama
Motomachi
in the old days

jumble of
people and
cars

Holidays.
Cars are not
allowed
and make it
into a
Pedestrian mall

Community
Development

Council
Residents discuss
Renewa ldesign
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Renewal design of roads and intersections

Installation
of gates

Meandering
roads make
it impossible
for cars to
speed.

Make it a
one-way
street and
widen the
sidewalks.
Install
benches and
other street
furniture there.
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Parking
spaces in
some places.

At
intersections,
the difference
in level
between the
sidewalk and
the roadway
is eliminated..

Designing
city
symbols on
streets.

Gentle
Separation
of sidewalk
and
roadway
by bollards
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Bollards
with flower
baskets

Post
painted in
calm dark
brown

Floors are
designed
tiles

The rule is to
use cut
letters for
showcases.
This creates
a stylish
atmosphere.
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Signs also
have rules,
which
create a
fashionable
atmosphere
..

The street's
annual
design and
the rules
made by
the
residents
have made
the city safe
and secure.

Flow of Street Maintenance (Resident Participation)

! (1) Organize problems and prioritize solution ideas.
! (2) Examine the method and process of implementing the

proposed solutions.
! (3) Consider time limit and one -way traffic plans that do not

allow cars to enter the road. !Coordinate with police
and administrative departments, and conduct social
experiments.

! (4)Verify the social experiment and solve the issues.
! (5) Conduct Renewal design and discuss how to use it.
! (6) Discuss and adjust the usage of the street on a regular basis

after the renewal.
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②  ゴミ問題 

〈テーマ説明〉アラー氏から以下の論点が解説された。 

- 建物が廃墟化してしまった土地は、周囲の建物から見下ろす人々にとって、ゴミ箱というか、ポイ捨

ての場となる。バイトヤカンはその一例である。 

- 家庭への戸別収集と専用ゴミ置き場への持ち込みの長所と短所。 

- 現地住民から見た「ゴミ」とは何だろうか？自分たちの用途に合わないモノ？他の人たちの用途を考

えた場合どうだろう？物を捨てると決める前に、地域の人々の間で「自分が使わないモノ」を循環さ

せることはできないだろうか？これは、「自分で使わないもの、消費しないものを贈るべきではない」

という信念と矛盾するだろうか？ 

- ゴミ収集所：ゴミの与える負の影響を最小化するための場所、設計、および運用ガイドライン。 

- ゴミの分別とは、個人、家族、共同体、ビジネス、あるいは行政の義務？ 

- 例えば、ハンマーム（共同浴場）の炉でゴミを燃やしてお湯を沸かし、灰をつくって建築に利用する

など、伝統的なゴミのリサイクルシステムを復活させることはできないか。 

- ゴミ袋は誰が作っているのか？プラスチックであるべきなのか？自分たちでゴミ袋を作ることはで

きるのか？ゴミ袋は必要なのか？ 

- 地域の現在のゴミ収集システムに対する評価は？ 

- ゴミの集積は病気の温床、悪臭、有害な昆虫の環境となる。 

- ゴミと野生動物（犬や猫）の関係 

- 公共のゴミと民間のゴミとは何なのか？一般ゴミはあるのか？ 

続いて、アフマド・アブデル・・ハーフェズ・オスマン氏が意見を述べた。「今日、ワークショップに

参加するために来たとき、道路の途中がゴミで通行止めになっていて、とてもひどかった。以前はゴミ

の状況がひどかったが、今では問題が 80% 解消されている。以前、スペインの会社がカイロのすべて

の街路の清掃を担当していたが、停止した。私たちは、問題の原因とその解決策は個人の行動に依存す

ると考え、それが危機を解決するための鍵である。アート、モスク、ソーシャル メディアは意識を高め

る上で非常に重要な役割を果たしており、80%-20%ルールに焦点を当てる必要がある。」 

〈ミニ・レクチャー：ゴミ問題〉連健夫 続いて、連氏から日本での事例の紹介があった。内容は■３．

章末に掲載 

〈グループディスカッション〉ファシリテーターのファシリテーションのもと、住民の意見を集めて書

き込み、付録に掲載した A0シートが作成された。 

〈女性の会では、以下の点が指摘された〉 

・ ごみは大きな問題を引き起こした。1伝染病や病気の蔓延。 2地域火災。 

・ 隣家には人が住んでいないので、周囲の住人がその屋上にゴミを捨てる。ゴミが沢山溜まって、この

家の屋上はゴミだらけになった。問題は溜まったゴミを片づけずに、ゴミに火をつけることだ。すぐ

近くにある電気柱に引火して、火事になりそうなったことが何度もある。しかし、ゴミを捨てる行為

を辞めるには至らない。皆に注意する老人がいるが、ゴミを捨てる人達は辞めることはなく、彼らは

いつも喧嘩になる。 

・ 空地にゴミが溢れてしまうので、地域の規則に従わない人には罰金を課せるべきである。 

・ 家の外の掃除人がいない。ゴミが犬や猫などの動物の餌となる。ネズミや爬虫類が増える。 

・ 推奨される解決策として、工房を改造して特定のゴミ収集所とする。家でゴミを分別し、ゴミ収集セ

ンターを作る。 
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・ 地域の鉄または木の工房と協力して、ゴミ箱を作成する。 

・ 家まで来てゴミ収集にきてくれる人がるが、その日数は少なく週に二回か三回だけである。近所の人

は玄関やフラットの前に、彼が来るまでゴミを放置しておくので、悪臭が漂い、ゴミ袋から水が漏れ、

階段や廊下が汚くなる。私は、彼が来る日を待たずに、来ない日には自分でゴミを収集場所まで持っ

ていく。周囲の人は、彼にお金を払っているので自分でわざわざ出せに行く必要はないと言うが、自

分でゴミを収集場所まで持っていく日が多い。その際、ゴミは適当に道に捨てるのではなく、ゴミ収

集が頻繁におこなわれているところまで持って行って捨てるので、結構、長い距離、ゴミを持ち歩か

ねばならない。 

・ 昔のようにゴミを家まで収集にくる人（Door to door）という制度に戻し、ゴミ代を収集人に払うこ

とがゴミ問題の解決方法の一つとなる。その際には、現在の電気代に同梱されている政府が集めるゴ

ミ代を電気代の領収書から除いて欲しい。また、十分なゴミ収集がはかられるように（道路等にゴミ

を遺棄することのない）、住民の中から責任者を決めて、収集人の回収の回数などを話し合い、管理

していくべきである。 

・ ゴミの捨て方だが、生ごみだけを家に収集に来てくれる人がいる。鳥や動物の餌として生ゴミを使っ

ている。これによって、ゴミを捨てる行為が楽になり、ゴミの量も減るので、生ゴミをもらってくれ

る人を探したらどうだろうか？ 

・ 生ごみというより、食事の食べ残りをもらいに来てくれる人がいる。動物の餌ではなくて、人が食べ

るのだが、周囲をよくみわたせば、食事の残りをもらいたい人が絶対にいる。 

・ ナディヤ（ルカイヤ・ドゥドゥの隣でゴミを分別している女性）は、スーク・シラーハに悪影響を与

える。彼女のせいで通りが汚くなるので、収集場所を通りから遠い所に移すことを希望する。 

・ ナディアはゴミを分別してくれるという点からスーク・シラーハの宝と見なされ、適当な空地をゴミ

収集、分別、リサイクルの場所として設計し、彼女が責任を持つことが望ましい。 

・ ゴミや廃棄物のリサイクルと再利用に子供たちが参加するよう奨励する 

・ 私は学校で教員をしているので、生徒に簡単なリサイクルの仕方を教えている。最初に期待していた

よりもリサイクルの意味を子供達が理解し、ペット・ボトルやガラス瓶を使って沢山の物を作ること

が出来た。鉛筆ケースなどが作れた時に子供達はとても嬉しく、教室に飾っている。ゴミ問題を解決

するのに子供達の力や理解が必要である。 

・ 伝統的な木工細工の工房から排出される木材の破片をサツマイモとトウモロコシを焼きに使う。現

在でも廃材を買いに来ている人はいるが、スーク・シラーハ名物として、屋台を現地の木工業者作っ

てもらうことで、街の持続性が高まる。 

・ 鳩の糞を使って有機肥料を作り、それを使って木を植える。 

・ また、鳩の塔で飼われている鳩の糞も、色々な作業に使える。エジプトでは鳩の糞は髪の毛に効果的

で、髪の毛少ない人は髪の毛を全部剃って、鳩の糞を頭に付けると元気な髪の毛が出ると言われてい

るので、鳩の糞からクリームなど作れると良い。 

・ 余剰食料を、貧しい人々のニーズを満たすために使用する。 

・ フェイスブックに本や古着など古着を集めたページを作り、住民に公開する。 

・ 人々、特に子供たちを教育する必要がある。なぜなら、彼らは未来を背負っていくのだから。子供達

に街を綺麗にしならければならないことの価値観を教えるべきである。 

〈男性の会では、以下の点が指摘された〉 

・ ハニ・アリ氏が 2012 年に実施したゴミのプロジェクトと、実現可能な解決策について話した。 こ
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のプロジェクトには、ダルブ・アフマル地域全体が含まれていた。米国国際支援基金 (Al-Darb Al-

Ahmar Development Initiative Project) によって資金提供され、ゴミ袋が住民に無料配布された。

なぜいつも 0 からスタートするのだろうか？度重なる経験を利用しないのだろうか？例えば、アメ

リカが行ったプロジェクトについては、一年半の間、上手に続けられたが、残念ながらその後、止ま

ってしまった。このワークショップも日本人とのプロジェクトを 0 から始めている！最初のステッ

プからスタートしたくないので、新たにプロジェクトを始める場合には、昔終わったプロジェクトの

結果からスタートするべきだと思う。 

・ なんらかの理由で、このプロジェクトは中止され他ので、現在利用可能なゴミ処理会社でこのアイデ

アを再び復活させるためには、管轄当局との調整が必要である。  

・ 家でゴミ分別するためには、毎日ゴミ袋三枚が必要で、月に 90枚のゴミ袋が必要となる。毎月 90枚

のゴミ袋を買うのは負担なので、自分で買うのは嫌だ。中央区（ハイイ・ワサト）や日本人に買って

もらいたい。 

・ 工房の廃棄物を収集する必要がある (革や靴の廃棄物)。 

・ ごみ収集車のサイズが小さいければ、狭い通りにも入ることができる。 

・ 10 年間外国にいた一人の男性の意見では、「10 年前のダルブ・アフマルと今のゴミの量を比較すれ

ば、今の方がゴミが減ってきたような気がする。自分が住むハーラ（街区）はとても綺麗なので、見

に来てほしい。ゴミの量が減って来た理由は、リサイクルの価値が分かってきたからだと思う。ゴミ

を捨てるとすぐに誰かが持っていって無くなる。特にダルブ・ショグラーンではリサイクルがとても

上手に出来ている。スーク・シラーハ通もリサイクルが始めれば良い。」とのことだった。しかし、

別の人は「リサイクルの作業をやっている大会社は絶対に私達にやらせない。だからこの地域だけの

リサイクルは出来ない。」というリサイクルに対する意見が出た。 

・ ゴミ問題の解決に対してゴミの捨て方、リサイクルの価値を社会に広めるのにテレビ、ラジオ、アニ

メも使って欲しい。 

〈発表（女性）〉それぞれのグループが発表を行った。 

女性たちは、1- 解決が簡単な問題と 2- 解決が困難な問題に分けられるが、大きな問題点は、地域の

空き地が日を追うごとに変化していること、ゴミで空き地が埋まってしまうので、住民は集まって協力

して問題を解決し、ポジティブなものに変えていくこと、地域のルールを守らない人には近隣の住民が

罰金を設定し、課すという解決策を示した。 

1- 住民がいくつかの問題を解決することができるので、住民レベルでゴミ問題に貢献する。 

2- 家からゴミの分別を始め、住民にとって最適で適切な場所をゴミ収集センターにする。 

3- 余分な鉄や木のスクラップは、ゴミ箱を作るために使用することができる。 

4- 子供たちにゴミや廃棄物のリサイクル、再利用に参加するよう奨励する。 

5- 鳩の糞を有機肥料の製造に利用し、それで植樹をする。 

6- 人口の余剰食糧を貧困層のニーズに合わせて使用する。 

7- Facebookにページを作り、本や衣服などの中古品を集め、住民のための公募展を開催する。 

8- 人々、特に子供たちを教育する必要性。子供たちが未来の地域を構築する。 

9- ナディア（ゴミ収集人）を励ます。空地をゴミ収集、分別、リサイクルの場所として設計する。 

〈発表（男性）〉それぞれのグループが発表を行った。 

男性たちは、2022年以後に実施可能な解決策と、すでに実施された解決策について話し合った。 

解決策は、以下のようにいくつかのポイントに分けられた。 
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1- 工房から出るゴミや廃棄物を総合的に回収するシステムを構築する。 

2- 学校、モスク、公式チャンネル、ソーシャルメディアを通じて意識を広める。 

3- 地域全体を再計画し、人口密度を考慮した上で、ゴミ収集場所として適切な場所を提供する。 

4- ゴミを、公衆浴場を開店し、お湯を沸かすのに再利用する。 

5- ゴミのリサイクルや分別のために空地を利用する。 

6- 猫や犬のためのスペースを設計する。 

7- 緑地の面積を増やす。 

8- 地域に合った箱を使う。例えば、ゴミ置き場は地面や地下に埋まるように置く。 

9- 家々のゴミを分別することから始める。 

10- 家からゴミを集める時間を決める。 

11- 工房のオーナーに、木材の派材からゴミ箱を作るよう奨励する。 

12- 家の中から収集場所までごみを投げ入れるようにサービスを設計。戸別訪問によるゴミ収集。 

13- 路面に植樹し、残滓としての有機食品廃棄物を農業用の天然肥料として利用する。 

14- 未使用の住宅敷地や狭い通りの天窓を利用して、ゴミ箱の回収場所を確保する。 

〈まとめ〉 

ゴミ問題に関する問題点が、サラー氏、アラー氏によってまとめられた。サラー氏は、「第一に、地域

のゴミ問題がいかに深刻で、地域全体に害を及ぼす可能性があることを、人々に可能な限り伝え、認識

させる必要がある。この認識は、次の 3つの主要な関係者によって導かれる。1 学校（最初から子ども

の意識を大切にすることがポイント）、2モスクと宗教意識、3アートとソーシャル メディア。」である

と述べた。 

一方、アラー氏はまず、問題を整理した（解決しにくい問題と解決しやすい問題がある）:1-ゴミの結

果としての伝染病や病気の蔓延。2-空地。3-ゴミを運ぶためのカートが利用できない。4-一部の通りは

非常に狭い (ゴミ収集車が通れない)。5-工房の廃棄物。6- 車のサイズが大きい。7-人口密度の増加に

よる個人の悪行。8-カイロの都市計画の不規則性。9-ゴミ収集の場所とセンター。10-家庭からゴミを収

集する時間の不遵守。11-ごみ収集の料金の差異。12-十分な資金の不足、および現在の状況の不適切な

設計。13-昆虫、猫、犬が大量に存在し、通りのゴミを食べる.14-地域資源活用で（もったいない！）地

域人口が必要とする食料に大きな余剰ができる。 

23日の女性の回については、前回 6 月時には、住民女性の集まりがよかったのに比べ、今回は広報に

問題点があり、地元の女性がわずか 5 名、専門家が 7 名という偏りが生じてしまった。住民たちによる

と、十分に WhatsAppを通したお知らせが回っていなかったとのことで、今後の反省点となった。当初は

２つのグループにする予定だったが、5 名しか出席者がいなかったので、一つのグループで進めること

にした。またスーク・シラーハ・レポート（6 月にプリントしたスークシラーハの調査結果と未来への

ビジョンの本）を届けるために観光考古省ダリア大使をアラー教授と深見が訪問しファシリテーター養

成プロジェクトの説明をしたこともあり、専門家としての観光考古省からの出席者が多かった。 

専門家に関しては、メヌーフィヤ大学教授アラー氏、調査整理作業補助を行なう若い女性建築家（フ

ァーティマ）、アラー氏の学生（ヤスミン）、考古省関連の女性 6 名が参加した。ファシリテーターをア

ラー氏が務め、ワークショップ経験のあるファーティマとヤスミンが主導する形で住民の意見を付箋紙

に記入するという形となった。そのほかに、ユネスコの高橋氏、都市の動体を探る日本人女性 2名とそ

の同行者エジプト人も参加した。 

深見から前年度の文化庁事業のアラビア語字幕ビデオを紹介し、肖像権についての了解を得た。今後
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のワークショップにおいても、最初にビデオや写真に関する肖像権を得ておくことは重要な点である。

その後、深見から、日本におけるゴミ屋敷（片付けられなくなってしまった人々）のことと、日本の廃

棄された携帯電話から金の取り出しの話を通じてゴミは宝であるという点を紹介し、ゴミ問題について

アラー氏から日本の事例（ファシリテーターコースで連氏の提示したプレゼンテーション）を紹介しな

がら解説が行われた。前会同様に 30分弱と長引いてしまったが、参加者は熱心に聞いていた。 

ディスカッションについては、住民たちが少数であったために、うまく意見を聞き出せたのかという

点については疑問が残る。ただし、住まいの場所や職業の異なるファシリテーターと住民の間で、世間

話のような点から、ゴミからの発火による火災、荒廃して無人化した敷地の危険性、ゴミの捨て方の変

遷、ゴミリサイクルの方法などの問題点が指摘共有された点は、女性としての経験を基盤としたネット

ワークづくりに長けている点を垣間見た。 

その解決方法にしても、住民自身の行動によって問題が解けると積極的な介入を見せる点は興味深い。

また、木工細工職人の多い地域なりの、廃材の利用法、ゴミ分別のためのスペースの確保、子供たちへ

のリサイクルの教育や Facebook を使った廃品情報共有、飼育鳩の糞の理法法、余剰食物を貧者へ分配

する点なども指摘された。特にルカイヤ・ドゥドゥの前にいるゴミ分別のナディア氏に対しては、交通

問題を扱った際には問題点として指摘され、排除の方向性が提示されたが、今回は彼女のリサイクルと

いう行為を好意的に捉え、ゴミは宝であるという認識が共有された点は、ワークショップの一つの成果

であると思う。 

歴史的市街地は、ランダムで、古くて壊れているものも多く、見方によってはゴミと一緒にされ、排

除の方向に動いてしまう。しかしながら、そこには人間が長い歴史を重ねて培ってきたものも含まれて

いて、新しいものにとって変わることが必ずしも良いとは言えない。一度廃棄してしまったら、2 度と

元に戻せないものも含まれている。どのように残していくのか、利用していくのかという点は、現在の

私たちの課題である。ゴミもその利用価値をさぐりながら、再利用できるものは、再利用し、廃棄の方

法も考えていかねばならない。 

24日の男性のワークショップについては、住民、専門家ともに、女性の場合を上回った。ワークショ

ップ自体は６時開始で、専門家は 5 時半頃から、住民は 6 時すぎから漸次集合していった。専門家に対

するワークショップの説明に関しては、集合状況から一括で説明することが難しく、昨日のワークショ

ップに参加し二日目となる専門家から説明してもらう形をとった。開始前の住民との会話も進んでいた

ために、昨日同様ファシリテーターを指名する形とはならなかった。 

女性と同じ手順で進められた。男性の場合、以前のごみ収集のプロジェクトが取り上げられ、持続性

がないのはどうしてなのかという質問があった。深見から、「現地のことは住民みなさんが一番よくわ

かっているので、持続性を保つのは、みなさんの責任なのではないでしょうか？それができるように地

域の意見をまとめて、地域をよくしていくことが大切ですね。」という回答を行なった。 

女性の問題点とは異なり、工房の皮の廃材が取り上げられた。またごみ収集の車のサイズは、小路に

あうように小型化が図られるべきであること、ゴミを運ぶためのカートの不足、人口密度の過剰などが

指摘された。 

その解決方法として、包括的なシステムの必要性、ソーシャルメディアから意識を高めること、ごみ

収集場所の決定、ハンマームでのゴミの再利用なども提案された。 

〈住民ワークショップのアンケート結果〉合計 19 名 

1- 今回のワークショップに対する評価 

良い（18名）・普通（1名）・悪い（0名） 
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2- 今回のテーマに対する問題や提案 

・ ゴミは町のあちこちにあります。 

・ ゴミを片づけるために、ゴミ箱を沢山作るべきです。 

・ ゴミを分別する必要があります。 

・ ゴミを捨てるべき場所と時間にあまりに気にしない女性たちがいます。 

・ 女性や子供にゴミ問題の解決方法やゴミ問題の必要性、ゴミの片づけ方を教えるべきです。 

・ ゴミ問題 

・ ゴミの片付け方とゴミのリサイクル方法。 

・ ゴミ問題を解決しようとした以前のプロジェクトを参考にすること 

・ トゥクトゥクとゴミ 

・ 人を育てること 

・ ゴミ 

・ 文化的な意識を高めること。 

・ 掃除の問題 

・ ゴミ問題を解決する方法の一つは、無料リサイクルのためにゴミを集め人の数を増やすことです。 

・ ゴミ箱が少ないので、例え人に見られてもゴミを適当な場所で捨てることができるということが問

題です。 

・ 解決はゴミ箱の数を増やすことと、ゴミの片づけ方の知識を広げることです。 

・ ゴミ分別およびゴミリサイクルには、経済的な理由と宗教な理由があります。    

・ 話し合ったことを実践するべきです。 

・ ゴミ分別を家での実践からスタートするべきです。 

3- 自由記述 

・ ゴミ問題を解決するには、子供用のワークショップを開催して、子供にどのようにしてゴミを片付け、

街をきれいにするかを教えるべきです。 

・ 一番綺麗なハーラ（街区）を選ぶ競争をして、賞を与えるべきです。 

・ ゴミ箱をたくさん道に設置するべきです。 

・ ゴミのリサイクルの仕方とリサイクルの必要性を教えることです。 

・ ゴミを集めるための場所を決めることです。 

・ 大人にも子供にもゴミの捨て方をおしえることです。 

・ 良いマナーや知識を人々に教えることです。 

・ ゴミの片づけは片付ける人を決めて、その人にお金を払ってごみ収集を任せるべきです。そして、き

ちんと時間通りに収集に来てくれるようにしなければなりません。 

・ ゴミの問題について、母親たちや子供たちと話し合う機会を設けるべきです。 

・ 実はカイロ中央地区・地区長はとても真面目で仕事をちゃんとしています。 

・ 他人の意見を尊敬するという意識を高めることです。 

・ 「自分で道を掃除したりゴミを片づけたりすることは恥ずかしいことではない」という意識を社会

に広げることが必要で、この知識を広げるためにテレビドラマやアニメを使うことができます。 

・ ゴミに対する知識を広めるには、モスクと学校を使うことです。ハンマーム（伝統的公衆浴場）を復

活して、水を温めるのにゴミを使うことに賛成です。 
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住民ワークショップ風景（2022 年 7 月） 

  

7 月ワークショップ（ディスカッション） 7 月ワークショップ（ディスカッション） 

  

7 月ワークショップ（発表） 7 月ワークショップ（発表） 
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□ ワークショップ・ミニレクチャー：道路のデザイン 連健夫 

ゴミ問題をテーマにしたワークショップの

きっかけとして、日本の事例をお話します。 

 

■ゴミ問題検討のための参考事例 

（川崎市、京都東山） 

 

 

 

■日本では、ゴミは公衆衛生における大きな

問題でした。公的な対応が求められていまし

た。 

 

 

 

 

■ゴミは埋め立て事業にも用いられ、生ごみ

の発酵時に発生したガスによる自然発火や

悪臭などが大きな問題でした。 

 そこで、公的なゴム収集の仕組みとして、

ゴミ収集車と焼却炉の整備が行われました。 

 

 

■日本でのゴミ処理の歴史 

・1940～50 年代：環境衛生対策→「清掃法」

（1954 年） 

・1950～60 年代：公害問題、廃棄物処理問題

→「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

（1970 年） 

・1980 年代：廃棄物処理施設の開発→浄化槽

法（1993 年） 

・1990 年代：リサイクルの推進と公害対策→

産業廃棄物特定処理施設整備法（1992 年） 

・2000 年代：循環型社会の形成→リサイクル

法（2000 年）、ＰＣＢ特別措置法（2001 年） 

 

つまり、 

健康問題が、廃棄物処理システムを生み、そ

れが、ゴミの分別とリサイクルシステムに繋

がったという流れです。 

 

Garbage problem , Examples for the Solu5on
in Japan
(Kawasaki-shi Kanagawa, Higashiyama Kyoto)

In Japan,
Garbage was big issue in public health problems.
Public collec5on of garbage has begun.

Garbage is used for landfills.
Disposed of in an incinerator Facility
and using Road-Packer vehicle.

History of Waste Treatments in Japan
• 1940s、50s：Environmental Health Measures →Cleaning law(1954)
• 1960s，70s：pollu@on problem＆Waste Treatmentｓ

→Waste Management and Public Cleansing Law （1970）
・1980ｓ：Development of waste treatment facili@es

→Sep@c Tank Law（1993）
・1990ｓ：Promo@on of recycling ＆ Measures against pollu@on

→Waste Disposal Facility Improvement Act （1992）
・2000ｓ：Forma@on of a Recycling -Oriented Society

→Recycling Law,(2000),PCB Special Law(2001)

Health Issues → Waste Disposal System
→ Separate Disposal & Recycling System
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■川崎市の事例、ゴミの収集システム 

ゴミ袋やゴミ箱を所定の場所に置き、 

そこにゴミ収集車が来て収集するシステム

です。 

 

 

 

 

 

 

■ビニルのゴミ袋は、カラスの被害にあいや

すいので、ネットをかけて防いでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ゴミは収集日に出し、それ以外の日はネッ

トをたたんでいますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ゴミの収集日は、ゴミの種類によって異な

ります。右側のゴミケースは普通ゴミとポリ

袋ゴミ、左側の青いケースは、ガラス瓶や空

き缶用です。 

 

 

 

 

 

 

Garbage Collec5on system
(Kawasaki-shi)

Plas5c bags and
Crow defensive neHng

Garbage is taken out on the collec5on day.
On the other day, nets are folded.

Garbage collec5on days vary depending on the day
of the week. The case is for garbage bags, the blue
basket is for glass boKles
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■折りたたみ式ゴミケースは、収集日でない

ときはたたんでおきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■様々なタイプの既製品のゴミ箱がありま

す。様々な大きさ、デザインがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■様々なタイプの既製品のゴミ箱がありま

す。様々な大きさ、デザインがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

■分別のゴミ収集のシステム 

・月曜日：無し 

・火曜日：普通ゴミ 

・水曜日：プラスチック製容器包装 

・木曜日：ミックスペーパー 

・金曜日：普通ゴミ 

・土曜日：ガラス瓶、ペットボトル 

 

分別はリサイクルに役立っています 

 

 

Foldable Garbage Case
The Cases can be folded on the day ,cardboard or
paper is put out.

Various types of ready-made garbage cases

Garbage Case, handmade by an ironworks

Monday：none
Tuesday: ordinary garbage
Wednesday：plas4c garbage
Thursday：cardboard, papers
Friday,: ordinary garbage
Saturday: glass bo;les, Pet
bo;les

For Recycle Use

Separate garbage collec;on system
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■ゴミ収集車（ロードパッカー車） 

青い車は一般ゴミ収集車、真ん中はガラス瓶

収集車、赤い車はプラスチックゴミの収集車

です。 

 

 

 

 

 

 

 

■ゴミ焼却施設とその余熱を利用した温水

プールを併設した事例です。（川崎市王禅寺、

ヨネッティー） 

 

 

 

 

 

 

 

■京都浸し山の歴史的街並みに配慮したゴ

ミ箱の事例です。周囲の木造民家に合わせた

木のゴミ箱です。 

 

 

 

 

 

 

 

■竹や木で設備機器を隠していますね。エア

コンの屋外機やガスメーターなどを、うまく

覆っています。手作りですね。 

 

 

 

Garbage Collec5on truck (Road -Packer Vehicle)
General garbage truck,Glass boKles truck and
Plas5c garbage truck.

Garbage incinerator and
heated swimming pool facility
using the residual heat
(Ozenji-YoneE,Kawasaki-shi)

Trash cases in
considera5on
of the
historic
townscape

(Higashiyama
,Kyoto)

Examples of equipment
concealed by bamboo and
wood
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■ベンチも歴史的な街並みに配慮して作ら

れています。右側の事例は、民家の壁にうま

く折りたたんでいますね。 

 

 

 

 

 

 

 

■コンビニエンスストアのゴミ箱です。一般

ゴミ、ペットボトル、ビン缶で 分別されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自動販売機の横に空き缶やペットボトル

専用のゴミ箱が置かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■デザインされた分別ゴミ箱の事例です。 

（東京都港区）、形、色、イラスト等、工夫さ

れていておしゃれですね。 

 

 

Benches are also designed with the historic
townscape in mind.

Separate trash cases
at convenience store.

Trash cans for empty drink vending machine cans

Designed, separa6ng trash cans
(Minato, Tokyo)
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■喫煙スペースです。 

絵が描かれた透明プラスチックのスクリー

ンで仕切られています。 

外で待っている方もいらっしゃいますね。 

（東京、原宿） 

 

 

 

 

 

 

■きれいな環境、良い地域社会のためには、

日々の美観活動が大切です。掃除や植栽の手

入れ、芝桜を植えている事例です。 

 

 

 

 

 

 

 

■ポイントです。 

１ 街のゴミや美観に関する現状の課題を

共有します。 

２ 皆で解決策を考えます。 

３ 自分たちでできること、行政にお願いす

すべきことを分類します。 

４ 行政と一緒に、解決策を考えます。 

５ 自分たちでできることは自分たちで実

行します。（ルール作り、役割分担、優先順位、

美観活動） 

６，住民間で定期的なミーティングを開きま

す。必要な時に行政を招いて話し合います。 

 

皆さんのディスカッションのきっかけにし

ていただければと思います。 

 

 

 

Smoking area by screen ( Harajuku,Tokyo)

Daily aesthe6c ac6vi6es are important
for clean environment and good community!

Points
• １，Share current issues related to garbage and aesthe2cs in the

town.
• 2, We all come up with the solu2on.
• 3, Categorize what we can do ourselves and what we should ask

the government to do.
• 4, We will ask the government and work together to find the

solu2on.
• 5, We will do what we can do ourselves.

(Rule making, Role assignments,Priority, Aesthe2c ac2vi2es)
• 6, Have regular mee2ngs with the residents. Occasionally invite

the government to the mee2ng.
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③  防災：事前復興まちづくり 

〈テーマ説明〉連氏から以下のような点が述べられた。カイロ旧市街、スーク・シラーハにおいて、防

災をテーマにワークショップを行うのは、都市には、地震、火事、水害など様々な災害があり、それに

対しての備えが必要であるからである。事前復興まちづくりは、災害が起こる前、すなわち通常時にお

いて、災害が起こった時にどうなるのか、どのように復興すればよいのか、をシミュレーションして、

日頃のまちづくりに繋げる活動である。今日は、街の危険がどこにあるかをみんなで探してみよう。 

アラー氏からは、以下の点が指摘された。1）リスクマネジメントは解体や価値の廃棄の道具になって

しまうのか、もしそうだとしたら、どうすればそのような姿勢を防げるのか。2)「倒壊寸前の建物」と

は何か（現実的、社会的、公式的な定義）3）歴史的町並みの特殊性を保ちつつ、リスクへの備えを再適

応させるためのツールはあるのか？4）リスク軽減における優先順位。誰が決めるのか？言い換えれば、

より価値のあるものを守るために、価値のあるものを失うことに柔軟に対応できるかどうか？5）既存

の社会構造及び枠組み；リスクへの警戒と対策（国会議員、カフェでの情報共有、女性の声など）。6)リ

スクマネジメントにおける国、市民社会、地域社会の権利と責任、7)地域の建築構造物と互換性のない

危険な産業や活動（地域に適合しない工房、倉庫、クラッカーで祝う祭り、不適切に設計された空間で

の水タバコなど)。8）カイロ歴史地区におけるリスクのポイント（バイト・ヤカンで個人的に観察した

もの）。a.耐久性、b.無計画な掘り出し物（宝探し）、c.水漏れ d.リスクの高いインフラ（下水道の閉塞、

電気設備がない、水道管の組み立てが緩く壊れやすい、電気ボックスやケーブル） 

〈ミニ・レクチャー：防災〉 続いて連氏から日本での事例の紹介があった。内容は末尾に掲載。 

〈グループディスカッション〉ファシリテーターのファシリテーションのもと、住民の意見を集めて書

き込み、付録に掲載した A0シートが作成された。街歩きの後に地図上に危険・安全の場所とその解決・

利用法が指摘された。 

〈女性の会では、以下の点が指摘された〉 

・ 安全ポイントとしてのオマル・イブン・ハッターブ学校 

・ バーブ・ワズィール通りのインド人ザーウィヤ(Zawiya al-Hunud)は安全ポイントで、幼稚園として使

われていたが、通路は狭いので火事が起こったら危険。 

・ 危険ポイントとして誰も使っていない三階の建物（昔ショッピングモールだった）、下に電気ボック
スある。しかし建物を再利用すれば安全ポイントになる。 

・ バイト・ラッザーズ前の倒壊建物は危険ポイント、しかし、ラッザーズの入口は安全ポイント 

・ アガー・ムスタファ・ファザ―ンのサビールと隣の建物は修復する必要がある。 

・ ウンム・スルターン・シャアバーン・モスク右角には綺麗な門があるが、近くの通路は電気ボックス
の隣に水が漏れ、油も近くにあるのでとても危険。 

・ ダルブ・アフマルにある配電盤ボックスをどうしたら調和を取れるかと考えた。電気ボックスの外側
を、看板として使ったらどうかという意見があったがが、低くて駄目だという意見もあった。電気ボ

ックスを統一されたボックスとしたらという意見もあったが、電気会社はすでに鉄製のものがある

からと断るだろうという人もいた。電気ボックスより危険なのは表面に現れている電気ケーブルで、

特にガンドゥール通りにある電気ケーブルは、ケーブルに下水漏れが接すると火事になりそうで危

険だ。このアルティバルマク前の火事になりやすい油などを早く片付けるべきだ。 

・ 二年前にスエズ・アパートで入口にあるケーブルが熱くなって爆発した。シハームの家の冷蔵庫が壊
れ、近所の扇風機の電気が飛んでしまった。建物全体に悪い影響を残した。 

・ 問題解決には、住民から賛成をえて、電気と水漏れの通常メンテナンスをする必要がある。また Sス
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ーク・シラーハ地域のために狭い通りを通れる消防車を導入すべきだ。 

・ 建物倒壊事故もあった。マッカ牛乳店の前の部分が大雨の時に倒壊し、行事ホール(ダール・モナー

サバート)の裏にあった家も倒壊した。消防署の隣の家に大きなひび割れがあり、倒壊の危険がある。

アルティ・バルマク・モスクの隣のハーラにある家(27A)の階段が曲がってしまい、筋交いを入れた

が倒れそうだ。古さや大雨のせいだけで倒壊したのではなくて、遺跡を見つけるという理由で自分の

家の下を掘っている人もいて、そのために倒壊する場合もある。 

・ 行事ホール(ダール・モナーサバート)に家が壊れてしまった家族が住んでいるが、建物は皆の物なの

で、皆でつかうようにし、今中に住んでいる家族は違う所に引っ越してもらいたい。 

・ 街歩きした時に外に突き出している店の看板は危険だと気づいたので、市民の安全を保護するため
の条項を作成すべきだと思う。 

・ 昔は袋小路があったが今は少ない。通り抜け道路を袋小路と同じような機能やデザインで現代と調
和するようにしたいが難しい。なぜなら、昔と同様な街区門は作れないからだ。場合によって開閉で

きる門を作ったらどうだろうか？ 

・ スエズ・アパートとバイト・ヤカンの間に歴史的な壁（スドゥン・ミン・ザーダ・モスク）が残って
いるので、喫茶店を無くして公園を作れば良い。この喫茶店は、元々人が住んでいるフラットだった

が、喫茶店に変更した。以前には駐車場して使いたかったようだ。 

・ ある家は部分的に壊れている、このままほっておくのは良くないが、壊したらゴミ捨て場になってし
まう。壊して庭を作ることが出来たら良い。 

・ ダルブ・アフマルでは下水の問題は大きい。 

・ 数多くの工房の形がばらばらだ。歴史的な建物の中にある工房もあり、上階に工房を作っている人も
いるが、１階にある現代建築の店舗部分を使う人もいる。ダルブ・アフマルの工房の形を調和の取れ

るものにしたい。 

〈男性の会では、以下の点が指摘された〉 

・ スエズ・アパートの隣の電気ボックスの側にゴミがあって、危険。 

・ 消防署の隣のトゥクトゥク修理屋は、油や火事になりやすい液体があるので危険。 

・ アルティ・バルマク・モスクが 1992年地震で壊れなかったので、中を修復して再利用したい。同モ

スクは広さがあっていいポイントだが、ミナレットにひび割れがあり、モスクの周りに木や油があり、

火事になる危険性がある。 

・ ハーラ・カーシフとハーラ・ワリードのパン屋にかけてあるエアコンがとても危険。同じ通りで、電
灯柱のところで下水が漏れているので危険。 

・ ゴミ収集人（ナディヤ）の隣のゴミに火をつけられて、学校の壁は火事で黒くなっている。 

・ スーク・シラーハ５番、７番、９番の家は危険ポイント。20番の家の梁は壊れている。50番所有者

は壊してマンションにしたいのだが、修復してホテルにした方がいい。 

・ サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドゥドゥの前の通りを掃除する人は、掃除したゴミをフェンスと
建物の間に捨てている。 

・ ゴミ収集人（ナディヤ）の向かいの家は歴史的建造物であるが、外から来た人が購入した。 

・ バイト・ラッザーズの門は壊れていて、中に蛇やサソリがいるので、早く修復した方が良い。門の壁
に置いてあった鉄が盗まれた。ラッザーズ邸の後ろの家（56番）は負債があるので使えない。 

・ ショッピングモールとして使われた建物を改装して教育センターとして使いたい。 

・ ハーラ・セリームの門は綺麗で、安全ポイントとして使える。ハーラ・セリームの奥は袋小路なので
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危険ポイント。特に２４番の家の前にある木は倒れそうだ。 

・ ブルーモスクのオマルの墓は改修後使われていないので、子供たちの学校として使いたい。 

・ アトファ・アル・カーシャフの３番目の家は歩行者通路なのにクロスに頼っています。 

・ ハーラ・マズハルにあるサーデク邸は歴史的建造物だが倒壊の危機に瀕して危険 

・ ハーラ・ルーム（ズウェイラ門の北東部）にある歴史的邸宅を外国人が買ってしまったのはなぜ？ 

・ ハーラ・ハラワートにある工場は危険。同通り５番の家も危険。 

・ アトファ・シェイフ・アーメルは人口が多く、出口がなく、木の工房もあり、火事があったら大 

・ イスマーイール薬屋の前に下水漏れがあって、電気もあるので危険ポイント 

・ イルゲイ・ユースフ・モスクの中庭は広く安全ポイント。通り向かいの店舗列は壊れていて危険。 

・ ムスタファ・シナーンのサビールに水を留めておけば安全ポイントになる。 

〈発表（女性）〉それぞれのグループが発表を行った。 

女性グループが示した解決策は、 

1- 通りや路地のプライバシーを尊重し、扉付きの門を設置する。 

2- 空地を庭に変え、ゴミを溜め込まないようにする。 

3- 配管が何度も詰まり、汚水が道路に溢れるのを防ぐために、インフラを交換する。 

4- 配電盤の設計を変更、より安全にする。 

5- ラッザーズ邸の修復後の活用と再利用。 

6- 電柱の定期的なメンテナンスと、電気の危険から守るための特別なデザイン 

7- 火災時に水を汲み上げるための地下道路システム 

8- スーク・シラーハにおける危険の歴史は、失敗を繰り返さないための強力な教訓である。 

9- 避難場所として学校を活用する。 

10- モスクを改修し、危険の際に人々を受け入れられるようにする 

11- 火災のリスクを減らすために木材を保存する適切な方法を見つける。 

12- 通りを舗装し地域からの脱出を容易にし、その際に大きな惨事を引き起こさないようにする。 

13- 住宅地内の工場の存在を減らす。 

14- 電気ケーブルのある場所と水のある場所を分けること 

15- 消火栓の利用を意識する 

16- 家庭から出るゴミを分別し、路上のゴミを減らし、それに起因する火災を減らす。 

17- 解決策をまとめると、危険ポイントは、修復して再利用すれば安全ポイントに変えられる。 

〈発表（男性）〉それぞれのグループが発表を行った。 

男性グループが示した解決策は、以下のようにいくつかのポイントに分かれた。 

1- 災害時の正しい行動のあり方について、住民や子どもたちへの普及、啓発が重要である。 

2- 住棟の復旧と災害時の受け入れ態勢の整備 

3- 消火栓の再稼働と運用 

4- 火災発生時の消火源としての地下水システムの利用 

5- 学校の活用と避難場所としての準備、特に校庭の活用 

6- インフラの改善と雨を排水するための道路の整備 

7- 空地を活用し、ゴミの山の引火を防ぐ。 

8- 路地裏を拡張・復元し、避難路とする。 

9- 歴史的建造物を修復し、地震が起きても倒壊しやすい状態にしない 
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10- アクセスが困難なため、シェイク・アムルの代替住宅を見つける。 

11- 倒れる危険がある大木を剪定する。 

12- 店舗の修復と、危険のない適切な大きさの看板の設置 

13- 通りや路地の再計画 

14- リスクが発生した場合の正しい行動についての教育 

15- "地震や火事のとき、どこに行きますか？"という問いに対する答えを見つける。あなたとあなたの

家族を救うために、真っ先に思い浮かぶ場所はどこですか 

〈まとめ〉 

簡単な問題の解決策としては、 

- ゴミの分別の意識を高める。 

- 狭い通りにある大きな木を片づける方法。 

- 狭い通りに消火栓を作る。 

- 道路上、邪魔な物を片付ける。邪魔になっているのはゴミ、使わない車、古い家具など。 

- 家の中だけ修繕するのではなく、外構やファサード、入口などもお金かけて修復すべきである。 

- インフラストラクチャーの解決は地区の責任だけではなく、ビジネスマンも責任を負うべき。 

難しい問題の解決策としては、 

- 政府から店主に店頭にゴミ箱を置くという義務付け。 

- 考古省は建物高を監視する必要がある。住民同士より、政府が建物の高さに注意するべきだ。 

- 工場は危険ポイントになるので、他の地域に移動させる。 

- 救急ステーションを作ってもらいたい。事件や事故が起こった時に救急車の出動を可能とする。 

- 救急ステーションを作るより、応急処置のガイドブックを作りたい。 

などにまとめられる。 

住民からここはエジプトなので、日本人のように自由に歩いたり、意思決定に参加できない。街歩き

には警備の許可が必要で、街歩きをする意味ないのではないだろうかだという意見があった。他に、ワ

ークショップ参加者のグループに写真やビデオや説明などを流してもらいたい、寿司以外に日本食を食

べてみたいなどの意見も出た。 

今年度のプロジェクトとしては初めての街歩きで、女性参加者は、実際「危険・安全」という視点か

らみると普段は見過ごしがちだった色々の側面を発見することができ、街歩きを楽しんでいた。一方、

男性参加者は、普段から通りと密接な関係を持っているので、危険や安全に対する理解も早かった。 

女性のワークショップは、いつものように、よりインタラクティブで統合的なもので、彼女たちは、

リスクを実際に直視し、まるで彼女たちが極度の危険にさらされているかのような意気込みで覚悟を決

めた。女性から指摘された点は、危険な特に高いところに外付けされた室外機、大量のノコギリの木屑、

トゥクトゥクの路上での燃料注入、家具屋の使用する充填材としての麦わら、インフォーマルな電線か

らの配線などは、今まで気づいていない部分であった。地震等の危機の際には、広い空地を確保できる

学校などが安全である。細い路地に密接して立つ高層の建物は危険である。ファーストエイドに対応で

きる医療チームは、近隣住民が最も必要とするものである。 

一方、男性が指摘した点は、配電盤の日常のメンテナンス、工房で使用する木材の適当な保管場所、

災害の際の大きな広場の認識、住宅を災害に備えて修復すること、サビール（給水所）の地下貯水槽に

緊急時水を貯蔵すること、それぞれの工房の前にゴミ箱を備えて通りにサービスを提供すること、地震

や火事の際のそれぞれの人の的確な行動が必要とされる。エジプト人は危機に対する認識が薄く、また
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は軽微なものと考えがちである。災害は多くのものを奪い去るという点を認識しなければいけない。建

物に対する日常のメンテナンスを怠りがちであることは、小さな地震や嵐でも建物の倒壊を招いてしま

うなどの意見に注目できる。 

〈住民ワークショップのアンケート結果〉合計 26 名 

1- 今回のワークショップに対する評価 

良い（24名）：普通（1名）：悪い（0名）：無回答（1名） 

2- 今回のテーマに関する問題や提案 

・ 道路に面して危険な家があるので、それらの家を修理すべきです。 

・ 歴史的建造物を修復利用すること 

・ 狭い危険なスペースの解決策を見つけること 

・ 消防と救急車を整備することです。 

・ ビルの階下にある喫茶店が問題です。家事を起こしやすい建物機能がビルの階下にあることは、火事
を起こしやすいので危険です。 

・ この近くには医療センターがないので、いくつか政府の医療クリニックを作って欲しいです。 

・ 家事や事件が起こった際には、救急車や消防車が着くまでに救援隊を作って欲しいです。 

・ 倒れそうな古い建造物を修理すべきです。 

・ ビルの高さも決めて欲しいです。 

・ 交通の問題。 

・ 高いビルの問題。 

・ 老朽化した建物 

・ 危険に対して用意が必要です。例えば、消防ホース、消火栓やサビールの再利用などです。 

・ 事故の際などには、応急手当てをしてくれる場所を用意することが必要です。 

・ ここまで来るのは大変でした。車を停める場所がなくて大変でした。 

・ 皆、それぞれ希望の時間があるので、ワークショップを何日かに分けて行うと良いと思います 

・ 住民も責任者も総合的な意識をしていないです。 

・ 歴史的建造物を修復して再利用すること。 

・ エジプト人労働者の生活を進歩させること 

・ 伝統工芸品の販路開発 

・ 全ての電気配分版を修理すべきです。 

・ 古い建物や登録建造物の修復を行い、考古学的認識について配慮すること 

・ エジプトにおけるイスラーム史を認識すること。 

・ 環境を美化すること 

・ 歴史的建造物の修復を行うこと 

・ 歴史的建造物の修復を行うこと 

・ インフラストラクチャーの問題 

・ 地域再開発の問題 

3- 自由記述 

・ 今日の提案にみんなが同意して、実施されることを願っています。 

・ 木を切り倒すのではなく、枝の手入れだけをして欲しいです。 

・ 古い家や道路に溜まっているゴミを処分して欲しいです。 
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・ サビールを修復して家事の際の水供給に使うことです。 

・ トゥクトゥクが道を走ることを禁止 

・ 家事になりやすいゴミは、遠くに捨てて欲しいです。 

・ 喫茶店を減らせば良いと思います。 

・ 今日のように実際に街歩きをしながら地域に存在する問題を指摘することは、有意義だと思います。 
・ 危険を避けるために、青少年啓蒙運動を行うべきです。 

・ 解決方法は建物を修復し、道で邪魔になっているものを全部片付けるべきです。 

・ きちんと機能する消化器を用意することです。 

・ 店主が店頭にゴミ箱を設置すべきです。 

・ 火事の際にはサビールを給水所として使うこと 

・ この地域の危険なことや事件が減ることを願っています。 

・ 住民に場所の大切さを伝えることです。 

・ どのようにしたら危険なことが減らせるのか考えるべきです 

・ アーレフ・バシャ・モスクは危険です。 

・ 災害を避けるために、下水道問題の解決策を見つけること 

・ 現場で現実的な解決策を検討することです。 

・  

  

8月ワークショップ（ディスカッション） 8月ワークショップ（ディスカッション） 

  

8月ワークショップ（ディスカッション） 8月ワークショップ（ディスカッション） 
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コンクリートブロック塀が倒壊する事故も

生じます。必要な鉄筋が入っていない危険な

ブロック塀もたくさん存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

ビルのピロティー部分は耐震上弱く、１階部

分が壊れ、駐車場がつぶれていますね。様々

なところで崖崩れが生じます。崖際の木造住

宅が壊れています。 

 

 

 

 

 

 

 

地震により、看板落下の事故も生じます。 

ラーメン店の看板やコンビニの看板が落下

していますね。大変危険です。 

 

 

 

 

 

 

 

トリアージを行っています。災害時には多く

の方がケガをします。誰を優先して治療する

かの判断（トリアージ）をする必要が生じま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

Dangerous places

Dangerous places

Dangerous places

Recovery resources
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被災地での炊き出しです。雨がしのげる、広

い場所が必要ですね。そのような役に立つ場

所を復興資源といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館を避難所として使っています。これも

復興資源ですね。風雨を避けることができる

広い場所が災害時に求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

支援物資の配給です。被災地には多くの支援

物資が届きます。それを整理し、配る場所が

必要となります。水の配給も行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

仮設住宅が建てられ、被災者は避難所から移

り住みます。学校のグラウンドなど広い場所

が利用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

Recovery resources

Recovery resources

Recovery resources

Temporary housing
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当方が関わった東日本大震災の復興支援活

動の話をします。東日本大大地震は、2011 年

3 月 11 日に起きました。それにより 15799 人

の方が亡くなり、4053 人が行方不明、117410

の住宅が倒壊しました。 

 

 

 

 

 

いわき市豊間地区の復興協議会の事務所は

当初、プレファブ建物で、時折雨が漏る状態

でした。人が集まる場所がない状態でしたの

で、我々支援グループは、サポートセンター

（集会所）の提案をしました。資金集めを行

い、サポートセンターの建設がスタートしま

した。 

 

 

 

 

素人でも作れるようにパネル方式で設計し、

地元の方と支援グループのメンバーで一緒

に作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

災害公営住宅の計画があり、支援グループで

住民ワークショップを行いました。そこで住

宅計画への要望をまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

Great East Japan Earthquake (March 11, 2011)
Number of victims：15799 people
Missing：4053 people
Destroyed buildings：117410 dwellings

Reconstruction
assistance

Collect donations.
Everyone works together to build a support center.
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行政から出てきた災害公営住宅計画です。住

民の要望の一部は反映されましたが、ほとん

どが従来型の集合住宅の計画内容でした。 

これは行政側に細かい対応ができる専門家

がいなかったことが主な理由です。 

 

 

 

 

 

 

仮設店舗が建設されました。サポートセンタ

ーと共に住民に利用されています。広場では

様々なイベントが行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前復興まちづくりワークショップのお話

をします。普段の状況、すなわち災害が起き

る前に、災害が起きたことをシミュレーショ

ンして検討する住民ワークショップです。 

 

 

 

 

 

 

最初に、全体ファシリテーターがワークショ

ップの趣旨とプログラムについて参加者に

説明をします。 

 

 

 

 

 

 

 

Planning for reconstruction
housing

Disaster prevention workshop
Pre-reconstruction town planning

Explanation by the overall facilitator.
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グループに分かれて、街を歩き、地震が起き

た時に危ないと思われる場所、復興に役に立

つと思われる復興資源を見つけます。グルー

プファシリテーターはそのサポートをしま

す。 

 

 

 

 

 

 

高速道路の下は、雨がかからない広場であ

り、高速道路が壊れない場合は、復興資源と

して役にたちそうですね。 

 

 

 

 

 

 

 

壁に取り付けられたエアコンの屋外機、これ

は地震時に落ちそうで危険ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古い木造住宅も倒壊の恐れがあり、危険です

ね。 

 

 

 

 

 

 

 

Dangerous places
Recovery resources

Recovery resources

Dangerous places

Dangerous places
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コンクリートブロックの塀は、地震時に倒れ

る恐れがあるので、危険ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

広場は、人が集まることができるので、復興

資源ですね。トリアージや支援物資の配給、

炊き出しなど様々なことに利用できそうで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

大学や研究所の広場は復興に役立つので、復

興資源ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園も災害時に役立ちます。発災時のトリア

ージ、避難、支援物資の配給、集会、イベン

トなど、様々な用途に使うことができるので

復興資源ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Dangerous places

Recovery
resources

Recovery
resources

Recovery
resources
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会場に戻り、グループごとに話し合います。

グループファシリテーターはその進行を務

めます。マップにどこが危ない所か、どこが

復興の資源かを記入します。 

 

 

 

 

 

 

 
記入されたマップの事例です。歩いた経路、

危なく感じたところと復興の資源と思われ

るところにシールが貼られ、それぞれコメン

トが記入されています。意見やアイデアも記

入されていますね。 

 

 

 

 

 
復興におけるアイデアを、街と暮らし、進め

方、産業や仕事などテーマ別のテーブルを設

け、興味のあるテーマで話し合い、それぞれ

深堀をします。 

 

 

 

 

 

 

 
グループで話し合った内容、テーマ別で話し

合った結果を発表し、皆で共有します。グル

ープファシリテーターはそのサポートをし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

the dangerous place
recovery resources
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全体ファシリテーターが、最後にまとめを行

います。何が得られたか、何が重要なのか、

今後の課題などを明確にし、皆で共有しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 
ワークショップの結果を「かわら版」として

まとめます。出席できなかった住民も理解す

ることができるので、次回参加する時にも困

りませんね。 

 

 

 

 
ファシリテーターの役割分担を事前に確認

しておくことは大切です。また、街歩きをす

るときに、各グループメンバーの役割を明確

にしておき、途中で交代して不公平がないよ

う配慮することも必要です。 

・グループリーダー 

・サブリーダー 

・ポインター係 

・カメラ係 

・メモ係 

 
住民ワークショップのタイムスケジュール

です。 

①災害の画像映写による情報提供（20 分） 

②グループに分かれて街歩き（40 分） 

③会場に戻って話し合い（40 分） 

④発表（10 分） 

⑤まとめ（10 分） 

 
それでは、スタートしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Summarised by the overall facilitator.

Summarise
the outcomes
of the workshop
so that
the content
can be reviewed
later.

Those who could
not attend can
also understand.

Division of roles in each group

Let's switch on the way!

Residents' workshops,
Third series

20 August Ladies 3:00pm / 21 August Gentlemen 5:00pm
at Bayt Yakan ※Facilitators come before 30mins!

Theme explana6on
Ladies 3:00~ Gentlemen5:00~ (20m)

Disaster Prevention

presented by general facilitator
Town Walk
Ladies 3:20~ Gentlemen5:20~ (40m)

Each group will be accompanied by three group facilitators.
Each Residents’ group walk and find dangerous place and recovery resources.

Group Discussion
Ladies 4:00~ Gentlemen6:00~ (40m)

Creating a map of the current situation (20 minutes)

Create an idea sheet for disaster prevention (20 minutes)
Presenta6on
Ladies 4:40~ Gentlemen6:40~ (10m)

Each group of 2 people will make a presentation using the two sheets.
presented by one resident and one facilitator

Summary
Ladies 4:50~ Gentlemen6:50~ (5m)

Summary of today's workshop results and comments
presented by general facilitator

Ques6onnaire
Ladies 4:55~ 5:00 Gentlemen5:55~6:00 (5m)

Fill in the ques,onnaire form
all par,cipants
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④  歴史的建造物再利用 

〈テーマ説明〉バイト・ヤカンに隣り合うコーカリアーン給水所、バシュターク公衆浴場などを含んだ

交差点を選び、修復されたコーカリアーン給水所の再利用を中心に、交差点の修景について話し合う。

まずアラー氏から以下の点が住民に述べられた。 

歴史的建造物や古い家の修復と再活用は、住民たちが行いたいと思っているのだろうか？修復の利点

と欠点を認識しなければいけない。利点は、古い建物を保存すると資源を節約できる、近隣建物の耐久

性を維持して、長く保存できる。そして、自分自身がその古さに対して誇りを持ち、住民のアイデンテ

イテイと伝統を守ることができる。古い家の中は温熱環境のおかげで、扇風機など使う必要がないので、

電気代を節約できる。 

一方で欠点もあり、古い家は下水道、水と電気の設備がない。そして、それぞれの部屋が広すぎて、

ホールが大きく、小さな部屋に分かれていないので、使いにくい。修復するのは専門家でないと大変難

しい仕事で、それに加えて修復費は高い。 

バイトヤカンを買った時、長い間人が住んでいない家だったので、荒廃地だと思われ、毎日ゴミ袋 20

個ぐらいが中庭に向かって捨てられた。さまざまな努力をして修復を続けたので、今はスーク・シラー

ハの宮殿になった。バイト・ヤカンの一つのホールは 10 メートルかける６メートルと、広すぎて住み

にくい。近くにあったバイトクッラーの女性オーナーが古い住宅を壊してしまったのは、門の幅が広く

て困っていたからで、「この門の幅に人が住める部屋を作れる」と彼女が言っていた。現在はその門の一

部はバイト・ヤカンの中庭に移築再建されている。 

保存や修復の許可が欲しい人にはアドバイスするので、家全部の保存の許可でなく、例えば、門だけ、

入口だけでも保存や保全の許可が欲しい時は申し出てください。 

日曜日には、長年歴史的カイロ保存に携わるモハメッド・ラシディー博士が参加し、冒頭のテーマ説

明の際に以下のようなスピーチをおこなった。「僕は Historic Cairo のプロジェクトに参加している一人

ですが、ユネスコの人と会い、話をして、歴史的建造物の保存や修復は綺麗に出来ていると評価されま

した。しかし、結果的には遺跡を一軒ずつ保存するべきではなくて、街全体つまり、遺跡だけではなく

て、周りにある家も店も学校も保全すべきです。そして、もちろん住民の意見が大切です。男性、女性、

子供、もです。これにみんなが気付いたのはかなり遅かったのですが、アラーさんはずっと先だったの

で素晴らしいと思います。歴史的カイロのプロジェクトはムイッズ通から始まりました。建物の保存と

修復をすると、中で働いていた工芸を生業とする住民の態度が大きく変わってきました。」 

〈グループディスカッション〉前回の街歩きが住民たちに好評だったため、今回も男女とも 2つのグル

ープに分かれて実際に現場を訪ねて、再利用の可能性と人々の動きなどを考えつつ、バイト・ヤカンに

戻った。その後、ファシリテーターのファシリテーションのもと、住民の意見を集めて書き込み、付録

に掲載した A0シートが作成された。 

〈女性の会では、以下の点が指摘された〉 

・ 居住用集合住宅のファサードは、同地にある歴史的建造物に調和するイスラーム建築様式の枠組み
の中で修復および再設計する必要があり、ひび割れを処理する必要がある。 

・ 交差点は、数多くのトゥクトゥクで溢れ、駐車スペースになってしまっていることに気づいた。 

・ ツアー中、出発点はコーカリアーン給水所とバイト・ヤカンに隣接する喫茶店であった。この喫茶店
（アフワ）のファサードは改善する必要性があり、他の歴史的地域と調和しコーカリアーン給水所が

建設された時代の建築ファサードを意識しながらデザインする必要がある。 

・ スエズ・アパートの裏手にある空地では、手工芸品のための国際的な展示会を開催したい。普段は
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人々がゆっくりと座れるベンチを置く。 

・ スエズ・アパートに付置された消防署はアップグレードされたが、使用されていないため、再度使用
を検討する必要がある。消防士の消防車での移動のためのスペースとして通りに面する部分を提供

する必要があるので、スエズ・アパートの歩道にある露天を撤去する必要がある。 

・ スエズ・アパートを活用、修復してファサードを整備した上で再利用し、観光ホテルとしたいという
アラー氏からの意見については、シハーム夫人と同アパートの住人から「アパートの住人の利益を損

なうものであり、所有者に有利な点を示すものではない」という異論が出された。住民の意見として

は、スエズ・アパートはこのまま残してほしいけれど、中に住んでいる人達の問題やニーズをカバー

して欲しい。 

・ コーカリアーン給水所は、1階をセミナールームに、2階を図書館員や事務員のオフィス、コンピュ

ータ教室のあるスペースに分ける利用を提案する。入口から通じる小室を子供向けの手工芸品の展

示し、1階の奥の部屋（スーク・シラーハに面する）は再び元の状態に復元し、給水所の歴史やその

機能を説明するパネルを展示し、活用することが提案された。上層階の 2つの部屋をプロジェクトの

管理事務所、図書館、地域の子供たちのためのコーラン暗記室として使用し、以前と同じスタイルで

設計することを提案した。 

・ バシュターク公衆浴場について、マドブリ女史は「若いころに一度訪れたことがありますが、今とは
違ってとてもきれいな場所でした。まずはこの場所を整備し、前庭を利用して来客の待合所とする必

要があります。」と述べた。公衆浴場が再び機能するようになることを望む。公衆浴場として復活さ

せれば、収入が入るので、この資金で浴場をもっと綺麗に修復することができる。ハンマーム・バシ

ュターク（Hammam Bashtak）の外観と入口を綺麗にして、人がゆっくり座って待ったりする場所を

作りたいです。そして「浴場の中を修復し、再利用をするととても嬉しい」と皆が同じ意見が持って

いました。 

・ バシュターク公衆浴場の北側にあるシャルヌービー通りには復元が必要な住宅が多く含まれ、住民
への代替手段の提供を考慮して、撤去決定がまだ実施されていないうちに住宅を修復すべきだ。 

・ バシュターク浴場の角の向かいにある家 （アブダッラー・ベイ）は、人気のある多層レストランと

して使用したい。 

〈男性の会では、以下の点が指摘された〉 

・ バシュターク公衆浴場を公衆浴場として復活させてほしい。けれども所有者がいるので、再利用して
所有者に利益が入らないと賛成してくれない。20 年間所有者から借りる場合、利益を払うという約

束をしないと所有者が気の毒という意見があり、多くの人が賛成した。 

・ ムスタファ・ガッザールの家も、歴史的建造物だからといって観光考古省の管理下にしても、持ち主
になんの利益がない。観光考古省に提供するつもりがないので、政府に取られないように、古いマシ

ュラビッヤを自分で外したと本人が言った。 

・ 街歩きの時にスエズ・アパートの前にいた 30代の男性から「あなたたちは何をしていますか？」と

聞かれ、「隣のバイト・ヤカンでプロジェクトをしているので、是非あなたも参加して下さい」とフ

ァシリテーターを務めるマリアム女史が誘い参加した。彼はスエズ・アパートに住んでいるので、「ス

エズ・アパートをどういうふうに扱ったらいいのですか？」と尋ねると、以下の意見を述べた。「是

非早くスエズ・アパートを壊して下さい。建物の中では、人間的な生活はできないので、新しい所に

住みたいです。アラー先生が考えている一部をホテルにするということに反対をします。観光客は、

私達スエズ・アパート住民の生活を見れば、鬱病になって自殺してしまうかもしれません。そして、
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スエズ・アパートの隣にある消防署では、消防車は機能していないのだから、なくても困らないです。

火事があった時には皆の力で消すことができるし、周りのお店にも皆、消火器があるのだから、この

場所は違うことに使いたいです。私は男だから、砂漠でも仕事できますが、スエズ・アパートの中に

仕事で困っている女の子が沢山います。工場でミシンを使って仕事をしているのですが、工場のオー

ナーの彼女たちに対する扱いは、ひどいものでます。消防署のスペースを使ってミシンを設置して彼

女達が仕事をできるようになれば、彼女たちは大変助かりますので、宜しくお願い致します。そして、

角にあるピザ屋の所はもともとタキーエ（救貧食堂）だったので、また食事を出す伝統的な料理屋さ

んにするのが良いと思います。そして、コーカリアンの隣の喫茶店を 3 ヶ月おきに特別に展覧会の場

所として、使いたい気持ちがあります。」と答えた。住民たちからはスエズ・アパートをホテルにす

るより、ミシンを設置した縫製所かクリニックにした方がよい。これからの事業における利益は、個

人のためというよりは、近隣コミュニティのため、あるいは神様のためだと考えて欲しい。 

・ スエズ・アパートとバイトヤカンの間にスドゥン・ミン・ザーダー庭を作りたい。 

・ 人間開発が必要だ。人にこのことが駄目と言ったら、言われた本人は、その行為は駄目だと分かるけ

れど、逆に「あなた関係ない、あなたが変わっている、おかしい」と言われてしまうこともある。こ

のような社会問題が沢山あるので、自分の子供をなかなか外で遊ばせることができない。 

・ コーカリアーン給水所を図書館や博物館にするより、コーラン学校（クッタブ）にした方が良い。ク

ッタブでは、子供にコーランを教え、子供の精神とマナーに影響を与える。コーカリアーン給水所の

一階はクッタブ（教育の場所、特に幼年者に対するコーラン学校）にし、二階はコンピュータ室や図

書館にしたい。人間開発コースが作って、仕事が出来る人間になる前に、仕事のマナー、お客様に対

してのサービスを教えるべきだ。一階では子供達は皆床に座って、お坊さんは年寄りなので椅子に座

って、子供達は車座になりコーランを学ぶ。門には警備の人が欲しい。入口の水場を作って、体を綺

麗（ウドゥー）をして一階の部屋でお祈りしたい。 

〈発表（女性）〉それぞれのグループが発表を行った。 

女性から、コーカリアーン給水所については、完全に修復して観光施設として再利用することが望ま

れ、具体的には小さな本屋、高齢者の文化センター、礼拝、子供のための特別なエリアを持つ図書館。

イスラーム教徒の結婚式の場、識字のための教室などの意見が出た。交差点周辺については以下のよう

な解決策を提案する。 

1- バイト・ヤカンの横の喫茶店には女性の通行に対する配慮が欲しい。 

2- コーカリアーン給水所に女性向けワークショップの開設を提案。 

3- 同所の水を火災時や断水時に使用する。 

4- 同所を、コーランを暗記するための文化センターとして利用する。子供用の図書館やコンピュータ

ラボを設置、子供向けのワークショップの実施も提案する。 

5- 交差点に人気レストランをオープンし、バシュターク公衆浴場の庭を客席として使用する。 

6- バシュターク公衆浴場を修復して浴場として営業開始し、専門チームの運営を開始する。 

7- 交差点角の建物（現在ピザ屋）は老朽化しており、修復と再雇用が必要である。 

8- スエズ・アパートの消防署の運営。 

9- スエズ・アパートの 2階以上をホテルとして使用することが提案されたが、この意見はその住民の

一人から強い反対を受けた。 

10- コーカリアーン給水所と隣り合う建物の間を 2階レベルで貫通させる。 

11- コーカリアーン給水所を展示場とし、過去における給水所の歴史と現在の姿について語る。 
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〈発表（男性）〉それぞれのグループが発表を行った。A0シート参照。 

男性からは、コーカリアーン給水所については、完全に修復して再利用、観光地にふさわしいものと

してオープンさせる。その場合、小さな図書館併設、礼拝機能、子供たちの学習場所も考えられる。交

差点地区のデザイン解決策は、以下のようにいくつかのポイントに分けられる。 

1- バイト・ヤカンに対する住民の意識を高め、レクチャーを開催するだけでなく、その中でワークシ
ョップやアクティビティを存在させる。 

2- バイト・ヤカン前の雰囲気を改良する。特に喫茶店に多くの男性が屯し、女性の夜間の通行が困難

である。 

3- コーカリアーン給水所をクルアーンとイスラームの教えを暗記するための学習所に利用する。 

4- コーカリアーン給水所の中は、伝統的なカーペットやマットの上に座る形とする。 

5- 通りの水を消化に使う。 

6- バシュタークの公衆浴場の再稼働、上階に住む住人のための代替住居を見つける。 

7- 伝統的には廃棄物を翼状の燃料としていたが、現代におけるゴミ焼却に対する公害問題の解決策を

見つける。 

8- 道路舗装材床（イントロロック）が頻繁に崩壊、不安定であるため、これを変更する。 

9- 都市景観に配慮し、既存の植栽を剪定し、照明柱とその照明を交換する。 

10- バイト・ヤカン前のスーク・シラーハに面する店舗群を利用し、工芸品の制作やクラフト販売を行

う。 

11- スエズ・アパートの裏の土地を、工芸品の展示場やガレージとして活用する。 

12- スエズ・アパートをホテルや病院として再生する。 

13- 消防署を再稼働し、ダルブ・アフマル地域全体にサービスを提供する。 

〈まとめ〉 

アラー氏は、みんなの意見を聞いて、自分の案を提示した。「自分自身は、家のすぐ隣のサビールを修

復して再利用したい。サビールの隣にあるアーデル先生の家は元々ラブア（伝統的集合住宅）だったの

で、サビールとの間を開口して広くして利用したい。ただし、許可を簡単にもらえるかどうかは分から

ない。間の壁を取り払うことができれば、2 階に図書館と庭を作れる。サビールの一階は小さくて４メ

ートルかける４メートルなので、2 階の図書館とトイレを大きくしたい。どうしてもアーデル先生との

間の壁を開口する必要がある。 

本来はタキエ（宗教的集会所）であった建物を人気のあるオープンレストランに変え、バイト・ヤカ

ンと通り周辺の観光客の動きを活性化する。ピザ屋の家には以前大家族がいが、いなくなって、歩けな

い男性しかいない。彼に別の家に移ってもらったら、この家を全部伝統的なレストランや料理屋さんに

変えられる上階のアパートに住む唯一の住人に住居を提供してほしい」という提案を住民に投げかけた

が、そこに住む女性が断った。「中は綺麗ではないし、私達は中に住んでいるので、外側だけ綺麗にして

くれる方が嬉しい」とある女性が答えた。 

アラー氏は、「ムスタファ・ガッザールの家では、古いマシュラビッヤ（伝統的轆轤細工の木製格子窓）

を取り外して売却したい意向なので、私は購入する友人を紹介できる。」と補足した。 

スーク・シラーハのバシュターク浴場前、ガンドゥールとの交差点を中心に、特にコーカリアーン給

水所の再利用が焦点となった。その想定される機能として男女ともに、観光施設として利用する、小さ

な本屋を併設してオープンするなどの意見が出た。また、男性からは子供たちのための施設として、女

性からは高齢者のための文化センター、イスラーム教徒のための結婚施設、識字教室などのアイディア
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があった。 

更新案について、みんなの意見をまとめることは難しいが、こうした機会がきっかけとなって、スー

ク・シラーハの一部であるバシュターク公衆浴場の交差点周りの具体的未来像が住民の中で意識される

ようになることは、本プロジェクトの一つの成果であると考える。何らかの方法を使って、事業を具体

化していく必要性を切に感じた。 

 
〈住民ワークショップのアンケート結果〉合計 23 名 

1- 今回のワークショップに対する評価 

良い（18 名）：普通（0 名）：悪い（0 名）：無回答（5 名） 

2- 今回のテーマに関する問題や提案 

・ スーク・シラーフ通がムイッズ通りと同様に修復してほしいです。コーカリアーンは子供にコーラン
を覚えさせ、大人がお祈りできる場所（クッタブ）として使わせて欲しいです。 

・ 道に危険な家があります。ゴミの問題もまだ解決できていないです。 

・ 歴史的な建物を修復して、再利用することです。 

・ 遺跡の建物を再利用するのに利点も欠陥もありますが修復して、外部が整えられ、内部も住民が使え

る状態になって欲しいです。  

・ バシュターク公衆浴場とコーカリアーン給水所の活用    

・ 遺跡を修復することと、サビールなど再利用ができるようになってほしいです。 

・ バイトヤカンのすぐ隣の喫茶店が周りの建物の形やスタイルと調和しないです。 

・ バシュターク浴場を再開すること、コーカリアーン給水所を図書館やコンピューターや絵を描くこ

となどを教えられる場所として使わせてもらいたいです。 

・ 遺跡を再開して、地域開発の場とするべきです 

・ この地域を発展することです。 

・ ハンドクラフトに大切にしていないことです 

・ この地域が発展することは私に一番大切なことです。 

・ ワークショップは一番良かったことです。 

・ 人への気遣い、（人間を大切にすること） 

・ 遺跡のある所は修復し、利用するべきです。 

3- 自由記述 

・ 歴史的な建物を修復して、再利用することです。 

・ 子供が良く道で遊んでばかりいるので、あまり良くないことだと思っています。子供の力と時間を大

事に使える方法を考えて欲しいです。 

・ 今日の提案に政府が同意して、実現すること願っています。 

・ 私達の考えたことを早く実践してもらいたいです。 

・ 喫茶店の建築や装飾をやり直して、喫茶店とバイトヤカンの間の空地への緑色の扉も周囲と調和し

ていないので、どうしたらいいのか考えるべきです。 

・ ワークショップがとてもよく出来ています。 
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住民ワークショップの風景（2022 年 9 月） 

  

9月ワークショップ（ディスカッション） 9月ワークショップ（ディスカッション） 

  

9月ワークショップ（ディスカッション） 9月ワークショップ（ディスカッション） 
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⑤ 無形遺産 

〈テーマ説明〉まず、最初にアラー氏から以下のような今までのワークショップに対する総括がなされ

た。今回のワークショップは 5回目になる。最初のワークショップ（1回目）のテーマは「市内の交通

の動き」。トゥクトゥクは大きな問題で、どのようにしたらトクトクの問題を解決できるのかというア

イデアが沢山提起された。例えば、ルート、時間、駐車場を決めるなど。 

2 回目のワークショップは「廃棄物管理とゴミ収集」。皆がそれぞれ自分でゴミを外に出すより、昔

のように家まで来てくれる人に依頼し、ゴミを収集したもらった方がいいという意見があった。そして、

ルカイヤ・ドゥドゥの前でごみ収集をしているナディヤさんは最終的に地域の宝物と位置付けられた。

なぜならゴミやいらないものを通して、お互いに助け合うことができるからです。 

3回目には「自然災害や人間が引き起こす危険」。連先生と苅谷先生と街歩きをして、危険なポイント

を見つけ、どのように対処したらよいのかを皆で話し合った。 

4回目は「歴史的建造物の再利用」。歴史的建造物の修復とリハビリテーションに対して皆が何を望ん

でいるのか？壊した方がよいのか？どのように活用していったら良いのかという問題を議論。 

今日のワークショップのテーマは「無形遺産」です。先週、スカイ・ニュース・アラビックのインタ

ビューの時にアナウンサーに「なぜ、バイト・ヤカンを拠点としているのですか？」と聞かれた時、「家

族の家を作りたいからだ」と答えた。後になって「家族の家」も無形遺産だと気付いた。 

次は岡田先生からのスピーチを訳し、彼の代わりに皆に伝えた。彼は西アジアの建築歴史家で 30 年

間前エジプトを一回訪問したことがある。 

「エジプトの世界遺産はなんですか？みなさんご存じでしょうか？1.ギザからダハシュールまでのピ

ラミッド、2.古代都市テーベとその墓地遺跡（ルクソール）、3.カイロ歴史地区、4.アブ・シンベルから

フィラエまでのヌビア遺跡群、5.アブ・メナ（アレキサンドリア）、6.ワディ・ヒタン（ファイユーム 

「クジラの谷」、7.聖カテリーナ修道院地域です。次はユネスコに登録された無形遺産はご存じです

か？1.杖の舞踏のタフティーブ、2.伝統的な人形劇アラゴース、3.ナツメヤシと関連知識、技術、伝統お

よび慣習、4.アラビア書道の知識、技法および実践、5.叙事詩シラ・ヒラリーヤ、6.上エジプト地域の手

織りです。 

次に日本についてですが、日本では文化財保護法の法第二条によると、６種類、有形文化財、無形文

化財、民俗文化財、記念物、文化的景観、伝統的建造物群に分けられます。日本の無形文化財と言えば、

人形浄瑠璃や宗像神社の漁師祭礼、茅葺の伝統的技術、山鉾屋台、和紙や和食なども含まれます。今日

はみなさんの地域の無形遺産について話を聞けることが楽しみです。」と岡田氏からのプレゼンテーシ

ョンを説明した。 

〈ミニ・レクチャー：無形文化遺産について〉岡田保良 

続いて、岡田氏から日本での事例の紹介があった。内容は■３．末尾に掲載 

〈ファトゥマ・ムスタファ女史の講演〉この回は、カイロの子供博物館に務め無形遺産を専門とするフ

ァーティマ・ムスタファ女史にテーマ説明を依頼した。その後通常通り男女ともに 2つのグループに分

かれてグループディスカッションを行い、発表、まとめという順序で進行した。なお、講師のファーテ

ィマ女史に英文レポートの執筆を依頼したので、末尾に以彼女のレポートの和訳を掲載する。 

〈グループディスカッション〉ファシリテーターのファシリテーションのもと、住民の意見を集めて書

き込み、付録に掲載した A0 シートが作成された。それぞれの無形文化遺産の領域別（⑴口述伝承、⑵

踊り、音楽等、⑶社会慣行、⑷伝統知識、⑸遺産工芸品）の発表が行われた。互いの領域に重複する場

合もあるが、A0シートにその指摘がなされる。 
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〈女性の会では、以下の点が指摘された〉 

⑴口述伝承 

- お鍋をひっくり返したら、娘が母親のもとに来る；母親の顔や言葉や行動などがよく似ている娘を見
る時に言うことわざ。このことわざが最初に作られた時の背景に、二つの説がある。一番目は、昔は

女性が家の屋上に洗濯物を干す習慣があった。しかし、他人の視線を避けると言う意味から、家長に

よって未婚の女性が屋上に行くことを禁止した家が多かった。母親が自分の娘が屋上に来てもよい

と知らせたい時に、空になった洗濯の入れ物を、床にひっくり返して大きな音を立てたことに由来す

る。二番目の説はオスマン時代にフール（そら豆の煮込み）を作っていた男性がいた。彼の妻が手伝

いをすると、必ずお鍋をこぼすことが続き、ある時にその男性が怒り、彼女と離婚した。その後、彼

の娘が彼を手伝いに行った時、彼女の母親と同じ間違いして、鍋をひっくり返した。その時にこの男

性がこの言葉を言ったと言う説である。 

- 白ピアストル（細かいお金の単位、1銭）が黒い日（厄続きの 1日）に役立つ；つまり、たいしたこ

とのないお金でも苦難な日には使えるだろう。という意味。 

- お金がある猿を選んだら、お金がなくなると猿だけが残る。；性格良くなくて最低な人だが、お金持
と結婚する時に言うことわざ。 

- シャテル・ハッサンの物語；シャーテル・ハッサンは貧しい男性だったが、美人の女性にあい彼女を
助けるという一連の物語。 

- ナッダハー；ナイル川から男性を呼び寄せる精（女性）のエジプト伝説で、男性達が不遇の死または
失踪を遂げた時に言及される。古くから農業を基盤とするエジプトではナイル川と運河に沿って、上

下両エジプトの農村部で特によく知られている。 

- 黒猫；黒猫に対する悲観論。黒猫は悪と不運をもたらす。 

- 指サイン；エジプトのミニやマイクロバスの運転手が乗客を呼ぶ時に行先を示すサイン。 

- 行商人の呼びかけ 

- サイース・モスク（イルゲイ・ユーズフィー・モスク）にある柱の伝説：女性がその柱を舐めると妊
娠できる。柱のひとつを舐めると良いことがあると信じて、あるいは商売で儲けたい人は柱をなめる。

現在、住民たちは柱の周りに柵を設置し、この信仰を実践できないようにしているが、中にはこっそ

りお金を払って柱を舐めさせてもらう住民もいるという。 

- ５（ハムサ）とねたみに関わることわざ。聞き手が「自分にとって良いことはない」という思い込み
（全ては嫉妬に関係する）を避けるために、住民が互いの前で数字の 5（ハムサ）を大声で言うのを

控えるのも特徴的である。例えば：「花が満開」、「ひよこは大きくなった」もその例である。 

- 「レンガにレンガを重ね、戦いを据えよ。」ということわざ。 人と人との間でけんかが起こったとき、
そのけんかが長く続くようにと願うと、相手の上に石を置くというもの。 

- 元気のない人（病気、あるいは憑物、あるいは妬みなどによって、調子が悪くなった場合）は、外に
置いて朝露を含んだデーツ（棗椰子）をたべると元気になる。かき混ぜ／恐怖の鉢（この地域に伝わ

るいくつかの伝統の一つ）は、恐怖が人の心を襲うとき、イスラームの絵や装飾、コーランの詩で飾

られた鉢に 7つのデーツを入れ、朝露の滴を受けるために鉢を置き、該当者は鉢の中の水を飲み、デ

ーツを食べ、その恐怖は消え去るというもの。 

- 女の子の後に息子を産んだ場合、妬みから守られるために、息子の出生を隠す。女の子の服を着せた
り、ムハンマドの名で 7人に少しのお金を配る。 

⑵踊り、音楽等 
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- シムセミーヤ、 

- 馬のダンス（聖者誕生祭に催される） 

- 上エジプト（ヌビアン）のダンス、 

- アラゴーズ（人形劇）、 

- タンヌーラ（男性が長くほぼ円形のスカートをはいてクルクルと回り、旋回によってスカートをウェ
ストとほぼ平行する位置まで持ち上げる踊り） 

- 預言者などのマウリド（誕生祭）、 

- ザール、 

- ヘンナの日（結婚式前に体にヘンナ染めを施し女性だけで祝う祭り） 

- ジクル（神秘主義の階梯の一つ、神と合一するために神に集中する宗教的行為）ザグルール・パシャ
喫茶店の前には、スーフィー（神秘主義者）の一段がきて、宗教歌謡を披露する。 

- ウスブーア（生後 7日目のお祭り） 

⑶社会慣行 

- ファーティマ・ナバウィーヤのマウリド、 

- シャンム・ナシーム（春香祭）、 

- 上エジプト（サイイディ）のキシク（上エジプトがオリジナルの食べ物。穀類；上エジプトでは小麦、
カイロでは米をスープで煮て、ディップとする。カイロで米を使うものはアルマズィーヤと呼ばれる） 

- 金曜日の儀式（線香、コーラン） 

- イード（新服、お年玉）、結婚式など 

- 男の子に女の子の服を着せると妬みが来ない。 

- ウェストに鉄の巻物をするとジン（霊）が来ない。 

- サイース・モスクの柱をなめると妊娠できる。 

- 預言者の子孫ファティマ( ファティマ・ナバウィヤ) の誕生祭は、スーク・シラーハ通りで最も重要

な祭りの一つで、通りに沿って継続的に行列になって人々が練り歩く。 

- マウリド（聖者の誕生祭）に出る食べ物や飲み物、例えば：そら豆のファッタ（イスラーム教徒は、
預言者家族のマウリドのときにそら豆を食べる。病人の快復、困難または不可能な願いが叶った場合

は無料でみんなに配る）、ファッタサンド（有名なエジプト料理の 1つで、特に犠牲祭によく食べる。

米の層、スープまたは肉汁に浸したパン、次に肉片、そして酢、ソース；ニンニク・ソースまたはト

マトジュースからなる重ねる食べ物。お祝いに配る食事） 

- 一般的な伝統食；ターメイヤ（そら豆のコロッケ）、シナモン・ミルク、ミルク入りライス（牛乳入
りライスプディングは、エジプトの有名なデザートの 1 つで、息子が成功したとき、または誓いを

果たしたときに配布する）、ルピナスの種（テルミズ）、ハイビスカス・ティー（カルカデ） 

- 嫌な人から離れたり、引っ越した時に陶器の入れ物を割る。 

- ヘンナ日のお祝いの時に女性が着る服（インドドレスなど）。 

- 結婚式やウスブーアの祝いに塩をふりかける習慣。 

- フティール（パイ）やコシャリといった最も著名な伝統的な大衆食。 

- スーク・シラーフ通りの始まりにも位置し、バシュターク公衆浴場近くにも、地域で最もよく知られ
ているレストランがある。 

- ラマダーン（断食月）には、住民がバシュターク公衆浴場前に集まり、お菓子やカタイフを売るテン
トから買い物する。家には家族が集まり、カハク（お菓子）やマフシ（米の詰め物）などの伝統的な
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食べ物を準備し、一緒に美味しい朝食を食べる。 

- 祝日用のお菓子など、季節のお菓子の製造。この地域で最も有名な ( アマルファクトリー ) という

工場があり、お菓子の販売と製造を同時に行う。 

⑷伝統知識 

‐植物やハープを治療に使うこと。 

‐空気の流れを捉えることによる室内気候の調節。 

‐サビール（給水所）の近くに陶器で出来た水に入れ物を置いておく。 

‐元気のない人が、外に置いておいたデーツ（棗椰子）をたべると元気になる。 

‐家の前にイタチを埋める人は金持ちになる。家を新築するときや店を開くとき、オーナーが幸運と大金

をもたらすと信じて、玄関の入り口でイタチを退治する習慣が受け継がれている。 

⑸遺産工芸品 

木版彫刻、銅彫刻、アラベスク。スーク・シラーハ通りには大工、銅、螺鈿もある。 

この地域には、寄木細工などのアンティークな伝統工芸の遺産があり、スエズ・アパートの前には、ア

ルミニウムや地元で作られた道具を売る場所がある。 

〈男性の会では、以下の点が指摘された〉 

⑴口述伝承 

- 「はげた女の人は妹の髪で自慢する。」 

- 自分が持っていないもので自慢する時に使うことわざ。 

- 「恥ずかしくなった人は死んだ」 

- ハンマーム（公衆浴場）で火事があった時代、裸で逃げるのを恥ずかしかいとした人が死んでしまっ

たときに使い始めた。 

- リファーイー（聖者）のマウリド（誕生日祭）の参加者があまりに多いので、そのおかげで蛇が出な

くなるという伝説が。 

- 「私達の母はゴーラー」 

- 母はゴーラー（鬼）だという意味で、現在まで伝えられてきた人気の伝説。子供を怖がらせ、子供た

ちが遠くに行かないように、知らない人について行かないようにと言う伝承。 

- ダルブ・アフマル（朱殷地域）の伝説： 

- 私達が住んでいるダルブ（地域）・アフマル（赤）はなぜこの名前になったのだろうか？説が沢山あ

るが、城塞で殺し合いがあった時に道に血が流れた、赤い石で家が作られた、またムハンマド・アリ

ー時代の以前に赤い皮膚の人々がハーラ・ルーム（ローマ人街区）に住んでいたからなど。私は最後

の説が正しいと思う。 

- ミトワリー門（ズウェイラ門のこと）の伝説： 

- ミトワリー（徴税人）の魂は門の裏にまだいると言われ、毎朝巡礼へ行って、昼間に帰る。 

- 逆さスリッパを放置することは不運を呼ぶ 

⑵パフォーマンス 

- タンヌーラ 

- 首長のザッファ（ザッファは聖者誕生祭の時のリーダーを意味し、馬のダンスなども含む） 

- シムセミーヤ（スエズ運河流域で人気がある楽器） 

- この通りはスーク・シラーハ（武器市場）通と言うのに、現在では蹄鉄しか作っていない。 

- 90年代の初めまでにマウリドの行列やショーがあった。 
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- ミサッハラーティ（ラマダン；断食の時に、深夜に夕食を食べるよう、夜中に道を回って、太鼓をた

たいて、起こしてくれる人のこと）：最近いなくなった。 

⑶社会慣行 

- 庶民のガラベイヤ（アラブの伝統的な服） 

- 喫茶店。バイト・ヤカン周辺には、アラビー/アフメド・カンディール/アリー・ムーサーなど、人気

の喫茶店（アフワ）が多い。 

- 結婚式 

- シャンム・ナシーム（春香祭） 

- コシャリ（米、麺、豆等にトマトソースをかけた食べ物） 

- 伝統的食事、ターメイヤ（アラブ風コロッケ）、ビサーラ（ディップ）、フィシフ（塩漬けの魚）、 

- アルビシア 

- 砂漠や都市部のアラブの部族が無罪を判断したり、被告人を有罪にしたりするために使用する方法

の 1つ。犯罪を示すためにすべての証拠を使い果たした後、犯罪者と目される人の舌を、火で熱した

針で突き刺す。 

- 今年はマウリドが禁止されたが、昨日のマウリドの時にはターメイヤサンドを１日中配った。 

- ラマダンの飾りを昔は古いノート、本、新聞などで子供が作ったが、最近は既製品を用いる。 

- イードアドハー（犠牲祭；動物を屠って共食する）と新しい服の儀式、金曜日の集団礼拝の儀式 

- 子供時代には紙飛行機でよく遊んでいた。現在では紙飛行機で遊場無くなったが、コロナ隔離の時に

またこの遊びが戻った 

⑷伝統知識 

- 治癒。ハラズなど薬草の使用。コーヒーで傷口を押さえたり、頭を打撲した場合のコインを使った結

び方。 

- ラブハ：体の患部に装着する柔らかくて熱い素材の混合物。多くの薬草が使われる。 

- ミガバラティ：現在はギブスを使うが、昔は生卵を折れた骨のところで回すと、割れた骨の熱で卵が

調理できたのだと言われる。 

- 古い建築のスタイル 

- 伝統的な農業や古代の灌漑 

⑸遺産工芸品 

- キリム絨毯、凧作り、太鼓（ミサッハラーティが使う）、かぎ針編、イグサ編、家具彫刻など。 

- スーク・シラーハ通りには大工さんが沢山いて、ランプを作る人もいる。 

- 蹄鉄をまだ作れる人がいる。蹄鉄は家の扉にかけると妬みが来ないと言われる。 

- 現在テント店が並ぶハイヤメイヤだが、昔はカーバ神殿の覆い（キスワ）はエジプトで作られた。 

- カーペットではファレスさんの工場がある。マリダーニー・モスクの前。 

〈発表（女性）〉それぞれのグループが発表を行った。A0シート参照。 

女性の無形遺産はセクション別に、多くの習慣、伝統、芸術がこれに該当する。上述のグループディス

カッションと重複するので、詳細に関しては A0用紙参照。 

⑴口述伝承 ことわざ、物語や迷信、指のサインなどが含まれる。 

⑵パフォーマンス 踊り、楽器、聖者誕生祭のイベントがある. 

⑶社会慣行 伝統的な食品、といくつかの習慣。 

⑷伝統知識 口述伝承と重複する場合も多い。 
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⑸遺産工芸品 ハヤミヤ、唐草、銅器など。 

最後に、スーク・シラーハの伝統工芸である木工家具を販売する拠点を立ち上げ、そこに無形遺産を関

係させる話で締め括った。 

〈発表（男性）〉それぞれのグループが発表を行った。A0シート参照。 

男性の解答は、以下のようにいくつかのポイントに分かれていた。 

1 - 無形遺産は 5つの基本セクションに限定され、多くの習慣、伝統、芸術がこれに該当する。 

⑴口述伝承 諺、物語や小説がある。 

⑵パフォーマンス 特にイスラームの行事聖者誕生祭に関わるもの 

⑶社会慣行 一般的な料理や公的行事 

⑷伝統知識 治癒についての伝統的医療 

⑸遺産工芸品 木工に関わる一連の工程 

スーク・シラーハ通りの無形遺産を考慮することは、地場産業育成の意味からも重要である。 

〈まとめ〉 

ユネスコ 2003 年無形文化遺産保護条約に基づく無形文化遺産の意味は、慣習、表現、知識、技能、

およびそれらに関連する道具、物、工芸品、文化空間であり、共同社会、 集団、場合によっては個人が

それを文化遺産の一部として認識することである。この無形文化遺産は、世代から世代へと伝達され、

共同社会及び集団がその環境、 自然との相互作用及び歴史に対応して絶えず再創造し、彼らにアイデ

ンティティと継続性の感覚を与えることにより、文化の多様性と人間の創造性の尊重を促進するもので

ある。この条約の目的では、既存の国際人権文書に適合し、共同社会、集団及びいつかの個人間の相互

尊重の要件に適合する無形文化遺産のみを考慮し、さらにこの遺産は持続可能な開発と適合しなければ

ならない。 

こうした文脈の元で、住民たちはどのような反応をするのかを案じていた。しかしながら、びっくり

するような話やことわざがたくさん出てきた。このような不思議な習慣は、地域の歴史の深さを物語る。

この地域の無形遺産の多くは、エジプト中の他のことわざと類似していると思われるいくつかの一般的

なことわざも含まれ、住民が気付かないうちに参照していることを示す。しかしながら、先祖からの受

け継いだ伝統へのこだわりと、それを子供たちに教えようとする熱心さが感じられる。宗教的信念にそ

ぐわない、あるいは住民の意識に悪いという理由で、時間とともに消え始めた習慣もある。この地域の

良いイメージを掴み、他の地域と無形遺産とに対して何が異なるのかを示すために、最も有名な物語や

ことわざをスーク・シラーハに壁画として展示し、観光客や住民に見せようとすることで、この地域の

イメージを良くできると考える。また、前回のワークショップで共有された、バイト・ヤカンの隣やハ

ーラ・アブドゥッラー・ベクなどに、人気のある食事を提供するレストランを作り、観光地化する案が

提案された。 

〈住民ワークショップのアンケート結果〉合計 17 名 

1- 今回のワークショップに対する評価 

良い（10名）：普通（0名）：悪い（2名）：無回答（5名） 

2- 今回のテーマに関する問題や提案 

・ エジプトの伝統的な習慣を無くなる前に継承しなければなりません。 

・ 社会慣行 

・ 伝統的な習慣です 

・ ワークショップに出た話を実際に実行することです。 
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・ 伝統的な習慣と社会慣行 

・ El Darb El Ahmarにある問題です。 

3- 自由記述 

・ ファテマ先生の発表はとても楽しかったです。 

・ 今日のワークショップでそれぞれの意見を示すことが出来ました。 

・ ファテマ先生の講義はとても良かったです。 

〈ファトゥマ・ムスタファ女史の講演録およびワークショップの感想〉ファトゥマ・ムスタファ 

ワークショップは 2 日間にわたって行われ、1 日目は女性、2 日目は男性が参加した。女性向けワー

クショップは、2022年 10月 22日（土）16:00～19:00に開催された。ファシリテーターに加え、歴史的

カイロのスーク・シラーハ通りの地元コミュニティから総計 21 名の女性が参加した。男性向けワーク

ショップは、2022年 10月 23日（日）18:00から 21:00まで開催された。ファシリテーターに加えて、

コミュニティから総計 20人の男性が参加した。 

各ワークショップは、2 つのセッションに分かれて行われた。まず、テーマ説明として無形文化遺産

入門編を講演し、無形文化遺産に関連するいくつかの側面を取り上げた。 

2003年の無形文化遺産保護のためのユネスコ条約によると無形文化遺産の意味は、慣習、表現、描写、

知識、技能、及びそれらに関連する道具、物、工芸品、文化的空間であり、共同社会、 集団、場合によ

っては個人がそれを自分たちの文化遺産の一部として認識することである。 

無形文化遺産は、世代から世代へと受け継がれ、環境、自然や歴史との相互関係に対応するコミュニ

ティや集団によって絶えず再創造され、彼らにアイデンティティと継続性の感覚を与え、その結果、文

化的多様性と人間の創造性の尊重を促進するものである。 

この条約では、既存の国際人権文書に適合し、コミュニティ、集団及びいつかの個人間の相互尊重の

要件に適合する無形文化遺産のみを考慮し、さらにこの遺産は持続可能な発展と両立するものでなけれ

ばならないとする。この点については、上エジプトにおける復讐や、あるコミュニティで行われている、

熱いナイフを人の舌に当てて嘘かどうかを見分ける「バシーア」など、反人権的な慣習の例は、除外さ

れた。また、有形文化遺産と無形文化遺産の関係も説明し、両者を切り離すことは不可能であることを

説いた。古代の建物や芸術的な絵画は、人々の知識と技術の産物である。また、リビング・ヘリテージ

という概念についても説明し、これに対応する無形文化遺産はコミュニティや集団が機能を持つ限り存

在するということを明らかにした。 

ユネスコの 2003 年の「無形文化遺産の保護に関する条約」では、無形文化遺産が顕在化する 5 つの

広範な「領域」を提唱する。 

・ 口述；無形文化遺産の伝達手段としての言語を含む口頭での伝統や表現：物語、伝説、民間の諺など。

物語、ザジャル、伝説、ことわざ、詩、冗談、格言などです。ユネスコは 2003 年にヒラリッヤの伝

承をユネスコ無形遺産リストに登録した。ヒラリッヤの伝記は、エジプト初の登録。 

・ 芸能（パフォーマンス）：エジプトでのアラゴース（伝統的人形劇）、タヌワラ、タフティーブ（杖の

舞踏）など。タフティーブ（上エジプトの杖の舞踏）、結婚式、赤ちゃんの祝い、ベリーダンス、ザ

ール（アフリカの角地域および中東の隣接地域の文化で、個人、主に女性を所有し、不快感や病気を

引き起こすと想定される悪魔または憑物に対する用語。いわゆるザールの儀式またはザールのカル

トは、憑依された個人からそのような憑き物を祓う慣習）、シムセミーヤ（スエズ運河周辺に伝わる

伝統的楽器）、預言者や宗教聖人の誕生祭（マウリド）など。条件としては三つの世代を過ぎても残

っているもの 
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・ 社会慣行、儀式、祝祭行事：伝統料理、エジプトでのシャンム・ネシム（春香祭）、スブーア（お七

夜）など。食物で言うとモロヘイヤなど。マウリドのお祝いに出る食物、歌、踊りなども該当しする。

宗教儀式では金曜日の祈りや巡礼も該当。大事なポイントはコミュニテイに残っていること、そして、

コミュニテイが残して欲しいと思っていること。例えば、古代エジプト人は王の彫像に直接太陽光が

差し込む時に祝祭を催していたが、この宗教的な儀式をしなくなったのは必要性がなくなったから

である。タルブーシュ（赤い帽子。明るい赤、暗い赤、白っぽい赤い色を使うこともあり頭を覆う。

不完全な円錐形で、黒い絹の糸の束がぶら下がり、レバント、エジプト、マグレブで近代の初めに広

く使われた）も使わない。ミラーヤ・ラフ （昔女性が体に回した布。体にしっかりと巻き付ける黒

い布で、腰の部分が幾分狭くなり、端を頭より上に上げて落ちないようにする。銅、金、または銀糸

製で、葦、リボン付きのハンカチなどで、柔らかさと女性らしさを加える。アンクレットとハンマー

ム（公衆浴場）の下駄と並び 女性が身に纏う最も重要なものの一つだった。）も同様である。しかし、

ミラーヤ・ラフに関連するタリー（金糸・銀糸を使う織物）はまだ残っている。上エジプト特にソハ

グなどにいくつか工房があり、その市場は輸入品と競合するほどである。女性が働き、タリー生地か

らのアバヤやドレスを製造し、カイロの市場に出す。シャンダウィル村（上エジプト）の女性のほと

んどが、伝統工芸としての銀糸タリー（銀でコーティングした糸）を製作する。一方、パピルス産業

は無形文化遺産として登録できない。なぜかというと制作目的が観光にあるからで、つまり、商業の

ためだけに使う産業は登録できない。例えば、アスワンでは結婚式やヘンナ式のお祝いに沢山の儀式

が行われるが、観光や売買の目的で意図的にお祝いやお祭りを行うので無形遺産にふさわしくない。

エコビレッジあるいは環境村を沢山作り、伝統的慣行が流行になればよいが、観光客のためを開催さ

れたものについては、登録がでない。 

・ 環境等に関する伝統知識；自然や宇宙に関する知識と実践：薬草療法や星空案内など。お腹が痛くな

ったらミントを飲むのはなぜ？咳がある時なぜアニスを飲むの？昔の伝統的な治療の一つはハーブ

を使用することである。室内気候の調節、すなわち熱に関する物理法則を利用して、夏と冬の空気を

調整し、夏に温度を下げること、これも環境知識の一つである。 

・ 伝統工芸：アラベスク、陶芸、銅版画など。ハイヤメイヤ（テント）、ビーズ、大工、銅、螺鈿など

に関わる技術も該当する。 

私たちの無形遺産が生き残るためにはどうしたら良いだろうか？無形文化遺産を保存するためには、

どこにあるのか、誰が実践しているのか、どこで行っているのかを知り、沢山の人々に伝えることであ

る。社会慣行や工芸品に使われている道具も大切である。例えば、木版彫刻ならノミ、ウスブーア（お

七夜）ならばモルタル（銅製の丸い形をした直径約 10 cmの容器で、厚さ 1 cm未満で、内部に長い棒

(柱)を入れ、棒で容器の内側を叩くように使用する。銅製の笛のような大きな音がでるので、鐘の音に

は魔法の効果があり、悪霊など未知のものへの人間の恐れを取り除く）、と篩（篩の中に乳児を入れ、そ

れを振って乳児をびっくりさせる）である。 

このような各領域での例を挙げた後に、参加者にスーク・シラーハの無形文化遺産の例を考えてみる

ように指示をした。 

無形文化遺産は単一の表現に限定されず、多くの場合、複数の領域の要素を含んでいる。例えば、マ

ウリド（聖者の誕生祭）。これには、伝統的な音楽や踊り、祈りや歌、衣服などが含まれるだろう。同様

に、祭りは、歌、踊り、演劇、饗宴、口承と語り、職人技の披露、スポーツ、その他の娯楽を含む無形

文化遺産の複合的な表現である。領域間の境界は非常に流動的で、コミュニティによって異なることが

多く、外部から厳格なカテゴリーを課すことは不可能ではないにせよ、困難である。あるコミュニティ
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では、詠唱を儀式の一形態と見なすかもしれないが、別のコミュニティでは、それを歌と解釈するかも

しれない。同様に、あるコミュニティが「演劇」と定義しているものが、別の文化状況では「ダンス」

と解釈されるかもしれない。また、無形遺産を継承する集団の規模や範囲でも違いがある。あるコミュ

ニティが表現のバリエーションを細かく区別する一方で、別のグループはそれらをすべて一つの形式の

多様な部分とみなすかもしれない。 

この条約は無形文化遺産を特定するために枠組みを定めているが、この条約が提供する領域リストは

排他的というよりは包括的であることを意図しており、必ずしも 「完全」であることを意図していな

い。各国は別の領域体系を用いることができる。無形文化遺産表象を異なる形で区分している国もあれ

ば、条約とほぼ同様の領域を代替名称で使用している国もあり、既に広範なバリエーションが存在する。

また、既存の領域にさら追加したり、新しいサブカテゴリーを追加したりすることもある。その例とし

て、エミレーツでは、伝統的な子供の遊びを登録する際に、5 つの領域に伝統的な遊びの領域を追加し

た。 

この条約は、無形遺産が良好な状態にあり、コミュニティがよく参加していることを示すものが代表

リストに登録され、2 つの場合の特殊リスト；危険にさらされている緊急保護リストとベストプラクテ

ィスのリストがある。 

エジプトには 6つの登録された無形遺産がある。 

・ 2021年アラビア書道：複数のアラブ諸国が加盟する、知識、技術、実践の国際登録。 

・ 2020年上エジプト（サイイド）の手織り：緊急保護リスト 

・ 2019年ナツメヤシ、知識、技術、伝統、慣習：複数のアラブ諸国が加盟する国際的登録 

・ 2018年伝統的な手操り人形（アラグース）:緊急保護リスト。スヘイミー邸で見ることができる。ナ

ビール・バフガト先生の努力で登録された。レンビー（1919 年のサード・ザグルールの革命の際に、

ポートサイードの人々が敵対する人の人形「ランビ」または「アレンビー」を作って、燃やした。そ

こで「レンビー」は専制政治と腐敗の象徴となった。その後、人形を燃やすことが春祭りの一つとな

った）が登録されなかったのは人権に反するからである。 

・ 2016年タフティーブ（杖舞踏）：複数のアラブ諸国が加盟する国際的登録。杖を使うから人権に反す

ると思われたが、ビデオによって実際は体を全然触らないということが確認出来た。 

・ 2008年シラア・ヒラリヤ（叙事詩）: 複数のアラブ諸国が加盟する国際的登録 

・ エジプトでは現在、聖家族の旅に関連する口伝、土レンガ建築の国際的登録のノミネーションに取り

組んでいる。 

また、保護とは、無形遺産の構成要素を確実に維持し、持続させることである。持続のためには、無

形文化遺産はその地域社会にとって適切なものでなければならず、継続的に再生され、世代から世代へ

と伝えられていかなければならない。私が以上のような例を挙げると、参加した女性たちは、スーク・

シラーハの生きた無形文化遺産の例をたくさん挙げた。 

保護措置とは、一般的な無形文化遺産を促進するため、または特定の無形文化遺産の要素を活性化す

るために取られる行動である。無形文化遺産を保護するための一般的な措置には、目録、法的・行政的・

財政的措置の採用、無形文化遺産に対する意識の向上と尊重の醸成、保護活動へのコミュニティの参加

のルール作り、無形文化遺産の管理へのコミュニティの関与が含まれる。 

その後、私は無形遺産の要素であるコミュニティとは誰かという質問をした。それは国籍や場所に関

係なく、それを実践している人たちのことである。イード（大祭）のお菓子と、バイト・ヤカンの中で

菓子作りを実践している女性たちのスライドを見せ、女性たちが無形遺産要素を支えるコミュニティで
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あることを明らかにした。最後に、無形文化遺産と持続可能な発展の関係を説明し、無形文化遺産がい

かに実践者のコミュニティの収入源になり得るかを説明した。持続可能な開発に直接貢献するエジプト

遺産の要素、例えばアラベスクについて説明し、エジプト人が貧しいエジプトの環境に適応するために、

いかにこの芸術を木で発明したかを説明した。エジプト人は余った木材で芸術的な木工品を作り、カイ

ロをマシュラビヤ（木製轆轤細工）で有名でした。また、残布を利用したハイヤメイヤ（テント作り）

も同様である。 

男女ワークショップとも、最初のセッションは 75 分まで延長され、ワークショップで参加者の交流

が強く深まった。続いてスーク・シラーハの無形文化遺産を地図に位置づけるグループ・ディスカッシ

ョンが行われた。ワークショップ参加者は、女性向け、男性向けともに 2つのワーキンググループに分

かれ、各グループに 1名の若手ファシリテーターが付いた。各グループは、地図に無形文化遺産の要素

を記入した。 

女性ワークショップでは特に結婚式やマウリド（聖者の誕生祭）、民間のことわざなど、伝統的な食べ

物やお祝いに関連する無形文化遺産の要素に焦点を当て、多くの例を挙げながら、この点について議論

をした。 

一方男性ワークショップでは、例えば、ダルブ・アフマル（朱殷地区）という地域名ついて、ある話

では以前この地域に住んでいたローマ人が赤い顔をしていたから、また別の話ではマムルーク人の城で

の虐殺とその時に流された大量の血から、さらに別の話では赤い建物から、というように、この地域の

歴史や物語に関連した要素が興味をひいていた。スーク・シラーハ（武器市場）という地名は、古くか

らこの地で武器を製造・販売していたことに由来するとの話もあった。男性たちは薬草療法にも興味を

示し、伝統的な治療用の混合物の多くを説明した。また、生薬商（アッタール）やムガッバラーティ（ギ

ブス）など、伝統的な薬に関連する職業についても多く言及された。 

参加者は本ワークショップのトピックに強く共感し、成果物を作成した。参加者にとって以下のような

成果があった。2003 年の無形文化遺産の保護に関する条約に基づく無形文化遺産の概念が理解された

と考えられる。無形文化遺産をコミュニティのアイデンティティと関連付けることができ、無形文化遺

産がいかに人々のアイデンティティの重要な部分を占めているかを理解することができた。無形文化遺

産の要素を自分たちの生活と関連付けることができた。参加者は、コミュニティという要素を識別する

ことができ、コミュニティが遺産の実践者であることを理解した。スーク・シラーハのコミュニティの

無形文化遺産を保護することの重要性、そしてその保護方法とその役割について理解することができた。

無形文化遺産と社会の持続可能な発展との密接な関係に対する理解した。無形文化遺産を過度に商業化

することなく、無形文化遺産がいかに収入源となり得るかを認識した 

今回のワークショップは、参加者全員が互いに学び合い、無形文化遺産に関する対話を行う良い機会

となり、日本における無形文化遺産を知り、2003年総会による無形文化遺産とは何かを知り、またスー

ク・アルシーラの遺産について地元コミュニティから多くを学ぶことができた。 
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住民ワークショップ（2022 年 10 月） 

  

10月ワークショップ（ディスカッション） 10月ワークショップ（ディスカッション） 

  

10月ワークショップ（ディスカッション） 10月ワークショップ（ディスカッション） 
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INTRODUCTION TO
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!Ancient Thebes with its
Necropolis (1979)
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1.3 FolkCulturalProperty(tangibleand intangible)
1.4 Monument

a. Historicsites
b. Placesof ScenicBeauty
c. NaturalMonuments(animals,plants,Geological
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Japanese puppet drama
called Ningyu Joruri

Fishermen’s
festival dedicated
to theMunakata
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knowledge for the
conservation and
transmission of
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architecture in
Japan
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float festivals in Japan”,
which are composed
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conducted through the
year in Japan.

Washoku,
traditional
dietary cultures
of the Japanese

Washi, craftsmanship of
traditional Japanese hand-

made paper
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⑥  建物のメンテナンス 

〈テーマ説明〉最初にアラー氏から、前回までのワークショップの復習がなされた。今回の、建物のメ

ンテナンス（保存と管理）は、住宅にとっても街並みの保全という意味でも重要である。自分の住まい

のメンテナンスを考えるとともに、スーク・シラーハの街並みのメンテナンスについても考える。これ

により、建物の内と外をつなげ、捉えながら、持続可能な街づくりを行うことができるとの説明があっ

た。 

〈ミニ・レクチャー：建物と環境の維持管理〉苅谷勇雅 続いて、苅谷氏から日本での事例の紹介があ

った。内容は■３．章末に掲載 

〈グループディスカッション〉ファシリテーターのファシリテーションのもと、住民の意見を集めて書

き込み、付録に掲載した A0 シートが作成された。 

〈女性の会では、以下の点が指摘された〉 

地域には問題が山積みされた状況である。それらは、ゴミ（家庭ゴミと工房のゴミ）、トゥクトゥク、

雨（インフラが整っていないので、雨が屋根に溜まって雨漏り、あるいは道路に水が溢れる）、火事（消

火栓の有無、位置、使い方がわからない）、健康（近くに保健センターがない）、土地の有効利用（学校

や道に利用されていないもののがある）、電気（多くの裸電線は雨が降ると停電や火事を引き起こす）、

クラックの入った家（修理保存管理がなされていない）等である。 

これらを解決するための方策が話し合われた。ゴミに対しては、集団で道や地域を全体的に掃除する

という、住民参加型の自主的な清掃活動を行う。道路にゴミ箱の設置を要望、また学校の裏に駐車場が

あるのでゴミを収集して分別する場所に使いたい。 

トゥクトゥクの問題に対して、駅を作り、運転手達の年齢や走行ルートを決める必要がある。 

道にある電柱や電線の定期的点検と修理が必要で、破損した電柱の修理、地域の調整、柱の提供、安全

でない配電盤を報告するための監視委員会の設立が考えられる。 

雨に対して排水管や下水道排水の定期的修理をするべきで、下水道の修理は一部住民負担となっても良

いので、早急に修理の必要がある。雨とインフラの問題は、雨水排水ネットワークであるオープン雨ど

いを提供することによって解決できる。降雨を火事の消化等に有効利用したい。 

頻繁に起こる火災は、その地域に指定された水ポンプを修理し、地域ごとに十分な数を用意し、住民が

火災に対処できるように訓練コースを設けることで回避・軽減することが可能である。消火に地下水を

再利用し、火災を感知するとすぐに自己作動するネットワークを構築する。 

学校と協定を結ぶなどして学校の空間を夏休み等にさまざまな活動に使わせてほしい。例えば、木工

業者が若い人に手仕事を教えるなど。特に、夏休みには学校の子供たちのためにレクリエーション活動

を作り、組織することに保護者の参加を要請する。住民が集まれる場所（オマル・ビン・ハッターブ学

校）など、学校の午後の時間を利用し、救急処置コースなどのトレーニングコースを実施し、地域意識

を広めるための核や種となるようにする。また、学校で子供たちの運動会を開催し、地域住民に出席を

奨励することも考えられる。 

モスク（イルゲイ・ユーズフィー・モスクやリファーイー・モスク）に金曜日の礼拝の際に、女性が祈

るためのスペースがほしい。また、閉ざされたサビール（給水所）の活用、その一つとしてコーカリア

ーン給水所を子供図書館にする。住民が集まれる空間を提供することが必要で、例えばスルタン・ハサ

ン前の公園のような、住民のためのレクリエーション場所を作る。 

アガ・カーン財団のような基金が住宅の保存や管理をローンで行う方法を考えてほしい。取り壊され

た建物のうち、人が住んでいないものは、遺産でない限り撤去することが望ましい。 
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〈男性の会では、以下の点が指摘された〉 

苅谷氏の発表後、「僕の子供が学校では掃除させません。僕は絶対掃除をやらせない。」と言う意見が出

された。他の男性ワークショップの参加者から「苅谷先生が絶対に学校掃除しないさいと言っていなく

て、日本ではこんなやり方があります。皆に違う生き方を見せようとしただけです。」と答えた一幕があ

った。 

地域の問題としては、 

・ 壊れている家が増え、保存や管理がされていないので、家の前や家の中をゴミ捨て場になってしまう。

特に工房のゴミが多い。 

・ 手仕事の価値が分からなく、伝統的工芸が出来る人の生活が大変になった。 

・ イード（犠牲祭）に雨が降ったら、上下水道の断線や片づけ、下水道の修理をしてくれる人がいない。 

・ 古い建物の修復したい気持ちはあるが、修復の許可取得方法がわからな。許可の手続きがわかれば、

もちろん修復したい。 

・ 火事の時に使える消火栓がない。火事の際に使える水源がなく、消防車も狭い通りに入れない。 

・ 交通問題：道の両側に古い車が駐車したままで、道が狭くなり人も車も通りにくい。 

・ 雨問題：雨の水が処理できずに、道に溢れてしまう・。 

・ 街並み：この地域には歴史的な建造物が沢山あるのに、高いビルの建設が続いていて、街並みの調和

が壊される。 

これらの問題点の解決方法として、 

・ 歴史的な建造物を修復・復活して、住民に使わせてもらいたい。チケット制にすることも考えられる。 

・ 政府のゴミ収集ではなく、会社に依頼した方がよく、厳密な規則を作って、皆に守ってもらう。 

・ 古い家の修復の許可の手続きを簡単に教えてもらいたい。 

・ 火事問題に対して、消火栓のメンテナンスをしてもらいたい。消火器や、小さな消防車も必要であ

る。：古い消火栓を直し、新しい消火栓を作る、水の量や供給を完全に解決できるために、高圧水線

を導入するべきだ。 

・ 雨問題に対して、所有者に屋根の絶縁・防水を義務付ける。大雨がでも水漏れがなくなる。 

・ 交通問題に対して、道の駐車を禁止し、道を広くするべきである。 

・ 街並みの調和については、高いビルを建てることを禁止するべきである。 

〈発表（女性）〉それぞれのグループが発表を行った。A0 シート参照。 

女性の問題解決法は以下にまとめられる。 

1- スーク・シラーハの集団清掃の日を設定する啓蒙活動 

2- 雨の問題を避けるために、道路の舗装との定期的な検査を実施すること 

3- 消火栓の数を増やし、その使い方を教える 

4- 保護者の一人が、夏休みに学校の生徒たちに工芸品の一つを教える役割を担っている。 

5- 電線の露出や、雨天時の電気ショートの可能性など、電気の問題解決に取り組む。 

6- 地下水を、消火に役立てる。 

7- ゴミの収集と分別のポイントになる場所をいくつか決定する。 

8- 住民が娯楽のために集まれる場所を提供する。 

〈発表（男性）〉それぞれのグループが発表を行った。A0 シート参照。 

男性は、維持・修繕のために社会の人々が協力し合うという点で、日本のコミュニティが行っている事

例をたくさん見ることができたことは、勉強になった。解決策は、以下のようにいくつかのポイントに
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分けられる。 

1- 地域の人々が独自の行政との話し合いを開くのに有益と思われる集会所や議論点とは何かを明ら

かにする。 

2- 地域の歴史的建造物群を放置している理由とその原因について明らかにする。 

3- 雨とそのダメージがもたらす建物については、建物と街路のレベルを考慮する必要がある。 

4- 火災はスーク・アルシラが頻繁に直面するリスクの 1つである。 

5- 個人が消火栓の位置を知らないどころか、使い方を知らない。 

6- 6 - 学校を子供たちの勉強や教育の場とすると同時に、工芸品への意識を高め、地域や学校もきれ

いにすることが、子供たちに地域を好きにさせる。 

7- 何人かの個人を選び、彼らに異なる役割を担わせることで、その役割が他の地域の人々の参加を促

すことに貢献する。 

8- 道路の高さが高いことが、地域の排水問題の原因である。 

9- スーク・シラーハのための緊急連絡網を設置し、必要な事態が発生したときに人々が助けを求めら

れるようにする。 

10- 地域の人々の間で役割を整理し、ゴミ、工芸品、火災予防の定期的なメンテナンス、救急隊などの

ように役割を分担する選挙を実施する。 

〈まとめ〉 

建物のメンテナンスは、住宅内部、住宅のファサード、街路のメンテナンスが重要である。このワーク

ショップでは、街並みの景観整備も視野に入れながら、個人の住まいや街並みの整備を考えていった。

これにより、建物の内と外を把握しながら、持続可能な都市のプロフィールを作成することができた。

改善や開発には、住民の意識と改善意欲が不可欠で、行政が提供するよりも、住民が自ら提供できるも

のが多い 

火災などの緊急事態には近隣住民による応急措置や援助より早く効果を奏するので、真っ先に考える必

要がある。コミュニティとは、同じ傘下（シェルター）に結ばれた個人の集団のことである。コミュニ

ティの中では、共同で実践している習慣や活動があるので、意識も高く、ニーズも高い。補修、修繕に

ついては周期性や定期的なメンテナンスがないことが問題となる。現代的住居、伝統的住居、歴史的建

造物では補修や修繕の方法も異なる。苅谷氏が示したように日本では、建物のメンテナンスに協力して

いる例がある。しかしそのためには何らかのソフトな仕組みが働いているはずである。居住用建物の責

任の担い手も考えねばならない。 

アラー氏は、住民が提示した問題点に対して、住民の中から一人をコーディネーターとする案を提示し

たが、女性陣にはあまり好評ではなかった。第 1回の交通、第２回のゴミ、第３回のリスク・マネージ

メント、第４回の建物の再利用全てに通じるテーマであった。住民の意見も収斂されてきた。これらを

通して、住民の望む街に対する憲章を策定することが考えられる。毎回参加する住民の顔ぶれは決まっ

てきた。住民憲章のためには、住民層をさらに厚くし、常連のメンバーが主導者となっていくことが望

まれる。 

〈住民ワークショップのアンケート結果〉合計 15 名 

1- 今回のワークショップに対する評価 

良い（13 名）：普通（0名）：悪い（0名）：無回答（2 名） 

2- 今回のテーマに関する問題や提案 

・ 老強化した屋根、老強化した階段に対して、地域の若い男性も大人も全員が能力に応じて協力し、復



 

 182 

旧するべきです。 

・ ゴミ問題と危険に対して備える手段の問題です。 

・ 消防の訓練を行い、通りを植物で飾ったり、応急処置の研修を行ったりして欲しいです。 

・ ゴミ問題など色んな問題に対して知識がないという問題です。 
・ 地域の清潔の重要性を住民に教育する。 

・ 雨の問題、トゥクトゥクの問題、ゴミ問題があります。 

・ ゴミ問題に皆で協力しなければならない。 

・ 危険と災害 

・ ゴミ問題と下水問題です。 

・ ゴミ問題ですが。ゴミ収集は二回少ないので、もっと増えればよいと思う。 

・ 道が狭いので、火事があった時に消防車がなかなか入れないですので、困ります！ 

3- 自由記述 

・ 周りの地域のためにも消防団の結成が望まれ、皆がわかる場所に消火栓を設置してもらいたいです。 

・ ワークショップに出た話を実際に実行することです。 

・ サビールを再開して、国民に使わせる。 

・ 地域の清潔の重要性を住民に教育する。 

・ ワークショップに出ることを実践出来るように神様に願っています。 

 

 

・   

11月ワークショップ（ディスカッション） 11月ワークショップ（ディスカッション） 

  

11月ワークショップ（発表） 11月ワークショップ（発表） 
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□ ワークショップ・ミニレクチャー 建物と環境の維持 苅谷勇雅 

1． はじめに：ワークショップの前に、今日 

のテーマの維持・管理に関して 15 分ほど話

す。私は京都市役所で都市計画や景観保全の

仕事をしたあと、文化庁に移り、文化財建造

物や歴史的町並みの保存に携わった。現在も

ICOMOS（国際遺跡記念物会議）の活動に参加

したり、いくつかの地方自治体の文化財関係

の審議会の委員を務めている。 

 

2．掃除 家の中：建物や環境の良好な維持管

理は、掃除が一番基本である。日本の伝統的

な家にはは畳が敷かれている。家庭では、窓

ガラスや床拭き、畳の掃除やその拭き掃除を

行う。伝統的な部屋は紙を貼った障子戸で仕

切られているが、何年かすると古くなって一

部破れてしまう。その時は子供たちも加わっ

て、障子紙を建具からきれいにはがし、糊を

つかって新しい紙に張り替える。大掃除は通

常、年末に家族みんなで行なう。 

 

3．掃除 家の外、街路、公園等：右上はある

レストランでスタッフが店の周りの掃除を

している。道路や河川敷など公共の空間は、

地方自治体などの仕事として定期的に行わ

れることが多いが、最近は市民グループがボ

ランティアで取り組むことも多くなってい

る。 

 

 

4．掃除 学校: 学校の教室や廊下、運動場な

どの掃除は小学生や中学生の役割である。日

本の学校では教育の一環として､熱心に取り

組まれている。教室ではほぼ毎日、こどもた

ちは机をいったん片付けて床を掃除し、雑巾

がけをする。 
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5．文化財建造物の修理：文化財の建物の維持

管理の基本は、部材の補修である。日本の木

造建物は長年の間に傷みが生まる。特に木造

の建物は、部材と部材を連結する端部が傷

み、耐力を失うことが多い。その場合、傷ん

だ部分だけを丁寧に取り除き、新しい材を巧

みに加工して、以前と全く同じ形で補修す

る。古い柱や梁も、傷んだ部分だけを取り除

き、新材で補足したり、穴を埋めたりする。

右上の写真は床板の傷んだ部分を巧みな形

の造形で補修しているもの。 

6．茅葺屋根の葺替：これは岐阜県白川村の合

掌造りの茅葺屋根の葺替である。茅屋根は 30

年から 40 年ごとに葺替が必要である。多く

の人手とたくさんの茅が必要で、村では伝統

的に「結い（ゆい）」と呼ばれる共同の助け合

いの作業によって葺替を実施してきた。最近

は全国から茅葺きボランティアも集まって、

イベントとしても葺替が行われている。「合

掌造り」は、屋根の断面が両手を組んで合掌

するような形であることから名付けられた。 

 

7．茅葺屋根の茅の刈り取りと保管：白川村の

合掌造りの屋根の葺替には大量の茅が必要

である。中学生たちも茅の刈り取りに加わ

る。全国から刈り取りのボランティアも集ま

る。刈り取られた茅は十分乾燥され、倉庫で

保管され、茅葺きの日を待つ。 

 

 

8．茅葺集落の防火施設 放水銃等: 左上の

写真は白川村の茅葺集落の夏の景観である。

茅葺集落を火災から守るため、集落全体で 59

基の放水銃が設置されている。集落のはずれ

の丘の上に大規模な防火水槽が設けられ、そ

の水圧の差により防火用の水が高く噴き上

がる。年に 1度、10 月末頃に機器の点検を兼

ねて放水訓練が行われる。放水銃は女性でも

扱いやすいように工夫されている。 
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9．茅葺集落の防火施設 放水銃等: 同じよ

うに茅葺家屋が並ぶ福島県の大内宿でも放

水銃の一斉放水訓練が防災の日の 9月 1日に

行われる。大内宿の放水銃は半地下式で２８

基設置され、また屋外消火栓も２３基され村

人による自主防火・消火体制ができている。 

 

10．高山市の歴史的町並保存地区での防火：

地元住民による自衛消防団が組織され、定期

的に訓練を行っている。左の写真は放水訓練

の様子。中心の写真は消火用のホースが町の

わかりやすい位置に設置されている。通りの

両側の用水路には常に清冽な水が流れ、通り

の日常の清掃に使われるとともに、火災時の

消火用水ともなる。堰板を設けて水の深さを

確保する。また各家には自動火災報知器が設

置されているが、これは近隣の 6戸～8戸の

家を単位として連動している。 

 

11．建造物修理のワークショップ：左上は子

供たちが伝統的な土壁塗を体験している。左

下は粘土を焼いた日本瓦葺のワークショッ

プ。右は、2011 年の東日本大震災の被害を受

けた茨城県桜川市の真壁伝建地区での蔵な

どの復旧修理について、工業高等専門学校の

建築学科学生が大工棟梁から学んでいると

ころ。 

12．大規模住宅団地のコミュニティ：この大

規模分譲集合住宅団地では日常の家庭ゴミ、

新聞紙、段ボール、ペットボトル、空き缶、

古着など、細かく分別してゴミステーション

に集積する。家庭ゴミ以外は資源ゴミとして

廃品回収業者に売却し、売却益は自治会、子

供会の活動費の一部として活用している。

2022年 9 月の売却益は約 57000 円だった。右

上は大型ゴミなど、このゴミステーションで

は扱わない種類の廃棄物についての注意書

き。コミュニティでかなり厳格に廃棄物を管

理している。 
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13．大規模住宅団地のコミュニティ：新市街

地における大規模な住宅団地のコミュニテ

ィでの夏祭りのイベント。団地の中心の広

場、緑地で踊りが披露され、住民は歓談、飲

食を楽しんでいる。 

 

 

 

 

 

 

14．大規模住宅団地のコミュニティ：夏祭り

イベントでの住民たちの語らい。広場は通常

は子供たちの安全な遊び場である。 

 

 

 

15．コミュニティの絆：千葉県浦安市の東京

湾沿いの高潮堤近くに新設された緑地帯。

2011 年の東北大地震の後、市民や子供たちが

海岸沿いに長い土塁を築き、20 種類以上の苗

木を植えた。10年以上経った今日ではボリュ

ーム豊かな緑林に育ち、コミュニティの絆を

表現している。 

 

16．歴史的町並を守るコミュニティ・ルール： 

日本の歴史的地区や歴史的町並み地区には、

地域住民による自主的な保存憲章や協定が

ある。1960年代の後半から、日本各地で地域

の歴史的町並みや環境を守るための運動が

始まり、これに応えて地方自治体でも歴史的

町並みや景観を守る条例やそのための支援

施策等を整備してきた。1975 年には国の町並

み保存制度ができ、現在全国で 126地区が国

の選定する重要伝統的建造物群保存地区に

なっている。NPO「全国町並み保存連盟」は歴

史的町並み保存の 68 の住民団体と個人で組

織されている。 
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⑦  伝統工芸 

〈テーマ説明〉まず、アラー氏から今回のワークショップの最初に、先週バイトヤカンで開催されたワ

ークショップについて話した。日本の金沢から大工棟梁と伝統的建築修復の専門建築家がエ訪れ、１週

間バイトヤカンに滞在した。木工芸やデザインに興味が持っているエジプト人に情報を流して二人の専

門家と 5日間のワークショップを開いた。金沢はカイロと同様にユネスコがクリエイティブ・シティー

ズ・ネットワークに工芸で登録されている。ワークショップでは、日本の伝統的な組子の技法やアイデ

ィアをエジプトの伝統的な木工業（ここスーク・シラーハの地場産業）に導入することによって、停滞

しがちなカイロの木工業を復興させようとする試みであった。二人はカイロに着いた日から休みもせず

に一所懸命にエジプトの木工業職人と共同作業をし、日本の技法を教えようとした。そして、最終的に

はバイトヤカンの中庭東側屋上に設置する格子細工のパネルを共同で作成した。12 月 14 日にワークシ

ョップを終え、翌日 12 月 16 日に日本大使が展示会に訪れた。 

町の経済を発展させるためには、何かを生産できる町にならなければならない。生産できる町になら

なければ他の町に頼り続けることになる。例えば、ニュー・カイロにある住宅地タガンモアという地域

では、物を買うためには地域の外に出る、あるいは地域の外から持ってきたものを買わななければなら

ない。ダルブ・アフマルには手工業が沢山あるが、観光客用の用品ばかりである。物を沢山作っても、

うまく市場に乗せなければならない。土産物を作るより住民の好みや使用に供する製品の生産に集中す

べきである。なぜなら、コロナの時代の例で明らかなように、観光業は安定を欠くためである。卓越し

た工芸を復活させるためには、昔のシステムを見直す必要がある。昔はシェイフ（親方）、ウスタ（職人）

サビー（中堅）ビリャ（見習）という仕事の経験と質に応じた階層があった。 

この地域ダルブ・アフマルには木工業者が大勢いる。今日のワークショップでは地図にまず、伝統工

芸がどこに位置しているのか？工房があるのか？住居が工房になっているのか？どこで販売している

のか？ということを考えてほしい。 

手工業や工芸は一人の職人が一つの作品を完成させるわけではない。さまざまな関連する職種がある。

例えば、家具では、木工部分の彫刻や塗装、金属部品、布ばりなどに分かれる。ここに参加している人

で、職人さんの場合、どのようなつながりがあるのか。材料の調達など関係性ができているのか。この

ような状況なので、作成のサイクルを改善すれば、より上質なものを生産することができ、経済的にも

向上するはずである。 

新しい都市を作る時、学校、総合病院、商店街などのエリアを建設する。しかし、ここダルブ・アフ

マルには古い都市が存在し、住宅、店舗、学校、病院、工房もある。このことが、コミュニティを結束

させている。工房を街の外に出してしまったら、街の経済が悪化する。ダミエッタにも前は木工町があ

ったが、外に出され、古い街区自体が劣化した。 

ここには沢山の家具製作所があるが、イケアのように分解と取り付けをスマートに出来るようになる

ことが望まれる。その一つとして、近隣のバーブ・ワズィールにボルグ会社がある。伝統工芸にはどん

な問題があるのだろうか？独占、あるいは機器も考えてみたい。 

〈グループディスカッション〉ファシリテーターのファシリテーションのもと、住民の意見を集めて書

き込み、付録に掲載した A0シートが作成された。 

〈男性の会では、以下の点が指摘された〉 

男性のグループでは、伝統工芸と同時に、問題が沢山指摘された。 

原材料が高騰し、購入しにくい。質の良い製品を作るため高い材料が使っているので、高く売りたいが、

高い値段で購入してくれる人が少ない。例えば質の良い効果な木材を使い、腕の良い木工業職人が作成
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し、見栄えが良く長持ちする寝室家具を作ることはできるが、高価になる。結婚を控えた若者は、モダ

ンで安いトルコや中国の製品を購入するが、耐久性は低い。質が劣ることは認識しているものの、買い

手は予算の点から安価なものを選ぶ。木工業者は材料販売者や機械所有者と交渉することができず、こ

の問題を解決できない。 

加えて、工房の設備、工作機械の問題。専用の電動工作機械を所有しない職人は、電動工作機械を賃

貸せねばならないが、その賃貸量が高価である。原材料の不足の問題も折り重なる。製品を展示する場

所がない。道が狭いので、原材料を運ぶ車が通らない。腕のよい職人の減少は、多くの若者は日銭が入

り研鑽の必要がないトゥクトゥクの運転手等を選び、後継者を育てることが難しいことによる。加えて、

低賃金の問題が拍車をかけ、それぞれの工房は一つの家具製造過程の中間過程を担っているために、展

示場をもつ大手家具会社に買い叩かれて、賃金は低い。この職人関係の重層下請け構造は、買い手と売

り手の間に仲介者が介入することによって、製品の価格が高騰すると言う問題も同時に引き起こす。 

また、古くは多様な工芸がネットワークを作り、工芸のグラデーションが存在したが、現在は消失しま

い、問題に個人で立ち向かわねばならない。購買者層は伝統的な製品よりモダンの製品を好み、これに

対する対策も共有できていない。 

解決法として、行政と職人の繋がりを作ることが大切である。行政に依頼し、地域にある建造物を展

示会場とする。例えばバイト・ヤカンの近くに 4階で出来た施設は誰も使っていない。さらにアガ・カ

ーンのような現在使われていない技術センターをオープンする。市場開拓や製品プロモーション方法を

見つけ、仲介者の介在を辞める。個人では難しいので同業者組合が必要となる。 

工芸の技量を積んだ親方が技術センターで若者に伝統工芸を教えるべきである。教える際に暴力を使う

あるいは子供を叱ることもあるので、親が心配して子供を行かせないのだが、上手に丁寧に教えること

のできる親方が望まれる。親が心配して、工芸センターに通うよりスポーツセンターに行かせ、結果的

に工人の数が減少する。昔は親方は職人として独立した教え子を祝福し、褒美を与えたが、現代では親

方自体が工芸の技法全てを弟子に詳しく教えようとしない。きちんと稼働する電動工作機械が少ない。

電動工作機械を無料で使える施設が欲しい。 

さまざまな問題を解決するために大工組合をつくると言う件に皆が賛成し、この発案者が大工組合の

管理者になることが決まった。 

地図に木工業に関する工房や工人を指摘した。スーク・シラーハには、木工業以外の手工業も存在す

る。ハーラ・マズハルではドラムとウード（楽器）、ハラワニーではステンレス形成、シャムシェルギー

には銅精錬、ガラールさんの靴工房、アブデル・ワッハーブの鍛冶屋、その隣に機械修理工場、椅子屋

のアシュラフ、機械工のアーデルがいる。寄木細工の工房や、アラベスクの工房もオマル・イブン・ハ

ッターブ学校の左側にある。アトファ・リモーンには布団屋もある。アルミニウム製造は最近では販売

に変わってしまった。 

〈女性の会では、以下の点が指摘された〉 

女性の会では、男性ながら、昨日のワークショップに参加したハムディさん（元高校の歴史教師）か

ら、「この地域は木工に関する伝統工芸が盛んな地域であり、伝統工芸の苦悩や問題点を、伝統工芸の従

事者に語ってほしかった。後継者問題は大きな問題で、私自身父は職人だったが、父は息子たちを大学

に進学させ、兄弟の誰一人として跡を継いでいない。」と、昨日色々な問題がメンバー間で共有され、組

合設立の段階に至ったことを発表した。 

現状での大きな問題点は、原材料の高騰には皆悩まされている。当然、コストも高い（建築許可-税金

-電気-水道-人件費）。これらすべてが最終的に値段に反映し、製品の価格が高価になる。加えて、海外
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からよりモダンなデザインで、より安い価格で家具が輸入される。価格を比較し、人々はより安価な輸

入品を購入する（店の床屋化-プレイステーション化-電話販売専用のセンター化）。 

また、時代の変化も大きな問題である。人々の嗜好が時代とともに変化している。伝統工芸保持者が

亡くなることによる消滅もあり、工人としての父親は自分が生前生きていくのに苦労がいったように、

子供の一人になってほしくないとまで思うようになってしまった。このように職業が発展せずに、時代

についていけず、伝統工芸保持者が限定された状況にある。製品の保管所、展示場の問題も大きい。家

の前に工芸品を展示する場所がない。 

職に対する安心感の欠如も問題を投げかける。伝統工芸保持者は、「自分が元気であれば大丈夫...」

という気持ちになっている。しかし問題は、職人に対する健康保険がないことで、伝統工芸保持者に怪

我や病気が起こり、その後仕事ができなくなる、この点が非常に重要かつ危険で、伝統工芸保持者にと

って不安材料になる。例えば、手足や指を失ったり、怪我をしたりすると、その人の労働生活は終わっ

てしまう。 

これらの問題に対して、以下のような解決策が提案された。数年前に廃校になったサダト小学校を再

利用し、伝統工芸を教え、製品を展示するために使用する。ここは職人学校に適しており、教室は実験

室や工房に変え、下の階は製品を展示するためのオープンエキシビションとして使用する。あるいはバ

イト・ヤカンの第２中庭に展示場を設けることができる。後継者問題については、伝統的職人の収入よ

り短期間で多くの収入をもたらすトゥクトゥクの問題がある。その解決策は、トゥクトゥク運転の職業

を実践するためのライセンスを取得し、20 歳から運転できるように年齢を指定することである。また、

手仕事の喜びを学校等で小さな頃から教え、個人の性格に合った職種を選ぶことのできる環境を作る。

また、子供たちに伝統工芸を教える人には、有給の仕事を与える。 

製品の価格を下げることで、人々が製品を購入し、地元の製品を支援することができる。そのために

は、大量に材料を購入し、さまざまな中間搾取を除くことのできる組合が必要となる。職人のための組

合や部門-商工会議所-を作り、ダルブ・アフマルの職人のために一つの旗の下に職人を集める構想があ

る。組合は、職人のために低価格で材料を提供することができるようにすること、また工房の場所の近

くにあること、そして常に地元の工人の要求や顧客の要望を知り、職人のために十分な製造ツールを提

供する必要がある。 

問題の一つは、人々の反応の悪さ、または工芸品を学ぶことへの関心の低さにもある。数日前にバイ

ト・ヤカンで行われたワークショップに日本の建築家や棟梁が参加するなど、海外からの経験を交換し、

伝統的な製品の形を発展させることにより、現代的な感覚や発展的な状況を打ち出す必要がある。職人

仕事の魅力を伝えること、手仕事自体時代の動きを受け止める。 

地図における分布は、スーク・シラーハの最初の通りには、オリエンタル織物職人の店、洋風彫刻家

具（オイマ）の店、ステンレスの製造と形成のための通り、通りに沿って分布する寄木細工のワークシ

ョップ、マリダニ・モスクの前にある鍛冶屋工房、シャムシェルギー通りにある銅工房、靴の修理店、

繊維製キルトの販売・製造店（ただし高価）などがある。 

内側から見た街と外側から見た街は違うので、小道で行う活動と主要通りであるスーク・シラーハで

行う活動を一致させなければならない。本来伝統工芸品にはそれぞれ場所があり、子供や後世の人々に

伝統工芸を教える責任者である親方がいる。また、伝統工芸は、すでに近隣の台帳に登録されている。 

〈発表（男性）〉それぞれのグループが発表を行った。A0シート参照。 

男性の会では、以下の点が指摘された。 

1- スーク・シラーハ内には、大工、鍛冶、オイマ（洋風木彫家具）など、多くの工芸品があった。 
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2- スーク・シラーハ内の製品を展示する展示会が激減している。 

3- 原材料は、工芸品の質を向上させる理由の一つとなある。 

4- 狭い道路や袋小路のため、工房への原材料の搬入が困難である。 

5- いくつかの歴史的建造物を手工芸品展示の場として利用する。 

6- 学校や工芸教育センターで初心者に工芸の基本を教える際に、工芸の親方を活用する。 

7- 職人のための協同組合を設立し、原材料の供給と販売方法を確立し、工芸の継続に貢献する。 

8- 工芸品の展示方法は、工芸品を販売するための重要な理由の一つである。 

9- 売り手と買い手の間の仲介を取りやめることで、製品の値段が下がる可能性がある。 

10- 工房に現代に適した機械や道具を装備する。 

11- 工芸を学ぶために若者を奨励し、小学校から始まる。 

12- 工芸について、親方、職人、中堅、見習という技量の階層を見直す。 

13- 職人の移動を制限し、地域内の販売場所を提供する。 

14- 工芸を宣伝し、人々がそれを学び、実践することを奨励する。 

15- コスト削減のための税関ライセンスを得る。 

〈発表（女性）〉それぞれのグループが発表を行った。A0シート参照。 

1- 原材料の価格の高騰 

2- 職人の他職種への流出。 

3- 継承が難しく、いくつかの職業が消滅していること。 

4- 製品を展示する場所がない。 

5- 手工芸品に対する一般的な評価の低さが、購入に踏み切れない理由である。 

6- 工芸を支援するサービス、コミュニティ、政府機関が存在しない。 

7- 工芸伝授センターを設け、海外から工芸や新しい技術を学ぶための研修コースや助成金を得る。 

8- 工芸品の販売のための定期的な展示会を開く。 

9- 支部や労働組合を設立し、健康保険や財政支援など、業務を保障し労働者を保護する。 

10- 職人を支援し、伝統的な手工芸品に対する認識を高める。 

11- ワークショップを通じて、学校の子供たちを教育する。 

12- 工芸品やワークショップに関するプロパガンダ・シリーズの制作によるメディア支援。 

13- 13–サダトスクールのようないくつかの学校は、工芸学校として使用することができる。 

14- 工芸の担当者が団体を監視し、彼らに関するデータを収集するための工芸記録を作成する。 

〈まとめ〉 

街独自の伝統工芸を考えることは、人材育成、人間関係、場所の共有、商工業の仕組み、街のアイデ

ンティティの形成の面で非常に重要である。ダルブ・アフマルとスーク・シラーハの文化遺産の利用に

加え、地域全体が伝統工芸の開発や消滅からの保護、工芸に別の新たな形や機能を与えるデザイナーと

の協力を視野に入れねばならない。同様に、工芸品の原材料の品質、および使用されるツール、および

製品を販売するための方法も検討されるべきである。マーケティング、展示の方法と場所、および買手

への魅力などを明らかにすることも重要で、これらのすべてが工芸品の進歩に複合的に影響する。この

地域の伝統工芸を保護し興隆することにより、地域の価値は上昇し、地域の人々への経済的収入となる。 

ファシリテーターとして参加したマルワーは、発表の後に以下のような提案をした。スーク・シラー

ハ地区の伝統工芸をアピールするために、そして街の意見を政府の耳に届けるために大きなイベントを

開くことも必要である。例えば、コーカリアーン給水所で、中に子供とモスクのシェイフ S（宗教指導
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者）を呼んで、コーランを教えてもらっているビデオを撮影する。あるいは、学校を自分たちで綺麗に

して太鼓とウードの展覧会してビデオを撮影する。このような発信方法を提案した。これに対してアラ

ー氏はラッザーズ邸の裏のスベースを使う提案をした。 

ワークショップを終え、印象に残った住民の声は、職人自身が、自分たちの問題を一番よく知ってい

て、自分たちの住んでいる現実を認識しているので、このワークショップに参加したほうがよかったと、

誰もが思ったということである。地域が世界と大きく結びついている現状も感じた。職人も消費者も、

海外から大量に輸入されると、地元の製品の価値が失われる。昨今のエジプト経済の悪化による原材料

の高騰は、全ての人に影響を与えている。 

時代とともに人々の嗜好が変化し、伝統的な製品が以前ほど好まれなくなり、現在の製品は、アイデ

ンティティを守りつつ、発展に合わせた開発が必要であるという点も納得できる。職人につきまとう疎

外感や職のヒエラルキー、身体の健康が最も重要な継続の支えであるため、病気に対する不安感。その

ため、健康保険やまともな生活を保障するような支援が必要である。 

また、このワークショップがきっかけとなって、日本大使館の草の根支援で作られた木工訓練所が地

域の職人たちと協力しながら運営されるようになったことは。素晴らしい。木工組合の設立とともに、

バイト・ヤカンの木工訓練所が地場産業興隆の核となることが望まれる。彼らの意見を真摯に受け止め、

伝統工芸の普及・啓発のための手段が提供されることを期待したい。 

〈住民ワークショップのアンケート結果〉合計 28 名 

1- 今回のワークショップに対する評価 

良い（21名）：普通（0名）：悪い（0名）：無回答（7名） 

2- 今回のテーマに関する問題や提案 

・ ゴミ問題です。 

・ 販売は問題です。道具や機械を借りる費が値上がりした。 

・ 問題の解決はここです。アラー先生の家で 

・ このワークショップは一番良かったことです。 

・ 手仕事を大事にして欲しいです。 

・ 材料がとても値上がりしているけれど、木工産業を発展させなければなりません。 

・ トゥクトゥクが増えてきて、製品を展示できる場所がありません。 

・ ポンド下がって、ドル高のせいで、原材料が値上がりした問題です。マーケティングの問題もありま

す。 

・ ゴミ問題です。 

・ 伝統産業が消滅しそうなのが問題です。職人ための保険がないのが大きな問題です。 

・ 職人達を支えてくれる人や組織がないために、伝統工芸の職を辞め異なる仕事をすることにしてし

まう人が増えています。結果的に伝統工芸がどんどん消滅していきました。 

・ どうしたら伝統手芸を守ることが出来るかとどうしたら販売できるのかという二つの点が問題です。 

・ ゴミを片付けて、適切な場所に置いておいてほしい！ 

・ 伝統工芸を消滅から守るべきです。 

・ マーケティングが問題です。いろいろな物を作っているが展示する場所がありません。 

・ 販売できる場所がありません。 

・ 販売が出来ないことが問題です。 

3- 自由記述 
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・ 歩道への植栽 

・ このようなワークショップを毎週日曜日に行って欲しいです。 

・ 結婚したい。 

・ ワークショップはとても良いです。 

・ 製品を展示出来る場所がありません。 

・ 原材料が値上がりした結果、沢山の手工業が無くなってしまいました。 

・ 伝統工芸を教える学校を作る必要があります。 

・ 問題の解決方法は二つです。まず、職人達を支えることそして、職人たちが働いている施設や場所を

改良しようとすることです。 

・ 伝統工芸を復活しなければなりません。 

・ ワークショップに出た話を実際に実行することです。 

 

住民ワークショップの風景（2022 年 12 月） 

  

12月ワークショップ（ディスカッション） 12月ワークショップ（ディスカッション） 

  

12月ワークショップ（発表） 12月ワークショップ（発表） 
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⑧  観光と居住（1 月） 

〈テーマ説明〉アラー氏が最初に従来通り、今までの７回のワークショップの復習からはじめた。今回

のワークショップのテーマは観光とコミュニティの関係である。どうしたら観光客はこの通りに来るよ

うになるのか？観光客はここで飲食し、買物する。観光客の案内するのが観光ガイドだが、彼らは私達

より上手にこの界隈を案内出来るだろうか。いやここを一番魅力的に詳しく案内出来るのはこの通りに

住む人たちだ。この地域にどんな遺跡があり、どう説明できるのか、無形文化遺産もあるのでどう紹介

できるのかということを考えねばならない。アメリカのある町では観光ガイドは入れず、コミュニティ

メンバーが案内する例もある。ここには料理上手な人、歴史の先生もいるので、可能性は大きい。 

次に、磯野氏の発表を、アラビア語に訳した。彼は 2020年からジンバブエ気候環境観光省ではコミュ

ニティツーリズムコンサルタントとして働いている。2019年コロナ禍以前にイラン文化遺産庁の手工芸

品の観光機関で、シルクロードイラン北西部のマスタープランを準備する技術援助を提供した。そして、

2015年から2018年までヨルダンのペトラでコミュニティツーリズムコンサルタントとして仕事をした。 

磯野氏からのコミュニティ・ベースド・ツーリズムの 10のステップを説明する。 

1- 出来るだけ多くのコミュニティメンバーの賛成と参加が必要。住民にとって迷惑や煩しさを引き起
こすことにもなるのでことになる。 

2- 地域観光事業の設立。観光客の案内の役割をコミュニティが引き受ける。 

3- 観光資源の評価。ここではどんな資源があるのだろうか？工芸、マウリド（預言者など聖者誕生日
祭）、習慣を紹介するのだろうか？チュニジアのシディ・ブー・サイードに猫と街についての写真

集がある。ここでも動物、あるいは人間も紹介できる。仲間の俳優さんもいるのだから。 

4- 観光商品の開発。食事を提供する場合、見た目も良く美味しく清潔に配慮せねばならない。歴史的
建造物を案内するなら周囲のゴミを片付けねばならない。 

5- 観光客の市場開発。例えばどのような観光客をターゲットにするのか。高級ホテル嗜好、あるいは
地域の部屋に宿泊する人なのかという点である。 

6- 事業計画と目標設。開発計画とマークテイング計画を立てる。 

7- 多様なトレーニング。 

8- プロモーション活動。いくら素敵な商品が作っても、上手に商売を出来なければ意味ない。チュニ
ジアのマフディーヤでマフラーを作っている工房の上階にモダンな店舗があった。作り方を見聞し、

工程を納得し、高価だったが購入した。是非ここでもあなた方もさまざまなプロモーションを考え

る必要がある。ソーシャルメディアやメディアの使用も考えられる。 

9- 運営と資源管理。例えば観光客に対して遅れることはできないし、笑顔で会うべきだ。売りたい商
品の作り方の説明や値段など用意しておくことは大切なポイントで、上手に作るべきだ。新婚旅行

でタイへ行った時ホテルの部屋まで来て「一日でスーツを作るので、注文下さいませ」と言った人

に注文したら本当に時間通り持ってきた。上手に仕立ててくれたので、今でもよく着ている。 

10- コメントや評価も大切で、評価しなければ、問題点が分からない。 

11- では、二つのグループに分けて、案内するポイント、我々の資源、どうやってマーケティング出来
るか話し合って下さいと結んだ。 

〈グループディスカッション〉ファシリテーターのファシリテーションのもと、住民の意見を集めて書

き込み、付録に掲載した A0シートが作成された。 

〈女性の会では、以下の点が指摘された〉女性のグループでは、以下のような意見が出た。 

・ 工芸と工房は紹介したい。 
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・ 普通の観光客を広い道だけで歩かせ、文化に詳しい観光客は狭い道まで案内する。 

観光に対する地域のマイナス点 

・ Aグループでは；トゥクトゥクとバイク、ゴミ、ネズミ、建造物に看板がない、道に置いてある使え
ない車など邪魔、馬車、修復出来たのにほとんどの建造物が閉まっている。 

・ Bグループでは；通りが狭く道端に駐車する車がある、トゥクトゥク、外国人が泊まれる場所がない、
食事を提供するだけでは良くない、遺産の価値観を教えるセンターがない、修復や保存の管理を教え

るセンターがない。 

観光に対する地域の良い点 

・ A グループでは；アラベスクと太鼓の工房。観光会社と上手にやり取り出来そうな人にお願いする。
減ってきた伝統的工芸を回復し工房を作る。庶民的なレストランを増やす。子供に観光客の案内を教

える。学校のホールを観光客に伝統的工芸の体験場所として使う。SNSで工房を紹介する。歴史的建

造物を使う（マンジャク門を受け付けにする。ハッマムをヘンナセンターにすることです。 

・ Bグループ：安心して歩けるルートを作る、安全に泊まれる部屋を考える、遺跡や建造の案内する看
板を作る。ガイドブックを作り、看板やWebsiteで説明する。食事提供だけでは不十分で作り方を教

える。子供に案内の仕方や外国語を教えるセンターを作る。修復に子供を参加させる。 

〈男性の会では、以下の点が指摘された〉 

観光に対する地域のマイナス点 

・ トゥクトゥクとバイク、若者運動センターはあるが運営は良くなく結婚式ホールだけに使用する。 

・ 建物が無住の場合、その前にゴミを捨ててしまう。 

・ 犬の数が多い。 

・ 地域に住むインドネシア人の数が増えた。 

・ 子供の行動が良くなくゲームに固執している。 

・ 喫茶店が水たばこだけのためになる。 

観光に対する地域の良い点 

・ コミュニティが集まる点にするなど、喫茶店を積極的に使う。 

・ 通りにいる動物について考える。パンの作り方を習う。 

・ 売店や小さな車で伝統的な料理やスーブを出す。 

・ 子供を教育するための施設を充実させる。 

・ 例えばスーフィズム踊りを教えるセンター、劇場。 

・ アラゴーズ人形劇芸を教えるセンター、伝統芸能を教えるセンターなどを作る。 

〈発表（女性）〉それぞれのグループが発表を行った。A0シート参照。 

女性の会では、以下の点が指摘された。 

1- 道の狭さ、ゴミやトゥクトゥクの混雑が、疎外感のポイントになっている。 

2- ロバや馬がニンジンを引く情景は動物愛護に反している。 

3- ホテルや適当な宿泊施設がない。 

4- 遺産地域の重要性や保存方法について説明する啓発セミナーや講演会がない。 

5- 遺産や考古学的な場所に、識別や説明のプレートがない。 

6- 修復された歴史的建造物が利用されていない。古い建築は取り壊しの対象になっている。 

7- 工芸品を一つのエリアや通りに集めると、甘味通りのような魅力的なポイントになる。 

8- アラベスク、鍛冶、大工など、観光客が体験したくなるような工芸品や工房が地元にたくさんある。 
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9- 子供や高齢者によるコミュニティガイドを設置して観光客を受け入れ、サトウキビジュース、ひよ
こ豆スープ、ナツメヤシ、甘草ジュースなどの人気のある飲み物を提供する。 

10- 工房のオーナーにインタビューを行い、YouTubeにアップロードし、ソーシャルメディアを活用す

る。その発表会で演劇を行い、出版物を活用する。 

11- 言語教育のためのセンターを設立し、コミュニティ・ガイドとしての経験を積ませる。 

12- 地域の安全と、観光客を危険にさらさないという地域社会のコミットメントを提供する。 

〈男性の会では、以下の点が指摘された〉 

1- コミュニティとそのメンバーの行動は、その観光に悪影響を与える可能性がある。 

2- ゴミや無許可のトゥクトゥクは観光を阻害する。 

3- 修復後の遺産を閉鎖し、その活用や運営を行わず、ごみ箱と化している。 

4- 喫茶店の管理・規制をしていないので、社会的に人気のあるコーヒーが負の源泉に変わる。 

5- 野良猫や野良犬は、観光客に迷惑をかける以前に、その地域の住民に恐怖と不安を与える。 

6- 人気のあるレストランを利用し、魅力的なポイントになるように改善する（フール、ペストリー、
サトウキビジュース、コシャリ）。 

7- 工芸について短いドキュメンタリーを作る。その基礎的方法を伝授し、装置と機械について学ぶ。 
8- 写真撮影、工芸品のシミュレーションを教える際に子供を利用し、それらを活性化する。 

9- 子どもたちにタンヌーラ（旋回舞踏）、アラゴース（人形劇）、影絵などを教える学校やセンターを
設立する。 

10- 観光客を受け入れる工房を用意し、観光客が体験でき簡単な工芸製作を実施する。 

11- 観光客の受け入れ態勢を整え、地域の紹介や特典を提供する。 

12- コミュニティ・ツーリズムの重要性と、その経済的リターンがどれだけ住民と地域全体に影響を与
えるのかを教育するセミナーを実施する。 

13- 地域の人々は、その地域とその宝について最もよく語ることができ、利用されるべきである。 

〈まとめ〉 

最後にアラー氏から、来月から定期的に観光客グループがバイトヤカンを訪れることになった。それ

までにいろいろな準備をすることが必要である。と付け加えられた。 

観光は、街の活性化やその経済効果という点では重要である。しかし、その反面、ゴミや騒音など、

住民にとって様々な問題を引き起こす可能性がある。発展を前提とした社会では、観光と居住は両立さ

せなければならない。そこで重要なのは、コミュニティ・ツーリズムとは何か、地域について何を知っ

ているかということである。 

自分の地域に観光客の見知らぬ人が通るとどう思うか、どのような場所を通過させ、どのような場所

から隠すのか、地域の弱点は何か、強みは何か、現在の観光状況を改善するにはどうしたらいいか。地

域の一員としてコミュニティ・ツーリズムに参加できるのか。何を提供できるのか。人気のある食べ物

や飲み物は、主に地域や子供、女性により発見される。女性や子供の参加を、どのように活用できるだ

ろうか？コミュニティ・ツーリズムをより良いものにするために、どのように観光客を誘致し、地域間

のコミュニケーションに必要なポイントは何だろうかを考える。スーク・シラーハでコミュニティ・ツ

ーリズムを実現するために、組み合わせるべき関係者は誰だろうか。ひいては、ダルブ・アフマル地区

も含めて拡大するために、どのようなことが必要だろうか。 

もしも、ワークショップで出たような問題点が解決されたとすると、スーク・シラーハに対して観光

客が何を望むのかという点から、観光客がどのようなものを求めている人なのかを掴むことは、重要で



 

 200 

ある。体験生産型嗜好の人には製作を含めた工房やレストランは、今の歴史的カイロに先例もなく、先

取りする形になると考える。また、ムスリムにとっては例えばイルゲイ・ユーズフィーのモスクの本来

のマドラサ（イスラームの寄宿制高等教育機関）の宿泊施設を修復活用し、そこからさまざまなシェイ

フ（宗教指導者）の講義に通うというアイテネラリーは魅力的かもしれない。あるいは対話嗜好の人に

は、B＆B の民泊のような部屋を作り受け入れることも可能であろう。ただしイスラームでは男女区別

が明確なので、家庭をどの程度、他人としての異性に対して開放的に使えるかという問題点がある。 

筆者自身がイスラーム建築の歴史を専攻している立場から見ると、すなわち歴史的カイロの有名建築、

名所などという点からすると、スルタン・ハサン・モスクで満足し、スーク・シラーハ通り沿いの歴史

的建築一つ一つを訪れようという人はごくわずかであるように思う。歴史と建築いう点からスーク・シ

ラーハに観光客を惹きつけるためには、何らかの物語作りが必要なように考える。例えば、イルゲイ・

ユーズフィー・モスクと、ウンム・シャアバーン・モスクは、深い因縁を持っている。マムルーク朝の

人的関係と建物を結びつけて案内するなども考えられる。また無形遺産の会に注目された諺を壁画等に

あらわすことも面白い発想である。何らかの工夫をしながら地域をより他者に対して魅力的にしていく

ことは、地域自体をよく知ることにつながっていくだろう。 

〈住民ワークショップのアンケート結果〉合計 19 名 

1- 今回のワークショップに対する評価 

良い（18名）：普通（0名）：悪い（0名）：無回答（1名） 

2- 今回のテーマに関する問題や提案 

・ ワークショップに出た話を実際に実行することです。 

・ トゥクトゥクと馬車とお店の前に立っている車を禁止しましょう。問題と言えばトゥクトゥクです。 
・ トゥクトゥクとバイクは大きな問題ですね！トゥクトゥクのゴミ問題を是非解決考えて欲しいです。 
・ スルタンハサンのような観光出来る場所を大事にしよう。 

・ 問題は道に邪魔なっている物が沢山あるので、どんどん片付いて欲しいです。 

・ 道にあるゴミや置いてある物を片付いて欲しいです。 

・ 地域に住んでいる人達に観光の必要性について示唆するのはとても大事なポイントです。 

・ 遺跡、文化活動、クラフト活動への関心が必要です。 

・ 若者がハンドクラフトを目指す活動を増やして欲しいです。 

・ 問題解決に参加したいし、みんなに参加してほしいです。問題解決に住民として参加したい。 

・ システムが問題です。 

・ ワクフを所有者に返して欲しいです。自分はサビールの所有者であるが、使わせてもらえない。 

・ 子供のマナーや行動を直せば社会が全部良くなります。 

3- 自由記述 

・ 遺産の修復のためになんでもしたいです。          

・ スーク・シラーハ通りには車やトゥクトゥクなどが通らないようになって欲しいです。 

・ 子供でも観光案内を出来るようになればよいです。 

・ 今日はワークショップで話し合ったことを実践して欲しいです。 

・ 子供への意識啓蒙活動をしてほしいです。 

・ 今日のワークショップに話し合ったことを実践して欲しいです。 

・ 子供でも観光案内を出来るようになればいいです。 

・ もう話合いの時に全部言いました！ 
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⑨ 空き家、空き地利用 

〈テーマ説明〉スーク・シラーハとダルブ・アフマルに焦点を当て、空き家・空き地を今後どのように

活用できるかを話し合う。空き家・空き地は、撲滅しなければならない危機や疫病としてではなく、地

域の資源として考えるべきである。人々から見て、地域のどこに空き家や空き地があるか。建物全体な

のか、数階だけなのか。それは誰のもので、なぜ利用されなくなったのか。誰がその責任者なのか。空

き家や空き地が引き起こす問題とは何だろうか。空き地はなぜゴミ捨て場になってしまうのか？そして、

それが引き起こすリスクとは？火災発生の原因のひとつは、空き地がゴミ屋敷になったことだろうか。

また、トゥクトゥクのガレージとなった空き地も多い。所有者は所有権の証明書を持っているのだろう

か、それとも証明書なしで所有しているのだろうか。空き家・空き地対策として、どのような提案があ

るのだろうか。これらに対して、地域の住民が果たすべき役割とは何だろうか。 

いつも通りアラー氏による今までのワークショップの振り返りが行われた。アラー氏は以下のように

付け加えた。人口密度が高いと皆がよく文句をいう。密度＝人数÷面積で求められるが、面積の中には空

き地や不適当に使用されている土地も含む。大きな家に一人しかすんでいない家もあり、誰も住んでい

ない家もある。このような土地はどのように有効利用ができるのだろうか？具体的な例としてバイト・

ヤカンと隣の喫茶店の間にある空き地は、喫茶店店主が使用したくて地方自治体の役所に相談にいくと、

「空き地は喫茶店としては使えないが、交通手段のステーションとしてならば使える」と言われ、ステ

ーションとして依頼したが、申請は却下された。彼は私のところに相談に来他ので、彼と一緒に依頼書

をと「一月一度の展覧会として使う」と再申請したら、受領された。このように、行政との折衝には知

恵が必要である。空き地、誰にも使われていない家はどこにある、どう利用できるのか？話し合いまし

ょう。 

〈グループディスカッション〉ファシリテーターのファシリテーションのもと、住民の意見を集めて書

き込み、付録に掲載した A0シートが作成された。 

〈女性の会では、以下の点が指摘された〉 

女性の会では、今回は集まりがわるく、1 つのグループだけであった。彼らは以下のような意見を出

し合った。 

1- 空き家が多い（シェイフ・アラブの家；バシュターク浴場交差点のピザ屋、アザブ・キャバブギー

の家；バシュターク浴場交差点の西側交差点北西部、バドルの家；バイト・ヤカン敷地の北東部の

家、マズハル地区の 2 軒、イベントハウスの上階；スーク・シラーハとワズィール通りの交差点南

西部、ダルブ・ムカッダムの 2 軒）。 

・ バシュターク公衆浴場交差点のピザ屋には一人の住民しかいないので、伝統的料理屋にしたい。 

・ キャバブ店アザブの前の家も廃屋だが、所有者がいるので所有者と話し合うべきだ。アザブ氏が空き

地を本当に買っているなら、彼と話し合いが必要だという意見があった。 

・ ハサン八百屋の隣のタキエ（神秘主義教団の修道所）も荒廃しているが、ワクフ（宗教省）所有なの

で修復ができるのではないだろうか。 

・ 参加者のレハッブのアパートの上にある部屋は今、空き家で、倉庫として使われ、ネズミがたくさん

いる。 

・ そのほかに廃屋はターメイヤ店ムバラクの隣のワックス工場、バイトラッザーズの裏の店舗。 

・ イベントハウスの中を自由に使いたいと言う意見に対して、ワークショップの常連ハサンの家が壊

れたので、彼らが家族で住んでいるという情報があった。 

2- 現在閉鎖されている既存の建物（モナステルリ地区、サダト学校、大衆店）。 
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・ 廃屋の一つにラブア・モナステルリ（マンジャク・シラフダールの門近く）があり、これは貧しい人

に店として貸す方向性が提案された。 

・ サダト学校は、10 年前から閉まっているので、学校として再利用、あるいは子供のスポーツセンタ

ーにしたい。 

3- 空き地（木材店の土地、スエズ・アパートの裏の土地、イベントハウスの裏の旧裁判所の土地、バ

イト・ヤカンの裏のアシュラフタンタウィの土地、マンジャク・シラフダールの門の裏側の土地）。 

・ バシュターク浴場からスルギーヤ市場通りに向かう通りでは、多くの家が廃屋となったり、壊されて

空き地となったりしている。駐車場の中でアモロシー喫茶店が営業し、ある空き地はパン屋に、マッ

カ牛乳屋店の前の空き地はワクフ（宗教省管轄）ながら、所有者は契約書を持っていないと言われ、

あるいは参加者のワファーはある女性が購入したと言う。このように空き地の所有者は不明で、どの

ようにして使途が決まるのかも不明なことが多い。 

・ ワークショップに時々参加しているアシュラフ・タンタウィ氏の家の前の空き地は、アシュラフが購

入したとワファーが話した。 

・ バイトヤカンとスエズ・アパートの間にある空き地は安全で道から離れているので、安全で幼稚園に

したい。 

・ 建物や家の屋上をどう使ったらよいのか？ 

・ マズハル地区にあるアパートは誰も使ってないので、ある参加者が使いたいと言う意見に対し、ファ

シリテーターから「私は遺跡のインスペクターなのに、なかなか中に入れないので難しい。」との意

見があった。 

・ コミュニティで清掃作業を含めて空き地や廃屋の利用を推進する会社を作ったらどうかという意見

があった。 

4- 空き地や空き家は、ゴミ、ガレージ、犬やネズミの棲家など、周囲の人々にとって害を与える存在

になっている。 

5- 空き地を活用するために、以下のような提案がある。子供たちのための庭園。遊び場。薬用植物の

苗床（近くのハト塔の鳩の糞を肥料として使用）。医療センター。健康センター。コミュニティのメ

ンバーを中心に既存の無住建物を清掃し、再度住宅とする会社を設立する。 

〈男性の会では、以下の点が指摘された〉 

男性の会では、最初は集まりが悪く 1つのグループとしたが、最終的には多くの人が参加した。女性

の会と同様、アラー氏の今までのワークショップの振り返りから始まり、空き地・空き家への注目点が

説かれた。さらにバイト・ヤカンでの経験がつけくわれられた。2009 年にバイト・ヤカンはひどい状態

で、ゴミだらけで虫もいたけれど、綺麗に修繕したら、現在のように素晴らしい状態になった。スエズ・

アパートとの間の空き地もそうで、ゴミだらけで何回も小火を起こしたが、現在では喫茶店が利用でき

るようになった。 

空き地としては、マンジャク・シラフダールの門に付帯する土地、シャムシェルギ地区にある空き地、

ワックス工場、バシュターク浴場の上階の空き地、イベントハウスなどがある。 

廃屋としては、サダト学校、ピザ屋の家（シェイフ・アラブの家）、ラブア・モナステルリ、カイトベ

イの家（登録文化財）にはネフメド女史が住み、マグレブリン市場にも廃屋がある。 

再利用に対しては、空き地を病院にしたくない。周りに病院が沢山あり（ハリーファ病院、アフメド・

マーヘル病院）、昔からあるダルブ・ウンシーヤ病院を修復する必要がある。この病院は６０年前からの

小さな病院だが、理由は不明ながら現在は閉院している。伝統的な料理屋さ、庭園、公園、公衆トイレ



 

 205 

を作って欲しい。そして、公園や庭園を作るだけではなくて、子供に農業を教える必要がある。現在ロ

シア・ウクライナ問題で小麦粉が不足しているのだから。また、スーク・シラーハには木工業等に関す

る可燃物がたくさんあるので、消防団を作るべきである。 

〈発表（女性）〉 

1- ラブア・モナステルリは地域のニーズに応じて使用され、所有者について知る必要がある空き家が

多い。人気のショップエリア、低層階のホテルやショップをサービスエリアとして活用。 

2- コミュニティで空き地・空き家再利用推進会社を設立し、古い家の掃除を含んだ利用サービスを開

始する。 

3- サダト学校を修理し、観光のための学校として再利用する。放課後または夏休み期間中にトレーニ

ングのためのワークショップを行う。そのためには学校として以前のように使用されるかどうかを

確認する必要がある。バスケットとバレーボール用のスポーツコートの建設も視野に入れる。 

4- 前述の会社を介してシェイク・アル・アラブを清掃しレストランとし、アブドゥッラー・ベク地域

の古い家屋も、同様に人気のある料理を提供するレストランとして、食の街としての地域再生を推

進する。 

5- 一軒家については、誰が所有者なのか調べる必要がある。スレイマン・パシャ・タキエは、シェイ

ク・アル・アラブ、あるいは人気の高い住居にグレードアップし、その中庭は災害が発生した場合

の避難所となる。 

6- マズハル地区の 12 番には、未使用の 2 つのフロアがあり、ネズミの棲家となっている。 

7- 古い中庭は住宅としても使用できる。 

8- マンジャク・シラフダール門に付帯する建物と中庭は、薬用油、芳香剤などのための果樹、果物の

苗床を作るために使用することができ、スーク・シラーハ地域の家屋の屋上緑化の推進のセンター

となる。また、鳥の糞（鳩）からの天然肥料を使用する。 

9- シャムシェルギー地区には、農業用苗床に適した空き地がある。2 軒の取り壊された家の敷地で、

かなり広い。 

10- ヤカニーヤ地区の入口（バイト・ヤカンとスエズ・アパートの間の空き地）は幼稚園に適し、子供

向けのワークショップや活動を行う 

11- その後、ファシリテーターのラグダから地域の病院の必要性が説かれた。しかし、アラー氏から建

物の状態と地域の性質により、総合病院が機能できないので、地域の緊急事態に対処するための総

合医療センターまたはユニットを設立することで補うことができるという発言があった。続いて、 

チュニジアのタキエは、手工芸品を展示する展示場として使用されており、同様な使用法も考えら

れ、例えばある期間を展示場とするなど、不動産利用に関する月間制度が必要である。そして、影

響力のある人々と折衝し、解体された家屋等を購入し、彼らと一緒にプロジェクトを行う必要があ

ると言うことで、会が結ばれた。 

〈発表（男性）〉 

1- 空き家がたくさんある（シェイフ・アラブの家、バシュターク・浴場の家、マズハル地区の家、ダ

ルブ・カッダム地区の家）。 

2- 現在閉鎖されている既存の建物（ラブア・モナステルリ、サダト学校、大衆店、消防署、ワックス

工場）。 

3- 空き地（ウィカーラ・ハシャブの土地、スエズ・アパートの後ろの土地、アザブの隣の空き地、シ

ナーン給水所背後の土地、マンジャク・シラフダール門背後の土地）。 
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4- 空き地のほとんどはガレージになり、賃貸か引き渡しで、それに対する苦情がよく出される。 

5- 空き地を活用するために、以下のように提案する。子供の庭。遊び場。木の苗床を設置する。人気

のあるレストラン。書類や郵便局などの行政機関。公衆トイレ。消防署と救護所。 

〈まとめ〉 

印象的だった言葉として、「マンジャク・シラフダール門の隣にある取り壊された元の建物を鉢植え

の苗を作るために使用し、地域にたくさんある鳩の塔（観賞用に飼育）から鳩の糞を肥料として使い、

地域の屋上緑化に役立てる」と言う意見は、建物や空き地の活用に加え、ゴミ処理にも役立ち、さらに

地域の緑化に貢献するという、今までのワークショップを連環させた意見であった。また、未来のスー

ク・シラーハに対して食のエリアが提案され、いくつかの建物をレストランに改装するという意見が提

案されたが、単に味わうだけでなく、調理法を体験することが重要であるという意見も、コミュニティ

の観光を見据えたもので、ワークショップの相互関連性が、参加する住民によっても深く認識されてい

ることを物語る。 

ワークショップでは、参加した住民からは積極的な意見が多く飛び交うとともに、それぞれが持つ情

報が共有されていくと言う点では、地域のネットワーク作りへの貢献が果たされていると感じた。ただ

しこれら意見や提案が机上の存在であるだけでなく、実行に移され、彼らの夢や願望が実現される道筋

を探さねばならない。 

アーバン・デベロップメント・ファンド（首相直轄の開発機関）が、コーカリアーン給水所の図書館

利用、ルカイヤドゥドウ給水所の木工展示および女性喫茶店利用、シナンパシャ給水所の人形劇場、マ

ンジャク・シラフダール門の常設展示およびレストラン利用を観光考古省との間で同意し、コミュニテ

ィに管理運営を任せ、バイト・ヤカンに全体のマネージメントの機能をおくという動きが始まっている。

このような中で、一連のワークショップが役立ち、住民参加のまちづくりがカイロへ定着しつつあると

実感する。 

〈住民ワークショップのアンケート結果〉合計 15 名 

1- 今回のワークショップに対する評価 

良い（15名）：普通（0名）：悪い（0名）：無回答（0名） 

2- 今回のテーマに関する問題や提案 

・ 空き地をどう使えたらいいのか、空き地の再利用は大事な話題です。 

・ 皆が空き地を使えるといいですね、 

・ 空き地や誰も住んでいない家も再利用しなければなりません。 

・ 空き地にはゴミ捨て場になったり、虫が出てきたり、火事にのなることがよくあります。 

・ 誰も住んでいない部屋を再利用しなければなりません。 

・ 今日ワークショップで話し合ったことを実践して欲しいです。 

・ 空き地をコミュニティに使わせてもらい、幼稚園や喫茶店や病院にできればよいです。 

・ 遺跡を大事にしたい。 

・ 空き地を再利用しなければなりません。 

・ 緑を増やして欲しいです。ダルブ・ウンシーヤで古くなってきた病院を新しくして、再利用しなけれ

ばなりません。 

・ 文盲の問題。 

・ 空き地を上手に使うこと。 

・ 地域が発展すること。 
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3- 自由記述 

・ ワークショップに出た話を実際に実行することです。 

・ 空き地を綺麗にして、幼稚園や展覧会として使えたらよいのに！ 

・ コミュニティに対して空き地を使わせてくれるといいです。 

・ 今日ワークショップで話し合ったことを実践して欲しいです。 

・ 空き地をコミュニティに使わせてもらい、幼稚園や喫茶店や病院にできればよいです。 

・ みんなエジプトが本当に好きなのだろうか！ 

・ 読み書き出来ない人のための教室を開く必要があります。 

・ 文化的意識を広めるのは大事です。 

 
住民ワークショップの風景（2023 年 2 月） 

  

2 月ワークショップ（ディスカッション） 2 月ワークショップ（発表） 

  

2 月ワークショップ（ディスカッション） 2 月ワークショップ（発表） 
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■４．シンポジウム（事業の総括会／Ceremony of Engagement Program） 
 
① 概要報告(磯野哲郎) 
 

2023年 3月 5日（日）、今回の事業の総括会として、以下の内容のシンポジウムをバイト・ヤカンに
て開催した。 
 
□プログラム 
1. 11:30～11:50 開会 
2. 11:50～12:00 ファシリテーター講座修了者への修了証書授与 
3. 12:00～13:00 グループワーク 
4. 13:00～13:30 グループワークの結果発表 
5. 13:30～14:00 結果発表に対する意見・講評 
6. 14:00  閉会 
 
□参加者 
コミュニティ（女性 9名、男性 8名）、ファシリテーター（11名）、その他（22名） 
（別紙を参照） 
 
□開会 
アラー氏 
・ 本日の参加者に深く感謝を申し上げる。 
・ 今日のシンポジウムでは、これまで 1年にわたり開催してきたワークショップの総括として、4つ

のテーマに沿ったグループにわかれてスーク・シラーハの将来について討議したい。 
・ 住民の意見や意向を取りまとめ、政府の施策に反映させることでスーク・シラーハの文化遺産を

持続可能な形で保存と活用が可能となると考える。 
・ これまで開催してきた 9つの要素からなるワークショップを 4つのテーマに集約した。ごみの収集

やまちの美化、住民の積極的な参加の重要性、災害に備えたまちづくり、歴史的な建物の再利

用、物理的でない遺産の活用、市場のニーズにあった工芸品の創作、歴史的な建物や空き地をど

のように社会事業や観光などの経済活動に利用し保全していくかなどを話し合ってきた。 
・ 本日のシンポジウムには、観光考古省をはじめとする政府関係者も参加しており、4つのグループ

からの成果の発表を基に忌憚ない意見交換がされることを期待している。 
 
深見氏 
・ スーク・シラーハについての活動記録をまとめた 2冊の本を制作したので、参加者にはぜひ中身を

見て欲しい。 
・ 制作した本の 1冊には、現在の状況と将来のスーク・シラーハの姿が描かれている。 
・ もう 1冊には、昨年 6月から今年の 2月までのワークショップの結果を記録した。みなさんの発言

や意見も掲載している。 
・ これらの記録を基に、みなさんの参加によるまちづくりを進めてもらえることを期待したい。 
 
□ファシリテーター講座修了者への修了証書授与 
連氏 
・ このコースは、11回の講義と 9回の住民ワークショップで構成され、8回以上の講義受講とレポー

ト提出、1回以上の住民ワークショップへ参加した者に対して JCAABEから修了証が発行される。 
・ 修了証書の授与に先立ち、これまでの 11回のファシリテーター講座を振り返ってみる。 

1. ファシリテーターとは何か（連） 
2. ファシリテーション技術（連） 
3. 事前復興まちづくり（市古） 
4. 市民と協働するための手助け（松村） 
5. カイロのイスラーム建築の特徴（深見） 
6. エリアマネージメント（宍戸） 
7. 歴史的建造物と景観の保全（苅谷） 
8. 文化遺産−ハードとソフト（岡田） 
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9. 住民参加による遺産の持続可能な活用（磯野） 
10. 町は今、体験する場に ―伝統的な産業の展開 川越の事例―（荒牧澄多） 
11. コスモスとしてのカンポン（布野） 

・ 続いて、ファシリテーター講座修了者へ修了証書の授与を執り行った。 
 
□グループワーク 
・ コミュニティからの参加者は、以下の 4つのグループに分かれ、スーク・シラーハの課題に対する

解決策についての提言案を話し合った。 
1. 公共サービス（交通、ごみ処理など） 
2. リスクマネジメント（歴史的建物の再利用） 
3. 無形文化遺産 
4. スーク・シラーハの経済再生 

 
□グループワークの結果発表 
グループ 1：公共サービス（交通、ごみ処理など） 
・ スーク・シラーハを歩行者優先道路とする 
・ ルートを定める等の手段によってトゥクトゥクの通行量を減らす 
・ 自動車の通行が可能な時間を制限する 
・ 店舗が道路を商品販売などに使うことを規制する 
・ 大きな駐車場を作る 
・ 現在の消防署が遠いので、近くに消防署を作る 
・ ごみの分別や食用油のリサイクルの推進（ただし、分別するデポはスーク・シラーハの外に） 
 
グループ 2：リスクマネジメント（歴史的建物の再利用） 
・ 街灯の整備と美化 
・ 電気と水道の配管を別々にする 
・ サビールの貯水槽を防火用水として再利用する 
・ 学校を避難場所に指定し、必要な整備を行う 
・ 火事を防ぐためにごみの分別を導入し、廃棄場所を指定・規制する 
・ 歴史的な建物を本来の役割に戻して利用する 
・ クッターブを売店、塾・教室などに利用 
・ ハマーム、サビールをアートセンター、オープンシアターなどに再利用する 
・ 行政に任せればよいという住民の意識を向上させたい 
・ 緑の多い街にしたい 
・ 問題を報告するホットラインを作る（ごみの不法投棄、水道管の破裂など） 
・ 皮革工房などの防火対策の定期的点検制度の導入 
 
グループ 3：無形遺産 
・ 子どもの頃からここで暮らしてきた 
・ 文化遺産や伝統工芸だけではなく意識やマナーなども伝承していきたい 
・ 道路の整備もしたい、大型モニターを設置し、見どころなどの紹介を流す 
・ 携帯電話だけでなく、頭脳や五感を使ってヘリテージを生かすことを考えて欲しい 
・ エジプトの様々な飲み物もヘリテージである 
・ 鳩のフンを髪につけると養毛剤になる 
・ ラマダン中の伝統行事を継承していきたい 
・ エジプトの伝統的な人形を復活させる 
・ エジプトのことわざ：「壺をひっくり返しても娘は母に似る」 
・ ドアに大小 2つのドアノッカーがあり、男女の訪問者によって使い分けをしていた 
・ 病人のいる家に黄色い花を飾る（近隣の人たちが騒音に配慮、見舞いをする目安となった） 
 
グループ 4：スーク・シラーハの経済再生 
・ ハマームを再興し、その前の広場を伝統的料理や手芸品の展示場として使う 
・ サビールをクッターブかこどもの図書館として復活させる 
・ スーク・シラーハは、ひとつのオープンミュージアムである 
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・ 住民たちによる観光を振興するため、文化センターを作って魅力を発信する 
・ 若い人たちがスーク・シラーハの外に出て行かないでも済むように伝統工芸を継承する 
・ 町工場や商店などを再興する 
・ 空き家や老朽化した建物を活用し、住民の集いの場を設ける 
・ スーク・シラーハの魅力を紹介する住民による観光プログラムを創出し振興する 
・ 学校を通じて地元の魅力を発信する、学校で伝統工芸を教える 
 
□結果発表に対する意見・講評 
Mohamed Soleiman氏 
・ サビールの貯水槽を防火用水として再利用するという提案があったが興味深い。 
・ エジプトは雨が少ないので参考にならないかもしれないが、日本の京都では道路に降った雨水を

集めて防火用水に利用している。 
 
塚崎氏（日本大使館広報文化センター長） 
・ 初めてスーク・シラーハ地区とバイト・ヤカンを訪問した。 
・ コミュニティの課題を解決していくことは容易なことではないが、みなさんが活発に議論してい

る様子と熱意を感じることができた。 
 
苅谷氏 
・ 過剰なトゥクトゥクなどの交通問題、ごみの処理と分別、消防署の問題など、住民から具体的な

提案が聞けて良かった。 
・ 歴史的建造物の保存と活用とともに、伝統工芸を継承していこうという意欲を感じた。 
・ スーク・シラーハを素晴らしい町にして、多くの人が訪れるひとつの観光地にしたいという意向

には賛成したい。 
 
岡田氏 
・ 今日も新しい話を聞くことができた。 
・ このようなコミュニティの交わりを続けていくことでより良い住環境につなげていくことができ

ると確信した。 
 
連氏 
・ まちづくりファシリテーターコースを受講されたファシリテーターが住民の意見をまとめている

姿を観て嬉しく思う。このように住民と専門家のアイデアをブレンドすることが大切である。 
・ スーク・シラーハには歴史的な建物があり、観光ということも考えて活かしていくことで経済的

にも持続可能な街づくりにつながることに期待している。 
 
以上のように、シンポジウムでは、コミュニティ、ファシリテーター、行政を含むその他の関係者、

日本から遠隔で参加した専門家の間で有益で活発な意見交換が行われ、スーク・シラーハの将来像に

対する方向性が共有された。 
今後は、コミュニティからのメッセージが単なる願望や要望に留まることなく、それをどのように

具現化していくかが問われることになる。様々な制約がある中で、これらを実現していくためには、

資金的、人的な投入リソースに裏付けられた具体的なアクションプランが不可欠となるであろう。 
本日のシンポジウムが新たな出発点となることを期待してやまない。 
 

□エジプト側が用意したシンポジウムについてのプレスリリース 
2023年 3月 5日（日）、観光考古省財務行政担当大臣補佐官イハブ・サーレム少将は、バイト・ヤカ

ンで開催されたコミュニティによるシンポジウムに出席した。メヌーフィア大学の建築と遺産保存の

教授であるアラー・ハブシ博士は、オーラ・サラー・サイード工芸学校に勤める夫人とともに参加を

歓迎した。 
ダルブ・アフマルのコミュニティメンバーが参加するプロジェクト「カイロ旧市街の持続可能 な保
護策のための事業/住民参加のまちづくり（日本文化庁文化遺産保護国際貢献事業）」は、これまでの

2 年間、月例ワークショップを通し、文化遺産を再利用することで遺産地区の環境、社会、経済的利益

を踏まえて活性化するため、地域の改善と活性化、および生活の質の向上のために共同で詳細なビジ

ョンを話し合ってきた。 
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シンポジウムでは、スーク・シラーハの女性と男性グループの代表により、プロジェクト期間中に

提案された計画が発表された。これらには、公共サービスの提供にコミュニティがどのように参加す

るかが含まれる。歩行者のための都市構造を考えること、ごみを分別しリサイクルすることで廃棄物

を管理する方法、それから利益を得る方法、老朽化した建物や施設の再利用法、インフラの欠陥など

を持つ都市構造から引き起こされる災害リスクを回避すること、特に歴史的資産を再利用することが

検討された。バシュタク公衆浴場、ルカイヤ・ドゥドゥの給水所、マンジャク・シラフダール邸の門

などの歴史的資産を、この地域の住民や訪問者のために、また観光客にとっても通りを特徴付ける歴

史的モニュメントとし、これらの遺産の維持における社会の役割を活性化する方法も検討された。ま

た、ダルブ・アフマルで人気のある食べ物、オリジナルな習慣と伝統、伝統工芸に代表される無形遺

産が地域に利益をもたらし、投資をひきおこすという社会的ビジョンと、コミュニティ観光の推進に

よる地域経済の活性化、空き家の有効活用も検討された。 
プロジェクトでは、この包括的ビジョンをアラビア語と英語の小冊子にまとめ、これらすべての軸

を図面と詳細な記述にまとめた。コミュニティをサポートするファシリテーターは、それらの準備と

編集を助けた。小冊子は、すべての参加者、特に地域社会のメンバーに配布された。このビジョンを

確立する上で積極的な役割を果たす証であり、近い将来、ビジョンを実現するための指針となる。 
プロジェクトの専門家である国際開発センターの磯野氏と日本学術振興会カイロ研究連絡センター

の深見氏が、講習を受けたファシリテーターひとりひとりに修了証書を授与した。日本大使館情報文

化センター長の塚崎氏は、シンポジウムに参加できなかった岡浩大使の代理として、プロジェクトへ

の支持と激励の言葉を伝えた。加えて、日本建築まちづくり適正支援機構の連代表理事、小山工業高

等専門学校名誉教授の苅谷氏、国士舘大学名誉教授で日本イコモス会長の岡田氏からも講評を得た。 
シンポジウムに出席したイハブ・サーレム少将と観光考古省の幹部職員たちは、スーク・シラーハ

のコミュニティの女性たちが用意した料理を賞味しながら、カイロの歴史的に最も重要な地区のひと

つであるスーク・シラーハで持続可能な開発を目指すビジョンを共有することができた。 
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□シンポジウム参加者 

〈住民参加者〉 

  女性 男性 

1 Marwa El Husany Ibrahim El Shahed Hamdy Mohmed Aly Osman  

2 Nirmen Mahmoud Abdel Wahid  Alaa Mohamed Mahdy  

3 Dina Ahmed Abdel Aziz  Hany Mohamed Aly  

4 Siham Gouda Mitwaly  Mohamed Nabegh  

5 Hend Fathy Ahmed  Ashraf Mohamed El Tantawy  

6 Sayieda Madbouly Ahmed  Tarek Mahmoud Ahmed  

7 Amal Mousad Ahmed Amir  

8 Shimaa Mahmoud    

9 Rehab Abdel Razeq mohamed    

 
〈ファシリテーター参加者〉 

  名前 

1 Hajar Taariq Sayed  

2 Mariam Ahmed Thamarat  

3 Yassmen Hesham Mohmed  

4 Sabrin Aly Ibrahim  

5 Sara Fayed  

6 Hiwayada Mukhtar  

7 Fatem Abdel Wahed  

8 Omniya Shirif Mahmoud  

9 Rasha abdel Rasoul  

10 Marwa Said  

11 Yasmine Nasr 

 
〈その他参加者〉 

  名前 所属 

1 Amr Abdel Kerim  Supervisor of the Heritage Management Unit  

2 Mirvat Abou El Fehtouh El Komy    

3 Dr. Mohamed Soilam  Ministry of Tourism and Antiquities 

4 Mohsen Anwar Hassan  Chief inspector of Muskie 

5 Rafiq Salah Mohamed  Cairo North fence manager 

6 Fatema Al Zahraa Mohamed Aly  Inspector of the Archaeological unit in historic Cairo 

7 Mona Darwish  The ministry of Tourism and Antiquities 

8 Israa Mohamed Hassan  Antiquities restoration student  

9 Omniaya Mohamed Moustafa  Antiquities restoration student  

10 Omar Ashraf Ahmed   Antiquities restoration student  
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11 Mohamed Ahmed Ragab  Antiquities restoration student  

12 Moustafa Mohamed    

13 Ihab Husen Abbas Structural Engineer at IMCT 

14 Soha Bahgat  assistant Minister of Tourism and Antiquities 

15 Agnes Deboulet  元 CEDEJ 所長 

16 Zahra Mevabot North South Consultant Exchange  

17 Hayedi Urban Harmony  

18 Katarzyana Domagalska University of Warshawa 

19 Poland  Artist  

20 Yuko Abe  Student  

21 Nader Ali    

22 Madeha alaa Civil 
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□シンポジウムの案内文 
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シンポジウムのスケジュール 
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②  ステークホルダーの会合 

8 月 21 日に 10 時からバイトヤカンで開催した会合には、アラー氏、ユネスコの高橋暁氏、連氏、苅

谷氏、深見の他に以下のメンバーおよびその代理が出席した。令和３年度緊急的文化遺産保護国際貢献

事業（専門家交流）「カイロ旧市街の持続可能な保護策のための事業／住民参加のまちづくり」の成果

をまず報告し、現在行われている令和 4 年度文化遺産保護国際貢献事業「カイロ旧市街の持続可能 な

保護策のための事業/住民参加のまちづくり Phase II」での事業としてのファシリテーター・コースおよ

びワークショップを紹介した。さらに Souq al-Silah; Maps Building & Vision（英語版 A3 サイズ）を贈呈

した。通訳として J S P S 秘書のサブリーンが参加した。 

1) Dr. Eman Ziadn, MoTA (development Dept.) 

2) Dr. Osama Talaat (Head of Islamic and Coptic Monuments) 

3) Dr. Suha Bahgat (vice minister for Tourism) (delegated Waleed Tawfiq) 

4) Mr. Islam Gharib (Coordinator for the development of al-Darb al-Ahmar) 

5) Mr. Mahmoud Abdel Basset (Head of the Historic Cairo) 

6) Eng. Mohamed Abou Saeda (from NOUH) 

7) Eng. Khaled Seddiq (head of the Urban Development Fund) 

8) Mr. Ehab Hanafi (General Coordinator of the Urban Development Fund). 

9) Ambassador Dhalia (MoTA) 

論点は、以下の通りである。 

・スーク・シラーハの登録歴史的建造物の利活用の方向を模索する。その際に一連の文化庁プロジェク

トで集めた住民からの意見を考慮する。 

・スーク・シラーハのインフラストラクチャーの向上のための事業を実施方向で考える。 

・ワークショップのテーマとなった交通問題、ゴミ問題は、カイロ市との調整の上で検討する。 

・スーク・シラーハのプランからアクションプランを選び、ステークホルダーの会合の中で、外国から

の支援を含み、どのグループが何を担当するのかということを明確にする必要性がある。 

・ステークホルダーの集まる機会として、セミナーを開催する方向性も考えられる。 

・更新案の具体化については、現在バシュターク公衆浴場前のスーク・シラーハ交差点とそれに続くコ

ーカリアーン給水所周辺を検討することが決まりつつある。 

 

11 月 28 日に 11 時からバイトヤカンで開催した会合には、アラー氏、ユネスコの高橋暁氏、岡田氏、

苅谷氏、深見の他に、住民側からシハーム女史とハムディ氏が参加した。以下のメンバーおよびその代

理が出席した。8 月以来の事業の推移を紹介すると同時に、住民側からの意見を述べた。ダルブ・アフ

マル地区の伝統工芸として木工業の進展のために、日本大使館の草の根事業での協力例（バイト・ヤカ

ンに木工業訓練所を設置）を提示し、12 月に金沢から職人を招聘してワークショップおよび展示会を開

催することを広報した。また、地元で住民の間に組合の設置への方向性が生まれていることも指摘した。

ステークホルダーとしての参加者は以下のメンバーおよびその代理であった。通訳として J S P S 秘書の

サブリーンが参加した。 

1) Dr. Eman Ziadn, MoTA (development Dept.) 

2) Dr. Osama Talaat (Head of Islamic and Coptic Monuments) 

3) Dr. Suha Bahgat (vice minister for Tourism) (delegated Waleed Tawfiq) 

4) Mr. Islam Gharib (Coordinator for the development of al-Darb al-Ahmar) 
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5) Mr. Mahmoud Abdel Basset (Head of the Historic Cairo) 

6) Eng. Mohamed Abou Saeda (from NOUH) 

7) Eng. Khaled Seddiq (head of the Urban Development Fund) 

8) Mr. Ehab Hanafi (General Coordinator of the Urban Development Fund). 

9) Dr. Amr Abd El-Karim(MoTA) 

論点は、以下の通りである。 

・住民は、コーカリアーン給水所の活用について、大きな期待を抱いており、早く事業が実現すること

を願っていると訴えた。 

・コーカリアーン給水所は 2021 年に修復を終え、良い状態であるので、早期の活用が望まれる。またそ

の際には隣り合うラブア（通りに面した商店建築）の上階も一体として考える必要がある。 

・アーバン・デベロップメント・ファンドにより、フトゥフ門、ハーラ・ルーム、スルターン・ムアイ

ヤッド・モスク近傍、ダルブ・ラッバーン周辺などで、開発事業が起こっている。これに関しては、情

報の共有が必要である。 

・ユネスコの歴史的カイロにおける無形文化遺産保全のプロジェクトと、スーク・シラーハの歴史的建

造物の利活用のプロジェクトが結びつくような形が望ましい。 

・バイト・ヤカンで行われている子供や女性のための伝統工芸の教室と、登録建造物の利活用や無形遺

産の保全を統合する形での発展を考えている。 
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③ まとめ  

  

 グループ（１）交通・ゴミ問題 グループ（１）発表風景 

  

 グループ（２）地域資源の管理 グループ（２）発表風景 

  

 グループ（３）無形遺産 グループ（３）発表風景 

  

 グループ（４）地域経済の再生 グループ（４）発表風景 
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【シンポジウム：3月 5日（日）】住民ワークショップ（男性・女性） 
〈住民ワークショップのアンケート結果〉合計 16 名 

1- 今回のワークショップに対する評価 

良い（14 名）：普通（0名）：悪い（0名）：無回答（2名） 

2- 今回のテーマに関する問題や提案 

・ 歴史的な建物（遺跡）を使わせてくれないのは問題です。 

・ 遺跡の価値観の意識の欠如が問題です。住民が歴史的な建物の価値が知らないし、どう使えたらいい

のかも知らないです。 

・ 壊れている家を修復するべきです。 

・ 下水で壊れている道路を再舗装するべきです。 

・ 子供には将来があるので、災害（雨）が危険（電気）に立ち向かう方法などを教えるべきです。学校

を使って子供や若者に知識を広げることは大切です。 

・ 問題と言えばトクトクです。ゴミのリサイクルをしなければなりません。 

・ 野良犬や猫は子供にも大人にも危険です。空地を駐車所ではなく、ゴミ集めるセンターにすればいい

と思います。 

・ 工房や店舗などが、商品やテーブルなどを道に出すことが交通の邪魔になっているので、片づけるべ

きです。 

・ 家や建物のメンテナンスをするべきことです。 

・ トクトクを減らすべきです。 

・ レザー工房を住宅地域から遠くへと移すべきです。 

3- 自由記述 

・ ワークショップに出た話を実際に実行することです 

・ 建造物を公開して、再利用させてもらいたいです。 

・ 住民に遺跡の価値観を教えるべきです。 

・ スーク・シラーハ通りを守るために今日のワークショップに出た話を実際に実行することです。 

・ 今日のワークショップに相談したことを全部実践できるように願っています。 

・ ゴミは家まで来て収集してもらった方がいいです。それに、ゴミ捨て場も決めた方がいいです。 

・ ゴミリサイクルをするのに業者に頼む必要性があります。 

・ 動物保護施設を作るべきです。 
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シンポジウム（総括会）のまとめと感想 

［苅谷勇雅］ 

・ シンポジウムでは出席の市民から活発な意見表明があり、たいへんうれしく、また頼もしく感じた。 

・ まちの環境についてはあらためて、トゥクトゥクなどが通りに過剰に進入しているなどの交通問題、

街路や歴史的建物敷地に散乱するごみの問題、近くに消防署がない、水利施設がないなどの防災問題

など、住民から具体的な指摘があった。その解決には行政に頼るだけで無く、市民の力でもできるこ

とがある、たとえばゴミの分別に取り組もうなどの提案を聞くことができた。また、 歴史的建造物

については、すでに無くなってしまったものもあるが、残っているものは大事にしたい、うまく保存

し活用したいとの強い気持ちも表明された。 

・ 伝統工芸や生活習慣、マナーなどもエジプトの伝統を伝える文化遺産であり、大事にしたいとの声も

あがった。 

・ 歴史的建造物の保存と活用、空き家問題の解決とともに、これらの伝統を継承することにより、スー

ク・シラーハを住民にとって素晴らしい町にして、多くの人が訪れるひとつの観光地にしたいという

希望も伝わってきた。 

・ これらの住民や当日出席した各機関の代表者たちの発言を聞くと、地域自身のまちづくりの資源と

エネルギーとともに、これを何年にもわたり励まし､促してきた日本側の努力が一定の効果を上げつ

つあることを実感し、たいへんうれしく思った。 

 

［連健夫］ 

まちづくりファシリテーターコースを受講されたファシリテーターが話し合いをうまく進行されてい

る姿を観て、嬉しく思いました。保存まちづくり活動は、住民自身が自分たちの街を作っていくという

自主的な気持ちが、持続可能性のある街を作ることができるので、専門家が一方的に方向付けをしても

うまくいきません。その意味で、専門性を持つファシリテーターが住民の意見をまとめるプロセスを通

して、住民と専門家のアイデアをブレンドさせることがポイントになります。発表を聞き、それが形に

現れたと感じました。サビールの利活用において、観光の視点で捉えると共に地下の水を災害時に利用

するというアイデアは具体的で、是非、実現してほしいと感じました。観光の視点は参加者の収入にも

繋がり、地域の活性化と文化を活かすことになるので、これからも話し合いを続けられると良いと思い

ました。 
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■５．現状調査 ① スーク・シラーハの歴史的建造物の概略調査 苅谷勇雅 

1．はじめに：スークシラーハの 6 つの主要

な歴史的建造物について、エジプト政府観光

考古省の担当官の協力と立ち会いの下、2022

年 11 月 21 日に，深見、岡田、苅谷が実地の

観察調査を行った。ここでは、当日の写真の

ほか、関連の資料も一部掲載した。なお、当

日は、Ms. Sabrin Ali の通訳支援を得た。 

 

 
2．スークシラーハ通りの位置：Nicholas 

Warner の The Monuments of Historic Cairo

（2004）掲載の地図を合成し、スークシラー

ハ通りを赤線で示した。世界文化遺産Historic 

Cairo の枢要部に位置する。西の近傍には城

壁の向こうにアル・アズハル公園がある。 

 

 

 

3．調査建造物の位置：前掲地図に調査建造物

の位置をプロットした。いずれもスークシラ

ーハ通り沿いにあり、このうち 3 件はサビー

ル・クッタブ（給水所兼寺子屋）である。バ

イト・ヤカンはコーカリアンのサビール・ク

ッタブと接続している。周りには多くの重要

な歴史的建造物が分布する。なお、以下の調

査建造物の説明は令和 3 年度報告書の

「2―①スークシラーハと保存案対象建物」

P.15-P.18 の記述を一部援用している。 

 

4．マンジャク・シラフダールの門(1)：リーフ

ァイー・モスクとスルタン・ハサン・モスク

からスーク・シラーハ通りに入るの南の入口

の西側に位置する。1346 年建設のシラフダー

ル（武器司、the sword bearer or armorer）であ

った Mangak al-Yusufiの邸宅の門。武器司

らしく、門のファザードのスパンドレルには

両側に刀の紋章が浮彫りにされる（右上）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 224 

5．マンジャク・シラフダールの門(2)：ここに

は門のホールとそれに続く 3連アーチのファ

サードのみ残存する。ホールはドーム構造

で、1903 年に描かれた見上図がある。流麗・

精緻な意匠である。今回、コンベックスとレ

ーザー距離計でホールの寸法を計測した。左

右の壁面間距離は 6124mm、柱面間距離は

5560mm、ドーム天井高は 6377mm であった。 

 
 
6．マンジャク・シラフダールの門(3)：門は鉄

柵で囲われており、通常は入れない。今回は

観光考古省の担当官の案内と立ち会いの下

に現地調査を行った。門の前面は駐車の列が

隣接の旧商館建物の前にも続いている。旧商

館では破損が進み、現在は閉じられている。

2階部分も失われている。 

 

 
 
7．マンジャク・シラフダールの門(4)：門の 

ドームの見上げ写真。5．の見上げ図の意匠が

ほとんど残っている。ペンデンティブ部分の

刀の紋章彫刻も認められる。ただ、全体に亀

裂や破損があり、修理が施されているもの

の、破損部分を暫定的に埋めただけで、美し

い意匠の回復や構造的修理に至っていない。 

 

 

8．マンジャク・シラフダールの門(5)：ホール

の四方向の写真。土砂で覆われているホール

の床面は道路面より低く、階段を降りて入

る。道路面が長年の土砂堆積や舗装のやり替

えで高くなったからであろう。ペンデンティ

ブの立ち上がり部分がよく観察できるが、低

いライズのアーチは一部変形が見られ、開い

た石の目地は埋められているものの、やや稚

拙な修理施工である。 

 

 

 

 

 

 

ドームの⾒上図
1903年の図⾯

5560mm(柱⾯間）
6124mm(壁⾯間）
平⾯図 今回の計測値

天井⾼ 6377mm

Ⅰマンジャク・シラフダールの⾨(1346年） (2)
Gate of Manjak al Silahdar

18弁

5
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9．マンジャク・シラフダールの門(6)：ペンデ

ンティブ部分の詳細。刀の紋章彫刻が認めら

れる。石積みは全体に亀裂、ズレ、破損、一

部脱落が起こっている。修理はその破損等を

修正すること無く、そのまま目地を埋めてい

るだけである。文化財の修理として問題があ

ると言えよう。修理報告書が発行されていれ

ば確認したいものだ。 

 
 
10．マンジャク・シラフダールの門(7)：前記

のように観光考古省の担当官が今回の現地

調査中ずっと先導と案内をしてくれた。コン

ベックスやレーザー距離計でホールの平面

やドーム高さを簡易計測している様子。 

 

11．マンジャク・シラフダールの門(8)：門の

ホールより内側はほぼ完全な瓦礫と化して

いる。通りに面する三連アーチはファサード

の壁だけが立っている。今後とも自立できる

か不安がある。下段の写真はホールから出て

見返したところ。このあたりも大破してお

り、アーチ等が構造的に不安定に見える。13．

にサラー・ザキー教授による整備・活用案が

示されているが、まず、このホールや残存す

る三連のアーチについて、全体的な解体修理

と補強が必要であろう。 

 
12．マンジャク・シラフダールの門(参考)： 

これは、ユネスコ世界遺産センターが世界文

化遺産 Historic Cairo の保存計画策定のため

に 、 2010 年 に 設 置 し た URHC(Urban 

Regeneration Project for Historic Cairo) の様々

な調査研究のうち、2014年に刊行された Study 

on the Monuments in the Action Area のマンジ

ャク・シラフダールの門のスタディについて

引用したものである。ドームの状況は悪いと

記述されている。現在は修理・清掃されてい

るものの基本的に 2014 年当時の状況と大き

な差はないようである。 
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13．マンジャク・シラフダールの門(参考 2)： 

2022 年 3 月 4 日にバイトヤカンで開催され

た「未来のスーク・シラーハへ向けてのワー

クショップ」において、アズハル大学建築学

部教授サラー・ザキー氏により提案された歴

史的建造物の更新案の一つ。この門をスーク

シラーハ通りの入口のビジターセンターと

して整備し、図書コーナー等も設け、2 階は

スルタンハッサンを望むオープンテラスの

コーヒーショップを設置するというもの。 

 

14．サビール・クッターブ・シナン・パシャ 

(1)：この建物は 1630 年に商館（ウイカーラ）

に付属する形で建設され、現在 1階の給水所

とその脇に路地への街区門が残る。2 階には

寺子屋（クッターブ）があったが、失われて

いる。 

 

 

15．サビール・クッターブ・シナン・パシャ 

(2)：観光考古省から提供された図面。中央の

1 階平面図のうち、青丸で囲んだ範囲が概ね

残存している。左下部分はかつてのサビール

（給水所）で、スーク・シラーハ通りに面す

る。立面図・断面図に見るようにかつては 2

階があり、クッターブ(寺子屋)であった。隣

接して 2階建ての商館があった。 

 

 

16．サビール・クッターブ・シナン・パシャ 

(3)：このサビール・クッターブの両側は路地

になっており、壁面は奥までほぼ残ってい

る。南側路地には路地門がある。サビールの

入口はこの南側路地に開く。ここも鉄柵で厳

重に囲われている。 
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21．サビール・クッターブ・シナン・パシャ 

(参考)：12．と同様、Study on the Monuments 

in the Action Area からの引用。建物のファサ

ードには碑文とイズニク・タイルがはめ込ま

れた独特の装飾がある、また、天井は木製の

マムルーク様式の装飾であるが、保存状態は

悪い等と記されている。現状は 2014 年当時

と基本的には変わっていないが、以降に修

理・整備されている。 
 
22．イルゲイ・ユーズフィー・モスク(1)：武

将であったイルゲイ・ユーズフィーのこのモ

スクは 1373 年に建立された。三層構造の塔

と、石のリブが 45 度にたわみ塔の先端の冠

に向かってうねっていくという独特の外観

のドーム、大小の三層のアーチ窓や鍾乳石デ

ザインのコーニスなどで装飾されるファサ

ードなど、マムルーク朝期の建築の特色を示

している。南側に接続する 17 世紀建立の商

館は傷みがひどく、2階は失われている。 

 
23．イルゲイ・ユーズフィー・モスク(2)：中

庭周りに 4 つのイーワン（ヴォールトを架け

た前方開放式の空間施設）の礼拝室や教室、

墓室、神学校（法学院）、通りの角にサビール

（給水所）とクッタブ（コーラン寺子屋）等

を備えた大型の複合建築である。 
 

 

24．イルゲイ・ユーズフィー・モスク(3)：モ

スクの入口は小規模のイーワン状を呈して

おり、高い天井には見事なムカルナスを備え

る。入口戸を入った前室の天井も複雑・華麗

なムカルナスとなっており、通路は屈曲して

中庭に至る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 229 

25．イルゲイ・ユーズフィー・モスク(4)：中

庭には 4 つの大規模なイーワンが面する。広

い中庭からは見事なミナレットやドームを

望むことができる。 

 

 

 

 

 

26．イルゲイ・ユーズフィー・モスク(5)：北

西角に設けられているサビールと上階のク

ッタブ。隅の大理石の柱は再利用で、古典的

な柱頭が存在感を示している。全体に細やか

な装飾が施され、クッタブのテラスには美し

く彫刻された木製の手摺がある。サビールに

は独立の入口があったが現在は閉じられて

いる。 

 

 
 
 
27．イルゲイ・ユーズフィー・モスク(参考) 

12．、21．と同様、Study on the Monuments in 

the Action Area からの引用。神学校部分は

1998 年に修復されたという。サビール･クッ

タブ部分は 2020 年から 2021 年にかけて修復

された。モスクの外観は全体として 2014 年

の頃とほとんど変化はない。 

 

 

 

28．サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドウ

ドウ(1)：若くして亡くなった娘ルカイアのた

めにその母が 1761 年に建設した美しいサビ

ールとクッタブ。カーブを描くファサードと

湾曲する 2階軒が特徴的である。レリーフや

タイル等による流麗な装飾も含めて、1，2階

とも古い絵画に描かれたほぼ旧状を伝える。 
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29．サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドウ

ドウ(2)：観光考古省から提供された図面をも

とに、平面、断面の計測を行った。サビール

の通り側は半円平面で、横幅は最大の箇所で

8ｍを超え、大規模である。高さも 1 階天井

高が 5,840mm,2 階が 4,257mm と、堂々とし

た施設である。 

 

 

 
30．サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドウ

ドウ(3)：左：外観の詳細。右の古い絵画に描

かれた華麗な外観をほとんど維持している。

しかし、スークシハーラの他の歴史的建物と

同様、柵で閉じられていて,通常は入ることが

できない。 

 

 

 
31．サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドウ

ドウ(4)：この建物は 2018 年に修理され、美

しい外観装飾がよみがえっている。道路面が

建物基礎面より高くなっており、いったん階

段を降りてから,入口で再び階段を上がって

入る。 

 
 
 
 
 
 
32．サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドウ

ドウ(5)：サビールの給水口部分の詳細。精巧

な細工の金属グリル、ムカルナス風の彫刻が

施された石のカウンターなど、意匠の粋がこ

らされている。 
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33．サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドウ

ドウ(6)：壁面は非常に細かい文様の彫刻や青

いタイルなどで豊かに装飾されている。木製

の入口戸も重厚なレリーフが彫刻されてい

る。 

 

 

 

 

 
34．サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドウ

ドウ(7)：1階から 2階への階段室部分。 

 

 

 

 

 

 

 

35．サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドウ

ドウ(8) 左半分：1階のサビールの室内。太

い柱と扁平アーチの窓。右半分：2 階のクッ

ターブの室内。高い天井にアーチの明かるい

連続窓。通風もよさそうで、快適な空間であ

る。 

 

 

 

 
 
 
36．サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドウ

ドウ(9) 左半分：1階のサビールのアルコー

ブ、マスタブと天井、 右半分：2 階のクッ

タブの天井と棚。 
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37．サビール・クッターブ・ルカイヤ・ドウ

ドウ(10)：背面部分は失われ、学校に続いて

いる。右端に学校の入口がある。 

 

 

 

 

 

 

 
38．アミール・バシュタークのハンマーム 

(1)：武将バシュタークが 1341 年に建設した

ハンマーム（公衆浴場）の入口部分だけが残

っている。ハンマームは 2007 年まで使用さ

れていた。取り囲む柵は 2020 年に設置。入口

の背後にはハンマームの荒廃した遺構が残

る。 

 
 
39．アミール・バシュタークのハンマーム 

(2)：左の平面図の右上の入口部分のみ残って

いる。他の大部分（脱衣室、温浴室等）は瓦

礫と化して、屋上には仮設的な住宅がある。

南西側の集合住宅の前庭からは瓦礫と化し

た遺構が見える。右下の写真は、集合住宅の

住民でハンマーム遺構の所有者という女性

が、観光考古省の担当官に早く買い取ってほ

しいと要望しているところ。 

 
 
 
40．アミール・バシュタークのハンマーム 

(3)：残っている入口部分の背後には瓦礫とな

ったハンマーム遺構がある。かつての屋上に

は低所得者の仮設的な住宅がある。ゴミも散

乱、集積して劣悪な状況である。 
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41．サビール・クッターブ・ハサン・アガー・

コーカリアン(1)：1694 年にコーカリアンが建

設したサビール・クッターブで、本来は商館

や邸宅と同時に建設された。バイトヤカンへ

のアプローチの北側角に建つ。 

 

 

 

 
42．サビール・クッターブ・ハサン・アガー・

コーカリアン(2)：バイトヤカンへのアプロー

チ側にはカフェがあり、時にその客用の椅子

がコーカリアンの壁に沿って並ぶ。サビール

への入口はバイトヤカンの入口ドアの手前

左にある。路面が高くなっているためか、入

口戸は潜戸状に高さが低くなっている。入口

を入ると狭い通路と 2階への階段室がある。

通路の奥を左に入ると前室で、地下水層の開

口がある。前室の幅は 2414mm,地下水面まで

は 2479mm を計測した。 

 

 

43．サビール・クッターブ・ハサン・アガー・

コーカリアン(3)：左端は 19 世紀末の写真で、

コーカリアンの外観はほとんど変化してい

ない。サビールとクッターブは右の平面図で

見るとおり、同寸法の矩形である。 

 
 
 
 
 
44．サビール・クッターブ・ハサン・アガー・

コーカリアン(4)：1階のサビール。床、天井、

壁とも吟味された材料と密度の濃いデザイ

ンで仕上げられている。入口側の壁にはシャ

ビルワンという、水が落ちてくる小さな滝の

ような装置がある。 
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45．サビール・クッターブ・ハサン・アガー・

コーカリアン(5)：1階のサビール。左上はス

ークシラーハ側の開口。手前に給水用の水盤

がある。シャビルワンは水の流れ落ちる様子

を効果的に見せるようにデザインされてい

る。床のモザイクが美しい。天井も細やかな

装飾が施されている。 

 

46．サビール・クッターブ・ハサン・アガー・

コーカリアン(6)：2階のクッタブ。明るい大

きなアーチの大きな窓の下に開き戸。外側に

転落防止用の柵がある。板床。柱も繊細にデ

ザインされている。右下は 1階前室の天井見

上げ。 

 

47．シェイフ・マスウードの廟：1534 年建設

のシェイフ・マスウードの廟。基礎石の上に

ブロンズ・グリルの窓があり、漆喰塗の煉瓦

ドームが乗っている。ドームは緑のタイルで

覆われていた。内部は未調査。 

スークシラーハ通りの主な歴史的建造物は

46．までの 6 件であるが、そのほかにこの廟

のほか、多くの歴史的建造物があるが、その

ほとんどが保護されること無く、朽ち果てつ

つある。 

 

48．まとめ： 

(1)今回概略調査した建物の多くは近年に修

理されているが、その修理報告書等の資料が

未見であるため、修理内容や工事の適否がわ

からない。構造的に破損している部分を補修

しているものもあるが限定的な工事と見受

けられ、それによって構造的な安定性を回復

できているのかどうかがわからない。 

(2)代表的な歴史的建造物の歴史的価値、建立

後の変遷等をさらに詳細に調査に解明すべ

きではないか。そのことにより、修理活用整

備の方針が変わることも十分あり得る。 

(3)現在提唱されている利活用のプランは、ま

ず文化財としての価値に鑑み、そのような 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利活用が適切か、特に現状変更を伴うものであれば学

術的な審査・判断が必要である。 

(4)上記の活用に関わって、周辺の整備・開発が必要と

なる場合、遺産影響評価（HIA）にしたがって実施す

ることが必要である。 
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■５.現状調査 

 

②ダルブ・アフマル調査地区 

 ダルブ・アフマル(朱殷)地区全体について、昨年度の事業から今年度にわたって調査、整理を実施し

た。この作業過程においてベースマップを作成し、ナポレオン地図(19 世紀初頭測量)、1938 年測量地

図との比較において、道路網の都市組成、各建物の写真のページを作成した。以下にそれらの概要を

示す。 

スーク・シラーハ(武器市場)通りの西側(a＆b 地区から f 地区)、および同通りの東側(G 地区から A 地

区に)ついては、昨年度の報告書『令和 3年度緊急的文化遺産保護国際貢献事業(専門家交流)カイロ旧市

街の持続可能な保護策のための事業／住民参加のまちづくり』198 から 211 ページに掲載済みである。

地域分けは、調査の便宜のために分けたものであり、都市の歴史的ブロック(街区、ハーラとも呼ばれ

る)については、さらなる検討が必要である。 

ここでは昨年度掲載済みのスーク・シラーハ通りを取り巻く地区の外側を対象とする。すなわち、

バーブ・ズウェイラ(ズウェイラ族の門、ファーティマ朝カイロの南門)から南進する一連のハイヤメイ

ヤ(テント造商)通り、マグレブリーン(篩商)通り、スルギーヤ(馬具商)通りと同門から南東方向に進む

バーブ・ワズィール(宰相門)通りに挟まれた西側地区(i 地区から④地区)、スーク・シラーハ通りの東

側バーブ・ワズィール通りに挟まれた東側地区(H 地区から N 地区)の詳細を掲載する。なお、後者のさ

らに南東側 O 地区から W 地区に関しては、現在データをまとめている最中であり、本報告書に掲載す

ることはできなかった。機会をあらためて報告したい。 

 

［i］地区 

マリダーニーモスクの南側を通ってバーブ・ワズィール通りとマグレブリーン通りをつなぐマリダー

ニー通りの南側に位置する。南西側はガニベキーヤ通りを介して v 地区、k 地区と接する。ナポレオン

地図、1938 年地図、現在まで道路、後 2 者においては敷地形状にほとんど変化は見られない。歴史的

建造物としては、ユースフ・アガー・ハブシー廟(1604 年建設、観光考古省登録番号 229)は荒廃した状

況で放置され、i-5 は本来は石造持ち送りが残り、オスマン朝期の住宅建築であったと推察される。i-8

は 1938 年地図にはモスクと表記されているが、現在は空地となり、外壁の石積みの一部が残る。ガニ

ベキーヤ沿いの i-17 から 24 は、セグメント・アーチや半円アーチを用い、切石積みの建築で、1850 年

以後、1938年頃までの建築と推定される。i-8や 26などは空地となっており、今後古い部分は壊され、

高層のアパートが建設される懸念がもたれる。 

 

［j］地区 

西辺の一部はスルギーヤ通りから続く周回道路ダリー・フセインを介して k地区につながり、東辺はマ

リダーニー通りを介して h地区につながる。北辺と南辺に関しては、便宜的に住宅境界線で区切った。

南東の住宅(A)は j-1、2、3、13、12の一部に分割され、2つの通りをつなぐ大敷地のうち南の住宅(B)は

j-5、6、11、12 の大半、14 に、北の住宅(C)は j-7、16、17、18、18-1、18-2 に分割されたことがわかる。

さらに北の j-8、9、10 は i 地区の巨大住宅(D)の一部であった。敷地が細分される過程で、マリダーニ

ー通りとダリー・フセイン通りの通り抜けが可能となり、j-18 の南側には広い空地が残された状況であ

る。A の一部が j-3 として、B の一部が j-11、14 として C の一部が j-18、18−１、18−2 として残ってい

る。なお、j-4、19 から 21 の敷地は 1938年の形状がそのまま残るが、j-14 は石造持ち送りで 2階を張り
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出す形でオスマン朝の建築と推察される。 

 

［k］地区 

北からガニベキーヤ通からダリー通りまでの間を k-1 地区、ダリー通りからダリー・フセイン通りの間

を k-2 地区、ダリー・フセイン通りからナフィー通りまでの間を k-3 地区とした。ナポレオン地図によ

るとガニベキーヤ通り(I-45)は同名で表され、ループ状の袋小路となっている。また、ダリー通りとダ

リー・フセイン通りはスルギーヤ通りを起点とするループ状の袋小路でダリー・フセイン通り(I-41)と

いう単一の名称をとる。ナポレオン地図、1938 年地図共に、道路形状は変わっていないが、j 地区で述

べたように、ダリー・フセイン通りは敷地の細分化によりマリダーニー通りへと通り抜けが可能とな

った。また k-1 地区南西部では、住居が取り払われ、南側のガニベキーヤ通りとダリー通りをつなぐ広

場となった。k-1 地区においては、大規模敷地の細分化が見られるが、k-2、k-3 地区での敷地変容(k-37

〜40、55/71/72、62〜66、60/61)は内端なのは、1938 年時点において、巨大な住宅が少なかったからで、

むしろ新住宅の建設に際して敷地の統合が行われた箇所(k-23)もある。k-1〜3 は石造持ち送りから、

1850年以前に遡ると推察され、本来は 2階建ての小規模住宅であったと思われる。k-4〜6、31、32、45

は洋風の住居、k-33 は伝統的構法の住居で、1938 年以前と推察される。総じて、1938 年から 1980 年頃

までの建築が多いが、現在空地も目立ち、今後建物の建て替えが起こることが懸念される。 

 

［l］地区 

西側から北辺へ t地区との境界のナフィー通りが走り、南辺はメアマル通りを介して m地区と、東辺は

アブー・モティ通りを介して g地区と接する矩形の範囲である。ナポレオン地図においても同様な形状

で、1938 年地図では巨大な南西敷地と中央敷地と周辺の小規模住宅(l-1、3、4、5 の敷地形状は現在も

ほぼ同様)の形である。巨大な南西住宅の一部が遺構として残っており、オスマン朝様式の持ち送りが

確認できる(l-6)。2 つの巨大敷地を合体、開発していく際に、通り抜け道路ではなく、L 字型の袋小路

が用いられている。 

 

［m］地区 

ナポレオン地図では周囲を囲む通り(アブダッラー・ベイの名がつく、m-2、3地区)に北から 2本の袋小

路が入り込み、北側の通りがスルギーヤ通りと結びつき、m-1 地区の西端の通りは袋小路という構成で

ある。1938 年地図においては、m-2、3 地区内に巨大敷地があり、すでに荒廃していると書き込まれる

が、周囲を中規模の大邸宅(全てが中庭を有する 9 軒)が囲む形で、上質の住宅地であったことが推察さ

れる。一方、西側の区画は、西端はイスマーイール・ベクの袋小路となっている。m-2、3 地区の大邸

宅敷地には、U字型の通り抜け道路が構築され、小規模敷地に分割され、アパート群へと変化したが、

おそらくムバラク時代のことであると推察される。m-2 地区では No.2 はニコラスによるとバイト・ガ

ズィア(U-71)と表記され、現在でもファサードの持ち送りや上階のマカードのアーチの痕跡が残ってい

る。m-1 地区の北東端には、キーマーリーの廟(1329 年建設、観光考古省登録建築番号 128)とモスク(19

世紀建築)があり、前者は鍵がかかっているが、モスクは現在も使用されている。アブドウッラー・ベ

ク通りに面する建物(No.7-10)は、1 階が切石の組積造で、おそらく 1938 年以前の建物であると推定さ

れる。西端のイスマーイール・ベク通りは袋小路のままであるが、多くの建物は新建築に置き換わっ

てしまった。 
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［n］地区 

19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて開発された地区で、1912 年測量の 1000 分の 1 の地図(41-J)には、空

地として示されている。それ以前の形態は、ナポレオン地図に示されているが、東西道路としてのバ

シュターク通り(I−31)および南北通りとしてのムハンマド・アガー通り(I-30)はこの住宅地開発によって

姿を消した。現在は、ナポレオン地図にのるアブダッラー・ベイ通り(I-33)が北端ヒラリーヤ通りと名

前をかえ、全体は田の字型の構成となっている。中には、20 世紀初頭から 1938 年頃までに建設された

と思われる住宅も存在する。No.6、8、10、22、25、27、28、31、35 などがその例であると推察される。

ヨーロッパ風の住宅で、当時としては旧市街内の新たな開発街区という位置付けであった。これらの

住宅は、入り口部分から続く露天部分や、光庭としての吹き抜けを持ち、現在はほとんどが集合住宅

として使用されているが、No.22や No.28 はヴィラタイプの戸建住宅であった。建物の老朽化により空

地となってしまった敷地も多く、No.7、19、29、30 で、現在は駐車場などとして利用されているが、

今後高層のアパートが建設されることが懸念される。 

 

［o］地区 

19 世紀半ばに建設された直線広幅員道路ムハンマド・アリー通りによって、切り裂かれた。同通りに

面するファサードはいずれも第 2 次世界対戦後の建物で、②はナーセル大統領時代のものと思われる

が、①、11、12 はいずれも 6 層と高い。③の部分は 1938 年地図を見ると、いくつかの敷地に分割さ

れ、奥にザウィヤ(小礼拝堂)と廟の表記がなされるが、現在は更地となって確認はできない。また、

1938 年地図における b 地区の大規模敷地(現在のサダト小学校)のの西側の大邸宅敷地に、通りが構築さ

れ、アパート群に変容した。この変容は 1980 年以後のことと推察される。時代なお、地区の北西部に

あたるザウィヤと廟(シディ・タージ・アッディン、No.20)およびその隣の建物(No.21)は、1938 年以前

の組積造の躯体が確認できる。しかしながら No.20は、外装等が新装されている。この廟の南側には建

物のセットバックにより小さな広場が作られてはいるものの、配電所や駐車場になり、有効利用はな

されていない。また、ダルブ・フッダーム通り(袋小路)に面するいくつかの建物は、1938 年以後からナ

ーセル時代に建設されたものと推察される。同通りはナポレオン地図にも袋小路として表記される袋

小路である。 

 

［p］地区 

o 地区同様に、ムハンマド・アリー通りによって切り裂かれた地区である。同通りが構築されたときに、

o 地区と p 地区の境界にセッカ・イマーラット・シャムシェルギー通りが。p 地区と q 地区との間にカ

ルア通りが開通した。これらの 3本の通りによって囲まれた三角形の地区である。ほとんどすべての建

物はすべて 4 階以上で、おそらくムバラク時代になってから構築されたものと推察される。ムハンマ

ド・アリー通りに面する部分には、一応アーケードが構築されているが、その部分に出店が張り出す

などして、歩道の役割は薄れている。 

 

［q］地区 

p、o 地区同様に、ムハンマド・アリー通りによって切り裂かれた地区である。しかしながら地区の中

央に位置するドゥードゥ通りはナポレオン地図にもアトファ・ハンマーム・ドゥードゥとして表記さ

れる歴史的な二股に分かれる袋小路である。この通りの名称の所以となったドゥードゥ公衆浴場(は、

現存するが保存状況は極めて悪い。ムハンマド・アリー通りが新設された際に、本来デルブ・クース
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ーン(現在のスルギーヤ通り)に面していた入口を後退させ、新たに復古様式で建設した入口が残されて

いる。この公衆浴場の建物自体はおそらくオスマン朝のものであるが、その由来はマムルーク朝時代

のアミール・サイフ・アッディン。ドゥードゥ・ガシャンキーリーが、1259 年に建設したことに始ま

ると言われる。ムハンマド・アリー通りから入る二股のドゥードゥ通り沿いには、19 世紀に遡ると思

われる住宅も数軒存在する。特に西側の分かれ道は、道路高が低く、現在もなお袋小路を保っている。

しかしながら近年の開発により、空地となってしまった敷地や、新建築に置き換わった建物も見られ

る。ドゥードゥ公衆浴場の東側には、1039 年地図を見ると 2 つの庭付きの大邸宅が存在した。これら

の敷地が分割され、6 階建てのアパート群に置き換わっていったのは、おそらくムバラク時代のことで

あろう。r、n 地区との境界にあたるアトファ・リモーンには、観光考古省によって登録されたサビー

ル・クッターブ・タハ・ハサン・ワルダーニー(18 世紀、Re.No.236)が現存する。この建物はナポレオ

ン地図ではムハンマド・アガーのザウィヤとして表記されている。 この通り沿いにも No.22 および

No.36 は、1938 年以前と推定される上質のヨーロッパテイストを取り入れた建物が残っている。 

 

［r］地区 

ズウェイラ門から真っ直ぐ南に伸びる古くからの主街道の一部スルギーヤ通りに面する地区である。

北側を区切るアンバリー通りはナポレオン地図には記載がない。地区の東側を区切るヒラーリーヤ通

りは、ムハンマド・アリー通り建設後、19 世紀末にグリッド街区として開発された地区の通りで、n 地

区との境界になっている。また、ハンマーム・バシュターク通りも同様で、スーク・シラーハ通りか

ら e地区と d地区の境界を通り、n地区を横切りタキエ・スレイマニエ(1543年建設、No.1、観光考古省

登録番号 225)へと通じ、アトファ・リモーンと接続する。タキエ・スレイマニエは、オスマン朝様式

の建築で、通りよりかなり高く中庭を作り、その周囲を 1層のアーケードと個室群が巡る。西からの入

口は階段で中庭に達し、その軸線上東側がミフラーブを備えた礼拝室、南東の角が廟となる。個室は

現在居住者が占拠している。1938 年地図を見ると、現在の No.1 の部分だけではなく、No.2、3、4、お

よび No.5と 24の一部をしめる巨大な敷地が、店舗や住区として使われおり、No.5の入り口からのアク

セスがあった。1938 年以前の建物としては、地区の北西部の No.7 がいわゆる伝統的な店舗建築、ハン

マーム・バシュターク通りに面する No.9 は 1927 年建設のヨーロッパ風の小型のアパートである。 

 

［s］地区 

スルギーヤ通り沿い東側の一帯で、北端はアブドゥッラー・ベク通りを介して t 地区に続き、南端はア

ンバリー通りをとおして r 地区に続き、東側はヒラリーヤ通りとイスマーイール・ベク通り(袋小路)で

m、n 地区と接する。ナポレオン地図には、アンバリー通りは記入されていない。1938 年地図によると、

すでに n地区を中心とした住宅地開発が起こっており、ナポレオン地図に描かれた南北通りとしてのア

ブドウッラー・ベク通りの位置は不明である。1917 年測量の地図を見ると、アンバリー通りはスルギ

ーヤ通りから東進し、北に曲がる鉤形の袋小路なので、n 地区での開発に伴い、1938 年までには通り抜

けられるようになったことがわかる。おそらく、この通りは北から伸びるイスマーイール・ベク通り

(袋小路)の延長線上あたりに位置し、r 地区にあるタキエ・スレイマニエの南を走るリモーン通りに通

じていたことが推察される。歴史的な建造物としては、s-1 地区の No.2 は、ガーネム・パフラーワンの

モスクと廟(1478〜1510 建設、観光考古省登録番号 129)で、調査当時は修復工事が行われていた。その

北側に続く s-1 地区の No.3、4(おそらく中庭式商館建築)および s-2 地区の No.13 は、1938 年地図以前の

建物であると推察される。s-3地区の No.4は、1938年地図によると s-2地区の No.4、12も含めた広大な
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敷地が一つの建築となっているが、アパートがたち、s-3 地区の No.4 の周囲の部分だけが残り、中には

仮設住宅が建ち、貧しい人々が住み着いている。また、アブドゥッラー・ベク通りに面する s-1 地区の

No.15、19、後者の隣の s-3 地区の No.1 も 1938 年以前の中規模な邸宅建築である。 

 

［t］地区 

スルギーヤ通り沿い東側の一帯で、北端はダリー・フセイン通りを介して u地区に続き、南端はアブド

ゥッラー・ベク通りをとおして s 地区に続き、東側はアブドゥッラー・ベク通りから北進するナフィー

通りが入り込み l 地区と接する。アブドゥッラー・ベク通りは北進する分岐袋小路、ナフィー通りは西

進する 2 本の分岐袋小路をもつ。ナポレオン地図には北端はダリー・フセイン通り(I-41)、南端はイブ

ン・アブドゥッラー・ベイ通り(I-32)、東の袋小路は 2 つの分岐袋小路を含めてアブドゥッラー・ベイ

通り(I-33)として書き込まれ、地図上での変化はない。1938 年地図でも同様ながら、南西の角と北端中

央部に巨大敷地がある。歴史的建築としては、オウラード・アスヤド廟(t1-11、14 世紀建設、観光航行

省登録番号 215)とスルギーヤ通りに面する商館入口(t1-2)が残る。この商館はナポレオン地図にも商館 

(I-114、ウィカーラ・コラル)として書き込まれ、マムルーク朝期の廟の北側にオスマン朝に商館が作ら

れ、1938 年地図によれば廟の入口は北側のダリー・フセイン通りであった。現在はインスクリプショ

ンが残る組積造入口の北隣に鉄柵の廟の入口が作られている。この南隣の大敷地も本来は商館であっ

たと推察され、現在は、2 つに分割され、東側(t2-10)は新建築に置き換わり、西側の古い部分(t1-1)は 1

層でパン屋などに使用されている。アブドゥッラー・ベク通りにはヌービー袋小路とハッダード袋小

路があり、前者の袋小路奥に 1938 年地図の中規模邸宅敷地(一部その遺構が t2-8 として現存)が現在は

分割され(t2-7、8、9、一部 11)木材加工工場として使われている。1938 年以前と推察される建築として、

モスク(t1-4)、廟を併設するアパート(t2-12)、伝統的小規模住宅(t1-7、t2-4、5)がある。 

 

［u］地区 

マグレブリーン通りの東側に広がる地区で、北はガニベキーヤ通り、南はダリー・フセイン通り、東

はオマル・アガー通りで k地区へとつながる。ナポレオン地図、1938年地図、現在まで道路、後 2者に

おいては敷地形状にほとんど変化は見られない。歴史的建造物としては、北西隅にガニベク・モスク

(1426 年建設、観光考古省登録番号 119、u1-22)があり、現在モスクとして使用されるが、付属のサビー

ル・クッターブは使用されていない。この建物に続く u1-23は本来はモスクの付属建築であり、1938年

以前に建設されたと思われる。なお、1850年から 1938年の間の建物と考えられるものとして、u1-29モ

スク(1898 年建設)、u1-1 商業建築、u1-18及び u#-2 は洋風住宅、u2-3及び 15 は伝統的住宅である。都

市組成は変わっていないが、各所で建て代わりが起こっている。 

 

［v］地区 

マグレブリーン通りの西側の地区で、北側はウンシーヤ通りを介して③地区と、南側はガニベキーヤ

通りを介して u及び v 地区と、北東側はマリダーニー通りを介して x 地区、ハムザ・ベク通りを介して

i 地区と連なる。ナポレオン地図、1938 年地図、現在まで道路、後 2 者においては敷地形状にほとんど

変化は見られない。ただし、1938 年地図には巨大な 3 つの中庭邸宅建築が記され、一つは歴史的建造

物としてカイト・バイの家(v-22、1485 年建設、観光考古省登録番号 228)で未修理の状況で放置され、

v-17 は崩壊が進んだまま貧困者層の仮設住宅地域となり、v-30 は小学校敷地となっている。マグレブ

リーン沿いの v-5 はアブドゥル・ラフマーン・カトゥフダーの小モスク(1729 年建設、観光考古省登録
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番号 214)である。同じくマグレブリーン沿いの v-1、2は 1938年以前と思われる商業建築で、v-13は 20

世紀前半のアパート建築、v-17及び 19 の一部にも古そうな遺構の残骸が見られる。 

 

［w］地区 

マリダーニー・モスクの北西地区で、北西側をウンシーヤ通り、南をマリダーニー通りが画し、タッ

バーナ通り沿いに広がる地区である。ナポレオン地図に書かれたマリダーニー通りから北進する短い

袋小路は、1938 年地図にはガンバリ袋小路と記されている。この地区は、マリダーニー・モスク(w-1、

1337-9 年、観光考古省登録番号 120)の背後の巨大敷地中庭住宅が、袋小路によって細分化される変化

を遂げた。w-5、6、14への分化は中庭を広場とする形で進み、1980 年以前にこのような大邸宅(A)の解

体が起こっていたことがわかる。w-14 は当時、織物工場となっていた。 一方、マリダーニー・モスク

の北側 w-26〜34(B)へのアパートへの細分化は 1980 年以後の現象であろう。タッバーナ通り沿いの w-

2、8、10 は、主要通りに面する小規模な中庭住宅の例で、洋風の意匠が使われる。一方、裏通りの w-

13 は、元は A の一部であったと推察され、1938 年地図には荒廃の文字が書き込まれるが、外壁を共有

しており、その外壁具が残っている。 

 

［x］地区 

マリダーニーモスクの南側を西進し、スルギーヤ大通りに抜けるマリダーニー通りの北側の地区であ

る。ナポレオン地図には、タッバーナ通りからハイヤメイヤ通りに曲折しながら進むウンシーヤ通り

が表記されており、1938 年地図でも通りの構成は変わらない。すなわち、w 地区の西に続き、北側の

ウンシーヤ通りと、南側のマリダーニー通りが西側で、接続する。ナポレオン地図にも同様な通りが

描かれ、1938 年地図には北側の大規模住宅が子供治療センター予定敷地として描かれ(現在では保健所

x-7となっている)、その一部である x-8は貧困者層の集合住宅と化し、x-9には 7階建てのアパートに変

わっている。1938 年地図にあるシディ・マダニーの廟とモスクは存在するが新しい建築に置き換わっ

ている。1938 年の地図には、北西部に子供用の保健所が記載されるが、おそらくここは w 地区同様の

大邸宅が、20 世紀に入って病院に転用されたことが推察される。 

 

［y］地区 

ナポレオン地図には、タッバーナ通りからハイヤメイヤ通りに曲折しながら進むウンシーヤ通りが表

記されており、この通りの北側を占める区域である。西側はハイヤメイヤと並行するムスク通りで画

される。ムスク通りは、マフムード・クルディ・モスク(④-12)の北東で、枝分かれし、東進する通り

はさらに枝分かれする袋小路となり、一部は②地区に記述する。また、東側は、ウンシーヤ通りから

枝分かれするモブラグ袋小路となり、比較的閉じた性格の強い地区である。1938 年の地図には、中庭

付きの中規模住宅が数多い。この状況を伝えるものとして、y-1、7、11、33 などが残存している。た

だし、外壁のみが残存しほぼ空地になっているものも多く、y -10、14、18、20、22 などがその例であ

る。袋小路の奥の敷地が新たな建築に置き換わっている点は興味深い。 

 

［z］地区 

ファーティマ朝カイロの南門ズウェイラ門から城塞へと通じる通り(この部分は現在ダルブ・アフマル

通りと呼ばれる、ナポレオン地図にはクンダーギエ通りおよびダルブ・アフマルと記される)の南西側

に広がる区域である。ナポレオン地図には、直線の長いバラショウニー袋小路が記載され、1938 年地
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図でも形態は同様ながら名称はヤンシーヤ袋小路に変化している。東の端に、アフマド・ミフマンダ

ール・モスク(z-33、1324 年建設、観光考古省登録番号 115)、その隣にユーズフ・アガ・ダール・サア

ダ給水所(z-65、1677 年建設、観光考古省登録番号 230)、さらに西隣にユーズフ・アガ・ダール・サア

ダ商館(z-64、1677 年建設、ニコラス U 39)が続く。前者の南側はナポレオン地図によると通り抜け通り

となっているが、現在は閉じられている。後者は近年の火災により、荒廃が激しく、また一部はアパ

ート(z-35)に置き換わってしまった。北西端の建物(z-1)も、持ち送りの形状から、オスマン朝の建築で

あると推察される。ハーラ・モカッシャート通り沿い(z-7、13、14、16)、そこからさらに分岐するラ

ビエ袋小路(z-4)、ヤンシーヤ袋小路沿い(z-37、39、45、47)などは、1938 年以前の住宅建築である。 

 

［①］地区 

ファーティマ朝カイロの南門ズウェイラ門から城塞へと通じる通り(この部分は現在ダルブ・アフマル

通りと呼ばれる、ナポレオン地図にはクンダーギエ通りと記される)の南側に広がる区域である。ナポ

レオン地図には、短い袋小路が 3 本示され(そのうちの中央のものはカーディリー、東の通りはモカッ

シャートと記載)ているだけであるが、1938 年地図には枝分かれする袋小路が示され、古くはモカッシ

ャート通りと呼ばれたと記される。モカッシャート通りの西への分岐は古くは袋小路であったが、現

在サラーフ・タラーイー・モスクの南側が整地され、ハイヤメイヤ通りへと通り抜けることができる。

1938 年地図と現状の敷地分割に大きな差異はない。サラーフ・ターリー・モスクの東沿いの①-1〜3、

大通り沿いの①-9、10、及びモカッシャート通り沿いの①-20、21 は、洋風要素を加味した 19 世紀後

半から 20 世紀前半の建築である。また現在アーバン・プロジェクトによりファサードの統一化がなさ

れており、①-6〜9 では改装工事が進行中であった。 

 

［②］地区 

ファーティマ朝カイロの南門ズウェイラ門の南東側、サリーフ・タラーイー・モスク(②-29、1160 年

建設、観光考古省登録番号 116)の南東に広がる地区である。ナポレオン地図には、ハイヤメイヤ通り

(地図中にはズウェイラ門通りと記載)から東側にすすむワリー門袋小路が記され、その奥にワリーの住

宅が示される。1938 年地図には、通り名はサリーフ・タラーイー通りと表記され、閉じた広場に通じ

ている。ハイヤメイヤ通りから東に進むムスク通りは、枝分かれ枝分かれ袋小路となる。歴史的建造

物としては、ファーティマ朝のサリーフ・タラーイーのモスクは、現在は礼拝用に使われてはいるも

のの、ファーティマ朝期から地盤が随分と高くなったために、周囲に堀割が作られている。近年の地

下水位の上昇により、基壇の小室部分には、水浸しとなってしまっている。ハイヤメイヤ通りの東側

のファサードであるカサバ・ラドワン・ベイ(②-1、17 世紀建設、観光考古省登録番号 408)とそこに続

くラドワン・ベイの小モスク(②-2)は、店舗や礼拝用の小モスクとして使用される。しかしながら上層

部は修復されずに放置されている。本来は工房や倉庫として上層が役立っていたことが推察される。

モスクの水場(②-3)は、敷地形状はそのままであるが、おそらく再建されたものであろう。袋小路の奥

にあるアルバイン小モスク(②-28)およびその周囲の住宅(②-18、21、26、27)はいずれも小規模である

が、1938 年以前の建築であろう。 

 

［④］地区 

ハイヤメイヤ沿い、東へ広がる帯状の地区である。ナポレオン地図にも同様に東側の道が記載され、

メスク通りと記載される。現状と 1938 年地図の敷地分割はほとんど変わらない。歴史的建造物として、
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マフムード・クルディ・モスク(④-12、1393 年建設、観光考古省登録番号 117)、イナール・ユースフ

ィー・モスク(④-8、1392-3 年建設、観光考古省登録番号 118)は、現在モスクとして使用されている。

また、サビール・ワファーイーヤ(④-9、1442 年建設、観光考古省登録番号 557)は鍵がかかって使用さ

れておらず、サビール・クッターブ No.5(④-4、18 世紀建設、ニコラス U 44)、マカード No.15(④-15、

18 世紀建設、ニコラス U 49)は住宅として使用される。ハイヤメイヤ沿いの商業建築④-10 は伝統様式

の石造持ち送りから、1850 年以前の建築であると推察される。ハイヤメイヤ沿いの④-5、７には洋風

要素が加味され、1850 年から 1938 年の商業用建築であると思われる。 

 

［H］地区 

バーブ・ワズィール通りに面する地区である。この地区の北西端に関しては、ナポレオン地図にはウ

ンム・スルターン・シャアバーン・マドラサに面するカシャーフ通りが袋小路(サキーヤ通り、VIII-

161)として描かれているが、現在ではスーク・シラーフへと通じている。また南東辺のハティーブ通り

(カッザーズィン通り、VIII-155)は最初の角で折れ曲がって南下する通りとして表記されるが、現在は

20 世紀中葉にグリッド街区として開発された I 地区へと通じている。これに伴って、本来はイブラヒ

ム・パシャ・ヤカンの邸宅中庭であった部分に延長道路と住宅(H-25〜29)が建設された。一方、地区の

北隅の中規模敷地(A、おそらく商業建築)は細分割され(H-6〜11、15)、ガーウィシュ袋小路の終点にあ

った中庭建築シディ・ハダル廟(H-16)は更地となり、バーブ・ワズィール通りに面する 2敷地も細分さ

れた(H-18、19 及び H-20、21)。H-22 は更地となるが古い石積みが残り、1850 年以前と推察される。A

の一部をなしていた部分(H-7、9)、カシャーフ通りのサーバート(通り抜けトンネル状通路)と通じる H-

4、シディ・ハダル廟(H-16)と隣り合う H-17、24等は、1938 年以前の建造物であることであろう。 

 

［I］地区 

ナポレオン地図には北西から南東に向かって走るガンドゥール通り(アンサーリー通り、VIII-162)以外

街路の記載はない。1938 年地図には巨大な庭園と中庭を持つイブラヒーム・パシャ・ヤカンの邸宅と

して表記される。この地域が 1938 年以後、グリッドの住宅地に改造されたのがこの地区である。直行

する街路で分割し、複数のアパートで一つの区画が構成される方式をとる。いくつかの建物は 1980 年

以後に建て替えられている。 

 

［J］地区 

バーブ・ワズィール通りから分岐するハティーブ通りの西、イブラヒム・パシャ・ヤカン邸開発地域

の東に挟まれた地区である。ナポレオン地図には東のハティーブ通り(カッザーズィン通り、VIII-155)

と北西から南東に向かって走るガンドゥール通り(アンサーリー通り、VIII-162)以外街路の記載はない。

特に J2 地区としたイブラヒム・パシャ・ヤカン邸の南に当たる区域は、1938 年地図によると中規模の

中庭建築で構成されていたが、現在は細長い敷地に細分されたり、空地となっている部分(J2-19、20、

26)も多い。歴史的建造物は、ムハンマド・ドゥルガムの小モスク(J1-10、16 世紀建設、観光考古省登

録番号 241)及びその北隣で路面に突出するサビール(J1-11)、2 つの背面部に当たる(J1-6、本来はイブラ

ヒム・パシャ・ヤカン邸の内壁であったと思われる)が、1850年以前に遡ると推察される。J2-18は、洋

風の要素の入った住宅建築である。 

 

［K］地区 
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ガンドゥール通り(ナポレオン地図ではアンサーリー通り VIII-162)に面する地区である。ナポレオン地

図にはガンドウール袋小路(ガンドウール通り VIII-148)が開き込まれている。1938 年地図における大規

模な通廊建築(K-1、おそらく何かの工場)が空地となってしまっている。ガンドゥール通りに面する部

分では、敷地の細分も見られる(K-20〜22)。K−22 にはファサードに 1850 年以前に遡ると思われる部分

が存在する。 

 

［L］地区 

スーク・シラーハ通りから分岐するサリーム通りとハラワート通りに囲まれ、C 地区の東側に位置する

L 字型の地区である。ナポレオン地図においては同様な形態だが、通りはハラワート通り(VIII-141、

142)と表記される。1938 年地図と現状を比較するとその敷地割はほとんどかわらない。L-1、17 は歴史

的な建造物で、双方とも主として工房に使われている。敷地割はそのままに、建物が建て替わった地

区である。 

 

［M］地区 

ハラワート通りから分岐するサリーム・パシャ通りの南側で、内部へとコブワ袋小路が入り込む。ナ

ポレオン地図でも同様だが、道路名はハラワート通り(VIII-141)である。19 世紀末にリファーイーモス

ク建設に伴い、現在のカラア通りが整備された地区で、ハサン・パシャ・ラシードの家(M-2、1920 年

建設、ニコラス U-90)も当時の建築であるが、洋風ではなく復古調の伝統様式を使っている。アミー

ル・ハリールのサビール(M-29、1761 年建設、観光考古省登録番号 376)は現在使用されておらず、痛み

も激しい。コブワ袋小路にはさらに分岐袋小路で、住宅地が再分割された。 

 

［N］地区 

ガンドゥール通りから南東へと続くイブラヒム・パシャ・ヤカン通り(ナポレオン地図ではコウミー通

り VIII-59)の西側一帯で、南側にハラワート袋小路がある。1938 年地図を見ると、いくつかの袋小路が

指摘できる。イブラヒム・パシャ・ヤカン通りから、ハンマーム袋小路、アルクスーシー袋小路があ

り、ハラワート袋小路からカランフィーリー袋小路が分岐する。これらの構成は変わっていないが大

規模敷地が順次分割された様子がわかる。歴史的建造物はアフマド・イブン・スレイマーンのリバッ

ト(M-51、1291年建設観光考古省登録番号 245)があり、2020年に修復されたが、敷地に鍵がかかり公開

はされていない。戸建住宅 N-10、19、38、53洋風アパート N-20、27、53 などは 1938 年以前に遡ると

思われる建築である。 
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現状調査作成地図 

 

i-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

i-Area それぞれの建物のファサード写真 
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j-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

j-Area それぞれの建物のファサード写真 
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k-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

k1-Area それぞれの建物のファサード写真 
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k2-Area それぞれの建物のファサード写真 

 

k3-Area それぞれの建物のファサード写真 
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l-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

l-Area それぞれの建物のファサード写真 
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m-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

m-Area それぞれの建物のファサード写真 
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n-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

n-Area それぞれの建物のファサード写真 
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o-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

o-Area それぞれの建物のファサード写真 
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p-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

p-Area それぞれの建物のファサード写真 
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q-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

q-Area それぞれの建物のファサード写真 
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r-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

r-Area それぞれの建物のファサード写真 
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s-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

s-Area それぞれの建物のファサード写真 
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t-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

t-Area それぞれの建物のファサード写真 
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u-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

u-Area それぞれの建物のファサード写真 
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u-Area それぞれの建物のファサード写真 
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v-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

v-Area それぞれの建物のファサード写真 
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v-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

v-Area それぞれの建物のファサード写真 
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x-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

x-Area それぞれの建物のファサード写真 
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y-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

y-Area それぞれの建物のファサード写真 
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z-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

z-Area それぞれの建物のファサード写真 
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z-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

z-Area それぞれの建物のファサード写真 
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1-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

1-Area それぞれの建物のファサード写真 
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2-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

2-Area それぞれの建物のファサード写真 
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4-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

4-Area それぞれの建物のファサード写真 
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H-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

H-Area それぞれの建物のファサード写真 
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I-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

I-Area それぞれの建物のファサード写真 



 

 271 

 

J-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

J-Area それぞれの建物のファサード写真 
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K-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

K-Area それぞれの建物のファサード写真 
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L-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

L-Area それぞれの建物のファサード写真 
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M-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

M-Area それぞれの建物のファサード写真 
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N-Area 現状地図、1938 年地図、機能、階高、建設年代、建築材料 

 

N-Area それぞれの建物のファサード写真 

 



□参加専門家プロフィール 

 
■現地の専門家 

［深見奈緒子］日本学術振興会カイロ研究連絡センター・センター長、横浜国立大学博士（工学） 
1956 年群馬県生まれ、東京都立大学卒業、同大学院修了、アフロユーラシアの 7 世紀以後の建築、特にイスラーム教徒が関与した建築

や都市の歴史を研究する。早稲田大学イスラーム地域研究機構教授等を経て、2015 年より現職にて、現在カイロ滞在中。同時に国士舘

大学イラク古代文化研究所共同研究員を兼務する。著書に『イスラーム建築の見かた』（2003）、『世界のイスラーム建築』（2005）、『イ
スラーム建築の世界史』（2013）、『世界の美しいモスク』（2016）など。 

 

［柏木裕之］早稲田大学大学院博士後期課程修了。博士（建築学）。東日本国際大学エジプト考古学研究所客員教授 
吉村作治早大名誉教授率いるエジプト調査隊の建築主任として、クフ王第 2 の船保存プロジェクトや発掘調査などに従事。共著に「ピ

ラミッドの建て方」（実業之日本社）など。 

 
［檜山元一郎］日本設計 監理群 上席主管、一級建築士。専門は工事監理 

1969 年千葉県生まれ、明治大学卒業、2019 年からカイロ大学のプロジェクトに関わる。 

 
■日本からの専門家 

［連健夫］日本建築まちづくり適正支援機構代表理事、認定まちづくり適正建築士 

1956 年京都市生まれ、多摩美術大学卒業、東京都立大学大学院修了、建設会社勤務、1991 年渡英、AA スクール AA 留学、AA 大学院優等
学位取得の後、同校助手、東ロンドン大学非常勤講師、在英日本大使館嘱託、1996 年帰国、連健夫建築研究室設立、建築設計の傍ら、

まちづくりに関わる。早稲田大学、芝浦工業大学非常勤講師、著書に、「イギリス色の街」「心と対話する建築・家」、共著「建築系のま

ちづくり入門」「対話による建築まち育て」、白鴎幼稚園おもちゃライブラリー（栃木県景観賞） 
 

［布野修司］日本大学客員教授 

1949 年松江市生まれ。工学博士（東京大学）。建築計画学，地域生活空間計画学専攻。東京大学助手，東洋大学講師・助教授，京都大学
助教授，滋賀県立大学教授、副学長・理事、日本大学特任教授を経て現職。JCIC-Heritage東南アジア・南アジア分科会座長。『インド

ネシアにおける居住環境の変容とその整備手法に関する研究』で日本建築学会賞受賞（1991 年）。主要著作に『曼荼羅都市』『ムガル都

市』『大元都市』『近代世界システムと植民都市』『世界都市史事典』『アジア都市建築史』など。 
 

［岡田保良］国士舘大学名誉教授、京都大学博士（工学）。専門は西アジア建築史 

1949 年大阪市生まれ。1977 年京都大学工学部助手、1980 年国士舘大学イラク古代文化研究所講師、95 年同教授。2009～2018年同所長。
2020 年退職。2005～2011 年 NGO国際記念物遺跡会議（イコモス）本部執行委員。2019 年から一般社団法人日本イコモス国内委員会委員

長（代表理事）。おもな著作として、『メソポタミア建築序説－門と扉の建築術－』(共編訳 1985)、「古代メソポタミアの宗教建築」（『世

界美術大全集東洋編』2000 所収）、『世界文化遺産の思想』（共著 2018）。 
 

［苅谷勇雅］小山工業高等専門学校名誉教授・元校長、元文化庁文化財鑑査官、京都大学博士・一級建築士 

専門は文化財及び景観保存。1948年岐阜県生まれ。京都大学工学部、同大学院博士課程単位取得退学。京都市都市計画局勤務後、1995
年文化庁建造物課主任文化財調査官。同建造物課長､同参事官（建造物担当）、文化財鑑査官を経て、2009 年国立小山高専校長、2014年

退職。一般社団法人日本イコモス国内委員会副委員長（2022 年度まで）。主な著書に「京都－古都の近代と景観保存」（至文堂 2005）、

「日本の町並み」上下巻（共編著、山川出版社 2016）など。 
 

［市古太郎］東京都立大学都市政策科学科・教授、博士（都市科学） 

1972 年神奈川県生まれ，名古屋大学卒業，東京都立大学大学院修了，阪神･淡路大震災をきっかけに，トルコ・マルマラ地震，台湾集集
地震，インド洋大津波，ネパールゴルカ地震といった国外も含めた災害復興調査に従事．また東京の木造住宅密集地域において事前復

興まちづくりを実践し学術的体系化を図る．2017 年より現職．著書に『伊豆諸島の自然と災害』（2023），『都心周縁コミュニティの再生

術』（2021）『東日本大震災合同調査報告 建築計画編』（2016）など。 
 

［荒牧澄多］川越まちづくり NPO 会員、NPO 全国町並み保存連盟役員、認定まちづくり適正建築士 

1956 年埼玉県川越市生まれ。東京都立大学卒業、同大学院修了。専門は民家、町並み保存。元川越市職員。市では営繕、再開発、文化
財保護、都市景観、博物館等に携わる。蔵造り商家の文化財指定、伝統的建造物群保存地区、歴史的風致維持向上計画、景観計画等に係

わる。川越市立博物館展示模型設計。以下共著等。「川越の蔵造り－川越市指定文化財調査報告書」「日本の都市環境 デザイン １」「景

観法と景観まちづくり」「川越商都の木綿遺産」「歴史文化遺産 日本の町並み」他 
 

［磯野哲郎］国際開発センター主任研究員、認定まちづくり適正建築士 

1956 年東京都生まれ、東京都立大学卒業、同大学院修了、建築設計事務所、国際協力機構での勤務を経て 2004年から現職 
ヨルダン観光遺跡省、シリア観光省、レバノン観光省、チュニジア観光省、イラン遺跡手工芸観光庁などで観光開発戦略を策定；ラオ

ス情報文化観光省、ペトラ観光開発庁、ジンバブエ観光省などで観光開発顧問；著書に「観光を通した地域開発：ペトラとハロン湾」

（2016）、「ASEAN経済統合が地域観光を活性化させる」（2015）、「ラオス：ルアンパバーンの観光」（2010）など。 
 

［宍戸克実］鹿児島県立短期大学准教授（工学修士・一級建築士） 

1975 年尾道市生まれ。関西大学工学部建築学科卒業、法政大学大学院工学研究科建設工学専攻（客員研究員としてイスタンブル工科大
学大学院留学）修了。株式会社ドトールコーヒー設計管理事業部、株式会社エルム都市計画設計室勤務。愛知産業大学造形学部建築学

科非常勤助手、鹿児島県立短期大学助教を経て 2016 年より現職。主な著書（共著）に「トルコ・イスラーム都市の空間文化（山川出版

社）」「イスラム建築がおもしろい！（彰国社）」がある。 
 

［松村哲志］日本工学院専門学校建築学科教師、AMBIENCE ARCHTECTS 主催 JCAABE 理事、修士（工学）、認定まちづくり適正建築士 

1970 年東京都生まれ、日本大学生産工学部建築工学科卒業、同大学院修了、名古屋大学教育発達科学研究科博士後期課程単位取得満期
退学、専門は建築設計、建築教育、参加協働の建築づくり・まちづくり、2019 年からその経験を活かし市民と参加協働することができ

る建築の専門家育成「まちづくりファシリテーター養成講座」を文科省委託事業として取り組み現在も実施。 



 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本報告書は、文化庁の委託業務として、一般社

団法人日本建築まちづくり適正支援機構が実施

した令和４年度文化遺産国際協力拠点交流事業

 「カイロ旧市街の持続可能な保護策のための事

業／住民参加のまちづくり」の成果を取りまとめ

たものです。 従って、本報告書の複製、転載、引

用等には文化庁の承認手続きが必要です。 

 

令和５（2023 年）３月 

JCAABE 

一般社団法人日本建築まちづくり適正支援機構 

https://jcaabe.org 




